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ご　あ　い　さ　つ

本市は、市域のおおよそ６割が埋蔵文化財包蔵地であり、多くの市民が埋

蔵文化財の眠る土地で生活を送っています。

近年、古い家屋や店舗の建て替えに伴い、埋蔵文化財に影響を及ぼす工事

が増加し、長い年月地下で眠っていた文化財が失われることも増加してきて

います。

私たちが日々の生活を送っていく上で、やむを得ず失われる埋蔵文化財に

ついて記録を保存し後世に残すことは、現在を生きる私たちの責務であると

言えます。

鎌倉市教育委員会では、昭和５９年度から個人専用住宅等の建設に係る発

掘調査を実施しています。本書は平成１８・１９・２２・２６年度に実施した、

個人専用住宅等の建築に伴う発掘調査６ヶ所の調査記録を掲載しています。

本書が、武家政治発祥の地として知られ、今なお観光・文化都市として栄

える鎌倉が歩んできた歴史を解き明かす一助となればと願う次第です。

最後になりましたが、調査の実施に当たり、関係者の皆様に発掘調査に対

し深いご理解を賜るとともに、調査の期間中、さまざまなご協力をいただき

ましたことを心からお礼を申しあげます。

	 平成28年３月31日

	 鎌倉市教育委員会
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例　　　言

１　本書は平成27年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊急調査に
係る発掘調査報告書（第１分冊及び第２分冊）である。

２　本書所収の調査地点及び所収分冊は別表・別図のとおり
である。

３　現地調査及び出土資料の整理は、鎌倉市教育委員会文化
財課が実施した。

４　出土遺物及び調査に関する図面及び写真等は、鎌倉市教
育委員会文化財課が保管している。

５　各調査の成果は、それぞれの報告を参照されたい。
５　報告１については松吉大樹氏に、報告２については古田

土俊一氏、松吉大樹氏に玉稿を賜った。
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本誌掲載の平成１８・１９・２２・２６年度発掘調査地点一覧

第１分冊
遺    跡    名 所      在      地 調　査　原　因 遺跡種別 調査面積 調 　査　 期 　間

1 西 御 門 遺 跡
(N0.325)

西御門一丁目 11 番 14
個人専用住宅
（杭基礎）

都　市 43.00 
平成 18 年 10 月 17 日

～平成 19 年 1 月 26 日▲

2 西 御 門 遺 跡
(N0.325)

西御門一丁目 681 番１
個人専用住宅
（杭基礎）

都　市 153.00  
平成 18 年 10 月 23 日

～平成 19 年 1 月 25 日▲

第２分冊
遺    跡    名 所      在      地 調　査　原　因 遺跡種別 調査面積 調 　査　 期 　間

3 若宮大路周辺遺跡群
(N0.242)

小町二丁目 24 番１４
個人専用住宅
（杭基礎）

都　市 14.50 
平成 19 年 8 月 28 日

～平成 19 年 9 月 26 日□

4 大倉幕府周辺遺跡群
(N0.49)

雪ノ下字天神前 562 番 30
個人専用住宅

（地盤の表層改良）
都　市 26.25 

平成 19 年 11 月 7 日
～平成 19 年 12 月 14 日□

5 若宮大路周辺遺跡群
(N0.242)

大町一丁目 1034 番９
店舗併用住宅

（地盤の柱状改良）
都　市 79.81

平成 22 年 8 月 18 日
～平成 22 年 11 月 5 日●

6 台 山 遺 跡
(N0.29)

台字西ノ台 1418 番 10
個人専用住宅
（杭基礎）

集落跡 40.40 
平成 26 年 8 月 28 日

～平成 26 年 10 月 10 日◎

　 ▲印は平成１８年度実施の発掘調査
□印は平成１９年度実施の発掘調査
●印は平成２２年度実施の発掘調査
◎印は平成２６年度実施の発掘調査
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平成27年度調査の概観

平成27年度の緊急調査実施件数は3件であり、調査面積は199.61㎡であった。これを前年度の4件、
225.0㎡と比較してみると件数は1件の減少となり、調査面積は25.39㎡の減少となった。１件の調
査面積は平均で66.53㎡（前年度は56.25㎡）であり、１件あたりの面積は前年度よりも増加している。

調査原因は3件ともに個人専用住宅の建設である。これらの工種別内訳は、鋼管杭打ち工事が1件、
地盤改良工事が2件となっている。今年度も地盤改良工事や鋼管杭打ち工事が発掘調査の主体的な
原因になっている傾向が顕著である。以下、各地点の調査成果の概要を紹介する。（調査面積及び
調査期間等については「平成27年度調査地点一覧」を参照。）

１　台山遺跡（No.29）
市内北部の山ノ内に所在し、北鎌倉駅から北西へ約341mの台地上に位置する遺跡である。鋼管

杭打ち工事を行う個人専用住宅の建築にともない発掘調査を実施した。調査の結果、15世紀の整
地層を確認し、溝、土坑を検出した。出土遺物は須恵器、かわらけ、国産陶器がある。

２　積善遺跡（No.440）
十二所字積善に所在し、明王院の南方約175mに位置する。地盤の柱状改良工事を行う個人専用

住宅の建築にともない発掘調査を実施した。調査の結果、13世紀から15世紀にかけての6時期に
亘る生活面が確認でき、敷石遺構、溝状遺構、土坑、柱穴、井戸を検出した。出土遺物はかわらけ、
国産陶器、舶載陶磁器、瓦、木製品、鉄製品、石製品等がある。

３　東勝寺跡（No.246）
市内中心部の小町に所在し、鎌倉駅から北東へ約838mに位置しており、史跡東勝寺跡指定地に

近接する。地盤の柱状改良工事を行う個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。調
査の結果、13世紀から14世紀の岩盤削平面と整地層を確認し、土坑、柱穴を検出した。かわらけ、
国産陶器、舶載陶磁器が出土している。
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平成２７年度発掘調査地点一覧

遺跡名 所在地 調査原因 遺跡種別 調査面積 調査期間

1
台山遺跡

（№ 29）
山ノ内 860 番 2 の一部

個人専用住宅
（杭基礎）

遺物散布地	
中世館跡	
砦跡	
集落跡

69.60
平成 27 年 4 月 28 日

～平成 27 年 6 月 23 日

2 積善遺跡
( № 440)

十二所字積善 944 番 1、	
       945 番 7、945 番 10

個人専用住宅
（地盤の柱状改良）

遺物散布地 47.00
平成 27 年 8 月 18 日

～平成 27 年 11 月 12 日

3 東勝寺跡
( № 246)

小町三丁目 529 番 1、4、5
個人専用住宅

（地盤の柱状改良）
社寺跡 83.01

平成 27 年 9 月 1 日
～平成 27 年 12 月 25 日
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西御門遺跡（No.325）
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例　言
１．本報は鎌倉市西御門一丁目11番14地点に所在する遺跡の発掘調査である。
２．発掘調査は個人専用住宅にかかる建築範囲約43㎡を対象とし、平成18年10月17日から平成19年1
月26日にかけて実施した。

３．現地での調査体制は以下の通り。
　　担当者　　　　　伊丹まどか
　　調査員　　　　　宇都洋平・鈴木絵美・本城裕・松原康子
　　作業員　　　　　秋田公佑・小口照男・河原龍雄・清水光一・田口康雄・藤枝正義・山崎一男
４．本報作成は以下の分担で行った。
　　遺物実測　　　　石元道子・宇都洋平・岡田慶子・田畑衣里・渡辺美佐子
　　遺物図版作成　　渡辺美佐子
　　遺構図版作成　　田畑衣里・伊丹まどか・吉田桂子・渡辺美佐子
　　観察表　　　　　田畑衣里
　　遺構計測表　　　平山千絵
　　遺構写真　　　　鈴木絵美・宇都洋平
　　遺物写真　　　　須佐仁和
　　写真図版作成　　栂岡渓音・小野夏菜
　　グリッド図作成　後藤健
　　執筆・編集　　　松吉大樹・伊丹まどか
５．出土品など発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会が管理・保存している。
６．本報図版の遺構・遺物の縮尺は次の通り。
　　遺構全測図：1/50　　個別遺構図：１/40　　実測遺物図：１/3　　銭：１/１
　　なお各挿図にはスケールを表示してある。
７．	・実測遺物は、可能な限り復元して実測した。紙面の都合からすべての実測図を掲載していないが、

観察表には復元した数値などを掲載している。本文の都合から遺物に関する詳細は観察表にすべ
てまとめて記載している。

	 ・復原して実測した遺物に関しては、計測値に(　　)を付して表してある。
	 ・木製品の内、箸・箆などの器形から用途を確実に判別できないものは ｢…状｣として提示してある。
	 ・文章中「かわらけ」と記載したものはロクロ成形のかわらけを指し、手づくね成形のかわらけは「手

づくね」と記載している。
	 ・ロクロ成形かわらけの底径は、回転糸切りの外径部分で。手づくね成形かわらけの底径は、器面

が接地した箇所で計測している。
	 ・それぞれの陶磁器に関しては、生産地での編年を参考に観察表にその年代を示したが、破片の為

不安の残るものに関しては割愛した。常滑は中野晴久氏、瀬戸製品に関しては藤澤良祐氏の編年
に基づいて分類した。

８．発掘調査及び、報告書作成に関しては次の方々よりご教授、ご協力を賜りました。記して深く感謝
いたします。（敬称略・五十音順）

　　大三輪龍哉・小川裕久・小野夏菜・熊谷満・齋木秀雄・汐見一夫・須佐仁和・鈴木弘太・中三川昇・
野本賢二・浜野浩美・原廣志・松尾宣方・松吉大樹・馬淵和雄・山口正紀
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図１　調査地点と周辺の遺跡
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＜調査地点一覧＞
○西御門遺跡　1.西御門一丁目11番14（本調査地点）　2.西御門一丁目681番1
○保寿院跡　3.西御門一丁目922番4（宮田・滝澤2007『市緊急報告書』23）
西御門東やぐら群4.西御門一丁目22番１､ 23番（鈴木2005『西御門東やぐら群』）　5.西御門一丁目22
番１､ 23番（鈴木2005『西御門東やぐら群』）
○大倉幕府跡　6.雪ノ下三丁目693番8（押木2014『市緊急報告書』31）　7.雪ノ下三丁目693番1（宮田・
滝沢2013『大倉幕府跡（No.253）発掘調査報告書』）　8.雪ノ下三丁目694番18（宮田・安藤2013『大倉幕
府跡（No.253）発掘調査報告書』　雪ノ下三丁目694番18地点）　9.雪ノ下三丁目701番3（馬淵2005『市
緊急報告書』21）　10.雪ノ下三丁目704番3外（福田2011　『市緊急報告書』27）　11.雪ノ下三丁目701
番14（宮田・滝沢2005『市緊急報告書』21）　12.雪ノ下三丁目701番1（馬淵2005『市緊急報告書』21）
13.雪ノ下三丁目707番1（宮田1992『神奈川県埋蔵文化財調査報告』34）　14.雪ノ下三丁目　清泉小学
校内（『鎌倉市埋蔵文化財調査年報』I）　15.雪ノ下三丁目637番4（熊谷2011『市緊急報告書』27）　16.雪
ノ下三丁目637番6外（未報告）　17.雪ノ下三丁目635番2外（斉木2012『大倉幕府跡発掘調査報告書-鎌
倉市雪ノ下三丁目635番2外地点-』）　18.雪ノ下三丁目648番3（未報告）　19.雪ノ下三丁目648番8（未
報告）　20.雪ノ下三丁目629番1（宮田他2011『大倉幕府跡発掘調査報告書』）　21.雪ノ下三丁目651番8（汐
見1999『市緊急報告書』15）　22.雪ノ下三丁目618番8、653番10（未報告）　23.雪ノ下三丁目618番4（汐
見2002『市緊急報告書』18）　
○大倉幕府周辺遺跡群　24.雪ノ下三丁目607番1（斉木・降矢2004『市緊急報告書』20）　25.雪ノ下三
丁目607番（菊川1994『市緊急報告書』10）　26.雪ノ下三丁目606番1（菊川1993『市緊急報告書』9）
　27.雪ノ下四丁目600番（未報告）　28.雪ノ下四丁目610番2（市教委立会調査）　29.雪ノ下四丁目620
番1（1981『掘り出された鎌倉』）　30.雪ノ下四丁目620番2（1989『武士の都.鎌倉　よみがえる中世3』）
　31.雪ノ下四丁目620番5（馬淵1998『市緊急報告書』14）　32.雪ノ下四丁目581番5（斉木2007『大倉
幕府周辺遺跡発掘調査報告書-雪ノ下4-581-5地点-』）　33.雪ノ下四丁目580番10（原2001　『市緊急報告
書』17）　34.雪ノ下四丁目581番2（未報告）　35.雪ノ下四丁目570番1（馬淵2013『市緊急報告書』30）　
36.雪ノ下四丁目567番7（馬淵2004　『市緊急報告書』20）　37.雪ノ下四丁目569番１（馬淵1990『大倉
幕府周辺遺跡群　雪ノ下字大倉耕地569番1地点発掘調査』）　38.雪ノ下字大倉耕地562番16（福田2001

『市緊急報告書』17）　39.雪ノ下字天神前562番29（福田1996『市緊急報告書』12）　40.雪ノ下字大倉耕
地565-4（菊川1991『市緊急報告書』7）　41.雪ノ下字天神前562番30（『第18回鎌倉市遺跡調査研究発表
会』）　42.二階堂字荏柄3番6外（未報告）　43.二階堂字荏柄3番6外（未報告）　44.二階堂字荏柄38-1（馬
淵1993『市緊急報告書』9）　45.二階堂字荏柄38番2（未報告）　46.二階堂字荏柄27-3の一部（原2006『市
緊急報告書』22）　47.二階堂字荏柄76番4（宮田2007　神奈川県埋蔵文化財調査報告51）　48.二階堂荏
柄76番8地点（伊丹2013『市緊急報告書』30）　49.二階堂字荏柄58-4外（原2002『市緊急報告書』18）
○大倉幕府北遺跡　50.西御門二丁目756番10（宮田・滝沢2009『市緊急報告書』25）　51.西御門二丁目
756番6（宮田・滝沢2009『市緊急報告書』25）　52.西御門二丁目816番1（宮田2000『大倉幕府北遺跡発
掘調査報告書』）　53.西御門二丁目796番1外（宮田2002『大倉幕府北遺跡発掘調査報告書』）　54.西御門
二丁目796番1外（宮田2002『大倉幕府北遺跡発掘調査報告書』）
○大倉幕府北やぐら群55.西御門二丁目792番2（鈴木2004『大倉幕府北やぐら群』）　56.西御門二丁目
792番2（鈴木2004『大倉幕府北やぐら群』）
○北条義時法華堂跡　57.二階堂字西御門686番（福田2005『北条義時法華堂跡確認調査報告書』）
○横小路周辺遺跡58.二階堂字荏柄10-1（原2003『市緊急報告書』19）　59.二階堂字荏柄10-6（福田2000

『市緊急報告書』16）　60.二階堂字荏柄9-1（菊川1990『市緊急報告書』6）　61.雪ノ下五丁目557番１（手
塚1998『市緊急報告書』14）
○田楽辻子周辺遺跡　62.浄明寺一丁目556番6外（押木2012『市緊急報告書』28）
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第一章　遺跡の位置と歴史的環境

１．歴史的環境（図 1）
当調査区は大倉幕府跡の西方、西御門地域にあたる。当地名の由来は、大倉幕府の西門に因むと伝え

るが(『新編相模国風土記稿』)、大倉幕府に隣接する地域であったため、御家人の屋敷地に関する記載
が多い。その初見は『吾妻鏡』文治二年( １１８６)正月五日条である。壇ノ浦合戦後、源義経に予同し
ていた平時実は生捕りにされ、「美濃藤次安平西御門家」に預けられていた。美濃藤次安平については未
詳であるが、同年五月廿九日条・同六月二日条に「美濃国石田郷」・「美濃国大野郡石太郷」を濫妨して
いる記事があることから、美濃国の御家人であったかもしれない。また幕府の重臣三浦氏の屋敷も当地
に存在していた。『吾妻鏡』貞応三年(１２２４)九月五日条には「三浦駿河前司義村西御門家焼亡」とあり、
伝領された三浦氏屋敷地は、宝治合戦に際しても放火され焼け落ちている(註１)。当地には天野景村
の宿所もあった(註２)。天野景村は、金沢流北条氏の北条実時の小舅であるが、頼朝法華堂前には北
条実時邸が存在していた記述も見られることから(註３)、大倉幕府を中心とする御家人同士の地縁的
関係も窺えよう(永井２００６)。そしてまた、北条実時夫人である金沢殿が、延慶三年六月四日に醍
醐寺親玄との間で「名越新善光寺下毘沙門堂入地」と「西御門小笠原谷御地陸戸主」を相博・交換してい
ることから、金沢北条氏の西御門に対する意識が強かったことも想定される(註４)。また、金沢実時
の孫にあたる頼朝法華堂別当顕弁は、西御門に御坊を有していた(註５)。そして金沢氏の人々がやり
とりしている書状には「西御門殿」に宛てたものがあるが、出自などについては未詳(註６)。西御門に
は金沢北条氏の縁者が多く住んでいた可能性が指摘できよう。金沢北条氏の他には、工藤氏と二階堂氏
が西御門に住していた(註７)。両氏は出自が一緒であり、当地における血縁的集住関係も垣間見るこ
とができよう。西御門は大倉幕府近辺という地勢もあって、幕府関連の記述も見られる。和田合戦後の
実検は当地で行われている(註８)。西御門には西大路と称する道が通っていたらしく、それは藤原頼
経亭の西側を走っていた(註９)。

西御門には多数の寺社も存在していた。現存する来迎寺には、明治の神仏分離の際に頼朝法華堂か
ら移された木造如意輪観音坐像・木造地蔵菩薩坐像・木造跋陀婆羅尊者像が安置されている。また、巌
上地蔵はもと報恩寺の本尊で、南北朝期の宅間浄宏作と伝える。報恩寺は、義堂周信を開山、上杉能
憲を開基とする臨済宗寺院で、報恩護国禅寺とも称したが現在は廃寺となっている。創建は応安四年
( １３７１)十月十五日、仏殿の立柱は永和二年( １３７６)十月十三日とする(『空華日用工夫略集』)。
康暦元年( １３７９)三月には、上杉能憲の弟にして関東管領であった上杉憲春が、室町将軍足利義満
に反しようとした鎌倉公方足利氏満を諌めるため、当寺で自害している(『群書類従』第二十輯)。室町
期に入ると西御門は紛争が発端する地として史料上に出ていることが多い。応永廿三年( １４１６)十
月の上杉禅秀の乱に際しては、足利満隆が挙兵したのは「御所西御門宝寿院」であったし、一方の足利
持氏方は、西御門に火をかけ宝寿院に押し寄せる談義をしていた(註１０)。保寿院は鶴岡八幡宮の裏、
現市立第二中学校の西南にあった禅宗寺院である。開山は義堂周信。応安元年(一三六八)十月五日、
関東公方足利基氏の母の遺命によって、西御門の別殿が保寿院となった(『空華日用工夫略集』)。『新編
相模国風土記稿』によれば、後に瑞泉寺の塔頭となり次第に廃寺となったと伝える。享徳三年( １４５４)
十二月廿七日には、関東管領上杉憲忠が鎌倉公方足利成氏によって殺害され享徳の乱が始まった(註
１１)。また本間遠江守に宛てた、年未詳八月七日付「上杉憲忠書状」は「就西御門江御移、厳重仁被成
下御内書候、上意之至、誠以忝畏入存候」と足利成氏の西御門における動向を伝える(註１２)。当地に
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は他に太平寺・高松寺の尼寺があったが、今は廃寺となっている。また、現在の八雲神社には鎌倉幕府
の御家人であった後藤氏を縁とする、大門寺があったと想定されている(高橋２０１０)。西御門地域
には上記の様に、御家人や足利氏の足跡が史料上には残されている。発掘調査成果との関連性について
どの様に考察していくかが、今後の課題である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（松吉大樹）

【参考文献】
永井晋『金沢北条氏の研究』(八木書店、2006年)。
高橋慎一朗『中世都市の力.京・鎌倉と寺社』(高志書院選書４、高志書院、2010年)。

【註】
(註１)『吾妻鏡』宝治元年六月四日、同十五日条。
(註２)『関東往還記』二月廿七日条。.
(註３)『吾妻鏡』宝治元年正月十三日条。
(註４.延慶三年六月四日付「金沢実時後室代成覚相博状」(『鎌倉遺文』24009号文書)。同年九月十五日付「関東御教書」

(「実相院及東寺宝菩提院文書」『神奈川県史資料編２』1788号文書)。
(註５).(元徳三年六月十一日)「顕弁四十九日仏事廻向文」(「金沢文庫文書」『鎌倉遺文』31442号文書)。
(註６).(元応元年ヵ )十月十六日付「金沢貞顕書状」(「金沢文庫文書」『鎌倉遺文』27166号文書)。.
(註７).文永三年六月十日付「二階堂行久譲状」(「二階堂文書」『鎌倉遺文』9542号文書)。元亨三年十一月三日付「工藤

貞行譲状」(「陸奥遠野南部文書」『鎌倉遺文』28573号文書)。
(註８)『吾妻鏡』建暦三年五月四日条。
(註９)『吾妻鏡』貞応二年正月廿日条、同廿五日条。
(註10)「湘山星移集」(『続群書類従』第二十一輯、合戦部)
(註11)「康富記」(『増補史料大成』38)。
(註12).「喜連川文書」(『神奈川県史資料編３下』6100号文書)。
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２．遺跡位置とグリッド配置図 (図 2)
本調査は鎌倉市西御門一丁目11番14地点における、個人専用住宅建設に伴う発掘調査である。調査

期間は平成18年10月17日から平成19年1月26日までの約3 ヵ月間で、調査面積は約230㎡である。現
地表海抜は14.70m。調査開始にあたって調査区に任意の方眼軸を設け、基本点Aと、見返り点Bを設定
し遺構の測量・図面作成に使用した。基本点Aと見返り点Bは鎌倉市4級基準点成果表に基づき国土座
標に倣った座標値の移設を行ったが、調査時の成果表は日本測地系(座標AREA ９)の国土座標値を使
用しているため、本報告作成に際しては国土地理院が公開する座標変換ソフト ｢WEB版TKY2JGD｣ で世
界測地系第Ⅸ形に変換し、図2に表記した。

３．堆積土層 (図 3・図 4)
緩やかに北から南に傾斜する表土から、北側約100㎝～南側約70㎝の表土を重機によって除去し第1

面を検出した。第1面とした地業層は現代埋土によって大きく攪乱され一部遺構が壊されている。
以下、確認した生活面のレベルと、構成土について述べる。

第1面は泥岩細片を多く含む茶褐色弱粘質土上で検出した。確認レベルは海抜14.00m。第2面は拳大
の泥岩・泥岩粒を含む堅く締まった地業層上で検出した。確認レベルは海抜13.80m。構成土は炭化物・
泥岩粒を含む茶褐色弱粘質土。第3面は泥岩粒・炭化物・焼土を含む暗茶褐色弱粘質土上で検出した。
確認レベルは海抜13.60m。第4面は泥岩粒・泥岩細片・泥岩・炭化物・焼土を多量に含み、固く締まっ
た茶褐色弱粘質土上で検出した。確認レベルは海抜13.40m。第5面は泥岩粒・泥岩細片・泥岩を多く含
み固く締まった地業層上で確認した。構成土は炭化物・焼土を含む暗灰色弱粘質土。構成土下層には
広範囲に厚く炭化物が堆積していた。確認レベルは海抜13.20m。第6面は炭化物を含む泥岩粒・泥岩細
片・泥岩によって厚く地業した茶灰色弱粘質土上で検出した。確認レベルは海抜13.00m。第7面は泥岩
粒・泥岩細片・泥岩・炭化物・焼土を含む堅く締まった黄褐色弱粘質土で検出した。確認レベルは海
抜12.70m。第8面は泥岩・泥岩粒・貝砂を多く含む暗灰色弱粘質土上で検出した。確認レベルは海抜
12.50m。

第9面以下はトレンチ調査による堆積土層で生活面を確認した。第9面構成土は泥岩・泥岩細片・泥
岩粒による厚く地業した褐色弱粘質土である。確認レベルは海抜12.30m。第10面構成土は泥岩粒・泥
岩細片・泥岩を多く含み固く締まった暗褐色弱粘質土である。確認レベルは海抜12.20ｍ。第11面構成
土は泥岩粒・炭化物を少量含む灰色砂質土で、下層に泥岩粒・泥岩細片によるしっかりとした地業を確
認している。確認レベルは海抜11.90m。第12面構成土は泥岩粒・貝砂を含む暗灰色弱粘質土上である。
確認レベルは海抜11.70m。第13面構成土は茶色有機質土・貝砂を多く含む灰色粘質土である。確認レ
ベルは海抜11.40m。中世の基盤層は海抜11.10mで確認している。
（土層堆積図を記録する際に使用した基準点は、トレンチ位置図に記載してある。）
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図２　遺跡位置とグリッド配置図

日本測地系     世界測地系  
  x  y    x  y
A -75100.109 -24570.063  A -74743.4794 -24863.4739
B -75102.496 -24561.063  B -74745.8669 -24854.4742
C -75112.545 -24562.176  C -74755.9154 -24855.5874
D -75114.718 -24553.953  D -74758.089 -24847.3647
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図３　調査区西壁堆積土層図
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b

１　茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩（第1面構成土）
２　茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩
３　泥岩層 泥岩粒・泥岩細片・泥岩・暗褐色弱粘質土少量（第2面構成土）
４　茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物（第2面構成土）
５　暗茶褐色弱粘質土 泥岩・炭化物
６　茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量
７　茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩多量・炭化物・焼土
８　茶褐色弱粘質土 泥岩・焼土少量
９　茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・焼土
10　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物・焼土少量
11　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・焼土
12　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物少量・焼土（第3面構成土）
13　茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・焼土
14　茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・焼土多量
15　茶褐色弱粘質土 泥岩多量・炭化物
16　茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・焼土粒
17　茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物少量・焼土
18　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土
19　茶灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・焼土粒
20　灰色弱粘質土 泥岩多量・炭化物微量
21　茶灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・焼土粒
22　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・焼土粒
23　暗茶灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・焼土粒
24　泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物微量・焼土粒（第4面構成土）
25　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩多量・炭化物少量
26　茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・焼土粒
27　炭化物層 泥岩粒少量
28　暗灰色弱粘質土 泥岩多量・玉石・炭化物
29　茶灰色弱粘質土 泥岩多量
30　茶灰色弱粘質土 泥岩多量・炭化物
31　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物（第6面構成土）
32　泥岩層 泥岩粒・破砕泥岩・泥岩・暗茶褐色弱粘質土少量（第6面構成土）
33　茶灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩
34　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
35　灰色弱粘質土 泥岩多量・炭化物
36　黄褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物
37　暗灰色弱粘質土 泥岩・炭化物
38　黄褐色弱粘質土 泥岩粒少量・炭化物多量
39　黄褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物（第7面構成土）
40　暗灰色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩・炭化物
41　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色有機質土少量
42　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量
43　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物少量
44　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物
45　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・褐色有機質土少量
46　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・褐色有機質土少量
47　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩多量・褐色有機質土
48　暗灰色弱粘質土 泥岩・灰褐色砂質土少量
49　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土少量・玉石
50　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・炭化物少量・褐色有機質土
51　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・褐色有機質土少量・貝砂
52　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・褐色有機質土
53　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・褐色有機質土
54　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・褐色有機質土
55　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・褐色有機質土少量
56　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・貝砂
57　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・褐色有機質土
58　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・玉石
59　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・褐色有機質土少量・暗灰色砂質土
60　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・褐色有機質土
61　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物少量
62　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
63　黄褐色弱粘質土 泥岩・炭化物
64　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物少量
65　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・貝砂多量（第8面構成土）
66　暗青灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・褐色有機質土
67　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物少量・褐色有機質土
68　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物少量・貝砂
　　　 

69　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩微量・炭化物少量・貝砂多量
70　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・貝砂
71　泥岩層 　　
72　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・炭化物・褐色有機質土
73　泥岩層 泥岩粒・破砕泥岩・炭化物微量（第5面構成土）
74　暗灰色弱粘質土 泥岩・褐色有機質土・貝砂少量
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図４　調査区南壁堆積土層図
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75　泥岩層 破砕泥岩・泥岩・暗灰色弱粘質土（第10面構成土）
76　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土
77　炭化物層 泥岩粒
78　灰色砂質土 泥岩粒少量・炭化物微量（第11面構成土）
79　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土・炭化物
80　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土
81　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・炭化物少量・褐色有機質土少量
82　泥岩層 破砕泥岩・泥岩・灰褐色砂多量（第11面構成土）
83　暗灰色弱粘質土 泥岩・貝砂少量（第12面構成土）
84　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物
85　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土
86　暗茶灰色弱粘質土 炭化物多量・有機質土多量（第12面構成土）
87　泥岩層 破砕泥岩・泥岩・炭化物少量（第12面構成土）
88　灰褐色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土少量・貝砂多量
89　茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
90　茶褐色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩少量
91　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
92　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物微量
93　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量
94　暗茶褐色弱粘質土 泥岩少量・炭化物少量
95　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物少量
96　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物少量
97　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩少量・炭化物
98　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物
99　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物少量
100　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物
101　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物少量
102　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物少量
103　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物少量
104　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物少量
105　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩多量・炭化物少量
106　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩多量・炭化物少量
107　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物少量・黒色粘土少量
108　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩多量・炭化物少量
109　茶灰色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩・炭化物
110　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物・焼土粒・黒色粘土
111　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・炭化物・褐色有機質土微量
112　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物
113　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩多量・炭化物少量（第4面構成土）
114　暗灰色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩多量・炭化物少量
115　暗灰色弱粘質土 泥岩多量・炭化物微量
116　暗灰色弱粘質土 泥岩・炭化物少量
117　茶灰色弱粘質土 泥岩少量・炭化物・焼土粒

118　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物少量
119　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物少量
120　茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
121　暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物少量
122　灰色弱粘質土 泥岩多量・炭化物
123　泥岩層 破砕泥岩・泥岩
124　暗灰色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩少量・炭化物
125　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・炭化物
126　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量
127　茶褐色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土
128　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土・貝砂
129　暗灰色弱粘質土 泥岩・褐色有機質土少量・貝砂
130　暗灰色弱粘質土 泥岩・褐色有機質土少量・貝砂少量
131　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土・貝砂少量
132　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土・貝砂少量
133　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土少量・炭化物少量・貝砂少量
134　暗灰色弱粘質土 泥岩粒・褐色有機質土少量
135　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土・貝砂
136　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・褐色有機質土
137　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・炭化物・褐色有機質土・貝砂少量
138　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・褐色有機質土少量
139　暗褐色弱粘質土 泥岩微量・炭化物・褐色有機質土少量
140　暗灰色弱粘質土 泥岩少量・炭化物・褐色有機質土少量
141　灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・褐色有機質土少量
142　灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・褐色有機質土少量

143　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・貝砂
144　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物少量
145　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩・貝砂
146　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・炭化物少量・貝砂
147　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩少量・褐色有機質土
148　暗灰色弱粘質土 泥岩粒少量・泥岩（第8面構成土）
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第二章　発見された遺構と遺物

調査では13枚の生活面を発見し観察・記録を行ったが、第9面以下は調査区中央にトレンチを設定し
堆積土層の観察で確認した。発見した遺構は上層より順に報告している。また、各生活面に付した遺構
番号は調査作業の簡便を測る目的で遺構プランに対して付してあり、必ずしも番号の新旧が遺構の新旧
を表すものではない。個別の遺構図面は現地で実測した遺構および、実測遺物を報告した遺構を報告し
ている。個別図面のない遺構の形状・規模は、全測図と遺構計測表を参照していただきたい。また、実
測遺物は遺物観察表に詳細を報告し、本文中では遺物名だけを記載している。

１．第１面の遺構と遺物（図 5～図 9）
第1面は現代埋土によって調査区の一部が削平を受けていたが、平坦に地業された泥岩細片を多く含

む茶褐色弱粘質土上で多くの遺構を発見した。発見した遺構はピット154穴・土坑20基で、建物址を推
定できる遺構は確認できなかった。遺構の切りあいから第1面で発見した遺構は、少なくとも3時期に
亘ると考えている。遺物は、かわらけ・手づくね・青磁・白磁・青白磁・常滑・瀬戸・東幡系・備前・
渥美・瓦器碗・火鉢・瓦・鉄製品・石製品・鋳型・銭が出土している。第1面確認レベルは海抜14.00
ｍである。
遺構5（図6・図8）

土坑である。現代撹乱に削平され、調査区外に遺構が延びているが円形を呈すると思われる。遺構覆
土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む茶褐色弱粘質土。

出土遺物−1はかわらけ。2は鉄製品釘。その他にかわらけ片が出土している。
遺構16（図6・図8）

ピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を多く含む茶褐色弱粘質土。覆土内に
かわらけ細片が多く混入していた。

出土遺物−３はかわらけ。４は瀬戸折縁深皿。その他にかわらけ片が出土している。
遺構18（図6・図8）

土坑である。試掘坑・遺構96に切られ、正確な形状・規模は不明。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化
物を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−５はかわらけ。その他に破片でかわらけ・常滑甕が出土している。
遺構29（図6・図8）

ピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物少量を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−6は東幡系鉢。
その他にかわらけが破片で出土している。
遺構41（図6）

ピットである。遺構40・遺構42に切られるが楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を
含む暗茶褐色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構46（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構47を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む
茶褐色弱粘質土。出土遺物−7は瓦器質火鉢。その他に常滑片口鉢Ⅰ類・瓦器質火鉢が破片で出土して
いる。
遺構47（図6）

円形を呈するピットである。遺構46に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物少量を含む。遺
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物は破片でかわらけ・常滑甕、火鉢が出土している。
遺構48（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構170を切る・遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物少量を含む。
出土遺物−８はかわらけ。その他にかわらけ・常滑甕・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構59（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構20に切られ、遺構117を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物少
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量を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−9は内底中央に穿孔のあるかわらけ。
遺構60（図6・図8）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物少量・褐色砂質土を含む暗茶褐色弱
粘質土。出土遺物−10は常滑片口鉢Ⅱ類。その他にかわらけ・瀬戸折縁深皿が破片で出土している。
遺構65（図6）

円形を呈するピットである。遺構67を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩多量・炭化物少量を含む
茶褐色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構66（図6）

円形を呈するピットである。遺構67を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩を含む茶褐色弱粘質土。
遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構67（図6・図8）

方形を呈する土坑である。遺構65・66に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐
色弱粘質土。出土遺物−11・12はかわらけ。その他にかわらけ・常滑甕・壷が破片で出土している。
遺構70（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構120を切る。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩・炭化物少量を含む暗茶
褐色弱粘質土。出土遺物−13はかわらけ・14は瓦器質香炉。その他に白磁壷が破片で出土している。
遺構73（図6）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒。泥岩・炭化物を含む茶褐色弱粘質土。遺物は破片で
かわらけ・青磁器種不明が出土している。
遺構74（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−
15はかわらけ。その他に瀬戸折縁深皿が破片で出土している。
遺構75（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構76・遺構77を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質
土を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−16はかわらけ。その他にチャート片が出土している。
遺構76（図6）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む茶褐色弱粘質土。遺物は破片で
かわらけ・常滑片口鉢Ⅰ類が出土している。
遺構77（図6）

円形を呈するピットである。遺構74・遺構75に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩を含む茶褐色弱粘質土。
出土遺物−17はかわらけ、内底に線刻が残る。その他にかわらけ・常滑甕・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構78（図5）

個別に図示はしていない。底部に礎石の残るピットである。遺構73・遺構78に切られる。泥岩粒・泥岩・
炭化物を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物はない。
遺構79（図6）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む茶褐色弱粘質土。
遺物は破片でかわらけ・鉄滓が出土している。
遺構85（図6）

楕円形を呈するピットである。遺構123・遺構124を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量を含
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図６　第１面遺構（１）
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む暗茶褐色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕・瓦器質火鉢が破片で出土している。
遺構86（図6・図8）

調査区外に遺構が延びているため、形状・規模は不明。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む茶褐色弱粘
質土。出土遺物−18は渥美壷。その他にかわらけ・常滑壷が破片で出土している。
遺構89（図6）

円形を呈するピットである。遺構124を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量を含む暗茶褐色弱
粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構95（図6）

土坑である。遺構64に切られる。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩・炭化物少量・褐色砂質土を含む
茶褐色弱粘質土。遺物は破片でかわらけ・常滑片口鉢Ⅱ類・鉄釘が出土している。
遺構97・遺構98・遺構99（図6・図8）

調査区中央辺りに、東西に連続して並ぶ土坑である。遺構98は遺構97と遺構99に切られる。遺構97
の遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む茶褐色砂質土。出土遺物−19は銭。破片で常滑甕・
瓦器碗が出土している。遺構98の遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺
物−20はチャート破片。破片でかわらけが出土している。遺構99の遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・
褐色砂質土を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−21・22はかわらけ、23は瀬戸入子、24は常滑甕、25は
常滑片口鉢Ⅱ類、26は瀬戸片口鉢、27は東幡系鉢。その他に白磁口兀皿・瀬戸壷・常滑片口鉢Ⅱ類・
常滑甕・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構101（図5・図8）

個別に図示はしていない。遺構覆土は泥岩粒。泥岩を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−28は瓦器質火鉢。
その他にかわらけが破片で出土している。
遺構103（図6）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒。泥岩。炭化物を多く含む茶褐色弱粘質土。出土遺物
は破片でかわらけ・火鉢が出土している。
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図８　第１面遺構出土遺物（１）
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遺構107（図6・図8）
円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−29はか

わらけ。
遺構108（図6・図8）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−30は
かわらけ。その他に瀬戸壷が破片で出土している。
遺構109（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐色砂質土を含み、底面に有機質土が堆積
する茶褐色弱粘質土。出土遺物−31はかわらけ。
遺構117（図6・図8）

遺構58・遺構59に切られ規模は不明。ピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶
褐色弱粘質土。出土遺物−32・33はかわらけ。
遺構118（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む茶褐色弱粘質
土。出土遺物−34はかわらけ。
遺構123（図6）

円形を呈するピットである。遺構85に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物少量を含む茶褐色弱粘質土。
遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構124（図6・図8）

遺構85・遺構89・遺構123に切られる。楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化
物を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−35は備前擂鉢。この他にかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構126（図6）

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩多量・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。遺物は
かわらけが破片で出土している。
遺構128（図6・図8）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む茶褐色弱粘質土。
出土遺物−36はかわらけ。
遺構131（図5・図8）

個別に遺構は図示していない。円形を呈するピットである。遺構107・遺構126を切る。遺構覆土は
泥岩粒・泥岩・炭化物・を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−37は銭。その他にかわらけ・常滑甕・
銭が破片で出土している。
遺構140（図6・図8）

楕円形を呈するピット。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む茶褐色弱粘質土。出土
遺物−38はかわらけ。その他に鉄製品釘が破片で出土している。
遺構142（図6・図8）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。
出土遺物−39はかわらけ・40は渥美甕転用品。
遺構143（図7・図8）

楕円形を呈するピットである。遺構129・遺構130に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を
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含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−41は瀬戸袴腰型香炉・42はかわらけ。
遺構144（図7・図8）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物
−43はかわらけ。
遺構149（図7・図8）

楕円形を呈する土坑である。遺構150を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む茶褐色弱粘質土。
出土遺物−44はかわらけ。その他に鉄製品釘が破片で出土している。
遺構150（図7）

ピットである、遺構149に切られ規模は不明。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩多量・炭化物少量を含む
暗茶褐色弱粘質土。遺物はかわらけ・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構151（図7）

円形を呈するピットである。遺構152を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物少量・褐色
砂質土多量を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物はない。
遺構152（図7・図9）

楕円形を呈するピットである。遺構151に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐

図９　第１面遺構・面上・構成土出土遺物（２）
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色弱粘質土。出土遺物−45はかわらけ・46は瓦器質火鉢。その他に瀬戸香炉が破片で出土している。
遺構155（図7・図9）

楕円形を呈するピットである。遺構103に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土
を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−47は石製品硯。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構157（図7）

調査区外に遺構が延び規模は不明、円形を呈するピットである。遺構158・遺構160を切る。遺構覆
土は泥岩粒少量・炭化物少量・炭化物少量を含む茶褐色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構160（図7・図9）

調査区外に遺構が延びているため、形状・規模は不明。遺構157に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭
化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−48はかわらけ、口唇部に油煤痕。
遺構165（図7・図9）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む茶褐色弱粘質土。
出土遺物−49は瀬戸香炉。その他に瓦器質火鉢が破片で出土している。
遺構167（図7・図9）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土を含む茶褐色弱粘質土。
出土遺物−50は砥石、砥面に使用痕残る。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構168（図7）

楕円形を呈するピットである。遺構169を切る。遺構覆土は泥岩多量・泥岩・炭化物少量を含む茶褐
色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構169（図7・図9）

楕円形を呈するピットである。遺構168に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色砂質土
を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物−51は鉄製品釘。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構175（図5）

土坑である。遺構75・遺構76などのピットに切られ形状・規模は不明。個別に図示はしていない。
遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−52はかわらけ・53は鉄製品釘。その
他に青磁鎬蓮弁文碗が破片で出土している。
遺構176（図7・図9）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物
−54はかわらけ。

第1面面上出土遺物（図9）
55はかわらけ。56は瓦器質火鉢。
第1面構成土出土遺物（図９）

57 ～ 61はかわらけ。62は常滑片口鉢Ⅰ類。63 ～ 65は常滑片口鉢Ⅱ類。66・67は東幡系鉢。68・69
は瓦質火鉢。70は砥石、四方面を砥面として利用か。その他に白かわらけ（糸切り）・渥美甕・常滑甕・
鋳型・石製品硯・鉄製品釘が破片で出土している。



− 22 −

図10　第２面全測図・エレベーション図
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２．第２面の遺構と遺物（図 10 ～図 18）
第2面は泥岩細片・泥岩を多く含んだ堅く締まった地業層上で多くの遺構を発見した。発見した遺構

はピット46穴・土坑22基・溝1条で、2時期の遺構の切り合いを確認している。調査区北側と、南北に
延びる溝の西側には、第2面構成土を掘りこんだ大小泥岩・泥岩細片による更に堅く締まった版築が調
査区外に延びることを確認している。また、調査区南側では柱痕の残るピットを複数確認したが建物址
の推定は出来なかった。発見した遺物は、かわらけ・青磁・青白磁・褐釉・常滑・瀬戸・山茶碗・備前・
東幡系・瓦器質火鉢・瓦・鉄製品・鋳型・鉄滓・石製品・銭である。第2面確認レベルは海抜13.80ｍ。
遺構185（図11・図13）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含む暗灰色弱粘質土。出
土遺物−1は瓦器質火鉢。その他にかわらけ・常滑甕・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構187（図11・図13）

楕円形を呈する土坑である。遺構188に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含
む暗灰色弱粘質土。出土遺物−2は瓦器質火鉢。その他にかわらけ・常滑片口鉢Ⅰ類・常滑甕が破片で
出土している。
遺構188（図11）

調査区外に遺構が延び規模は不明、ピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物少量を含む暗褐色弱粘
質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構198（図11）

中央に柱痕の残る不正円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物・黒色粘土を含む明
茶褐色弱粘質土。柱痕部分には黒色有機質土が堆積していた。遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構191（図11）

円形を呈するピットである。遺構229を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。
遺物はかわらけ・常滑片口鉢Ⅱ類が破片で出土している。遺構229（溝）に伴う遺構であった可能性もある。
遺構199（図11・図13）

円形を呈するピットである。遺構242を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
出土遺物−3は備前擂鉢。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構200（図11）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩・炭化物少量を含む暗灰褐色弱粘質土。遺物はかわらけ
が破片で出土している。
遺構201（図11）

円形を呈するピットである。遺構229を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物少量を含む暗茶褐色弱粘質土。
遺構191同様に、遺構229（溝）に伴う遺構であったかもしれない。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構207（図11・図13）

楕円形を呈するピットである。遺構215に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・黒色粘土少量を含
む暗灰色弱粘質土。出土遺物−4は瀬戸折縁深皿。5は銭。その他にかわらけ・瀬戸折縁深皿・スラグ・
銭が破片で出土している。また、鉄製品・釘が火熱を受け、溶けて固まった鉄塊が付着したかわらけ片
があった。
遺構211（図11・図13）

円形を呈するピットである。遺構210に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含
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図11　第２面遺構（１）
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む暗灰色弱粘質土。出土遺物−6はかわらけ。
遺構215（図11・図13）

円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰褐色弱粘質土（堆積土層図参
照）。出土遺物−7 ～ 10はかわらけ。11は瀬戸折縁深皿。12 ～ 14は常滑甕。15は常滑片口鉢Ⅱ類。そ
の他にかわらけ・瀬戸卸皿・瀬戸壷・常滑片口鉢Ⅱ類・常滑甕・瓦・瓦器質火鉢・鉄製品釘が破片で出
土している。また、図示したかわらけは4個体であるが、破片でかわらけ（大）84、かわらけ（小）14個
が出土している。
遺構219（図11・図13）

楕円形を呈するピットである。遺構218に切られる。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色
粘土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−16はかわらけ。17は瀬戸卸皿。18は常滑片口鉢Ⅱ類。その他
に常滑片口鉢Ⅰ類・銭が破片で出土している。
遺構221（図11）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。遺構191・遺
構201とともに、遺構229（溝）に伴う遺構であった可能性もある。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構222（図11・図13）

円形を呈するピットである。遺構243を切る。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色
弱粘質土。出土遺物−19は瓦器質香炉。その他にかわらけ・瀬戸香炉・褐釉壷・常滑甕が破片で出土
している。
遺構223（図11・図13）

円形を呈するピットである。遺構243を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
出土遺物−20はかわらけ。その他に土器（器種不明）が出土している。
遺構226（図11・図13）

調査区外に遺構が延びているため、形状・規模は不明。土坑である。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩・
炭化物を含む暗灰褐色弱粘質土。出土遺物−21はかわらけ。その他に常滑甕・鉄釘が破片で出土している。
遺構229（図11・図13）

北から南に向かって緩やかに走る溝である。調査区外に遺構が延びているため規模は不明。遺構覆土
は泥岩粒・炭化物・焼土粒・黒色粘土を含む暗灰弱粘質土。出土遺物−22 ～ 24はかわらけである。24
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図13　第２面遺構出土遺物（１）
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は故意に口唇部を打ち掻いている。その他に常滑甕・瓦器質火鉢が破片で出土している。
遺構230（図15・図16）

円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗灰褐色弱粘質土。出土遺物−1 ～ 62
はかわらけ。63は常滑片口鉢Ⅱ類。64・65は瓦器質火鉢。66は鉄製品釘。図示したかわらけは62個体
であるが、その他に破片でかわらけ（大）486、（小）40個が出土しており、かわらけの一括廃棄土坑と考
えている。
遺構231（図17・図18）

調査区北側と溝（遺構229）に切られる調査区西側に残る版築は、第2面構成土を掘りこむ形で地業し
ていた。遺構覆土は泥岩・泥岩粒を含む暗茶褐色弱粘質土で、焼土および焼痕の残る泥岩を多く含む。
遺構231は版築された地業上でかわらけが集中して発見されたために遺構として報告しているが、地
業の一環であった可能性もある。出土遺物−1 ～ 49はかわらけ。50は瀬戸折縁深皿。51・52は瀬戸卸
皿。53は常滑片口鉢Ⅱ類。54は女瓦。55はかわらけ転用品、円盤状に加工している。56はチャート片。
57・58は鉄製品釘。図示したかわらけは49個体であったが、破片ではかわらけ（大）546（中）2（小）
99個が出土しており、集中的にかわらけの廃棄が行われた意図が窺える。その他に常滑甕18個が破片
で出土している。
遺構233（図11・図13）

試掘坑に切られ形状は不明・柱痕の残るピットである。遺構覆土は少量の泥岩粒・泥岩・炭化物・黒
色粘土を含む暗灰色弱粘質土。柱痕部分は黒色有機質土が堆積していた。遺物はかわらけ・土器（器種
不明）が破片で出土している。
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図15　第２面．遺構230出土遺物（１）
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遺構234（図11・図13）
円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土粒を含む暗灰色弱粘質土。出土

遺物−25はかわらけ、耳皿。26は鉄製品釘。その他に東幡系鉢・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構235（図11・図13）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含む暗灰色弱粘
質土。出土遺物−27 ～ 32はかわらけ。33は瀬戸卸皿。その他に鉄製品釘が破片で出土している。
遺構238（図11・図13）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−
34はかわらけ。その他に瀬戸卸皿が破片で出土している。
遺構242（図11）

円形を呈するピットである。遺構199に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩多量・炭化物少量を
含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構243（図11・図13）

楕円形を呈する土坑である。遺構222・遺構223に切られる。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩・炭化
物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−35 ～ 37はかわらけ。37は見込みに5個、側壁に2個の孔が貫通
しており特殊な場での使用であったと考えられる。38は白磁皿。39・40は瀬戸卸皿。41は銭。その他
にかわらけ・常滑甕・鉄製品釘が破片で出土しており、図示したかわらけは3個体であるが、破片では
かわらけ（大）80・（小）8個が出土している。
遺構244（図11・図13）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含む暗灰色弱粘質土。
出土遺物−42は瀬戸片口鉢。その他にかわらけ・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構245（図12）

不正円形を呈する浅い土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含む暗灰色弱粘質
土。出土遺物はない。
遺構246（図12・図：13）

楕円形を呈する浅い土坑である。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含む暗灰色弱
粘質土。出土遺物−43 ～ 45はかわらけ。
遺構247（図11）

円形を呈するピットである。遺構底面に不整形な泥岩が遺存する。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩・炭
化物多量・黒色粘土を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。遺構229（溝）に
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図17　第２面・遺構231出土遺物（１）
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図18　第２面．遺構231（２）・第２面．面上・第２面．構成土出土遺物
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伴う遺構であったと考えている。
遺構248（図12・図14）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含む暗灰色弱粘質土。出
土遺物−46 ～ 53はかわらけ、53は内底部に線刻あり。その他にかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
うち、図示したかわらけは8個体であるが、破片でかわらけ（大）67・（小）6個が出土しており、小さなピッ
ト内に、集中的にかわらけを廃棄した様子である。
遺構251（図12・図14）

調査区外に遺構が延び形状・規模は不明、土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土
を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−54 ～ 58はかわらけ。58は鉄塊がかわらけ底部に張り付いていたが、
かわらけが火熱を受けた痕跡は確認できない。59・60は瀬戸卸皿。61は常滑甕。その他にかわらけ・
鉄滓が破片で出土し、内かわらけ（大）74・（小）13個と数多くの破片が出土している。
遺構252（図12・図14）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含む暗灰色弱粘質土。出
土遺物−62・63はかわらけ・64は鉄製品釘。その他にかわらけ・常滑甕が破片で出土しているが、内
かわらけ（大）122・（小）10個と数多くの破片が出土し、集中的にかわらけを廃棄した様子が窺え、遺
構248に近似する。

第2面面上出土遺物（図18）
59 ～ 61はかわらけ。62は青白磁梅瓶、蓋。63は瀬戸卸皿。64は常滑片口鉢Ⅱ類。65は東幡系鉢。

66は銅製品鋲。67は鉄製品釘。
第2面構成土出土遺物（図18）

68 ～ 82はかわらけ。82はロクロ成形、白かわらけ。83は白磁壷。84は瀬戸鉢。85・86は瀬戸卸皿。
87は瀬戸水注。88 ～ 92は常滑片口鉢Ⅱ類。93は常滑甕。94・95は山茶碗。96は東幡系鉢。97は瓦器
質火鉢。98は石製品硯。99は滑石製スタンプ。100は女瓦。その他に瀬戸片口鉢・常滑捏ね鉢Ⅰ類・鉄
製品釘が破片で出土している。

３．第３面の遺構と遺物（図 19 ～図 25）
第3面は泥岩細片・泥岩を多く含んだ堅く締まった地業層上で多くの遺構を発見した。発見した遺構

はピット86穴・土坑16基・溝1条・竈状遺構１基で、４時期の遺構の切り合いを確認している。調査
区北側は泥岩粒・破砕泥岩・大小泥岩によって版築される。版築西側の遺構354、版築南側の遺構286
は溝状を呈し、区画の土坑であった可能性がある。版築上および、区画内にも建物を推定することは出
来なかった。調査区南側は炭化物、焼土を多く含む暗茶褐色弱粘質土上で遺構を確認している。

発見した遺物は、かわらけ・手づくね・青磁・青白磁・白磁・常滑・瀬戸・山茶碗・亀山・瓦器碗・
瓦器質火鉢・鞴の羽口・鉄製品・鋳型・鉄滓・石製品・銭・果核である。第3面確認レベルは海抜13.60m。
遺構255（図20・図22）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む茶灰色弱粘質土。出土遺物−1
は瀬戸卸皿。2・3は常滑甕胴部片。その他にかわらけ・瓦器碗・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構258（図20・図22）

調査区外に遺構が延び、一部を遺構327に切られるため形状・規模は不明。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・
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炭化物・黒色粘土を含む暗茶灰色弱粘質土。出土遺物−4はかわらけ。その他に青磁鎬蓮弁文碗・常滑甕・
鉄製品釘が破片で出土している。
遺構260（図20・図22）

調査区外に遺構が延び形状・規模は不明、ピットである。遺構覆土は少量の泥岩粒・泥岩・炭化物を
含む茶灰色弱粘質土。出土遺物−5・6はかわらけ。7は白磁口兀皿。その他に常滑甕が破片で出土している。
遺構263（図20・図22）

調査区外に遺構が延び形状・規模は不明、ピットである。遺構覆土は少量の泥岩粒・泥岩・炭化物を
含む茶灰色弱粘質土。出土遺物−8はかわらけ。9は鉄製品釘。
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遺構264（図20・図22）
楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−

10はかわらけ。11は白磁口兀皿。その他に常滑甕が破片で出土している。
遺構269（図20）

円形を呈するピットである。遺構302に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物多量を
含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構270（図20・図22）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−
12はかわらけ。
遺構271（図20・図22）

円形を呈するピットである。遺構272に切られる。遺構覆土は泥岩粒・多量の炭化物を含む暗灰色弱
粘質土。出土遺物−13 ～ 18はかわらけ。その他に瀬戸卸皿が破片で出土している。
遺構272（図20）

楕円形を呈するピットである。遺構271・遺構273を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量を含
む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構273（図20・図22）

楕円形を呈するピットである。遺構271・遺構272に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗
灰色弱粘質土。出土遺物−19はかわらけ。その他に常滑片口鉢Ⅱ類・常滑甕が破片で出土している。
遺構275（図20）

円形を呈するピットである。遺構276を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
遺物はかわらけ・常滑片口鉢Ⅰ類・常滑甕が破片で出土している。
遺構276（図20・図22）

円形を呈するピットである。遺構275に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
出土遺物−20はかわらけ。その他に常滑甕が破片で出土している。
遺構278（図20・図22）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・少量の炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土
遺物−21は銭。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構279（図20・図22）

楕円形を呈するピットである。泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。ピット底部に黒色有機
質土が堆積していた。柱痕か。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構280（図22）

上層の遺構に切られ形状・規模は不明。ピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
遺構図は個別に図示していない。出土遺物−22・23はかわらけ。その他に常滑甕が破片で出土している。
遺構284（図20・図22）

楕円形を呈するピットである。遺構285を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・多量の炭化物を含む暗灰
色弱粘質土。出土遺物−24・25はかわらけ。24は内外面に油煤痕。
遺構285（図20）

円形を呈するピットである。遺構284に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱
粘質土。出土遺物はない。
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図20　第３面遺構（１）
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遺構286（図20・図22）
楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・多量の焼土を含む茶褐色弱粘質土。

出土遺物−26は常滑甕。27は常滑片口鉢Ⅱ類。28 ～ 31は銭、銭はまとまって出土している。その他に
かわらけ・手づくね・青白磁梅瓶・鋳型・鉄製品釘が破片で出土し、復元は出来なかったが、かわらけ
は81個を数える。
遺構287（図20・図22）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−32 ～
35はかわらけ。その他に常滑甕・瓦器質火鉢・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構289（図20）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわら
け・常滑甕・瓦器質火鉢。鉄製品釘が破片で出土している。
遺構290（図20・図22）

調査区外に遺構が延び、遺構289に切られる為に形状・規模は不明、ピットである。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−36はかわらけ。
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図22　第３面遺構出土遺物（１）
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図23　第３面遺構出土遺物（２）
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遺構291（図20・図22）
円形を呈するピットである。遺構289に切られる。遺構覆土は多量の泥岩粒・炭化物を含む暗灰色弱

粘質土。出土遺物−37はかわらけ。その他に手づくねが破片で出土している。
遺構292（図20・図22）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺
物−38は瓦器質火鉢。39は鉄製品釘。その他にかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構293（図20・図22）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含む暗灰色弱粘質土。出土
遺物−40はかわらけ。その他に常滑甕・山茶碗・瓦器質火鉢が破片で出土している。
遺構298（図21）

円形を呈するピットである。遺構308を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩多量・炭化物少量を含む茶灰
色弱粘質土。出土遺物はない。
遺構300（図20）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含む茶灰色弱粘質土。遺物
はかわらけ・瀬戸壷・常滑片口鉢Ⅱ類・常滑甕・瓦器質火鉢・鍔釜・鋳型・鉄製品釘・銭が破片で出土
している。復元は出来なかったが、かわらけは（大）84・（小）11個を数えた。かわらけ集中廃棄の土坑
である。
遺構301（図20・図22）

不正円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物
－41は瓦器質火鉢。
遺構302（図20・図23）

円形を呈する土坑である。遺構269を切る。遺構覆土は炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−42
～ 47はかわらけ。48は東幡系鉢、転用品。側面が摩耗。
遺構304（図20・図23）

調査区外に遺構が延び形状・規模不明、ピットである。遺構305を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・
焼土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−49はかわらけ。
遺構305（図20）

円形を呈するピットである。調査区外に遺構が延び規模は不明。遺構354を切る。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩少量・炭化物多量を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構306（図20）

円形を呈するピットである。遺構354を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱
粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構308（図21・図23）

遺構298に切られ、形状・規模は不明、ピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む茶灰
色弱粘質土。出土遺物−50は鉄製品釘。その他にかわらけ・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構309（図20）

楕円形を呈するピットである。遺構346・遺構354を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物少量を
含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構311（図21・図23）
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円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む茶灰色弱粘質土。出土遺物−
51 ～ 53はかわらけ。
遺構312（図21・図23）

円形を呈するピットである。遺構311に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含む暗
灰色弱粘質土。出土遺物−54・55はかわらけ。56は鉄製品用途不明、蓋か。
遺構314（図21・図23）

楕円形を呈するピットである。遺構313に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色
弱粘質土。出土遺物−57は瀬戸入子底部片。内外面に不鮮明な線刻残る。
遺構315（図21・図23）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含む暗灰色弱粘質土。出土
遺物−58はかわらけ。59は石製品砥石。60はかわらけ、転用品。
遺構318（図21・図23）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・黒色粘土を含む暗灰色弱粘質土。出
土遺物−61はかわらけ。62は銭。
遺構319（図21・図23）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含む茶灰色弱粘質土。出土遺
物−63は常滑甕。64は石製品砥石。
遺構320（図21）

円形を呈するピットである。遺構321・遺構322を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩多量・炭化物
微量を含む茶灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・手づくね成形の白かわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構321（図21・図23）

円形を呈するピットである。遺構320に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱
粘質土。出土遺物−65はかわらけ。
遺構322（図21・図23）

円形を呈するピットである。遺構320に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱
粘質土。出土遺物−66はかわらけ。
遺構324（図21・図23）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−
67は石製品砥石。68は銭。
遺構325（図21・図23）

楕円形を呈するピットである。遺構349に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
出土遺物−69 ～ 72はかわらけ。73は鉄製品釘。
遺構326（図21・図23）

調査区外に遺構が延び形状・規模は不明。土坑である。出土遺物−74は常滑甕。
遺構327（図20）

調査区外に遺構が延び、形状・規模は不明。ピットである。遺構258を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥
岩少量・炭化物少量・黒色粘土少量を含む茶灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構329（図21）

円形を呈するピットである。遺構325・遺構349に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭
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図24　第３面．面上・構成土出土遺物（１）
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化物少量を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構330(図21・図23)

円形のピットである。遺構320・遺構321に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含
む暗灰色弱粘質土。出土遺物−75・76はかわらけ。
遺構337（図20・図23）

方形を呈する土坑である。遺構286に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩とともに、多量の炭化物・焼土・
炭を含む暗茶褐色弱粘質土である。不整形な泥岩が遺構周囲を囲んでいたが、泥岩に火熱を受けた痕跡
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は確認できなかった。遺構底面は破砕泥岩・泥岩によって固められていた。竈の可能性を考えている。
出土遺物−77 ～ 80はかわらけ。その他に常滑甕・鉄製品釘・鉄滓が破片で出土している。
遺構340（図21）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含む茶灰色弱粘質土。
遺構346（図20・図23）

調査区外に遺構が延び規模不明、土坑である。遺構354を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・
多量の焼土を含む茶灰色弱粘質土。出土遺物−81・82はかわらけ。
遺構349（図21）

楕円形を呈するピットである。遺構325・遺構329を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩多量・炭化
物少量を含む茶灰色弱粘質土。出土遺物はない。
遺構353（図21・図23）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺
物−83は瓦器質火鉢。
遺構354(図20)

遺構北側は調査区外に遺構が延び、南側は遺構346に切られる溝状の土坑で、調査区北に広がる版築
状の地業を掘りこんでいる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ、
鉄製品釘が破片で出土している。
遺構355（図21・図23）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−
84はかわらけ。
遺構357（図21・図23）

楕円形を呈する土坑である。遺構330・遺構356に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・多
量の焼土を含む茶灰色弱粘質土。出土遺物−85・86はかわらけ。

第3面面上出土遺物（図24）
1 ～ 10はかわらけ。11は常滑片口鉢Ⅱ類。12は瓦器質火鉢。13・14は石製品。14は砥石。15は銭。

16は漆器、碗。内面に梅と枝、波の施文、外面に波の施文。
第3面構成土出土遺物（図24・図25）

17 ～ 68はかわらけ。69・70は瀬戸卸皿。71は瀬戸片口鉢。72は常滑壷。73 ～ 77は常滑甕。78は土
器質火鉢。79 ～ 83は瓦器質火鉢。84は亀山甕。85は瓦器碗。86はかわらけ、転用品。87は石製品砥石。
88・89は鉄製品釘。90 ～ 94は銭。その他に手づくね・手づくね成形の白かわらけ・瀬戸折縁深皿・山
茶碗・獣骨が破片で出土している。
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図26　第４面全測図
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４．第４面の遺構と遺物（図 26 ～図 29）
第4面は泥岩細片・大型の泥岩を多く含んだ堅く締まった地業層上で多くの遺構を発見した。発見し

た遺構はピット67穴・土坑10基で、3時期の遺構の切り合いを確認している。調査区北側は泥岩粒・
破砕泥岩・大小泥岩によって固く版築されていたが、大型泥岩を多く含み、やや雑な地業である。調査
区南側は泥岩粒・泥岩・焼土を含む茶灰色弱粘質土で遺構を確認している。発見した遺物は、かわらけ・
手づくね・青磁・青白磁・瀬戸・常滑・瓦器碗・瓦・瓦器質火鉢・石製品・鉄製品がある。第4面確認
レベルは海抜13.40m。
遺構359（図27・図28）

調査区外に遺構が延びているため規模は不明、土坑である。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物・焼土
を含む暗褐色弱粘質土。出土遺物−1・2はかわらけ。図示したかわらけは2個体だが、破片数はかわら
け（大）63・（小）8個と数多く出土している。
遺構360（図27・図28）

調査区外に遺構が延びているために規模は不明、ピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を
含む暗灰色弱粘質土。遺構底面に炭化物が多量に堆積していた。出土遺物−3・4はかわらけ。内外側面、
口唇部に油煤痕。その他に瀬戸卸皿・瀬戸折縁深皿・常滑甕が破片で出土している。
遺構363（図27・図28）

調査区外に遺構が延びているために規模は不明、浅い土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物
を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−5はかわらけ。内外側面、口唇部に油煤痕。
遺構364（図27）

楕円形を呈するピットである。遺構363に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物少量
を含む暗茶褐色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構384（図27・図28）

調査区外に遺構が延び規模は不明、方形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含
む暗灰色弱粘質土。出土遺物−6は鉄製品、蓋か。その他にかわらけ・常滑甕・鉄製品釘が破片で出土
している。
遺構386（図27・図28）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−
7は銭。その他にかわらけ・常滑甕・瓦器質火鉢・鉄製品釘が破片で出土している。
遺構387（図27・図28）

上層の遺構に切られ規模は不明、ピットである。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩・炭化物を含む茶褐
色弱粘質土。出土遺物−8はかわらけ。その他に常滑甕が破片で出土している。
遺構391（図27・図28）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−
９は瀬戸折縁小皿。
遺構395（図27・図28）

円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−
10はかわらけ。その他に青磁碗・常滑片口鉢Ⅰ類・常滑甕が破片で出土している。
遺構401（図27・図28）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・多量の炭化物を含む暗灰色弱粘質土。出土遺
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図27　第４面遺構
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物−11・12はかわらけ。
遺構402（図28）

個別に図示していない。土坑である。覆土内に大型の泥岩を含むが、地業の一環であった可能性もある。
遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む灰色弱粘質土。出土遺物−13は銭。その他にかわらけ・手づ
くね成形の白かわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構405（図27・図28）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩少量・炭化物を含む灰色弱粘質土。出土遺物−
14はかわらけ。
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遺構409（図27）
円形を呈するピットである。遺構384に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物多量を含む暗灰色

弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構411（図27・図28）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩少量・炭化物少量を含む灰色弱粘質土。出土
遺物−15はかわらけ。その他に常滑甕・常滑片口鉢Ⅱ類が破片で出土している。
遺構412（図27・図28）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩少量・炭化物を含む灰色弱粘質土。出土遺物−
16はかわらけ。

遺構414（図27・図28）
楕円を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩少量・炭化物を含む灰色弱粘質土。出土遺物−

17は土器質火鉢。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構423（図27・図28）

不正円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物
−18・19はかわらけ。
遺構424（図27・図28）

方形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩少量・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。覆土内に
かわらけを多く含んでいた。出土遺物−20 ～ 28はかわらけ。29は鉄製品、掛け金具。図示できたかわ
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らけは8点であるが、その他にかわらけ（大）93・かわらけ（小）25個、常滑甕・瓦器質火鉢が破片で出
土している。
遺構427（図27・図28）

遺構384・遺構409に切られ形状規模は不明、土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む
暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−30は山茶碗。その他にかわらけ・常滑片口鉢Ⅱ類・常滑甕が破片で出
土している。
遺構434（図27・図28）

遺構が調査区外に延び。一部遺構420に切られるために形状・規模は不明、ピットである。遺構覆土
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図31　第５面遺構437

は泥岩粒・泥岩・炭化物多量を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−31はかわらけ。
遺構435（図27・図28）

調査区外に遺構が延び。形状・規模は不明、土坑である。遺構覆土泥岩粒・泥岩・炭化物を含む
暗茶褐色弱粘質土。遺構上層に大型の泥岩・破砕泥岩を含む。地業の一環であったかもしれない。
出土遺物−32はかわらけ・33は瓦器質火鉢。その他に青白磁壷・常滑甕・石製品砥石が破片で出
土している。

第4面面上出土遺物（図29）
1 ～ 13はかわらけ。14・15は常滑甕。16は土器質壷。17は石製品砥石。18・19は鉄製品釘。
第4面構成土出土遺物（図29）

20 ～ 22はかわらけ。23は白磁香炉。24は瀬戸片口鉢。25は常滑片口鉢Ⅰ類。26・27は常滑甕。28
は東海系鍔鍋。29は不明鉄製品。その他に青白磁梅瓶・常滑片口鉢Ⅱ類・常滑壷・瓦器碗・瓦器質火鉢・
石製品砥石・滑石鍋・鉄製品釘が破片で出土している。

５．第５面の遺構と遺物（図 30 ～図 33）
第5面は泥岩粒・破砕泥岩・泥岩を多く含んだ堅く締まった地業である。発見した遺構は大型の土坑

4基であるが、いずれの遺構覆土も泥岩を多く含んだ覆土であり、地業の一環であった可能性を考えて
いる。調査区中央付近に破砕泥岩を厚く敷き詰め、やや盛りあがった地業が断続的に南北に走ることを
確認した。道路遺構の可能性も考えたが、上層の遺構によって壊されており調査区壁の堆積土層でも確
認は出来なかった。また、第5面構成土下層には炭化物層が広がることを観察しているが、調査区の約
北半分に約10㎝、南半分は20 ～ 25㎝と、南側に向かって厚く炭化物層は堆積していた。発見した遺物は、
かわらけ・手づくね・青磁・白磁・青白磁・瀬戸・常滑・山茶碗・瓦器・瓦器質火鉢・石製品・鉄製品
である。第5面確認レベルは海抜13.20m。
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図32　第５面．遺構438・遺構439・遺構440
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図33　第５面．面上・構成土出土遺物
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遺構437（図31）
楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩多量・炭化物を含む暗茶褐色弱粘質土。遺構覆

土内に多量に泥岩を含み、地業の一環であったかもしれない。出土遺物−1 ～ 6はかわらけ。7は常滑
片口鉢Ⅰ類。その他に青白磁梅瓶・瓦器質火鉢・鉄製品釘を破片で出土している。
遺構438（図32）

調査区外に遺構が延び形状・規模は不明。土坑である。遺構覆土は泥岩粒・泥岩多量・炭化物を含む
暗茶褐色弱粘質土。地業の一環であったかもしれない。出土遺物−1 ～ 4はかわらけ。その他に常滑甕
を破片で出土している。
遺構439（図32）

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・破砕泥岩・泥岩・玉石多量・炭化物を含む暗茶褐色
弱粘質土。出土遺物−5 ～ 7はかわらけ。8は瀬戸・器種不明、入子か。19は常滑片口鉢Ⅰ類。10は女瓦。
11は銭。その他に青磁鎬蓮弁文碗・白磁口兀皿・瀬戸壷・常滑甕・瓦器碗・瓦器質火鉢・鉄製品釘が
破片で出土している。
遺構440（図32）

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒多量・破砕泥岩多量・泥岩多量・炭化物を含む暗灰色
弱粘質土。地業の一環であったかもしれない。出土遺物−12・13はかわらけ。14は瀬戸卸皿。15は常
滑片口鉢Ⅰ類。16は瓦器質火鉢。17・18は銭。その他に常滑甕が破片で出土している。

第5面面上出土遺物（図33）
1・2はかわらけ。2は内外面に油煤痕。
第5面構成土出土遺物（図33）

1～36はかわらけ。37は瀬戸卸皿。38～40は常滑片口鉢Ⅰ類。41は常滑片口鉢Ⅱ類。42は瓦器質黒縁皿。
43・44は瓦器質火鉢。45 ～ 47は石製品砥石。48は男瓦。49は鉄製品釘。その他にてづくね・青磁折縁皿・
青磁壷・青白磁梅瓶・常滑甕・山茶碗が破片で出土している。

６．第６面の遺構と遺物（図 34 ～図 39）
第6面は泥岩粒・泥岩を厚く含んだ地業層上で検出したが、粗く大型の泥岩が調査区北側隅に集中

する。調査区中央辺りで地業約20cm南に向かって下がり北側は緩く壇状になる。南側には南北に並
ぶ不整形の泥岩を確認した。また、地業の境目で溝状の遺構を発見しているが、下層の第6面でも同
位置に溝を発見しており、東西に延びる溝であった可能性が高い。北側で発見した遺構の覆土には大
きめの炭を含む炭化物が含まれる。発見した遺構は少ないが、遺構覆土の観察から少なくとも3時期
に分かれる。発見した遺構はピット17穴・土坑9基・溝状土坑1基である。発見した遺物はかわらけ・
手づくね・青磁・白磁・青白磁・常滑・渥美・瓦器・瓦・伊勢系土鍋・石製品・鉄製品・木製品が出
土している。第6面確認レベルは海抜13.00m。
遺構442（図36）

調査区外に遺構が延びてしまい、形状・規模は不明。個別に図面は図示していない。遺構覆土は泥岩
粒少量・泥岩・炭化物少量・褐色有機質土少量を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−1はかわらけ。その
他に常滑片口鉢Ⅰ類・常滑甕が破片で出土している。
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遺構443（図35・図36）
円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物・灰色粘土・褐色有機質土を

含む灰褐色弱粘質土。出土遺物−2・3はかわらけ。その他に常滑甕が破片で出土している。

遺構445（図35・図36）
方形を呈する土坑である。土坑中央に楕円形のピットを有する。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩微量・

炭化物少量・灰色粘土・褐色有機質土を含む暗灰色弱粘質土。遺構中央ピットの遺構覆土内には炭化物・
褐色有機質土が多量に含まれていた。柱穴か。出土遺物−4は常滑甕。その他にかわらけが破片で出土
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図35　第６面遺構
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図36　第６面．遺構出土遺物（１）

3 4

1

2 5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27
28

29

30

31

32

33

34

35 36

37 38 39

40 41 42

43 44 45

46 47

48 49

50

51 52

10cm0
（S＝1/3）<459>

<460>

<銭・原寸>

<454><銭・原寸>

<銭・原寸>

<442>

<447>

<448>

<443> <445>

<446>

<452>

<455><451>

<457>



− 57 −− 56 −

している。
遺構446（図35・図36）

調査区外に遺構が延び規模は不明。土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物多量・灰
色粘土・褐色有機質土少量を含む灰色弱粘質土。出土遺物−5 ～ 8はかわらけ。9は銭。その他に青磁
鎬蓮弁文碗・常滑片口鉢Ⅰ類が破片で出土している。
遺構447（図35・図36）

調査区外に遺構が延び規模は不明。土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・炭化物多量・灰色粘土・
褐色有機質土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−10は白磁器種不明。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構448（図35・図36）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩少量・炭化物多量・灰色粘土・褐色有機質土少
量を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−11はかわらけ。
遺構450（図35）

円形を呈するピットである。遺構454を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物多量・灰色
粘土・褐色有機質土を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構451（図35・図36）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物少量・灰色粘土・褐色有機質
土少量を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−12は常滑片口鉢Ⅰ類。13は常滑甕。14は瓦器質火鉢。その
他にかわらけが破片で出土している。
遺構452（図35・図36）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・灰色粘土を含む暗灰色弱粘質土。出
土遺物−15・16はかわらけ。その他に常滑甕が破片で出土している。
遺構453（図35）

楕円形を呈するピットである。遺構454を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物・灰色粘
土を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構454（図35・図36）

楕円形を呈する土坑である。遺構446・遺構450・遺構453・遺構459に切られる。遺構覆土は泥岩粒
少量・泥岩少量・炭化物少量・灰色粘土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−17は銭。その他にかわらけ・
常滑甕が破片で出土している。
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遺構455（図35・図36）
楕円形を呈するピットである。遺構456を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物・灰色粘

土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−18はかわらけ。その他に常滑甕が破片で出土している。
遺構456（図35）

楕円形を呈するピットである。遺構455に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩少量・炭化物少量・灰
色粘土を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構457（図35・図36）

円形を呈する土坑である。土坑中央に円形のピットがあく。遺構覆土は多量の泥岩粒とともに、遺構
下層に炭化物・褐色有機質土が多量に堆積する暗茶褐色弱粘質土。中央ピットの遺構覆土は泥岩粒多量・
炭化物・灰色粘土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−19～23はかわらけ。24は黄釉盤。25は石製品砥石。
26は女瓦。27は漆器皿。28は木製品用途不明。その他にロクロ成形白かわらけ・青磁鎬蓮弁文碗・白
磁口兀皿・青白磁梅瓶・常滑甕・瓦器碗・滑石鍋が破片で出土している。
遺構459（図35・図36）

調査区外に遺構が延び規模は不明。土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物多量・灰
色粘土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−29 ～ 33はかわらけ。34は常滑甕。35 ～ 39は銭。その他に
青磁鎬蓮弁文碗・青白磁梅瓶・鉄滓が破片で出土している。
遺構460（図35・図36）

溝状の土坑である。遺構プラン確認時には、調査区中央東西に遺構が延びていることを確認していた
が、遺構西側は遺存状態が悪く、確認できた範囲を図示している。下層の第7面で東西に延びる溝（遺
構480）を同位置で発見している。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩多量・炭化物多量を含む暗灰色弱粘質
土。出土遺物−40 ～ 50はかわらけ。51は常滑片口鉢Ⅰ類。52は土製品壷。その他に常滑甕・鉄製品釘・
骨製品笄が破片で出土している。
遺構461（図35）

調査区外に遺構が延び規模は不明。土坑である。土坑底面に礎板が遺存していたが、遺構461に伴う
ものかは不明。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩少量・炭化物多量を含む暗灰色弱粘質土。炭化物は土坑底
面に厚く堆積していた。遺物はかわらけ・常滑甕・瓦器器種不明が破片で出土している。
遺構464（図35・図37）

楕円形を呈する土坑である。遺構460と繋がり区画の溝であったのかもしれないと考えている。遺構
覆土は泥岩粒・泥岩少量・炭化物多量・褐色有機質土を含む暗茶灰色弱粘質土。出土遺物−53はかわらけ。
その他に青白磁梅瓶・常滑甕・滑石鍋が破片で出土している。
遺構465（図35・図37）

楕円形を呈する土坑である。遺構468を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物少量・灰色粘土を含
む暗灰色弱粘質土。出土遺物−54はかわらけ。55は常滑甕。
遺構467（図35・図37）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・炭化物少量を含む灰色弱粘質土。出土遺
物−56はかわらけ。
遺構468（図35・図37）

円形を呈するピットである。遺構465に切られる。覆土上層に礎板が遺存していた。遺構覆土は泥岩
粒少量・泥岩少量・炭化物を含む灰色弱粘質土。57 ～ 62はかわらけ。
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図38　第６面．面上・構成土出土遺物（１）
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第6面面上出土遺物（図38）
1 ～ 29はかわらけ。30は青磁折縁鉢。31は瀬戸入子。32は山茶碗。33は瓦器質火鉢。34は吉備系椀。

35は南伊勢系鍋。36は滑石鍋転用途中。37は石製品砥石。38 ～ 40は銭。その他に青白磁壷・常滑片
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図40　第７面全測図

口鉢Ⅰ類・常滑甕・土師器壷が破片で出土している。
第6面構成土出土遺物（図38・図39）

41 ～ 79はかわらけ。80は青磁鎬蓮弁文碗。81は青磁折腰鉢。82は青磁折縁皿。83は白磁口兀皿。
84は青白磁梅瓶蓋。85は瀬戸卸皿。86は常滑片口鉢Ⅰ類。87 ～ 89は常滑片口鉢Ⅱ類。90 ～ 95は常滑
甕。96は渥美壷。97・98は瓦器質火鉢。99・100は石製品碁石か。101は石製品砥石。102・103は滑石
製鍋。104は木製品曲げ物底板。105は木製品栓。その他にロクロ成形白かわらけ・白磁壷・緑釉器種
不明・山茶碗・瀬戸香炉・瀬戸壷・鉄製品釘・鉄滓・銭・木製品（箸状・棒状）・果核・獣骨が破片で
出土している。
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７．第７面の遺構と遺物（図 40 ～図 50）
第7面は泥岩粒・破砕泥岩を含んだ黄褐色弱粘質土による地業層で検出した。上層の遺構によって削

平を受け、しっかりと遺存する地業は調査区北側に一部が残るのみであったが、調査区壁堆積土層から
も第7面の地業を確認している。調査区中央には板材を用いた側壁を持つ東西に延びる溝を検出した。
溝壁は2時期に亘っており、短期間に造り替えが行われた様子である。溝を挟んで調査区北側では、礎
板が遺存する掘立柱建物址を検出したが、東西、南北ともに調査区外に遺構が延びており、建物の規模
はわからない。また、建物址柱穴（遺構526）下層で常滑の甕を据えた土坑を検出した。溝南側でも、
礎板の遺存するピット、囲炉裏などを検出しているが、建物址を推定することは出来なかった。第7面
の遺構は覆土の観察から4時期に分かれる。発見した遺構は建物1軒・ピット47穴・土坑7基・溝2条・
囲炉裏１基である発見した遺物はかわらけ・手づくね・青磁・白磁・青白磁・常滑・渥美・瓦器・瓦・
滑石鍋・伊勢系土鍋・石製品・鉄製品・木製品が出土している。第7面確認レベルは海抜12.70m。
遺構471（図41・図46）

土坑である。調査区外に遺構が延び形状・規模は不明。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・暗灰色粘
土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−1・2はかわらけ。3・4は木製品用途不明。
遺構473（図41・図46）

不正円形を呈するピットである。遺構508を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物微量・暗灰色粘
土を含む青灰色粘質土。出土遺物−5・6はかわらけ。7は滑石製鍋転用品、硯か。
遺構474（図41）

遺構475に切られる。遺構底部に礎板を有するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・暗灰色粘土
を含む暗青灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑片口鉢Ⅱ類・常滑甕・滑石鍋・木製品・果核・獣骨・
貝が破片で出土している。
遺構475（図41・図46）

遺構474を切る。遺構底部に礎板を有するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・暗灰色
粘土・黒色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−8は渥美甕。9は骨製品。その他にかわらけ・
ロクロ成形白かわらけ・青白磁梅瓶が破片で出土している。
遺構478（図41・図46）

円形を呈する土坑である。遺構529を切る。遺構覆土は下層に褐色有機質土が堆積していた（セクショ
ン図参照）。出土遺物−10 ～ 20はかわらけ。21は青磁鎬蓮弁文碗。22は白磁口兀皿。23は緑釉盤。24
～ 28は箸状木製品。その他に手づくね・青白磁梅瓶・常滑甕・女瓦・木製品が破片で出土し、木製品
は図示した箸状木製以外に箆状・棒状木製品・部材などがあり、特に箸状木製品が数多く出土している。
遺構480（図43・図46・図47）

調査区内を東西に走る溝である。流下方向は不明、底面はほぼ平坦なレベルを保つ。溝北側の側面
には側板が遺存していた。側板は溝側面に横板を置き、内側から細かく立てた縦板と杭によって横板
を止めている。遺構覆土は底面に褐色有機質土を多く含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−29は手づくね
かわらけ。30 ～ 38はかわらけ。39は青磁無文碗。40は青磁端反碗。41は瓦器碗。42は女瓦。43は滑
石製鍋、転用品。44は漆器皿。45は漆器椀。46 ～ 49は木製品。溝の掘り方から出土した遺物−50・
51はかわらけ。52は常滑甕。53は木製品連歯下駄。その他にてづくね成形の白かわらけ・内折れか
わらけ・青磁鎬蓮弁文碗・青磁折縁深皿・白磁口兀皿・常滑片口鉢Ⅰ類・箸状木製品・獣骨・貝が破
片で出土している。
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図41　第７面遺構（１）
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遺構481（図41）
円形を呈するピットである。遺構482を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・暗灰色粘土を含

む暗青灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・瀬戸折縁深皿・箸状木製品・折敷・板草履が破片で出土して
いる。
遺構482（図41・図47）

円形を呈するピットである。遺構481に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・暗灰色粘土・
褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−54は緑釉盤。55は木製品糸巻き部品。その他にか
わらけ・青磁鎬蓮弁文碗・常滑甕・箸状木製品が破片で出土している。
遺構483（図41・図47）

調査区外に遺構が延びてしまい規模、形状は不明。ピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物
少量・褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−56はかわらけ。その他に白磁壷・青白磁梅瓶・
箸状木製品が破片で出土している。
遺構484（図41・図47）

調査区外に遺構が延びてしまい規模、形状は不明。ピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物微量・
暗青灰色粘土・褐色有機質土を多量に含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−57は内折れかわらけ。58は
常滑片口鉢Ⅰ類。その他にかわらけ・青磁鎬蓮弁文碗・常滑甕が破片で出土している。
遺構486（図41・図47）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質
土。出土遺物−59はかわらけ。60は青白磁合子蓋。その他に常滑甕・滑石製鍋・棒状木製品が破片で
出土している。
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図44　第７面．遺構533
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遺構487（図41）
円形を呈するピットである。遺構488を切る。遺物はかわらけ・常滑片口鉢Ⅰ類が破片で出土して

いる。
遺構488（図41・図47）

遺構487・遺構502に切られる、ピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量・褐色有機質土
少量を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−61 ～ 64はかわらけ。65は鉄製品釘。その他に白磁壷・常滑
甕が破片で出土している。
遺構489（図41・図47）

円形を呈する浅いピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色有機質土を含む暗青褐色弱
粘質土。出土遺物−66・67はかわらけ。68は男瓦。69は漆器皿。その他に箸状木製品・木製品部材が
破片で出土している。
遺構490（図41・図47）

調査区外に遺構が延びてしまい規模、形状は不明。ピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩多量・炭
化物少量・褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−70はかわらけ。
遺構492（図41・図47）

調査区外に遺構が延びてしまい規模、形状は不明。ピットである。ピット底面には礎板が遺存し柱が
立つ。柱周囲は泥岩による根固めが行われていたことを、土層堆積状況から確認している。遺構覆土は
泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−71・72はかわらけ。73は
青磁鎬蓮弁文碗。その他に常滑甕・箸状木製品・木製品部材が破片で出土している。
遺構493（図41・図48）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・暗褐色粘土・褐色有機質土を含む暗
青灰色弱粘質土。出土遺物−74はかわらけ。75は鉄製品釘。その他に常滑片口鉢Ⅰ類・常滑壷・箸状
木製品・棒状木製品が破片で出土している。
遺構496（図41・図48）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物微量・褐色有機質土少量を含む暗青灰
色弱粘質土。出土遺物−76は箸状木製品。その他にかわらけ・常滑甕・板草履が破片で出土している。
遺構497（図45・図48）

後ページ、柱穴列で記載
遺構498（図41）

調査区外に遺構が延び、遺構492に切られ形状・規模は不明。ピットである。遺構覆土は泥岩粒多量・
泥岩・炭化物微量・褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構499（図41・図48）

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は上層に大型の不整形な泥岩が堆積し、下層に泥岩粒・泥岩・
炭化物・褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土が堆積していた。出土遺物−79はかわらけ。80は漆器皿。
81は木製品円板。82 ～ 84は箸状木製品。その他に常滑甕・果核・獣骨・貝が破片で出土している。
遺構501（図41・図48）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物少量・暗灰色粘土を含む暗青灰色弱粘
質土。出土遺物−85はかわらけ。86は常滑甕、転用品。その他に箸状木製品・木製品部材が破片で出
土している。
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遺構502（図41・図48）
楕円形を呈する土坑である。遺構512に切られる。遺構覆土は泥岩少量・泥岩粒少量・炭化物微量・

暗灰色粘土・褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−87は漆器雲形。88は木製品。
遺構505（図42・図48）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・炭化物微量・暗灰色粘土を含む暗青灰色
弱粘質土。出土遺物−89は常滑甕。その他にかわらけ・手づくね・箸状木製品・土師器甕が破片で出
土している。
遺構506（図42・図48）

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・炭化物微量・暗灰色粘土を含む暗青灰
色弱粘質土。出土遺物−90・91はかわらけ。その他に手づくね・白磁口兀皿・常滑甕・瓦器質火鉢・
箸状木製品・棒状木製品が破片で出土している。
遺構508（図41）

楕円形を呈するピットである。遺構473に切られる。遺構底面に礎板が遺存する。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩・炭化物少量・暗灰色粘土を含む暗青灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・箸状木製品が破片で出土し
ている。
遺構509（図42）

円形を呈するピットである。遺構510を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・炭化物多量・暗灰色粘
土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物はない。
遺構510（図42・図48）

楕円形を呈するピットである。遺構509・遺構515に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物微量・
暗灰色粘土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−92はかわらけ。93は箸状木製品。
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遺構511（図42・図48）
楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量・暗灰色粘土を含む暗青灰色弱粘

質土。出土遺物−94・95はかわらけ。96は常滑壷。その他に常滑甕・箸状木製品が破片で出土している。
遺構512（図41）

円形を呈するピットである。遺構502を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量・暗灰色粘土を含
む暗青灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構513（図48）

個別に図示していない。円形を呈するピットである。遺構514に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・
炭化物多量・暗灰色粘土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−97・98はかわらけ。99・100は箸状木製
品。その他に渥美甕・常滑甕が破片で出土している。
遺構514（図48）
個別に図示していない。円形を呈するピットである。遺構513を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化

物少量・暗灰色粘土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−101はかわらけ。
遺構515（図42・図48）

調査区外に遺構が延び規模は不明、土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量・暗灰色粘土を
含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−102はかわらけ。103は緑釉盤。その他に常滑甕・箸状木製品・棒
状木製品が破片で出土している。
遺構521（図42・図48）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−104は滑石加
工途中、スタンプか。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構524（図42・図48）

円形を呈するピットである。遺構525を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量・暗灰色粘土を含
む暗灰色弱粘質土。出土遺物−105はかわらけ。その他に青白磁梅瓶が破片で出土している。
遺構525（図42・図48）

円形を呈するピットである。遺構524に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量・暗灰色粘土
を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−106は瀬戸四耳壷。その他にかわらけ・滑石鍋が破片で出土している。
遺構530（図42・図48）

試掘坑によって遺構が切られる。方形を呈し遺構底面は平坦、遺構の北側・西側には側板が遺存する。
側板は細い杭によって内側から固定されていた。側板の上部には焼痕が残り、覆土内に炭化物、灰など
が遺存していた。囲炉裏であったと考えている。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色有機質土・貝
砂・灰を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−107 ～ 109はかわらけ。110・111は板草履。その他に青磁
蓮弁文碗・白磁口兀皿・常滑甕・箸状木製品が破片で出土している。
遺構533（図44）

遺構が調査区外に延び規模は不明、土坑である。遺構内には常滑・甕がほぼ完形の状態で据えられ、
甕底部には礎板状の板材が下支えとして置かれていた。建物址の柱穴・遺構526に切られる形で確認し
たが、建物址に伴う据え甕ではない。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・褐色有機質土・貝砂を含む暗
灰色弱粘質土。出土遺物−1 ～ 5はかわらけ。6・７は常滑甕。8は女瓦。その他に内折れかわらけ・青
磁鎬蓮弁文碗・青白磁合子蓋・青白磁梅瓶・褐釉壷・瓦器質火鉢・箸状木製品・棒状木製品・貝が破片
で出土している。
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図46　第７面．遺構出土遺物（１）

3

4

1

2

5

6

7

8

9

10 11 12

13

14 15 16

17 18 19

20

21

22
23

24
25 26 27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

10cm0
（S＝1/3）

<480>

<478>

<473>
<471>

<475>



− 71 −− 70 −

図47　第７面．遺構出土遺物（２）
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図48　第７面．遺構出土遺物（３）
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図49　第７面．面上・構成土出土遺物（１）
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柱穴列(遺構472・遺構497・遺構526・遺構527・遺構528・遺構529)（図45・図48）
遺構底面に礎板が遺存する柱穴列である。確認した規模は東西2間（約400cm）、南北１間（約

150cm）。
各柱穴の柱間を芯芯距離で計測すると、東西方向は約200cmであった。柱穴底部には礎板が遺存して

いた。礎板は建材などの端材を使用しており一定の規格を有さず、遺存していた礎板の接合を試みたが
接合する礎板はなかった。遺構472は礎板の上に柱痕が遺存し、柱痕の周囲を泥岩によって根固めして
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いたことを覆土堆積状況から確認している。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩多量・炭化物微量・暗灰色粘
土を含む暗青灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑片口鉢Ⅱ類が破片で出土している。遺構497で検出
した礎板は数枚を重ねて使用し、礎板上面に柱痕が残っていた。遺構472同様に柱痕の周囲を泥岩によっ
て根固めしていたことを覆土堆積状況から確認している。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩・暗灰色粘土を
含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物−77・78は常滑甕。遺構526の遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩多量・褐
色有機質土をわずかに含む暗青灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・手づくねかわらけ・常滑甕が破片で出
土している。遺構527の遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩多量・褐色有機質土を含む暗青灰色弱粘質土。出
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土遺物はない。遺構529は遺構478に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩多量・炭化物微量・褐色有機
質土を含む暗青灰色弱粘質土。出土遺物はない。

第7面面上出土遺物（図49）
1 ～ 14はかわらけ。15は青磁折縁鉢。16は青磁鉢。17 ～ 19は常滑片口鉢Ⅰ類。20は山茶碗。21 ～

24は常滑甕。25は瓦器碗。26は土器質火鉢。27は石製品砥石。28は石製品硯。29・30は銭。31は漆器皿。
32は木製品。その他にロクロ成形白かわらけ・青白磁梅瓶・渥美甕・常滑片口鉢Ⅱ類・常滑壷・伊勢
系土鍋・滑石鍋・軽石・木製品が破片で出土している。
第7面構成土出土遺物（図49・図50）

33 ～ 51はかわらけ。52・53は手づくねの白かわらけ。54・55は青磁鎬蓮弁文碗。56 ～ 58は白磁壷。
59は青白磁梅瓶蓋。60は青白磁天目台。61は褐釉器種不明。62は常滑片口鉢Ⅰ類。63は片口鉢Ⅱ類。
64 ～ 66は常滑甕。67は宇瓦。68・69は鉄製品・釘。70は銭。71 ～ 85は木製品。78 ～ 84は箸状・85
は曲物。その他にてづくね成形白かわらけ・青磁無文碗・白磁碗・白磁口兀皿・青白磁梅瓶・青白磁合
子・緑釉器種不明・常滑壷・鍔釜・伊勢系土鍋・鋳型・滑石鍋が破片で出土している。

８．第８面の遺構と遺物（図 51 ～図 60）
第8面は泥岩粒・破砕泥岩・貝砂を含む暗灰色弱粘質土で検出した。調査区の北半分は泥岩粒・破砕

泥岩によって固く地業される。遺構底面に礎板が遺存するピットを数穴発見しているが、建物址を推定
することは出来なかった。しかし、調査区北に位置する遺構558は遺構周囲に黒色の石を配し、遺構覆
土には籌木と考える木片が多く廃棄され、便所遺構であった可能性が高く、近辺に住居の存在があった
ことを裏付ける。調査区南西端には溝を発見している。調査区外に遺構の大半が延びてしまっているた
めに溝の幅、長さ等は不明であるが、1辺5 ～ 13cm、残存する長さ43cm ～ 68㎝と大型の角材を伴って
いることから大きな溝を想定させる。

第8面の遺構は覆土の観察から3時期に分かれる。発見した遺構はピット45穴・土坑10基・溝1条で
ある。発見した遺物はかわらけ・手づくね・青磁・白磁・青白磁・緑釉陶器・褐釉陶器・瀬戸・常滑・
渥美・瓦器・瓦・石製品・鉄製品・木製品が出土している。第8面確認レベルは海抜12.50m。
遺構534（図52・図53）

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物・褐色有機質土多量を含む暗
灰色弱粘質土。出土遺物−1 ～ 4はかわらけ。5・6は木製品用途不明。7 ～ 10は箸状木製品。11・12
は板草履。13は鉄製品。その他に部材・漆製品・箆状木製品・果核・貝が破片で出土し、掲載した箸
状木製品は4本だが破片では193本を数えている。
遺構535（図52・図53）

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は多量の褐色有機質土・木片を含む暗褐色弱粘質土。出土遺物
−14 ～ 15はかわらけ。16は漆器皿。17は箆状木製品。その他に青磁鎬蓮弁文碗・常滑甕・漆器皿・箸
状木製品・折敷・貝が破片で出土している。
遺構536（図52・図53）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・暗灰色粘土・貝砂・褐色有機質土を含む
暗灰色弱粘質土。出土遺物−18はかわらけ。19は漆器皿。その他に常滑甕・漆器、器種不明・獣骨が
破片で出土している。
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遺構537（図52・図53）
調査区外に遺構が延び形状・規模は不明。土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩少量・炭化物少量・

暗灰色粘土・褐色有機質土多量を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−20は常滑片口鉢Ⅰ類。21は山茶碗。
22は石製品砥石。その他にかわらけ・常滑甕・箸状木製品・貝が破片で出土している。
遺構538（図52）

円形を呈するピットである、遺構539を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量・暗灰色粘土・褐
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色有機質土を含む暗茶褐色弱粘質土。遺物は箸状木製品が破片で出土している。
遺構539（図52・図53）

円形を呈するピットである、遺構538に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・暗灰色粘土・貝砂・褐
色有機質土を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−23は常滑片口鉢Ⅰ類。その他にかわらけ・常滑甕・
箸状木製品が破片で出土している。
遺構541（図52・図53）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・暗灰色粘土・貝砂・褐色有機質土少量を
含む暗灰色弱粘質土。覆土内で検出したかわらけは、小型のかわらけを合わせ、その上から大型のかわ
らけで小型のかわらけを蓋をした形で発見された。合わせの小型かわらけの内部には覆土に近似した土
が入っていた。出土遺物−24 ～ 26はかわらけ。その他に破片で手づくね・青磁鎬蓮弁文碗・褐釉壷・
常滑片口鉢Ⅰ類・常滑甕・土師器甕・貝が破片で出土している。
遺構542（図52・図53）

調査区外に遺構が延び規模は不明、ピットである。遺構537を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・暗灰
色粘土・貝砂・褐色有機質土少量を含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−27はかわらけ。その他に手づ
くねが破片で出土している。
遺構543（図52・図53）

調査区外に遺構が延び規模は不明、遺構底面に礎板を伴うピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥
岩・暗灰色粘土・貝砂・褐色有機質土少量を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−28はかわらけ。29は木
製品用途不明。その他に常滑甕が破片で出土している。
遺構545（図52・図53）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物微量・暗灰色粘土・褐色有機質土多量を
含む暗茶褐色弱粘質土。出土遺物−30はかわらけ。その他に手づくね・常滑甕が破片で出土している。
遺構546（図52・図53）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・暗灰色粘土・褐色有機質土少量を含む暗
茶褐色弱粘質土。出土遺物−31は瀬戸四耳壷。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構548（図52）

円形を呈するピットである。遺構562を切る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・暗灰色粘土・貝砂・褐色有
機質土少量を含む。遺物はかわらけ・常滑甕・板草履・木製品が破片で出土している。
遺構550（図52）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・貝砂・褐色有機質土を含む暗灰色弱粘質土。出
土遺物はない。
遺構552（図52・図53）

円形を呈するピットである。遺構底面に礎板が遺存する。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・貝砂・褐色
有機質土少量を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物－32は鉄製品釘。その他にかわらけが破片で出土している。
遺構553（図52）

円形を呈するピットである。遺構562を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・貝砂・褐色有機質土少量を含
む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・青磁壷・渥美甕が破片で出土している。
遺構555（図52・図53）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・炭化物・暗灰色粘土・貝砂・褐色有機質
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図53　第８面．遺構出土遺物（１）
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土を含む暗褐色弱粘質土。出土遺物−33は漆器皿。その他にかわらけ・漆器、器種不明・貝が破片で
出土している。
遺構556（図52）

円形を呈するピットである。遺構567を切る。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・暗灰色粘土・貝砂・褐
色有機質土少量を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
遺構558（図55）

楕円形を呈する土坑である。遺構上面一部しか遺存していなかったが、黒色の玉石が遺構側面に沿う
ように置かれていた。また、対面には大型の礎板状の板材を検出している。遺構覆土に褐色有機質土と
棒状木製品を多く含み（セクション図参照）、籌木と考えられる棒状木製品の出土から、便所として使
用した土坑と考えている。遺構覆土は土層堆積の註記を参照。また、覆土の分析結果を後記している。
出土遺物−1 ～ 5はかわらけ。6は青磁鎬蓮弁文碗。7・8は木製品・用途不明。9 ～ 16は棒状木製品、
籌木か。図示した遺物の他にかわらけ（大）38個・かわらけ（小）4個・褐釉壷1個・常滑甕10個・鉄製
品釘1本・箸状木製品996本・棒状木製品（籌木）563本・折敷片1・下駄1・板草履4・木製品部材13・
棒状木製品（断面扁平径）146本・箆状木製品4本・不明木製品54本・貝2が破片で出土している。
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遺構561（図52・図54）
円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・暗褐色粘土・褐色有機質土を含む暗褐色弱粘質土。

遺構588を切る。出土遺物34 ～ 36はかわらけ。37は白磁口兀碗。38は瀬戸入子。その他に箸状木製品・
貝が破片で出土している。
遺構562（図52・図54）

円形を呈するピットである。遺構548・遺構553に切られる。遺構覆土は泥岩粒・暗褐色粘土・褐色
有機質土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−39はかわらけ。40は瓦器質火鉢。その他に貝が出土している。
遺構563（図52・図54）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・暗灰色粘土・貝砂・褐色有機質土少量を含む暗
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灰色弱粘質土。出土遺物−41はかわらけ。その他に手づくね・常滑甕が破片で出土している。
遺構564（図52・図54）

円形を呈するピットである。遺構586を切り遺構538に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・暗灰色粘土・
貝砂・褐色有機質土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−42・43はかわらけ。
遺構567（図52・図54）

円形を呈するピットである。遺構545・遺構556に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・暗灰色粘土少量・
貝砂少量・褐色有機質土少量を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−44はかわらけ。45は常滑片口鉢Ⅱ類。
遺構570（図52・図54）

円形を呈するピットである。遺構覆土上層に礎板が遺存する。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・暗灰色
粘土・貝砂少量・褐色有機質土少量を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−46は常滑片口鉢Ⅰ類。その他
にかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
遺構573（図52・図54）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒少量・暗灰色粘土少量・褐色有機質土少量を含む暗灰
色弱粘質土。出土遺物−47はかわらけ。その他に手づくね・渥美甕・常滑甕が破片で出土している。
遺構576（図52・図54）

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・貝砂・有機質土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺
物−48 ～ 50はかわらけ。51は不明陶器。52は箸状木製品。その他に常滑甕・瓦器質火鉢・貝が破片で
出土している。
遺構578（図52・図54）

円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒少量・泥岩・暗灰色粘土・貝砂少量を含む暗灰色弱粘質土。
出土遺物−53 ～ 60はかわらけ。61は青磁鎬蓮弁文碗。62は緑釉盤。その他に手づくね・青磁器種不明・
渥美甕・常滑甕・土師器甕が破片で出土している。
遺構581（図52・図54）

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩少量・暗灰色粘土・貝砂を含む暗灰色弱粘質土。出土遺
物−63 ～ 65はかわらけ。66は骨製品笄。その他に青磁折縁鉢・常滑甕が破片で出土している。
遺構586（図52）

楕円形を呈するピットである。遺構564に切られる。遺構覆土は泥岩粒・泥岩多量・暗灰色粘土・貝砂・
褐色有機質土微量を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・貝が破片で出土している。
遺構588（図52・図54）

円形を呈する土坑である。遺構561に切られる。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物・暗灰色粘土・貝砂・
褐色有機質土少量を含む暗褐色弱粘質土。出土遺物−67はかわらけ。その他に手づくね・常滑甕が破
片で出土している。
遺構568（図56・図57）

円形を呈する土坑である。遺構591に切られる。遺構内に6本の杭が検出されたが、用途は不明である。
溝（遺構580）との関連・新旧も調査区の限界での検出であったため確認できなかった。遺構覆土は泥
岩粒少量・泥岩少量・炭化物少量・暗灰色粘土・褐色砂質土を含む暗灰色弱粘質土。遺構検出前の遺構
プランでは、遺構591を含めた大型の土坑を想定して掘り進めたため、出土遺物は遺構591出土に一括
して掲載したが、図56−4のかわらけは遺構568の覆土中から発見されたものである。
遺構580（図56・図57）
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図56　第８面．遺構568・遺構580・遺構591出土遺物
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南北に延びる溝である。遺構の大半が調査区外に延び溝の幅、長さ、流下方向等は不明、遺構北側は
土坑（遺構568・遺構591）に切られる。溝側板は東側側面に一部が残存し、一辺5 ～ 13cmという大型
の角材が遺構に伴って検出され、角材の大きさから大型の溝が想像される。図57に角材の実測図を掲
載したが、遺物採集時に混乱してしまい出土位置は不明となった。遺構覆土は泥岩粒少量・炭化物少量・
暗灰色粘土・褐色砂少量・褐色有機質土微量を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑片口鉢Ⅰ類
が破片で出土している。
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図57　第８面．遺構580・角柱・杭
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図58　第８面．面上出土遺物

遺構591（図56・図57）
円形を呈する土坑である。遺構568・遺構580を切る。遺構底部に礎板、角柱が遺存していた。角柱は溝（遺

構580）に伴う材と同等の大きさを持ち、溝に伴う土坑であった可能性もある。遺構覆土は泥岩粒少量・
泥岩・炭化物少量・暗灰色粘土・褐色砂少量・褐色有機質土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物−1 ～ 4
はかわらけ。5は緑釉盤。6は漆器皿。7は木製品用途不明。8 ～ 12は木製品建材。その他に手づくね・
白磁端反碗・白磁口兀皿・常滑片口鉢Ⅰ類・常滑甕・貝が破片で出土している。

第8面面上出土遺物（図58）
1 ～ 9はかわらけ。10は青磁鎬蓮弁文碗。11は白磁口兀皿。12は白磁碗。13は青白磁小皿。14は瀬戸・

卸皿。15は瀬戸・入子。16は常滑片口鉢Ⅱ類。17 ～ 19は常滑甕。20・21は瓦器碗。22 ～ 25は箸状木
製品。その他に手づくね・青磁折腰鉢・青磁、器種不明・青白磁梅瓶・常滑片口鉢Ⅰ類・常滑壷・女瓦・
漆器、器種不明・木製品折敷・棒状木製品が破片で出土している。
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図59　第８面．構成土出土遺物（１）
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図60　第８面．構成土出土遺物（２）
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図61　最終トレンチ
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第8面構成土出土遺物（図59・図60）
1 ～ 21はかわらけ。22・23は青磁鎬蓮弁文碗。24は産地不明、壷。25は瀬戸洗。26は常滑片口鉢Ⅰ類。

27は常滑甕。28は灰釉皿。29は石製品砥石。30はかわらけ転用品、円盤。31は鉄製品釘。32は鉄製品錐、
木部遺存。33は骨製品笄。34は女瓦。35は熨斗瓦。36は漆器椀。37 ～ 41は木製品。37は毬杖の玉か。
38は手押木。39は杓子。40 ～ 41は用途不明。42は漆製品部材。その他に手づくね・手づくね成形の
白かわらけ・青白磁梅瓶・褐釉壷・瓦器碗・鉄製品釘・貝が破片で出土している。

９．最終トレンチ（図 61 ～図 63）
第8面までの調査終了後、調査区中央付近に約300cm×100cmのトレンチを設定し、第8面下層～中

世地山までの間に4期の泥岩細片を版築した地業層があることを確認し、それぞれを第9面～第12面と
して分け遺物の採集を行った。また、調査員・作業員の安全確保のため、確認した各面を平面的に掘り
下げることは出来ず、南に向かって階段状に掘り下げ各面を確認している。

第9面は泥岩細片を多く含む地業層を検出したが、遺構の発見は出来なかった。第10面は礎板・礎石
を発見し、ピットなどの遺構があったことが考えられる。第11面は掘り下げて調査することは出来なかっ
たが、約60cm径の円形を呈する土坑プランを確認している。第12面は遺構底部に礎板が遺存するピッ
トを確認した。

第9面構成土出土遺物（図61・図62）
1 ～ 6は手づくね。7 ～ 14はかわらけ。15は瀬戸壷。16は常滑片口鉢Ⅰ類。17 ～ 19は常滑甕。20は
渥美甕。21は木製品鞘。22は木製品杓子。その他に青磁鎬蓮弁文碗・瀬戸入子・瀬戸折縁深皿・山茶碗・
瓦器碗・漆器、器種不明・木製品部材・棒状木製品・貝が破片で出土している。
第10面構成土（図61・図62・図63）

23 ～ 36は手づくね。37 ～ 43はかわらけ。44は常滑片口鉢Ⅰ類。45は渥美甕。46は瓦器碗。47は手
づくね転用品、円盤。48は女瓦。その他に瀬戸卸皿・渥美壷・常滑甕・木製品曲物底板・獣骨が破片
で出土している。
第11面構成土（図61・図63）

49 ～ 52は手づくね。53は白磁四耳壷。その他にかわらけ・渥美甕・常滑片口鉢Ⅰ類・箸状木製品・
木製品曲物底板が破片で出土している。
第12面構成土（図61・図63）

54・55は手づくね。56はかわらけ。57は女瓦。その他に渥美甕・常滑片口鉢Ⅱ類・常滑甕・土師器甕・
貝が破片で出土している。

表土採集遺物（図63）
58 ～ 64はかわらけ。65は白磁碗。66は青白磁梅瓶蓋。67は青白磁合子蓋。68は瀬戸折縁深皿。69

は常滑片口鉢Ⅱ類。70・71は備前擂鉢。72は石製品砥石。73は鉄製品鍵か。74・75は銭。
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図62　第９面・第10面構成土出土遺物（１）
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図63　第10面・第11面・第12面構成土出土遺物・表土採集遺物
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最終トレンチ・土層注記

1 泥岩地業層 泥岩細片を多く含む・炭化物・堅く締まる

2 暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・暗褐色有機質土を含む・粘性あり

3 泥岩地業層 泥岩・泥岩細片

4 炭化物層 泥岩粒微量

5 灰色砂質土 泥岩粒・炭化物・締まりあり

6 暗灰色弱粘質土 泥岩少量・炭化物・暗褐色有機質土

7 泥岩地業層 泥岩粒・泥岩細片・褐色砂質土

8 暗灰色弱粘質土 泥岩・貝砂

9 暗灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・炭化物

10 暗茶灰色弱粘質土 炭化物・暗褐色有機質土

11 泥岩地業層 泥岩・泥岩細片・炭化物

12 灰色弱粘質土 泥岩・貝砂・暗褐色有機質土・灰褐色砂質土

13 暗灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・貝砂

14 暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩細片

15 暗灰色弱粘質土 泥岩・貝砂

16 暗灰色弱粘質土 泥岩・貝砂・暗褐色有機質土・灰褐色砂質土

17 暗灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・貝砂

18 暗灰色弱粘質土 泥岩・貝砂・暗褐色有機質土

19 暗灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・貝砂・暗褐色有機質土

20 暗灰色弱粘質土 泥岩・暗褐色有機質土・炭化物

21 炭化物層 暗褐色有機質土

22 暗灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・貝砂

23 暗褐色有機質土 炭化物・暗褐色有機質土

24 暗灰色弱粘質土 泥岩・暗褐色有機質土

25 暗灰色弱粘質土 泥岩・暗褐色有機質土

26 灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒

27 暗褐色有機質土 貝砂

28 茶灰色弱粘質土 暗褐色弱粘質土・貝砂

29 暗褐色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・暗褐色有機質土

30 暗灰色弱粘質土 炭化物・暗褐色有機質土

31 暗灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・貝砂

32 暗褐色弱粘質土 泥岩・貝砂

33 暗灰色弱粘質土 泥岩・泥岩粒・貝砂



− 93 −− 92 −

第三章　まとめ

本調査地一帯は源頼朝が大倉の地に開いた御所の西門辺りに位置することから「西御門」と称される。
調査地は細く奥深い谷戸の開口部に位置し、この谷戸一帯には現存する来迎寺の他に多くの廃寺の存在
が知られ、三浦義村以来の三浦氏の屋敷以下有力御家人の居館があった地といわれている。調査地南に
所在する現在の横浜国立大学付属小学校の敷地辺りには13世紀初頭には北条義時の奥州当時館があっ
たと推定され、南西には鶴岡八幡宮、調査地南に接する道路を西に向かうと大臣山を背に抱える保寿院
跡、東に向かうと源頼朝墳墓堂であった法華堂と、源頼朝が新亭を構えた大倉の御所がある。神奈川県
遺跡台帳によると「大倉幕府跡」は、調査地東に接する南北に走る道路を西限の境としているが、本来「大
倉（御所）」の西限は、調査地の南方で東西に走る県道金沢鎌倉線の筋違橋交差点と、調査地西に接する
道路を結んだ線であったと考えられる。現在この道は神奈川師範学校（現横浜国立大学付属小学校）設
立に伴い分断され現存していない。本調査地は「大倉（御所）」の北限と西限の角地に隣接し、治承四年
(1180)10月、鎌倉の地に入った源頼朝が大倉に構えた御所を、若宮大路東の宇都宮辻子に移転（嘉禄元
年1225年）するまでの約100年の間、調査地を含む周辺は鎌倉幕府にとって重要な地域であったと考え
られる

以下、発見した遺構・遺物について簡単なまとめを行いたい。

１．検出した遺構と遺物
本報告で第1面から第12面に分けて示した遺構面を、出土した遺物の年代観および、遺構の構築状況

から6期に分けた。第8面より下層は調査区内での廃土処理が困難となったために、調査の安全を考慮
しトレンチ壁面での土層堆積を観察し地業層を確認している。本調査で出土した遺物は整理箱数にして
計59箱、内15箱が木製品であった。

1期は第1面が相当する。
第1面で検出した遺構は、少なくとも3時期の遺構が切り合っていたことや、現代埋土によって壊さ

れているものも多くあったため、調査区全面で発見した多くのピットの数に比して建物址を想定するこ
とができなかった。検出したピットのいくつかは礎板を有し、遺構覆土に木質痕と考える有機質土が堆
積していたことから、短期間に作り替えられた建物址が複数存在していたと思われる。また、発見した
遺物は遺構数に比して出土量が少ない。出土遺物の大半は破片の為に実測できなかったが、かわらけ・
手づくね・舶載磁器・国産陶器・瓦器・火鉢・瓦・石製品・鉄製品・鋳型・銭と多種の中世遺物が出土
している。1期は出土遺物の観察から概ね15世紀代の年代を与えている。

2期は第2面が相当する。
検出した遺構は2時期に切り合っている。調査区の北側約1/2と、調査区西側で検出した南北に走る

溝を挟んだ西側に破砕泥岩を固く敷き詰めた地業を検出した。北側の地業は意図的に掘り下げた後、破
砕泥岩を含む土を埋め戻して版築しており珍しい例である。また、地業中央には平面的にかわらけが集
中して発見され（遺構231）、そのやや東にはかわらけを遺構覆土内に多く混入する土坑（遺構230）を検
出している。どちらも地業の一環による集中廃棄であった可能性もあるが、地鎮等の意図を持って埋納
したのかもしれない。泥岩細片による地業が途切れる南側約1/2は、泥岩粒を含む茶褐色粘質土上で土坑・
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ピットを複数検出した。検出したピットには柱痕と考えられる褐色有機質土が堆積した覆土が残るもの
がいくつか見られ、地業の南側に建物址の存在を推定できる。調査区西側に南北に延びる溝は、区画の
溝であったと考え調査区西側にも堅く締まった版築に伴う遺構が延びていたと思われる。発見した遺物
の出土量は多く調査区辺での活発な営みを感じさせ、調査区北側で検出した遺構230・遺構231から出
土したかわらけは大・中・小の器形に分化しており、この期を特徴づけるが、その他の出土遺物を観察
すると、14世紀初頭から15世紀初頭に至るまでの遺物が混在しており年代を細分することができなかっ
た。2期は出土遺物の観察から概ね14世紀代の年代が与えられる。

3期は第3面・第4面・第5面が相当する。
第3面は4時期の生活面が切り合って発見された。2期・第2面と同様に調査区の北側1/2に固く締まっ

た地業を検出している。しかし、地業覆土は破砕泥岩とともに不整形な大型の泥岩を多く含み、やや雑
な地業の様相を呈していた。地業の境になる西側と南側に溝状の土坑（遺構286・354）を検出し、区画
の為の遺構を想定して調査を進めたが、狭小な面積内での検出のため判断できなかった。また、調査区
全体に多くのピットを発見したが、調査区外に遺構が延びており建物址を想定することは出来なかった。
しかし、南側の溝状土坑に切られる形で検出した方形の土坑（遺構337）は、遺構周囲をやや不整形な泥岩、
砂質凝灰岩で囲み、遺構覆土には多量の炭化物・炭を含み、竈であった可能性を考えており、建物址を
含む生活痕が存在していたと考えている。

第4面は3時期の生活面が切り合って発見された。調査区の北側1/2に泥岩による地業を検出したが、
不整形な泥岩を多く含み第3面で検出した地業よりも粗い様相を呈する。また、不整形な泥岩を調査
区全体で検出し、北側1/2の地業部分と、南側1/2の境が曖昧である。地業層上で検出した土坑（遺構
424）は報告書に掲載したかわらけの数量は少ないが、破片で（大）93・（中）1・（小）25個を遺構覆土内
に含んでおり、かわらけ集中廃棄の様相を呈していた。

第5面は破砕泥岩による地業が調査区全体に広がり地業範囲が曖昧となる。また、上層で検出した地
業に比べて大型の不整形な泥岩で雑に地業した印象を受ける。検出した遺構も平面的には大型だが深さ
の浅い土坑が中心であり、生活面というより地業の途中層であったかもしれない。調査区のやや中央、
南北に意図的に細かく砕いた泥岩による地業を検出し、当初道路遺構を想定して調査をおこなったが、
調査区外に遺構が延びているかは調査区壁の堆積状況からも確認できず不明となった。

3期は北側1/2は破砕泥岩を使い堅く締まった地業を行い、南側1/2と土地利用を区別していると思わ
れる。第3面検出層から第5面構成土下層まで堆積層は約50㎝と厚く堆積し、調査区内だけで判断する
ことは危ういが、短期間に調査地を含む周辺で破砕泥岩を多用した造成が繰り返された様子が窺える。
3期は出土遺物の観察から14世紀前半の年代が与えられる。

4期は第６面・第7面が相当する。
第6面は3時期の生活面が切り合って発見された。部分的に破砕泥岩による粗い地業が残るが、地業

範囲等は曖昧であり上層の地業堆積層が残って検出された可能性もある。遺構検出面は北側1/2がやや
高くなり、南側に対して緩やかな段差を持つ。段差の境界に東西に延びる溝状の遺構（遺構460）を検
出したが、遺構の西は調査区外に延び、東は調査区中央付近で完結し、遺構の規模・性格などは不明と
なった。北側壇上には中央に柱穴と考えるピットを伴う土坑を２基（遺構445・遺構457）検出している。
いずれも調査区外に遺構が延びており建物址の規模は不明ではあるが、大型の建物址の存在をうかがわ
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せる。また、北側1/2で検出した遺構の覆土からは、炭化物・炭を多く含む事を確認している。
第７面は４時期の生活面が切り合って発見された。範囲はあいまいだが、調査区北東隅にわずかに破

砕泥岩を用いた地業の痕跡が残る。また、調査区中央で部分的に残る地業を含めて南北に分断する形で、
東西方向で調査区外に延びる溝（遺構480）を検出した。溝底面のレベルに高低差がなく流下方向は不
明である。溝は幅55 ～ 68㎝、深さ15 ～ 20㎝の規模で検出し、溝北側には側壁の板材、縦板・横板が
遺存していた。溝によって分断された北側には礎板を伴う柱穴を持つ建物址を確認したが、遺構の大半
は調査区外に延びてしまっているために、確認できたのは1間×2間だけである。その建物址に切られ
る形で、ほぼ1個体の常滑甕を据えた土坑（遺構533）も合わせて検出している。検出した甕の底部下に
は礎板状の板材が下材として敷かれていた。南側でも、礎板を伴うピットを数穴検出したが建物址を想
定することができなかった。湧水処理の為に調査区四周に設けた側溝の内、西側側溝で南北に並ぶ角柱
を部分的に検出した。側溝覆土には有機質土、木片を多く含みんでいたことを確認し、側溝内での部分
的な検出ではあるが柱は南北に並ぶ様子を呈しており、南北に延びる溝状の遺構が調査区外に延びてい
たと考えている。出土遺物の内、外面に黒色系漆を髹漆した丁寧な造りの曲げ物（図50-85）は棗等のや
や良品の容器であったと思われ、調査地あるいは周辺の暮らしぶりを想像させる遺物である。４期で出
土したかわらけは大・小、二種類の器形以外に、少量ではあるが大あるいは小に分類できない器形（法量）
のかわらけが出土しており、かわらけの器形が大・中・小に分化し始める期である。4期は14世紀初頭
の年代を与えられる。

5期は第8面が相当する。
第8面は本文中で触れたように、調査に伴う廃土処理の都合から調査区を約半分にして調査している。

第8面は3時期の生活面が切り合って発見された。調査区の北側1/2は破砕泥岩による地業がなされ、
南側1/2と区画を分けている。この調査区内を二分する区画は5期～2期まで継承されていたことが分かっ
た。調査区西側に、遺構の大半が調査区外に延びてしまっていたが、溝状の遺構を検出している。この
西側を溝で区画する土地利用も、地業と同様に5期～ 2期まで継承されていったようである。狭い面積
での調査ではあったが、多くの礎板を遺構底面に伴う遺構を検出している。調査区北側で検出した土坑

（遺構558）は、部分的にしか遺存していなかったが、黒色の石によって遺構周囲を縁取り、覆土には褐
色有機質土と籌木状の棒状木製品を多く含み、覆土の花粉分析（後述）の結果からも便所遺構だったと
考えられる。5期は出土遺物の観察から13世紀後半の年代が与えられる。

6期は第8面調査終了後にトレンチを設定し、トレンチの壁面の堆積土層で確認した第9面～第12面
の生活層である。湧水が激しく脆弱な地層であったために平面的にトレンチを掘り下げることができず、
階段状に堆積層を確認したため調査面積、採集遺物も僅かであり、遺構・遺物から年代を推定すること
は困難である。しかし、第9面構成土からは破片も含めて手づくねかわらけの出土量が増加する傾向が
見え、その他の出土遺物からは13世紀初頭の年代を示す遺物が出土している。調査面積を広げて平面
的に確認することができれば時代を細分することができたかもしれないと残念な思いが残る。6期は出
土遺物から13世紀前半から半ばの年代が与えられる。
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２．まとめ

限られた面積内での調査では、調査地を含む周辺の様相を細かくとらえることは難しいが、6期にわ
たる生活層から、遅くとも13世紀前半から15世紀初頭に至るまで、繰り返し破砕泥岩を用いた地業に
よる造成が繰り返されていた様子が窺える。さらに、14世紀代までは調査区の北側1/2は破砕泥岩によ
る地業をし、南側1/2と地業あるいは溝によって区画し、場の使い分けを行っていた様子が分かった。
本調査地の東に位置する大倉幕府周辺の調査によって検出される柱穴は、御家人等の屋敷跡を推察でき
るような平面積が大きく深さもある柱穴を多く認めるが、本調査地点で検出された柱穴は、遺構底面に
礎板が遺存するピット、土坑ともに平面積も小さく、浅いピットが大半であり、また、短期間に遺構が
切り合っており、簡易な掘立柱建物を繰り返し作っていたと考えられ、屋敷地の主屋から外れた場所で
あったと考えられる。検出した遺構からは炭化物、あるいは炭が多く混入する覆土を確認し、焼痕の残
る木材・製品を多く発見している。調査地近辺では、弘安三年（1280）・応仁四年（1296）・延慶三年（1310）・
正和四年（1315）等の多くの火災記事が残されており、火災による影響を示唆しているのかもしれない。
出土遺物では点数は少ないが天目茶碗や、棗とも思われる外面黒色漆を髹漆した上質な曲物が出土して
いる。調査地の北側に延びる谷戸奥には廃寺となった寺院址を含め多くの寺院の存在が知られており、
喫茶に関連する遺物として注目したい。

註・引用文献・参考文献
・「大倉幕府周辺遺跡群」　馬淵和雄　鎌倉市雪ノ下四丁目620番5地点　大倉幕府周辺遺跡群発掘調査団　1991年1月
・『鎌倉市史　考古編』　吉川弘文館　1967年
・『鎌倉廃寺事典』　(株)有隣堂　1980年
・『日本歴史地名大系　14』　平凡社　1984年
・以下、調査地近辺の火災記事（『吾妻鏡』より）
. 「建久二年（1191）三月四日。小町大路あたりから出火した火で鶴岡八幡宮、幕府、北条義時亭などが焼失」・「建

保元年（1213）五月の和田合戦で和田義盛、朝夷名義秀が総門を破って乱入、一宇残らず消失させている（同月
二日の条）」・「同年（1213）十二月二十四日に失火（大倉幕府内）」・「仁冶元年（1240）二月二十二日大地震」・「弘
安三年（1280）十月二十八日鎌倉大火（八幡宮消失）」・「応仁四年（1296）・延慶三年（1310）・正和四年（1315）八
幡宮消失」
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出土遺物観察表
図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

8 1 第１面
遺構５ かわらけ (12.90) 8.00. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・

海綿骨芯・雲母　c：橙色　e：良好　f：4/5

8 2 鉄製品.
釘 5.70. 0.30. 0.50. g：遺存状態が悪く端部の形状不明両・断面長方形を呈する

8 3 第１面
遺構１６ かわらけ (13.20) 7.00. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：

黄橙色　e：良好　f：5/6

8 4 瀬戸
折縁深皿 - - - b：白色粒・良土　c：黄灰色.　d：灰緑色・刷毛塗り　f：口縁部片　g：中期Ⅱ期？

8 5 第１面
遺構１８ かわらけ (6.80) 4.40. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：灰黄色　e：

良好　f：1/2

8 6 第１面
遺構２９

東幡系
鉢 - - - a：輪積み技法　b：白色粒・暗灰色　c：暗灰色　f：口縁部片

8 7 第１面
遺構４６

瓦器質
火鉢 - - - b：白色粒・赤色粒　c：灰黒色　f：口縁部片　g：外面口縁部下に菊花文スタンプ・輪花型.

8 8 第１面
遺構４８ かわらけ (7.80) (5.20) 2.35. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・雲母・海綿骨芯　c：

橙色　e：良好　f：1/3　g：薄手の器壁

8 9 第１面
遺構５９ かわらけ 7.70. 6.00. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・雲母・海

綿骨芯　c：黄橙色　e：良好　f：7/8　g：見込み中央に穿孔

8 10 第１面
遺構６０

常滑.
片口鉢Ⅱ類 (31.20) - - a：輪積み技法・内面ナデ丁寧　b：砂粒・白色粒・石英　c：赤灰色　e：良好・硬質　f：口縁部片　g：

8形式

8 11 第１面
遺構６７ かわらけ (7.80) (4.70) 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：

橙色　e：良好　f：1/3　g：やや薄手の器壁

8 12 かわらけ (7.40) (4.00) 2.28. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：
黄橙色　e：良好　f：1/4

8 13 第１面
遺構７０

かわらけ (7.50) (5.40) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：
橙色　e：良好　f：1/4

8 14 瓦器質
香炉 （7,80) - - 　b：白色粒・粗土・灰色　c：黒色　e：素地の焼き締まり悪い　f：口縁部片　g：口縁部下に剣頭文・連珠・

菊花文(15弁)を施す

8 15 第１面
遺構７４ かわらけ 7.70. 4.90. 1.85. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：

黄橙色　e：良好　f：7/8

8 16 第１面
遺構７５ かわらけ (13.20) (7.80) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕　b：微砂・赤色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母・良土　c：橙色

　e：良好　f：1/3

8 17 第１面
遺構７７ かわらけ (7.80) (5.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：黄橙色　e：

良好　f：1/4　g：内底面に線刻

8 18 第１面
遺構８６

渥美
壷 - - - b：白色粒・黒色粒・灰黒色　c：灰色　e：良好・硬質　f：口縁部小片

8 19 第１面
遺構９７ 銭 径2.4 孔径0.5×0.5 f：完形..　g：紹聖元寳・初鋳年1094年・北宋・篆書

8 20 第１面
遺構９８

石製品
火打石 2.90. 3.40. 2.10. g：火を受けたか不透明な白色に変色

8 21 第１面遺構
９９ かわらけ (7.30) (4.80) 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：黄

橙色　e：良好　f：1/5　g：外底面黒色に変色

8 22 かわらけ (10.90) (6.10) 2.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：
橙色　e：良好　f：2/3

8 23 瀬戸
入子 (5.30) (3.60) 1.75. b：黒色粒・灰色・輪花型　f：1/5.　g：内面微かに赤色色素痕

8 24 常滑
甕 - - - b：白色粒・長石粒・灰褐色　c：暗石褐色　d：自然降灰　f：口縁部片・縁帯幅5.9cm　g：8形式

8 25 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - b：微砂・白色粒・暗褐色.　c：暗褐色.　e：良好・硬質.　f：口縁部小片.　g：8形式

8 26 瀬戸.
片口鉢 - - - b：白色粒・黒色粒・長石・灰色　c：灰色　e：良好・硬質　f：口縁部小片

8 27 東幡系
鉢 - - - b：白色粒・灰色　c：灰色　f：口縁部小片　g：東幡系

8 28 第１面
遺構１０１

瓦器質
火鉢 - - - b：砂粒・白色粒・黒色粒・雲母・石英・輝粒　c：黒褐色　g：内外面黒色処理

8 29 第１面
遺構１０７ かわらけ (13.20) (8.00) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：

黄橙色　e：良好　f：1/4　g：内外面底部が黒色に変色、油煤痕か？

8 30 第１面
遺構１０８ かわらけ (7.50) 5.70. 1.85. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：

黄橙色　e：良好　f：1/2

8 31 第１面
遺構１０９ かわらけ 10.40. 6.40. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：

黄橙色　e：良好　f：2/3　g：内外面共に底部から体部にかけて黒色に変色、油煤痕か？

8 32 第１面
遺構１１７ かわらけ (8.30) (6.10) 1.85. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：黄橙色　e：

良好　f：1/3

8 33 かわらけ (10.60) (6.50) 3.05. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：赤
橙色　e：良好　f：1/3

8 34 第１面
遺構１１８ かわらけ (7.20) (4.90) 1.65. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：橙色　e：

良好　f：1/5

8 35 第１面
遺構１２４

備前
擂鉢 - - - b：砂粒・白色粒・黒色粒・小石・赤灰色　c：赤褐色　e：良好・硬質　f：体部小片　g：8条の条線

8 36 第１面
遺構１２８ かわらけ (13.20) (7.00) 3.45. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：橙色　e：

良好　f：1/3

8 37 第１面
遺構１３１ 銭 径2.4 孔径0.8×0.75 g：熈寧元寶・北宋・1068年

8 38 第１面
遺構１４０ かわらけ (12.20) 6.70. 3.45. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：橙

色　e：良好　f：1/3

8 39 第１面
遺構１４２ かわらけ (7.60) (5.60) 2.05. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：橙色　e：

良好　f：1/4

8 40 渥美甕
転用品 2.60. 4.20. - b：白色粒・黒色粒・灰色　c：灰色　e：良好・硬質　f：口縁部小片　g：口縁端部を砥面として利用

8 41
第1面

遺構１４３ 瀬戸
袴腰型香炉 (14.60) (8.00) 8.60.

a：ロクロ成形・回転糸切り・脚部貼り付け　b：微砂　c：灰黄色　d：黒褐色を呈する鉄釉を厚くツケ掛け　e：
良好　f：1/6・破片２　g：全体的に火熱を受け釉だれが目立つ・外底部露胎・脚底部露胎・口縁部輪花型・側面
に蓮弁と花の印花文・中期Ⅱ～Ⅲ？

8 42 かわらけ (6.80) (3.60) 1.95. a：ロクロ成形・外底回転糸切　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：橙色　e：良好　f：1/3

8 43 第１面
遺構１４４ かわらけ (10.20) 7.00. 2.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：黄橙色　e：

良好　f：1/3

8 44 第１面
遺構１４９ かわらけ (8.20) (6.00) 1.95. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：橙色　e：

良好　f：1/3

9 45 第１面
遺構１５２ かわらけ 9.60. 6.60. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：橙

色　e：良好　f：7/8
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

9 46 第１面
遺構１５２

瓦器質
火鉢 - - - b：砂粒・赤色粒・白色粒・小石　c：茶褐色　f：口縁部片　g：菊花12弁・ミガキがかけられているが

方向は不明

9 47 第１面
遺構１５５

石製品
硯 3.70. 2.25. (2.05) g：黒色粘板岩・鳴滝産・方硯

9 48 第１面
遺構１６０ かわらけ (10.60) (5.80) 2.65. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：橙色　e：

良好　f：1/3　g：口唇部に油煤痕

9 49 第１面
遺構１６５

瀬戸
香炉 - - - b：砂粒・白色粒・灰黄色　d：暗褐色鉄釉を漬け掛け　e：良好　f：口縁部破片

9 50 第１面
遺構１６７

石製品
砥石 (3.40) 3.00. (2.80) g：砂岩・長崎笹口産　g：荒砥

9 51 第１面
遺構１６９

鉄製品
釘 4.15. 0.30. 0.25. -

9 52 第１面
遺構１７５ かわらけ (12.40) (7.00) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母　c：黄

橙色　e：良好　f：1/4

9 53 鉄製品
釘 5.00. 0.40. 0.35. -

9 54 第１面
遺構１７６ かわらけ (11.80) (6.60) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母　c：黄橙

色　e：良好　f：1/3

9 55 第１面
面上 かわらけ (8.60) (5.80) 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・良土

ｃ橙色　e：良好　f：１／４

9 56 瓦器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：白色粒・砂粒　c：灰色　d：黒色　e：軟質　f：口縁部片　g：外側面二条の沈線の

間に珠文貼り付け・内外側面横方向の磨き

9 57 第１面
構成土 かわらけ (7.60) 5.00. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・

砂質・良土ｃ橙色　e：良好　f：２／３

9 58 かわらけ (7.40) 5.20. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
砂質・良土ｃ淡橙色　e：良好　f：４／５

9 59 かわらけ (7.00) (4.20) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ
橙色　e：良好　f：１／４

9 60 かわらけ (8.20) (5.20) 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良
土ｃ淡橙色　e：良好　f：１／３

9 61 かわらけ (11.60) (7.00) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・白色粒・土丹粒・砂質・
良土ｃ橙色　e：良好　f：１／４　g：口唇部に油煤痕

9 62 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：雲母・白色粒・小石・灰色　c：灰色　f：口縁部片　g：6a形式

9 63 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗褐色　d：暗褐色　e：硬質・精良　f：口縁部片　g：８形式

9 64 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質・精良　f：口縁部片　g：１０形式

9 65 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗灰色　d：暗褐色　e：硬質・精良　f：口縁部片　g：内面器壁が剥離・

１０形式

9 66 東幡系
鉢 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：内外面回転整形・

内面摩耗

9 67 東幡系
鉢 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：口縁部のみ降灰

により黒色に変色

9 68 土器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：白色粒・砂粒・黒色粒　c：灰褐色　d：黄褐色　e：軟質　f：口縁部片　g：外面縦

方向に箆状工具による整形・内面ナデ痕

9 69 土器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：白色粒・砂粒・小石粒　c：黄褐色　d：黄橙色　e：軟質　f：口縁部片　g：内外面

ともに器壁が剥離

9 70 石製品
砥石 - - - 上野産・中砥・側面切り出し痕・裏表両面砥面として使用か？

13 1 第２面
遺構１８５

瓦器質
火鉢 - - 10.95. b：砂粒・白色粒・雲母　c：黒茶褐色　f：口縁部～底部　g：Ⅲ類・輪花型・足付くが遺存せず・内外

面縦方位のヘラ磨き・外面黒色処理

13 2 第２面
遺構１８７

瓦器質
火鉢 - - 10.70. a：内面下部ヨコナデ・内面工具によるミガキ　b：砂粒・白色粒・雲母　c：黒茶褐色　f：口縁部～底部　g：

Ⅲ類・外面黒色処理・16弁の菊花文スタンプ

13 3 第２面
遺構１９９

備前
擂鉢 - - - b：砂粒・白色粒・黒色粒・小石・灰色　c：茶褐色　e：良好・硬質　f：体部小片　g：12条の条線

13 4 第２面
遺構２０７

瀬戸
折縁深皿 - - - a：ロクロ成形　b：砂粒を多く含む　c：灰白色　d：灰白緑色　e：良好　f：口縁部片　g：刷毛塗り・中期Ⅲ？.

13 5 銭 - - f：１／４　g：景祐元寶.初鋳年1034.北宋.篆書.

13 6 第２面
遺構２１１ かわらけ 7.70. 5.80. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデなし　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒・砂質・やや

粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

13 7 第２面
遺構２１５ かわらけ (8.00) (6.50) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲を強くナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・

黒色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／４

13 8 かわらけ (8.00) (5.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

13 9 かわらけ (7.20) (5.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底面ナデ　b：微砂多・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

13 10 かわらけ (7.70) (6.00) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂多・赤色粒・黒色粒・土丹粒・礫・粉質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

13 11 瀬戸
折縁深皿 - - - a：ロクロ成形　b：白色粒　c：黄灰色　d：淡黄色・刷毛塗り　e：良好　g：中期前半？・二次焼成に

よる釉剥離あり

13 12 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・石英・小石粒　c：灰黒色　d：灰黒色　e：良好・硬質　f：口縁部片　g：6a

～ 6b形式

13 13 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・石英・小石粒　c：灰黒色　d：茶褐色　e：良好・硬質　f：口縁部片　g：6b

形式

13 14 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・石英・小石粒　c：灰黒色　e：良好・硬質　f：口縁部片　g：7 ～ 8形式

13 15 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：長石粒・黒色粒・小石粒　c：灰褐色　d：灰褐色　e：硬質　f：口縁部片

13 16 第２面
遺構２１９ かわらけ （7,4） (4.80) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・雲母・海綿骨芯・

土丹粒を多く含む　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

13 17 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：黄灰白色　d：灰緑色・刷毛塗り　f：注口部片　g：二次焼成によ

り釉剥離あり

13 18 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・長石・石英・白色粒・小石粒　c：灰褐色　d：灰褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：

7 ～ 8形式・内側面磨滅痕

13 19 第２面
遺構２２２

瓦器質
香炉 (10.80) - -

b：微砂・雲母・白色粒を含む良土　c：灰色　d：炭素吸着の黒色処理・不明両ながらも磨きが施される　e：
良好・硬質　f：口縁部～体部片・１／４　g：外側面口縁下に沈潜2本＋大小の菊花スタンプ（花弁数共
に12弁）＋小型連珠貼り付け痕

13 20 第２面
遺構２２３ かわらけ (8.00) (5.20) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・土丹粒を多く含む　c：灰褐色　e：良好　f：

１／４　g：二次焼成の為か、断面に至るまで黒色に変色・内面やや磨滅
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

13 21 第２面
遺構２２６ かわらけ (13.40) (8.20) 3.50. a：ロクロ成形・外底面回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂。雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・

粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：２／３

13 22 第２面
遺構２２９ かわらけ 7.20. 5.30. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・

粉質　c：淡黄橙色　e：良好　f：２／３

13 23 かわらけ (7.40) (5.20) 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２・外面と内面口唇部が黒色に変色

13 24 かわらけ (13.40) (8.00) 3.75. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２・口唇部を打ち掻いている

13 25 第２面
遺構２３４

かわらけ
耳皿 (3.20) (3.30) (0.90) a：手づくね成形　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・粗土　c：黄橙色　e：良好.　f：

約１／２　g：内外面指頭による調整痕・器壁が黒変している部分あり

13 26 鉄製品
釘 4.80. 0.60. 0.60. g：頭頂部折れ曲がり、先端欠損

13 27 第２面
遺構２３５ かわらけ 7.80. 5.00. 1.95. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・

やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：２／３　g：火熱を受け器表面は黒色に変色

13 28 かわらけ 7.50. 4.80. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・小石粒・
砂質・やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：完形

13 29 かわらけ 7.30. 5.40. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：完形

13 30 かわらけ 7.30. 4.90. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・
小石粒・砂質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：完形

13 31 かわらけ (7.40) 5.00. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：
１／３

13 32 かわらけ 6.80. 4.60. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・粉質・良土　c：
橙色　e：良好　f：完形(口縁部一部欠損)・薄手の側壁

13 33 瀬戸
卸皿 (14.20) - - a：ロクロ成形　b：良土　c：淡黄色　d：灰緑色の釉をツケ掛け　g：後期前半か？

13 34 第２面
遺構２３８ かわらけ (8.60) (6.20) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・

粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

13 35 第２面
遺構２４３ かわらけ (7.00) (4.60) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・

やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

13 36 かわらけ (7.40) (4.80) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・小石粒・粉質・
やや粗土　c：淡黄色　e：やや甘い　f：１/ ３

13 37 かわらけ 7.50. 4.20. 2.30.
a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・海綿骨芯・土丹粒・・
礫・砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：完形　g：内底に小孔４か所・器壁に2か所・外底面に貫通して
いない孔1 ヶ所・外側面に貫通していない孔2か所

13 38 白磁
皿 - - - b：黒色微砂を僅かに含む　c：白色.　d：青みを帯びた灰白色・不透明　e：堅緻　f：体部片　g：内外

面共に傷が残る

13 39 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：軟質　c：淡黄灰色　d：灰緑色の釉をツケ掛け　e：良好　f：口縁部片

13 40 瀬戸
卸皿 - (10.00) - a：ロクロ成形・底部回転糸切り　b：軟質　c：淡黄灰色　d：灰緑色の釉をツケ掛け　e：良好　f：底

部１／４片　g：内底部使用痕不明・外面に釉だれ
13 41 銭 外径2.55 孔径0.55×0.55 f：完形　g：聖宋元寶.初鋳年1101.北宋.楷書.

13 42 第２面
遺構２４４

瀬戸
片口鉢 - - - a：輪積み技法　b：黒色粒・白色粒・長石　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：内側面に磨

滅痕

13 43 第２面
遺構２４６ かわらけ 7.75. 5.80. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・

砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：完形　g：火熱を受け全体的に黒色に変色

13 44 かわらけ 8.80. 5.50. 1.75. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・粗土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

13 45 かわらけ (10.80) (6.40) 2.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２

14 46 第２面
遺構２４８ かわらけ 7.50. 5.40. 1.55. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・

粗土　c：橙色　e：良好　f：完形

14 47 かわらけ (8.00) 5.20. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・海綿骨芯・土丹粒・粉質・粗土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／２

14 48 かわらけ (7.60) 5.20. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

14 49 かわらけ (10.80) (6.00) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２

14 50 かわらけ 13.80. 8.40. 3.55. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：２／３

14 51 かわらけ 13.30. 8.00. 3.25. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：完形

14 52 かわらけ 13.00. 7.80. 3.75. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：３／４

14 53 かわらけ (13.00) (8.10) 3.35. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粗土　c：淡黄橙色　e：やや良好　f：１／２・内面に線刻あり

14 54 第２面
遺構２５１ かわらけ (7.60) 4.90. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：

橙色　e：良好　f：１／３・内底面に貫通はしていないが小孔あり

14 55 かわらけ 7.10. 4.20. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・海綿骨芯・土丹粒・粉質・や
や粗土　c：黄橙色　e：良好　f：２／３

14 56 かわらけ (7.40) 5.40. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・
土丹粒・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３　g：全体的に器表が黒色に変色

14 57 かわらけ (13.00) 8.40. 3.55. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・礫・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２

14 58 かわらけ - - - g：かわらけ底部に鉄塊(刀子か？ )が付着

14 59 瀬戸
卸皿 (15.20) - - a：ロクロ成形　b：微砂・やや粗土　c：黄灰色　d：灰緑色の釉をツケ掛け　e：良好・硬質　f：口縁

部片　g：中期Ⅰか？

14 60 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・やや粗土　c：黄灰色　d：暗：灰緑色の釉をツケ掛け　e：良好・硬質　f：

口縁部片　g：中期Ⅰ～Ⅱか？

14 61 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・砂粒　c：灰黒色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：8形式

14 62 第２面
遺構２５２ かわらけ 7.80. 5.40. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・

粉質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：完形

14 63 かわらけ (7.00) (4.20) 1.85. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

14 64 鉄製品
釘 6.00. 0.40. 0.30. g：端部欠損

15 1 第２面
遺構２３０ かわらけ 7.80. 5.10. 1.65. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：完形



− 100 −

単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

15 2 第２面
遺構２３０ かわらけ (8.50) (5.20) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

15 3 かわらけ 7.30. 4.70. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

15 4 かわらけ (7.20) 5.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：２／３

15 5 かわらけ (7.30) (4.40) 1.85. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

15 6 かわらけ 7.20. 5.00. 1.55. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

15 7 かわらけ 7.60. 4.80. 1.75. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：完形　g：口唇部３か所に薄く油煤痕

15 8 かわらけ 7.20. 4.80. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：完形

15 9 かわらけ 7.40. 5.10. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

15 10 かわらけ 7.40. 4.70. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：完形

15 11 かわらけ (7.20) (3.80) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

15 12 かわらけ (7.40) (3.40) 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・やや
粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／３

15 13 かわらけ 7.30. 4.20. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形

15 14 かわらけ 8.00. 4.90. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形　g：口唇部油煤痕

15 15 かわらけ 7.40. 4.20. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形

15 16 かわらけ 7.50. 5.10. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：完形

15 17 かわらけ 7.20. 4.50. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・
土丹粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

15 18 かわらけ (7.00) (4.20) 1.95. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

15 19 かわらけ 7.40. 5.20. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

15 20 かわらけ 7.80. 5.10. 2.45. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：完形

15 21 かわらけ 7.60. 5.20. 2.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：完形

15 22 かわらけ 6.80. 4.70. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

15 23 かわらけ (7.00) (4.60) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

15 24 かわらけ (7.00) (3.60) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・やや粗土　c：淡
橙色　e：良好　f：１／４　g：内外面黒色に変色・口唇部全体に油煤痕

15 25 かわらけ 7.70. 5.20. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

15 26 かわらけ (7.50) (4.90) 2.28. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・良土　c：
黄橙色　e：良好　f：1/3

15 27 かわらけ (11.40) (6.50) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／３

15 28 かわらけ 11.00. 6.60. 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：４／５

15 29 かわらけ (11.80) (7.20) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

15 30 かわらけ 11.20. 5.40. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：完形・内外面約半分が黒色に変色

15 31 かわらけ (10.80) 6.20. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
土丹粒・砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：３／４

15 32 かわらけ (10.80) (5.80) 3.05. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

15 33 かわらけ 11.10. 7.00. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・良土ｃ黄灰色　e：やや甘い　f：３／４

15 34 かわらけ 13.20. 9.20. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：淡橙色　e：良好　f：３／４

15 35 かわらけ 13.20. 7.40. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強くナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：５／６

15 36 かわらけ (13.20) (8.00) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：淡橙色　e：良好　f：２／３

15 37 かわらけ 13.00. 8.60. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：５／６・粗い器肌

15 38 かわらけ 13.60. 8.60. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

15 39 かわらけ (13.40) 7.70. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：３／４

15 40 かわらけ (12.40) (6.20) 3.85. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

15 41 かわらけ (12.50) (7.20) 3.35. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：４／５

15 42 かわらけ 12.20. 8.00. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲を強くナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・
黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・良土　c：黄灰色　e：良好　f：１／３

15 43 かわらけ (12.20) (7.50) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

15 44 かわらけ 12.80. 7.60. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：５／６

15 45 かわらけ (12.70) (6.80) 3.65. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

15 46 かわらけ 13.10. 8.00. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

15 47 かわらけ (13.00) (7.00) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／１０
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

15 48 第２面
遺構２３０ かわらけ (12.70) (6.80) 3.25. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

良土　c：黄橙色　e：良好　f：３／４

15 49 かわらけ 13.20. 7.80. 3.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：５／６・外側面回転ナデ痕が明瞭に残る・内外面口唇部一か所に油煤痕

15 50 かわらけ (13.20) (7.40) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

15 51 かわらけ (13.40) 8.20. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

15 52 かわらけ (13.60) (7.80) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

15 53 かわらけ (12.40) (7.20) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

15 54 かわらけ 13.40. 8.20. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
赤橙色　e：良好　f：３／４

15 55 かわらけ 13.00. 7.20. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：３／４

15 56 かわらけ 13.50. 7.60. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：３／４

15 57 かわらけ (13.60) 7.80. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：１／３

15 58 かわらけ 13.40. 7.80. 3.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

15 59 かわらけ (13.50) (7.70) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：灰黄色　e：良好　f：１／２

15 60 かわらけ (13.30) (7.20) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

16 61 かわらけ (13.20) (7.60) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

16 62 かわらけ (12.50) (6.20) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

16 63 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗灰色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：８形式・内側

面摩耗痕

16 64 瓦器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：小石粒・輝粒　c：灰色　d：灰黒色　e：軟質　f：口縁部片　g：Ⅲ類・外側面に不

明瞭な菊花文の押印・外側面火熱を受け器表が剥離している

16 65 瓦器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：小石粒・輝粒　c：灰色　d：黒褐色　e：軟質　f：口縁部片　g：胴部外面に不明瞭な菊花

文の押印が重なって押されている・火熱を受けたために器壁が剥離している

16 66 鉄製品
釘 (4.50) (0.50) (0.20) 端部欠損

17 1 第２面
遺構２３１ かわらけ (7.80) 5.20. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：

橙色　e：良好　f：３／４.・内底に強く回転ナデが残る

17 2 かわらけ 7.60. 5.20. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母赤色粒・黒色粒・
海綿骨芯・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：５／６

17 3 かわらけ (8.00) (4.80) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：
淡橙色　e：良好　f：１／３・火熱の為か内底面器表が剥離

17 4 かわらけ (7.80) (5.20) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒を含む砂質気
味の胎土・やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

17 5 かわらけ (8.00) (5.20) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

17 6 かわらけ (8.00) (5.20) 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・小石粒・粉質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

17 7 かわらけ (8.40) 5.40. 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・小石粒・粉質・やや
粗土　c：黄灰色　e：やや甘い　f：１／３

17 8 かわらけ 7.80. 5.20. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

17 9 かわらけ (7.90) 4.4． 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・粉質気味の胎土・
良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

17 10 かわらけ (7.20) (4.60) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・不明瞭な板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

17 11 かわらけ 7.80. 5.20. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：橙色
　e：良好　f：完形・口唇部１ヶ所に濃い油煤痕

17 12 かわらけ 7.60. 5.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

17 13 かわらけ 7.60. 4.80. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：橙色
　e：良好　f：１／２・器形の歪み大きい

17 14 かわらけ (7.20) 5.20. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・
砂質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３・外側面器壁が黒色に変色

17 15 かわらけ (7.40) (4.40) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／２・内外面一部黒色に変色

17 16 かわらけ 7.00. 4.70. 1.70.
a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・海綿骨芯・粉質気味の胎土・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形・内底ナデの後、見込み周囲を強くナデて整形しているために中央部
が盛り上がる

17 17 かわらけ (7.60) (4.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・粉質・良土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／２

17 18 かわらけ (7.40) (5.40) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・
土丹粒・粉質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

17 19 かわらけ (7.40) (4.80) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：２／３

17 20 かわらけ (7.00) (4.40) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

17 21 かわらけ (7.20) (4.60) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・・土丹粒・砂質土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／２

17 22 かわらけ (7.40) (5.20) 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

17 23 かわらけ (7.40) 4.80. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
黄灰色　e：やや甘い　f：２／３

17 24 かわらけ (7.00) 4.60. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・粉質・
やや良土　c：赤橙色　e：良好　f：３／４

17 25 かわらけ (7.80) (5.00) 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・粉質・良土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／４・やや薄手の器壁

17 26 かわらけ 7.60. 4.80. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：３／４
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

17 27 第２面
遺構２３１ かわらけ 7.30. 4.40. 2.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：

黄灰色　e：やや甘い　f：完形・口唇部１ヶ所に油煤痕

17 28 かわらけ (7.80) 4.60. 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
赤橙色　e：良好　f：３／４

17 29 かわらけ (7.80) (4.80) 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：橙色
　e：良好　f：１／３

17 30 かわらけ (9.20) (5.00) 2.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・海綿骨芯・粉質・良土　c：黄
橙色　e：良好　f：１／３・内外面口唇部一部に油煤痕

17 31 かわらけ 10.40. 6.40. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：３／４・器形の歪み大きい

17 32 かわらけ (10.70) (6.40) 2.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／４

17 33 かわらけ 10.70. 6.40. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

17 34 かわらけ 10.80. 6.40. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：淡橙色　e：良好　f：３／４・器形の歪み大きい

17 35 かわらけ 11.60. 6.20. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：４／５・口唇部１ヶ所に油煤痕・内面器壁が剥離

17 36 かわらけ 12.20. 7.60. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
赤橙色　e：良好　f：完形・器形の歪み大きい

17 37 かわらけ (11.60) 7.00. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：２／３

17 38 かわらけ 12.00. 7.60. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

17 39 かわらけ (12.00) 7.20. 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・小石粒・砂質・粗土　c：
淡橙色　e：やや甘い　f：２／３

17 40 かわらけ 14.00. 8.40. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：４／５・器形の歪み大きい

17 41 かわらけ (13.60) 7.60. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

17 42 かわらけ (14.00) (8.60) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：淡橙色　e：やや甘い　f：２／３

17 43 かわらけ (13.40) 8.00. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：1 ／２

17 44 かわらけ 13.00. 8.20. 3.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

17 45 かわらけ (13.40) 8.20. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：２／３

17 46 かわらけ (13.20) 8.20. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／３

18 47 かわらけ (12.80) (8.00) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・
海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

18 48 かわらけ 13.40. 8.40. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：４／５

18 49 かわらけ 13.00. 7.80. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：４／５

18 50 瀬戸
折縁深皿 - - - a：ロクロ成形　b：砂粒・良土　c：淡黄白色　d：灰緑色・白濁気味の灰釉を刷毛塗り　f：口縁部片　g：

中期前半？

18 51 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：砂粒・良土　c：灰黄色　d：灰緑色の灰釉刷毛塗り　f：口縁部片　g：外側面施釉薄く、

露胎部多・中期

18 52 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：砂粒・良土　c：灰黄色　d：灰緑色の灰釉刷毛塗り　f：口縁部片　g：中期

18 53 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・長石・石英・小石粒　c：明茶色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：8形式？

18 54 女瓦 - - 2.00. a：凸面縄目叩き痕・離れ砂・凹面布目ナデ消し→離れ砂付着挟端部水切りあり　b：灰色.微砂・白色粒・
小石粒／やや良土　e：軟質　g：Ⅰ期A類

18 55 かわらけ転用.
円盤状土製品 3.40. 3.30. 0.80. a：回転糸切り　b：微砂・赤色粒・雲母・粉質気味・良土　c：橙色　e：良好　g：かわらけ底部を加工・

内外面共に磨滅痕

18 56 石製品
火打石 (3.50) (2.70) (1.90) b：石英質

18 57 鉄製品
釘 (6.10) 0.95. 0.50. g：頭頂は折れ曲がり、先端欠損

18 58 鉄製品
釘 6.30. 0.30. 0.20. g：断面方形

18 59 第２面
面上 かわらけ (7.20) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ

淡橙色　e：良好　f：１／４

18 60 かわらけ (7.20) (5.40) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良
土ｃ淡橙色　e：良好　f：１／４

18 61 かわらけ (6.20) (4.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良
土ｃ赤橙色　e：良好　f：１／５

18 62 青白磁
梅瓶・蓋 径3.6 - 1.50. b：精良堅緻　c：白色　d：青灰色　e：良好　f：１／３　g：口唇部火熱を受けて黒色に炭化・内面・

口唇部露胎・景徳鎮・側面上部に穿孔あり

18 63 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：黄灰色　d：灰緑色　f：口縁部片　g：中Ⅲ期・外面釉刷毛塗り

18 64 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：茶褐色　d：茶褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：外面上部は指頭

による回転ナデ・外面下部は指頭による縦ナデ整形・内面摩耗・８形式

18 65 東幡系
鉢 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰色d暗：灰色　e：硬質・精良　f：口縁部片　g：外面回転ナデ

による整形・内面摩耗

18 66 銅製品
鋲 1.20. 最大径

0.7
最小径

0.1 頭部円形・飾り鋲

18 67 鉄製品
釘 (4.60) (0.30) (0.30) 端部欠損

18 68 第２面
構成土 かわらけ (7.80) (5.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良

土ｃ橙色　e：良好　f：１／３

18 69 かわらけ (7.80) 4.60. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土
ｃ橙色　e：良好　f：１／４

18 70 かわらけ (8.20) 5.40. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ
淡橙色　e：良好　f：１／２

18 71 かわらけ 7.60. 5.00. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・
小石粒・海綿骨芯・砂質・良土ｃ赤橙色　e：良好　f：完形
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

18 72 第２面
構成土 かわらけ (7.80) 4.80. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

良土ｃ橙色　e：良好　f：１／３

18 73 かわらけ (7.40) (5.40) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ
赤橙色　e：良好　f：２／３

18 74 かわらけ 7.60. 5.00. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・
小石粒・海綿骨芯・砂質・良土ｃ赤橙色　e：良好　f：完形

18 75 かわらけ 8.00. 5.20. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・粉質・良土ｃ淡橙色　e：
良好　f：２／３

18 76 かわらけ (7.80) (5.00) 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良
土ｃ橙色　e：良好　f：１／３

18 77 かわらけ (7.00) (4.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
良土ｃ淡橙色　e：良好　f：１／２　g：外面全体と内面一部に油煤痕

18 78 かわらけ (7.20) 5.00. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ
橙色　e：良好　f：１／２　g：内面器壁が剥離

18 79 かわらけ (7.00) (5.00) 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ
赤橙色　e：良好　f：１／３

18 80 かわらけ (12.00) (7.20) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ
赤橙色　e：良好　f：１／５

18 81 かわらけ (11.80) (7.20) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土ｃ橙色　e：良好　f：１／３

18 82 白かわらけ - (4.60) - a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・やや粗土ｃ赤橙色　e：
良好　f：１／５　g：白かわらけ

18 83 白磁
壷 - - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：灰色　d：灰青色　f：口縁部片　g：内面黒色に変色

18 84 瀬戸
鉢 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：灰色　d：灰緑色　f：胴部片　g：内外面釉刷毛塗り・外面器壁が

剥離

18 85 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：黄灰色　d：灰緑色　f：口縁部片　g：外面釉刷毛塗り/口唇部やや

外反

18 86 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：灰色　d：灰緑色　f：口縁部片　g：外面釉刷毛塗り・片口注口部

分貼り付け

18 87 瀬戸
水注Ⅰ類 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：灰色　d：灰緑色　f：胴部片　g：肩部に三条の沈線後Ⅰ期

18 88 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：赤褐色　d：褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：８形式

18 89 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：褐色　d：茶褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：９形式

18 90 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗橙色　d：橙色　e：硬質　f：口縁部片　g：外面器壁が剥離・

９形式

18 91 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：９形式

18 92 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗褐色　d：赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：内面摩耗・９形

式

18 93 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・小石粒　c：灰褐色　d：暗緑褐色　e：硬質　f：胴部片　g：格子の

叩き文
18 94 山茶碗 - - - a：ロクロ成形　b：精良　c：灰色　d：灰白色　e：硬質　f：口縁部片　g：東濃型

18 95 山茶碗 - 4.60. - a：ロクロ成形　b：精良　c：灰色　d：灰白色　e：硬質　f：底部片　g：東濃型・高台部貼り付け・高
台部モミガラ痕・外底部糸切り・内底強く横ナデ痕

18 96 東幡系
鉢 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：口縁部のみ降灰によ

り黒色に変色

18 97 瓦器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：白色粒・砂粒・雲母・黒色粒　c：淡橙色　d：黒色　e：軟質　f：胴部片　g：菊花

文のスタンプ(破片の為花弁数不明)・内外側面縦方向の磨き

18 98 石製品
硯 - - - 鳴滝産系・・側面切り出し痕

18 99 石製品
滑石製スタンプ - - - 用途不明・草花文と波

18 100 女瓦 - - 1.70. a：凸面縦方向のナデ整形・離れ砂・凹面離れ砂付着　b：灰黒色.微砂・白色粒・小石粒・良土　c：灰
黒色　e：硬質

22 1 第３面
遺構２５５

瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂　c：灰色　d：灰緑色の灰釉を薄く刷毛塗り　e：硬質　f：口縁部片　g：前期

Ⅳ～中期前半

22 2 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・砂粒・石英・白色粒・小石粒　c：暗褐色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：胴部片　g：

叩き文-格子文

22 3 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・砂粒・石英・白色粒・小石粒c灰色　d：暗茶褐色　e：硬質　f：胴部片　g：

叩き文-格子文

22 4 第３面
遺構２５８ かわらけ (7.80) (5.80) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・

粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

22 5 第３面
遺構２６０ かわらけ (7.60) (5.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／５

22 6 かわらけ (8.40) (5.40) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

22 7 白磁
口兀皿 (9.40) - - a：ロクロ成形・　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：青みを帯びた灰白色・不透明　e：堅緻　f：

口縁部片g外側面に釉だれ

22 8 第３面
遺構２６３ かわらけ (8.80) (6.40) (1.60) a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

22 9 鉄製品
釘 (4.30) 0.60. 0.60. 端部欠損

22 10 第３面
遺構２６４ かわらけ (10.80) (6.40) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／４・やや薄手の器壁

22 11 白磁
口兀皿 - - - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：青みを帯びた灰白色・不透明　e：堅緻　f：

口縁部片

22 12 第３面
遺構２７０ かわらけ 11.80. 7.20. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・

土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：５／６

22 13 第３面
遺構２７１ かわらけ (8.00) (5.20) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・

砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

22 14 かわらけ (7.60) 5.20. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：２／３・外側面にやや強めの回転ナデによる稜線が入る

22 15 かわらけ 7.20. 4.60. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形・薄手の器壁を持つ

22 16 かわらけ 7.60. 4.40. 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良
土　c：橙色　e：良好　f：３／４・外側面にやや強めの回転ナデによる稜線が入る
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

22 17 第３面
遺構２７１ かわらけ (9.00) (4.60) 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／６

22 18 かわらけ (13.80) (6.60) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

22 19 第３面
遺構２７３ かわらけ (7.80) (5.20) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／５

22 20 第３面
遺構２７６ かわらけ (7.60) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

22 21 第３面
遺構２７８ 銭 径2.5 孔径0.5×0.5 f：完形..　g：至道元寶・初鋳年995年・北宋・草書

22 22 第３面
遺構２８０ かわらけ (7.40) 4.40. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

22 23 かわらけ (13.60) 8.20. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底横ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・
土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

22 24 第３面
遺構２８４ かわらけ 7.40. 5.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底横ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・

海綿骨芯・土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形・内外面器壁が黒色に変色

22 25 かわらけ (13.80) (8.40) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／５

22 26 第３面
遺構２８６

常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石粒・白色粒　c：暗褐色　d：暗褐色　e：良好・硬質　f：胴部片　g：四角の枠

の中に10弁の菊花文の押印が2個

22 27 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：長石粒・黒色粒　c：暗褐色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片

22 28 銭 孔径(0.6) f：１／２..　g：開■■■

22 29 銭 径2.4 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：元祐通寶・初鋳年1084年・北宋・行書

22 30 銭 径2.5 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：元祐通寶・初鋳年1086年・北宋・篆書

22 31 銭 径2.5 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：元祐通寶・初鋳年1086年・北宋・篆書

22 32 第３面
遺構２８７ かわらけ 8.00. 5.00. 2.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／２・やや薄手の器壁を持つ・内外面ともに黒色に変色

22 33 かわらけ 8.20. 5.20. 2.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：ほぼ完形

22 34 かわらけ 13.00. 8.40. 3.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：３／４・内面摩耗している

22 35 かわらけ (14.00) (8.20) 4.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／４

22 36 第３面
遺構２９０ かわらけ (7.40) (5.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：

黄灰色　e：良好　f：１／４

22 37 第３面
遺構２９１ かわらけ (7.80) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

22 38 第３面
遺構２９２

瓦器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：小石粒・白色粒・砂粒　c：灰色　d：黒褐色　e：軟質　f：口縁部片　g：胴部外面

に不明瞭な菊花文の押印・火熱を受けたために器壁が剥離している

22 39 鉄製品
釘 (4.80) (0.60) (0.30) 両端部欠損

22 40 第３面
遺構２９３ かわらけ (7.40) (5.20) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：

淡橙色　e：やや甘い　f：１／５

22 41 第３面
遺構３０１

瓦器質
火鉢 (33.60) (30.00) 10.50.

a：輪積み技法　b：小石粒・砂粒　c：灰色　d：外面黒色・内面灰色　e：軟質　f：口縁部～底部にか
けてg鍔の上面に１６弁の：菊花文の押印・鍔部に貫通孔あり・内面・外面ともに磨きの痕・火熱を受
けたために器表は剥離している・底部ハナレ砂付着

23 42 第３面
遺構３０２ かわらけ (7.80) 5.00. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：やや甘い　f：１／５

23 43 かわらけ 7.40. 4.60. 2.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：５／６・器形に歪みあり・やや薄手の器壁を持つ

23 44 かわらけ 10.80. 6.60. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・
海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／４

23 45 かわらけ (11.00) 6.80. 2.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

23 46 かわらけ 13.00. 7.40. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：完形

23 47 かわらけ (13.20) 7.40. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・
土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／２・内底に針状の道具で刻まれた線刻あり

23 48 東幡系鉢
転用品 (2.50) (3.80) (1.10) 鉢の口縁部頂部全体に摩耗痕

23 49 第３面
遺構３０４ かわらけ 7.20. 5.20. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・

土丹粒・砂質・粗土　c：淡橙色　e：やや甘い　f：４／５

23 50 第３面
遺構３０８

鉄製品
釘 3.20. 0.40. 0.20. 断面方形

23 51 第３面
遺構３１１ かわらけ (7.60) (5.20) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・や

や粗土　c：淡橙色　e：やや甘い　f：１／５

23 52 かわらけ (7.60) (5.20) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・
砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／４

23 53 かわらけ (7.80) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：
灰黄色　e：やや甘い　f：１／４・外側面、外底面黒色に変色

23 54 第３面
遺構３１２ かわらけ (9.00) (6.20) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強い横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・

砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

23 55 かわらけ (7.80) (5.20) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・
土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 56 鉄製品
用途不明 径（4.8） - (0.50) 腐食が激しく、原型不明両、鉄製品の蓋か？

23 57 第３面
遺構３１４

瀬戸
用途不明 - - 0.4. b：砂粒・白色粒　c：灰色　d：無釉　e：良好　f：底部径は3.4㎝ m　g：瀬戸入子の底部片を円盤状に

加工している・内外底面に不明瞭な線刻あり

23 58 第３面
遺構３１５ かわらけ (14.20) (7.80) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・

土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 59 石製品
砥石 (5.00) 3.00. (0.80) 鳴滝産・仕上砥・側面切り取り痕

23 60 かわらけ
転用品 径3.6 0.80. a：外底回転糸切り　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒　c：橙色　e：良好　f：底部片を転用・

丁寧な加工・残存１／２

23 61 第３面
遺構３１８ かわらけ (7.80) (7.60) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

23 62 第３面
遺構３１８ 銭 径2.4 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：元豊通寶・初鋳年1078年・北宋・行書
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

23 63 第３面
遺構３１９

常滑
甕 (43.40) - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒・小石粒　c：暗褐色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：

８形式

23 64 石製品
砥石 (2.30) 3.20. (0.60) 鳴滝産・仕上砥・側面切り取り痕・表裏を砥面として使用

23 65 第３面
遺構３２１ かわらけ 11.50. 6.60. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・

良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

23 66 第３面
遺構３２２ かわらけ (7.20) (4.60) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 67 第３面
遺構３２４

石製品
砥石 (5.00) (4.60) (2.20) 天草産・中砥・赤色流紋あり・一面のみ砥面が残る

23 68 銭 径2.5 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：元祐通寶・初鋳年1086年・北宋・行書

23 69 第３面
遺構３２５ かわらけ (7.40) (4.80) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・やや粗土　c：

黄灰色　e：やや甘い　f：１／３

23 70 かわらけ (7.00) (5.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 71 かわらけ (11.40) (7.20) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：２／３・外側面器壁が黒色に変色

23 72 かわらけ - (8.00) - a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４・内外面ともに胴部下部まで油煤痕

23 73 鉄製品
釘 (4.40) (0.40) (0.50) g：両端部欠損

23 74 第３面
遺構３２６

常滑.
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗褐色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６a形式

23 75 第３面
遺構３３０ かわらけ (7.60) (5.20) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 76 かわらけ (7.80) (5.20) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／５

23 77 第３面
遺構３３７ かわらけ (7.80) (5.20) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・良土　c：

淡橙色　e：良好　f：１／４

23 78 かわらけ 7.40. 4.60. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：完形

23 79 かわらけ (7.00) (4.20) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 80 かわらけ (11.80) (7.60) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 81 第３面
遺構３４６ かわらけ (8.20) (5.40) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 82 かわらけ (7.00) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

23 83 第３面
遺構３５３

瓦器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：小石粒・白色粒・砂粒　c：灰色　d：黒褐色　e：軟質　f：口縁部片　g：内外面器

壁に不明瞭ながら磨き痕あり

23 84 第３面
遺構３５５ かわらけ (8.00) (5.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

23 85 第３面
遺構３５７ かわらけ (8.20) (5.60) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

23 86 かわらけ 10.80. 6.40. 2.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形

24 1 第３面
面上 かわらけ (7.20) (5.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母・粉質・粗土　c：

橙色　e：良好　f：1/5

24 2 かわらけ (7.60) (5.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母・粉質・良土　c：
黄橙色　e：良好　f：1/4

24 3 かわらけ (7.60) (4.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母・粉質・粗土　c：黄橙
色　e：良好　f：1/3　g：口縁部にスリ痕あり

24 4 かわらけ 6.90. 4.60. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：赤色粒・黒色粒・雲母・粉質・粗土　c：黄橙
色　e：良好　f：4/5　g：3破片を接合

24 5 かわらけ (6.40) (4.00) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母・砂質・
粗土　c：橙色　e：良好　f：1/3

24 6 かわらけ (11.00) (6.80) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切　b：微砂・赤色粒・海綿骨芯・雲母・砂質・粗土　c：橙色　e：やや甘い　f：
1/5

24 7 かわらけ (11.40) (6.00) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母・砂質・粗土　c：
橙色　e：良好　f：1/3

24 8 かわらけ (12.00) (6.80) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母・粉質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：1/4　g：内面黒色に変色

24 9 かわらけ (12.60) (7.10) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・雲母・粉質・良土　c：
橙色　e：良好　f：1/3

24 10 かわらけ (12.20) (6.70) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：赤色粒・黒色粒・白色粒・海綿骨芯・雲母・粉質・粗土　c：
橙色　e：良好　f：1/3

24 11 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - b：白色粒・小石粒・長石・石英・灰茶色　c：明茶色　e：良好　f：口縁部片　g：8形式

24 12 瓦器質
火鉢 - - - b：赤色粒・白色粒・小石粒・粗土・灰橙色　c：灰黒色　e：やや甘い　f：口縁部～胴部片　g：内面に

調整痕・外側面に11弁の菊花文(径2.5cm)・黒色処理・Ⅲ類

24 13 石製品
石 1.30. 1.50. 0.40. 碁石様の黒色で扁平な形

24 14 石製品
砥石 (3.00) 2.70. 0.50. c：緑白色　f：破片　g：鳴滝産・頁岩

24 15 銭 径(2.4) 孔径(0.8×0.8) f：3/4　g：皇宋通寶・北宋・1038年

24 16 漆器製品
皿 (10.60) (5.00) (2.70) g：内外面黒色漆髹漆・内面梅文・枝文・波文、外面波文を施文

24 17 第３面
構成土 かわらけ (6.90) (5.50) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・

砂質・粗土　c：灰橙色　e：良好　f：１／３・内外綿薄く黒色に変色

24 18 かわらけ (7.40) (6.60) 1.00.
a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：
良好　f：１／５・胎土に挟雑物を非常に多く含む・器高が低く、口唇部薄く、口径、底径に差が少なく、
一般的なかわらけの器形と異なる

24 19 かわらけ (7.20) (5.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
粉質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

24 20 かわらけ (7.80) (5.40) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

24 21 かわらけ 7.20. 5.40. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：５／６　g：内側面に糸痕
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

24 22 第３面
構成土 かわらけ (7.80) (6.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・

砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４

24 23 かわらけ (7.40) (5.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：淡橙色　e：やや甘い　f：１／４

24 24 かわらけ (8.00) 5.20. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：２／３

24 25 かわらけ (7.80) 5.20. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
粉質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：２／３

24 26 かわらけ 7.30. 4.50. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：灰黄色　e：良好　f：５／６

24 27 かわらけ (7.60) (5.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４

24 28 かわらけ (7.40) (5.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・粗土　c：
灰黄色　e：良好　f：１／３

24 29 かわらけ (7.80) 6.00. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：２／３

24 30 かわらけ (7.20) 5.60. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・
黒色粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：５／６

24 31 かわらけ (7.80) (5.20) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／２

24 32 かわらけ (7.60) (4.60) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：２／３

24 33 かわらけ 7.40. 5.20. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：完形

24 34 かわらけ 7.80. 5.60. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：２／３・内外面一部に油煤痕

24 35 かわらけ (7.60) (5.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

24 36 かわらけ (7.00) 4.50. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：橙色　e：やや甘い　f：２／３

24 37 かわらけ (7.60) 5.40. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
粗土　c：橙色　e：やや甘い　f：２／３

24 38 かわらけ (7.80) (6.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・粗土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／３・内底面ナデの後見込み周囲を強くナデ

24 39 かわらけ (7.80) (4.80) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・砂質・や
や粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／３

24 40 かわらけ (7.40) (5.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２

24 41 かわらけ (7.40) (4.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：灰橙色　e：良好　f：１／３

24 42 かわらけ (7.80) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／３

24 43 かわらけ (7.40) (4.40) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：良好　f：１／４

24 44 かわらけ (7.40) (5.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／４　g：硬質な胎土・薄い器壁を持つ器形

24 45 かわらけ (6.80) 4.70. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：５／６

24 46 かわらけ (7.00) 4.70. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・粉質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：２／３

24 47 かわらけ (7.00) (4.40) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／４

24 48 かわらけ (7.20) (5.00) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・粗土　c：
灰橙色　e：良好　f：１／３

24 49 かわらけ 7.60. 4.90. 2.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

24 50 かわらけ (7.40) (4.00) 2.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２・器壁丸く内反して立ち上がる

24 51 かわらけ (8.20) (5.00) 2.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２・外底面と外側面下部が黒色に変色

24 52 かわらけ 7.60. 4.80. 2.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：完形

24 53 かわらけ (6.80) (3.40) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：良好　f：１／４

24 54 かわらけ (6.40) (3.80) 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・粉質・良土　c：
橙色　e：やや甘い　f：１／３

24 55 かわらけ (6.20) (4.20) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：橙
色　e：良好　f：１／４

24 56 かわらけ (12.30) (7.80) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／３　g：内側面に煤痕

24 57 かわらけ (12.20) (8.00) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

24 58 かわらけ (12.20) (8.00) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

24 59 かわらけ (12.80) (8.00) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：
黄橙色　e：良好　f：２／３

24 60 かわらけ (12.20) (7.60) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

24 61 かわらけ (12.40) (7.00) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／２

24 62 かわらけ (12.80) (7.80) 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

24 63 かわらけ (12.30) (6.60) 3.65. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：灰黄色　e：良好　f：１／２

24 64 かわらけ (12.60) (7.00) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや
粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

24 65 かわらけ (13.00) (7.80) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・砂質・やや粗土　c：
赤橙色　e：良好　f：１／３

24 66 かわらけ (11.80) (6.00) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／３
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

24 67 第３面
構成土 かわらけ (12.80) (7.00) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや

粗土　c：赤橙色　e：良好　f：１／５

24 68 かわらけ (13.40) (7.00) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

25 69 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：良土・灰白色　c：灰緑色　e：良好・軟質　f：口縁部片　g：中Ⅲ期

25 70 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：良土・灰白色　c：灰緑色　e：良好・軟質　f：口縁部片　g：中Ⅳ期

25 71 瀬戸
片口鉢 - - - a：ロクロ成形　b：微砂　c：灰色　e：硬質　f：口縁部片

25 72 常滑
壷 - - - a：輪積み技法　b：長石・白色粒・石英・小石粒　c：茶褐色　d：灰褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：

６b形式・縁帯部一部欠損

25 73 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・白色粒・石英・小石粒　c：暗灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：

６b形式

25 74 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・白色粒・石英・小石粒　c：暗褐色　d：赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：

６b形式

25 75 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・白色粒・石英・小石粒　c：暗褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：

６b型式

25 76 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・白色粒・石英・小石粒　c：暗褐色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：

７形式

25 77 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・白色粒・石英・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：胴部片　g：10弁の

菊花文の叩き文

25 78 土器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：黒色粒・白色粒・小石粒　c：灰色　d：暗灰色　e：軟質　f：底部片　g：Ⅰb類・

外底部砂付着

25 79 瓦器質
火鉢 - - - b：砂粒・小石粒　c：灰白色　d：..　e：軟質　f：口縁部片　g：内外面黒色処理・外側面に16弁の菊花

文スタンプ・内外面共に縦方向のヘラ磨き・Ⅲ類

25 80 瓦器質
火鉢 - - - b：砂粒・小石粒　c：灰白色　d：..　e：軟質　f：口縁部片　g：内外面黒色処理・外面12弁の菊花文ス

タンプ・内面縦方向のヘラ磨き・Ⅲ類

25 81 瓦器質
火鉢 - - - b：砂粒・小石粒　c：赤褐色　d：..　e：軟質　f：口縁部片　g：内面縦方向のヘラ磨き・外側面黒色処理・

外側面に16弁の菊花文スタンプ・Ⅲ類

25 82 瓦器質
火鉢 - - - b：砂粒・小石粒　c：灰白色　d：..　e：軟質　f：胴部　g：内外面黒処理を施されるが、外側面鍔下部

は火熱の為か処理剥離・内外面共に横方向のヘラ磨き・鍔部に孔が開く・ⅣC類

25 83 瓦器質
火鉢 - - - b：砂粒・小石粒　c：灰白色　d：..　e：軟質　f：口縁部片　g：鍔部に16弁の菊花スタンプ文・鍔部に

孔が開く・内外面横方向の磨き・内外面黒色処理・ⅣC類

25 84 亀山
甕 - - - a：輪積み技法　b：長石・白色粒・石英・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：肩部片

25 85 瓦器碗 - (4.60) - a：ロクロ成形・外底面回転糸切り・内底面ナデ無し　b：白色粒・精良　c：灰白色　e：良好　f：１／３・
口唇部黒縁

25 86 かわらけ
転用品 2.60. 2.20. 1.10. a：ロクロ成形・外底面回転糸切り　b：微砂・雲母・黒色粒・砂質・やや粗土　c：橙色　g：ロクロ成

形のかわらけ底部を円盤状に加工

25 87 石製品
砥石 (4.00) 5.60. (5.00) 天草産・中砥

25 88 鉄製品
釘 9.00. 0.70. 0.50.

25 89 鉄製品
釘 (7.60) 0.60. 0.50. 端部欠損

25 90 銭 径2.30 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：紹定通寶・初鋳年1228年・南宋・背二

25 91 銭 径2.45 孔径0.6×0.75 f：完形..　g：景徳元寶・初鋳年1004年・北宋

25 92 銭 径2.35 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：元豊通寶・初鋳年1078年・北宋・行書

25 93 銭 径2.4 孔径0.7×0.6 f：完形..　g：祥符通寶・初鋳年1009年・北宋

25 94 銭 径2.35 孔径0.6×0.5 f：1 ／ 2..　g：淳化元寶・初鋳年990年・北宋・草書

28 1 第４面
遺構３５９ かわらけ (7.60) (6.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

やや粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／６

28 2 かわらけ (7.00) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

28 3 第４面
遺構３６０ かわらけ 12.40. 8.40. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：完形・内外面ともに黒色に変色・内面口唇部１ヶ所に油煤痕

28 4 かわらけ (12.40) (7.60) 2.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４内外面煤痕

28 5 第４面
遺構３６３ かわらけ 12.20. 8.00. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／５・内外面ともに黒色に変色

28 6 第４面
遺構３８４

鉄製品
用途不明 - - - 鋳造に伴う鉄滓か？鉄製品・蓋の一部か？

28 7 第４面
遺構３８６ 銭 径2.4 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：聖宋元寶・初鋳年1101年・北宋・行書

28 8 第４面
遺構３８７ かわらけ (8.00) (6.20) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

28 9 第４面
遺構３９１

瀬戸
折縁皿 - - - b：砂粒・c黄：灰色　d：灰緑色　e：良好　f：口縁部片　g：外側面釉刷毛塗り

28 10 第４面
遺構３９５ かわらけ 8.00. 5.00. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

28 11 第４面
遺構４０１ かわらけ 12.00. 7.80. 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：

橙色　e：良好　f：１／２

28 12 かわらけ (12.60) (6.60) 3.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：２／３・薄い器壁

28 13 第４面
遺構４０２ 銭 径2.6 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：明道元寶・初鋳年1032年・北宋・篆書

28 14 第４面
遺構４０５ かわらけ 7.70. 4.40. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

28 15 第４面
遺構４１１ かわらけ (6.80) (4.20) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

28 16 第４面
遺構４１２ かわらけ 7.60. 4.80. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：

淡橙色　e：良好　f：４／５・内側面一部が黒色に変色

28 17 第４面
遺構４１４

土器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：雲母・小石粒・白色粒・砂粒　c：橙色　d：黒褐色　e：軟質　f：口縁部片　g：内

外面器壁、回転ナデ・外面薄く指頭によるナデも残る

28 18 第４面
遺構４２３ かわらけ (7.40) (5.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

28 19 第４面
遺構４２３ かわらけ (13.40) (7.00) 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／６

28 20 第４面
遺構４２４ かわらけ 7.70. 4.80. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：２／３

28 21 かわらけ (7.40) (5.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／５

28 22 かわらけ 7.60. 4.80. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：
橙色　e：良好　f：完形

28 23 かわらけ (7.80) (5.20) 2.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ淡：
橙色　e：良好　f：１／５

28 24 かわらけ 7.60. 5.20. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：
淡橙色　e：良好　f：完形

28 25 かわらけ (7.80) (4.20) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４・内外側面黒色に変色、煤付着か？

28 26 かわらけ 7.40. 4.40. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：
橙色　e：良好　f：完形・外側面煤付着

28 27 かわらけ 11.00. 7.00. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：
淡橙色　e：良好　f：完形

28 28 かわらけ 13.80. 8.00. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形

28 29 鉄製品
掛け金具 (8.00) (1.50) (1.20) 遺存状態悪く原型は不明・掛け金具の一部と考えている

28 30 第４面
遺構４２７ 山茶碗 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・白色粒　c：灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片

28 31 第４面
遺構４３４ かわらけ (7.20) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：

淡橙色　e：良好　f：１／３

28 32 第４面
遺構４３５ かわらけ (8.20) (5.60) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

28 33 瓦器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：雲母・小石粒・白色粒・砂粒　c：橙色　d：黒褐色　e：軟質　f：口縁部片g輪花状

になる器形・押印、脚の形状は遺存していなかったため不明・内面磨き痕・外面器壁が剥離

29 1 第４面
面上 かわらけ (7.20) (6.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・良土　c：

黄橙色　e：良好　f：１／４

29 2 かわらけ (7.60) (5.40) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：黄橙
色　e：良好　f：１／４

29 3 かわらけ (7.40) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／６

29 4 かわらけ (7.80) 5.20. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・良土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／２

29 5 かわらけ 7.80. 5.20. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：４／５・内底ナデの後見込み周囲をナデ

29 6 かわらけ (7.40) (5.20) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／６

29 7 かわらけ (7.60) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

29 8 かわらけ (7.00) (5.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

29 9 かわらけ 7.80. 4.40. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形

29 10 かわらけ (7.20) 4.60. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／２

29 11 かわらけ (11.80) (6.80) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４.・口唇部油煤痕

29 12 かわらけ (13.40) 7.20. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

29 13 かわらけ (12.20) 7.20. 3.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／２

29 14 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形式

29 15 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗灰色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形式

29 16 土器質
壷 - (7.00) - a：ロクロ成形・外底面回転糸切り　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：黄橙色　e：

良好　f：底部片　g：破片の為器形は不明・壷か？

29 17 石製品
砥石 (3.90) 3.50. 0.75. 鳴滝産・仕上砥・両面砥面として使用・側面切り出し痕

29 18 鉄製品
釘 9.40. 0.50. 0.50. -

29 19 鉄製品
釘 (7.10) 0.70. 0.60. 端部欠損

29 20 第４面
構成土 かわらけ 7.80. 6.40. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・赤色粒・黒色粒・土丹粒・

砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形・内底ナデの後、見込み周囲をナデ

29 21 かわらけ 7.00. 5.00. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

29 22 かわらけ 12.20. 8.20. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：２／３

29 23 白磁
香炉 - 6.00. - a：型作り　b：微砂・精良・堅緻　c：白色　d：薄い白緑色.　e：良好　f：１／４　g：六角形を呈する・

底部釉なし・外側面蓮弁文

29 24 瀬戸
片口鉢 - - - a：ロクロ成形　b：白色粒・黒色粒　c：灰色.　d：灰色　e：軟質　f：口縁部片

29 25 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒・黒色粒　c：灰黒色　d：灰黒色　e：硬質　f：縁帯部片　g：６a形

式

29 26 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：黒褐色　d：黒褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：縁帯幅2.80cm・

６b形式

29 27 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰黒色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：縁帯幅

2.20cm・７形式

29 28 東海系
鍔鍋 - - - b：微砂・黒色粒・白色粒　c：黒褐色　g：器表面は乳白色を呈する

29 29 鉄製品 (12.00) (1.50) (0.80) g：用途不明品・端部鋭利に尖らせている・ほぼ中央部分貫通し、木材が遺存していた・工具か？

31 1 第５面
遺構４３７ かわらけ (7.80) (5.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：

橙色　e：良好　f：１／３・外面に油煤痕
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

31 2 第５面
遺構４３７ かわらけ 7.60. 5.20. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：

橙色　e：良好　f：１／２

31 3 かわらけ (7.80) (5.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４・内外面に油煤痕

31 4 かわらけ 7.00. 5.20. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形・口唇部１ヶ所に油煤痕

31 5 かわらけ (10.60) (6.00) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：
淡橙色　e：良好　f：１／４・外側面と口唇部に油煤痕

31 6 かわらけ (12.60) 7.60. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：２／３

31 7 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片

32 1 第５面
遺構４３８ かわらけ (10.60) (6.00) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：

橙色　e：良好　f：１／３・内底面に鉄分付着

32 2 かわらけ (12.40) (8.00) 2.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
淡橙色　e：良好　f：１／２

32 3 かわらけ 12.40. 8.00. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・
良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／２・外側面に植物遺体痕か？黒く変色

32 4 かわらけ 12.60. 7.80. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形

32 5 第５面
遺構４３９ かわらけ (7.40) (5.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

32 6 かわらけ (7.60) (4.80) 1.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・粉質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／５

32 7 かわらけ (7.80) 5.00. 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／２

32 8 瀬戸
器種不明 - - - b：精良　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部・輪花型になる入子か？・内外面ともに無釉

32 9 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部　g：内面摩耗痕

32 10 女瓦 - - 1.40. a：凸面縄目の強い糸切り・離れ砂・凹面離れ砂付着挟端部削り　b：灰色.微砂・白色粒・小石粒・良土　e：
軟質　g：Ⅰ期A類

32 11 銭 2.40. 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：天禧通寶・初鋳年1111年・北宋・篆書

32 12 第５面
遺構４４０ かわらけ (7.00) (4.60) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

32 13 かわらけ (12.80) (8.00) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３・口唇部、一部黒く変色

32 14 瀬戸
卸皿 - - - b：微砂・黒色粒・精良c黄：灰色　d：黄灰色　e：良好・軟質　f：口縁部片

32 15 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片

32 16 瓦器質
火鉢 - - -

a：輪積み技法　b：小石粒・白色粒・砂粒　c：灰色　d：暗灰色　e：軟質　f：胴部片　g：鍔付き・鍔
部に１６弁の菊花の押印・底部離れ砂付着・内面磨き痕・外側面火熱を受けたためか白色に変色し磨き
痕は不明瞭・脚付きの器形と思われる・ⅣＣ類

32 17 銭 径2.4 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：政和元寶・初鋳年1111年・北宋・篆書

32 18 銭 径2.5 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：明道元寶・初鋳年1032年・北宋・篆書

33 1 第５面
面上 かわらけ 7.40. 5.40. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・砂質・やや

粗土　c：灰褐色　e：良好　f：完形　g：内外面ともに器壁が黒色に変色

33 2 かわらけ 7.20. 5.00. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲を強くナデ　b：微砂・白色粒・黒色粒・
土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形・外面と内面口唇部が黒色に変色

33 3 第５面
構成土 かわらけ (7.20) 5.60. 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

粗土　c：赤橙色　e：良好　f：３／５

33 4 かわらけ (7.20) (4.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３・内外面黒色に変色

33 5 かわらけ 7.60. 5.70. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・海綿骨芯・粉質・良土　c：黄
橙色　e：良好　f：完形・内外面口唇部に油煤痕

33 6 かわらけ (7.50) 5.00. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：３／４・内底ナデの後、見込み周囲を強くナデ

33 7 かわらけ (8.00) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底面デ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／４・内底ナデの後、見込み周囲を強くナデ

33 8 かわらけ (7.80) (4.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

33 9 かわらけ (7.40) 4.60. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
粉質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：３／５

33 10 かわらけ (7.60) (5.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４・外側面一部黒色に変色

33 11 かわらけ (7.80) (5.60) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

33 12 かわらけ 7.80. 5.20. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
粗土　c：赤橙色　e：やや甘い　f：１／４

33 13 かわらけ (7.40) 5.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４・口唇部打ち搔け

33 14 かわらけ (7.50) (4.90) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

33 15 かわらけ (7.20) (4.80) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：橙色　e：良好　f：１／５

33 16 かわらけ (7.00) (4.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・粉質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４・内外面口唇部に油煤痕

33 17 かわらけ (7.20) 5.50. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２・内外面器壁に油煤痕

33 18 かわらけ 7.40. 5.40. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・海綿骨芯・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：４／５・内外面に油煤痕

33 19 かわらけ (7.40) (5.50) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

33 20 かわらけ (7.20) 4.60. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

33 21 かわらけ (7.20) 5.00. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・粗土　c：橙色　e：良好　f：２／３・内外面口唇部油煤付着
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

33 22 第５面
構成土 かわらけ 7.10. 5.40. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯土丹粒・

粉質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：完形・内面口唇部に煤付着内底面ナデの後、見込み周囲をナデ

33 23 かわらけ (7.00) (4.00) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４・薄手の器壁

33 24 かわらけ (7.80) (4.70) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・赤色粒・黒色粒・
海綿骨芯・土丹粒・粉質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

33 25 かわらけ 12.00. 8.00. 3.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：４／５・内外面に油煤痕

33 26 かわらけ (12.20) 7.60. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
粉質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

33 27 かわらけ 13.50. 8.50. 3.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：４／５

33 28 かわらけ (14.00) 8.00. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：２／３

33 29 かわらけ (12.40) 8.00. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・
海綿骨芯・土丹粒・小石粒・砂質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：２／３

33 30 かわらけ (13.00) 7.60. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

33 31 かわらけ (12.80) (8.20) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・赤色粒・黒色粒・小石粒・
粉質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：３／５

33 32 かわらけ (12.80) (7.40) (3.50) a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・赤色粒・黒色粒・
粉質・良土　c：黄橙色　e：やや甘い　f：１／４

33 33 かわらけ (11.80) (6.00) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒・海綿骨芯・
粉質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／４

33 34 かわらけ (12.80) (7.90) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・粉質・粗土　c：
橙色　e：良好　f：１／３・内底ナデの後、見込み周囲をナデ・内面口唇部外側面に油煤痕

33 35 かわらけ (12.60) (9.60) 4.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ・底部貼り付け　b：微砂・雲母・赤色粒・
黒色粒・小石粒・海綿骨芯・粉質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：３／５

33 36 かわらけ (13.80) (7.40) 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・粗土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／５・内面黒色に変色

33 37 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形・底部回転糸切り　b：黒色微砂・やや粗土　c：白橙色　d：灰緑色　e：良好・軟質　f：

底部片

33 38 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：長石・白色粒・石英・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：４形

式

33 39 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：長石・石英・白色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：４形式

33 40 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：長石・砂粒・石英・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：４形式

33 41 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：長石・砂粒・石英・小石粒　c：灰褐色　d：茶褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：５

形式

33 42 瓦器質
黒縁皿 - - - b：黒色微粒・赤色粒・良土　c：灰色　e：良好　f：口縁部片　g：和泉Ⅲ−2 ？

33 43 瓦器質
火鉢 - - - a：　b：黒色粒・白色粒・やや粗土　c：灰色　e：良好　f：口縁部～底部にかけて　g：火熱を受けたためか、

内外面ともに剥離・器表が荒れる。内面下部摩耗痕

33 44 瓦器質
火鉢 - - - b：白色粒・黒色粒・小石粒・粗土　c：灰白色　e：良好　f：口縁部

33 45 石製品
砥石 (9.70) (7.50) (5.70) b：伊予産・凝灰岩・中砥

33 46 石製品
砥石 (5.90) (4.50) (3.20) b：伊予産・凝灰岩・中砥

33 47 石製品
砥石 (6.50) (3.00) (2.70) b：伊予産・凝灰岩・中砥

33 48 男瓦 - - (2.70) b：砂粒・白色粒・良土　c：灰色　e：硬質　g：凸面叩き痕+横位ナデ・凹面布目痕・離れ砂付着

33 49 鉄製品
釘 (5.30) (0.40) (0.50) g：断面四角形を呈する

36 1 第６面
遺構４４２ かわらけ 12.60. 8.00. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

36 2 第６面
遺構４４３ かわらけ (7.40) 4.80. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

36 3 かわらけ 7.60. 5.00. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：完形

36 4 第６面
遺構４４５

常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：暗褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：縁帯部　g：６a形式

36 5 第６面
遺構４４６ かわらけ (7.60) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

36 6 かわらけ 10.20. 6.40. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

36 7 かわらけ (10.80) (6.60) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・
粉質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

36 8 かわらけ (12.40) (8.20) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：３／４

36 9 銭 径2.4 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：煕寧元寳・初鋳年1068年・北宋・真書

36 10 第６面
遺構４４７

白磁
器種不明 - - - a：ロクロ成形　b：精良土　c：灰白色　d：透明　e：硬質・良好　f：胴部片　g：壷か？

36 11 第６面
遺構４４８ かわらけ (7.20) (5.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・

やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

36 12 第６面
遺構４５１

常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - b：砂粒・黒色粒・白色小石粒　c：黄灰色　d：黄灰色　e：やや軟質　f：口縁部片　e：６形式

36 13 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・小石粒・礫　c：灰色　d：褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形式・

口縁部の磨滅が激しい

36 14 瓦器質
火鉢 (33.00) (23.20) 9.20. b：砂粒・小石粒　c：灰白色　d：..　e：軟質　f：１／６　g：胴部下部箆状工具によるナデ整形か？・

内底下部磨滅痕・Ⅰb類

36 15 第６面
遺構４５２ かわらけ (7.80) (5.20) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・や

や粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／４

36 16 かわらけ (7.90) (5.10) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・小石粒・砂質・
やや粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／４

36 17 第６面
遺構４５４ 銭 径2．1 孔径0.6×0.6 f：完形.　g：紹聖元寶・初鋳年1094年・北宋・篆書

36 18 第６面
遺構４５５ かわらけ (7.60) (5.20) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・

やや粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／４
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

36 19 第６面
遺構４５７ かわらけ (7.60) 4.50. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・

やや粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／３　g：内壁に薄く外側面一部が黒色に変色

36 20 かわらけ (7.80) (5.60) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／４

36 21 かわらけ (7.20) 4.90. 2.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・粉質・良土　c：
淡黄橙色　e：良好　f：１／３　g：内外面共に磨滅が激しく整形痕不明・薄い器壁

36 22 かわらけ 11.90. 8.00. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・土丹粒・粉質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：完形　g：内面口唇部、見込み一部にに油煤痕か？黒色の付着物あり

36 23 かわらけ (13.00) (7.80) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・
粉質・粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／４

36 24 黄釉
盤 - - - b：砂粒・白色粒・小石粒　c：灰黄色　d：灰黄色　e：良好　f：口縁部片

36 25 石製品
砥石 (3.30) 3.80. (0.80) b：流紋岩質細粒凝灰岩・硬質　c：灰色　g：鳴滝奥殿産・仕上砥・本来の仕上げと両小口を意図的に平

刃物上の工具で削りだし、途中折取りか？上小口、側面にも二次加工痕.

36 26 女瓦 - - 1.95. b：微砂・白色粒・雲母・良土　c：灰色　e：硬質　g：永福寺女瓦A類・凸面縄目痕と叩きの離れ砂・
凹面布目痕・端部ヘラケズリ

36 27 漆器製品
皿 - (7.40) - g：内外面黒色漆髹漆・無文

36 28 木製品
用途不明 (11.90) (1.40) (0.50) g：端部焼痕・不整形

36 29 第６面
遺構４５９ かわらけ 7.90. 5.00. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・小石粒・砂質・

粗土　c：黄灰色　e：良好　f：完形　g：内外面に油煤痕

36 30 かわらけ (7.20) (5.10) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

36 31 かわらけ (6.80) (4.80) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：暗黄橙色　e：良好　f：１／３

36 32 かわらけ (13.00) (7.60) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
粗土　c：淡橙色　e：良好　f：２／３

36 33 かわらけ 12.60. 7.70. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：２／３

36 34 常滑
甕 - - - b：砂粒・白色粒小石粒・長石　c：暗灰色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：縁帯部に厚く降灰

釉
36 35 銭 径2.55 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：皇宋通宝・初鋳年1038年・北宋・真書・表面摩耗痕

36 36 銭 径2.5 孔径0.6×0.65 f：完形　g：元豊通寶・初鋳年1078年・北宋・行書・表面に摩耗痕

36 37 銭 径2.45 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：紹聖元寶・初鋳年1094年・北宋・行書

36 38 銭 径2.5 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：政和通寶・初鋳年1111年・北宋・篆書

36 39 銭 径2.5 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：■■■寶・行書・裏面摩耗痕・表面に小孔2か所

36 40 第６面
遺構４６０ かわらけ (7.70) (6.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・

粗土　c：黄灰色　e：良好　f：１／２

36 41 かわらけ 7.30. 5.40. 1.70.
a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
粗土　c：黄灰色　e：良好　f：４／５・口縁部一部欠損・器表面摩耗が著しく整形痕不明瞭・内底ナデ
の後見込み周囲を強くナデ

36 42 かわらけ (7.30) 5.60. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：２／３・内底ナデの後見込み周囲を強くナデ

36 43 かわらけ 7.20. 5.10. 1.65.
a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
粗土　c：黄灰色　e：良好　f：２／３・器表面摩耗が著しく整形痕不明瞭・内底ナデの後見込み周囲を
強くナデ

36 44 かわらけ (7.10) (4.60) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
粗土　c：淡黄灰色　e：良好　f：１／２・内底ナデの後見込み周囲を強くナデ

36 45 かわらけ (7.10) (4.60) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・小石粒・土丹粒・
砂質・粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／３

36 46 かわらけ (10.80) (6.20) 3.25. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／２・内外面摩耗の為整形痕不明瞭

36 47 かわらけ (11.60) (6.50) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・礫・
粉質・粗土　c：暗橙色　e：良好　f：１／３・内外面口唇部に油煤付着

36 48 かわらけ (11.60) (6.60) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒・砂質・やや
粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３・内面摩耗の為整形痕不明瞭

36 49 かわらけ (11.80) (7.10) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・
礫・粉質・粗土　c：黄灰色　e：良好　f：１／３

36 50 かわらけ (13.00) (7.20) 3.65. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・粉質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／３.内側面に黒色の付着物

36 51 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：長石・砂粒・石英・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：６a形

式

36 52 土製品
壷 - 5.00. - a：外底部回転糸切り・内外面指頭による丁寧なナデ整形　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・土丹粒・砂質・

やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：口縁部のみ欠損　g：外側面火熱を受け黒色に変色している部分あり

37 53 第６面
遺構４６４ かわらけ (8.00) (5.40) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・土丹粒・

砂質・粗土　c：黄灰色　e：良好　f：１／３・器表面摩耗が著しく整形痕不明瞭

37 54
第６面

遺構４６５ かわらけ (7.80) 5.00. 1.95.
a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：４／５・内面口唇部にわずかに油煤付着・内底面ナデの後、見込み
周囲を強くナデ

37 55 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒c暗：灰色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b ～７形式

37 56 第６面
遺構４６７ かわらけ （13・6） (9.00) 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・

粉質・やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

37 57 第６面
遺構４８１ かわらけ 7.60. 5.10. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：橙色　e：良好　f：完形　g：内面器壁剥離・口唇部4か所に油煤痕

37 58 かわらけ 7.70. 6.20. 1.75. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：黄灰色　e：やや甘い　f：完形　g：内面器壁剥離

37 59 かわらけ (12.70) (7.30) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
淡橙色　e：良好　f：１／３

37 60 かわらけ 12.50. 7.90. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：完形

37 61 かわらけ (12.60) (7.00) 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：５／６

37 62 かわらけ 12.90. 7.40. 3.65. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：５／６

38 1 第６面
面上 かわらけ (7.80) (6.20) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／３
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

38 2 第６面
面上 かわらけ (7.40) (4.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：橙色　e：良好　f：２／３

38 3 かわらけ (7.20) (5.00) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／４

38 4 かわらけ (7.80) (5.00) 1.55. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４　g：口唇部に薄く油煤痕

38 5 かわらけ (7.80) (5.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
淡橙色　e：良好　f：１／３

38 6 かわらけ (8.00) (5.50) 1.75. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／３

38 7 かわらけ (7.80) (5.40) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

38 8 かわらけ (7.80) (5.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：
黄橙色　e：良好　f：２／３　g：口唇部残帯に油煤痕

38 9 かわらけ (7.80) (5.80) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・砂質・良土　c：淡橙色　e：
良好　f：１／４

38 10 かわらけ (7.60) (5.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：
灰橙色　e：良好　f：１／３

38 11 かわらけ (6.70) (4.60) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

38 12 かわらけ (6.60) (5.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・砂質・粗土　c：
灰橙色　e：良好　f：１／４　g：外側面・口唇部に油煤痕

38 13 かわらけ (6.80) (4.30) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

38 14 かわらけ (7.00) (4.40) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・砂質・良土　c：橙
色　e：良好　f：１／２　g：硬質な胎土で薄手の器壁を持つ器形・外側面に煤痕

38 15 かわらけ 7.40. 5.50. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：
赤橙色　e：良好　f：完形内外口唇部に油煤痕

38 16 かわらけ 6.60. 4.00. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
赤橙色　e：良好　f：５／６　g：口唇部２か所に油煤痕・硬質な胎土で薄手の器壁を持つ器形

38 17 かわらけ (10.60) 6.00. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：
淡橙色　e：良好　f：３／４

38 18 かわらけ 11.00. 6.80. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：
淡橙色　e：良好　f：５／６

38 19 かわらけ (10.80) 6.00. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：
淡橙色　e：良好　f：２／３

38 20 かわらけ 10.80. 6.00. 3.15. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：５／６　g：薄手の器壁を立ち上げ、硬質な胎土

38 21 かわらけ (12.80) (7.60) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯砂質・
良土　c：灰褐色　e：良好　f：５／７　g：外面、内側面黒色に変色

38 22 かわらけ (13.40) (8.40) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底面デ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

38 23 かわらけ (12.80) (7.60) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

38 24 かわらけ (12.40) (8.00) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

38 25 かわらけ 12.40. 7.60. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
淡橙色　e：良好　f：５／６

38 26 かわらけ 13.00. 7.30. 3.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：赤橙色　e：良好　f：完形

38 27 かわらけ (12.20) (7.80) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

38 28 かわらけ (12.40) (7.80) 3.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２

38 29 かわらけ (12.20) (8.80) 3.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

38 30 青磁
折縁鉢 - - - a：ロクロ成形　b：黒色粒・精良堅緻　c：灰白色　d：灰緑色・半透明　f：口縁部片　g：内外面とも

に無文

38 31 瀬戸
入子 5.40. 3.50. 1.80. a：ロクロ成形・内底ナデなし　b：微砂・黒色粒・良土　c：灰色　f：４／５　g：底面箆削りで糸切り

痕を消している
38 32 山茶碗 - - - a：ロクロ成形　b：良土　c：灰色　d：灰色　f：口縁部片　g：高台部モミガラ痕

38 33 瓦器質
火鉢 - - - b：白色粒・黒色粒・小石粒・粗土　c：暗灰色　e：良好　f：口縁部　g：内外面共に横方向に整形痕・

Ⅰc類

38 34 吉備系
碗 8.20. 3.60. 2.70. a：ロクロ成形・回転糸切り　b：微砂・精良堅緻　c：灰白色　d：灰白色　e：良好　f：底部片　g：吉

備系土師質土器碗・口唇部全体に油煤痕

38 35 南伊勢系
土鍋 - - - b：雲母・黒色粒・良土　c：灰黒色　f：口縁部片

38 36 滑石鍋
転用品 (6.20) (3.20) 2.50. 滑石鍋加工途中の端材か

38 37 石製品
砥石 (4.60) 4.70. 1.50. 伊予産・中砥・砥面は１面のみ遺存・側面切り出し痕

38 38 銭 径2.5 孔径0.7×0.8 f：完形..　g：明道元寶・初鋳年1032年・北宋・篆書

38 39 銭 径2.4 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：皇宋通宝・初鋳年1038年・北宋・篆書

38 40 銭 径2.45 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：元豊通寶・初鋳年1078年・北宋・行書

38 41 第６面
構成土 かわらけ (7.00) (6.40) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・や

や粗土　c：橙色　e：良好　f：４／５

38 42 かわらけ (6.80) (4.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／５

38 43 かわらけ (7.80) (6.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
土丹粒・小石粒・砂質・やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／２

38 44 かわらけ 7.80. 6.00. 1.45. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

38 45 かわらけ (7.80) (5.80) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底面デ　b：微砂・雲母・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

38 46 かわらけ (8.40) (6.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲を強くナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・
黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：２／３

38 47 かわらけ (7.80) (5.60) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／２
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

38 48 第６面
構成土 かわらけ (7.60) (5.40) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：

橙色　e：良好　f：１／４

38 49 かわらけ (7.60) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：
赤橙色　e：やや甘い　f：２／３

38 50 かわらけ (7.80) (5.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４　g：内外側面に油煤痕

38 51 かわらけ (8.60) (6.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・や
や粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２

38 52 かわらけ (7.60) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

38 53 かわらけ (7.20) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３

38 54 かわらけ (7.40) (5.40) 1.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／５

38 55 かわらけ (7.60) (4.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

38 56 かわらけ (7.80) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：
赤橙色　e：良好　f：２／３　g：内面黒色に変色・一部に油煤痕

38 57 かわらけ 7.90. 5.70. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・砂質・やや
粗土　c：橙色　e：良好　f：完形　g：口唇部1 ヶ所に油煤痕

38 58 かわらけ (7.80) (5.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・海綿骨芯・
砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

38 59 かわらけ (7.90) (5.30) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：３／４

38 60 かわらけ (8.00) (5.40) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
黄橙色　e：良好　f：３／４　g：口唇部に油煤痕

38 61 かわらけ (8.40) (6.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・黒色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：黄
橙色　e：良好　f：１／４　g：口唇部に油煤痕

38 62 かわらけ (7.80) (5.90) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・黒色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：橙
色　e：良好　f：１／４

38 63 かわらけ (6.80) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

38 64 かわらけ (6.80) (5.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

38 65 かわらけ (7.80) (6.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：
黄橙色　e：良好　f：１／２

38 66 かわらけ (7.80) (5.80) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・良土　c：黄橙色　e：良好　f：
１／５

38 67 かわらけ (7.40) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底弱いナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／２　g：焼き締まり硬質な胎土

38 68 かわらけ (10.80) (6.00) 2.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／３　g：口唇部と内底一部に油煤痕

38 69 かわらけ (12.10) (8.50) 3.55. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：２／３

38 70 かわらけ (14.20) (8.00) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

38 71 かわらけ 12.00. 8.00. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：赤橙色　e：良好　f：５／６

38 72 かわらけ 12.30. 8.20. 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：黄橙色　e：良好　f：４／５

38 73 かわらけ 12.00. 6.40. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：５／６

38 74 かわらけ (12.40) (8.40) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：灰褐色　e：良好　f：１／４

39 75 かわらけ (11.40) (6.40) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／４

39 76 かわらけ (12.40) (7.80) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・粗土　c：灰褐色　e：良好　f：１／４

39 77 かわらけ (11.60) (7.80) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：灰褐色　e：良好　f：１／３

39 78 かわらけ (11.80) 7.60. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：２／３・口唇部僅かに油煤痕

39 79 かわらけ 12.30. 7.80. 3.55. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：５／６

39 80 青磁
鎬蓮弁文碗 - - - a：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：灰緑色・透明　e：堅緻　f：口縁部片　g：

外面蓮弁文・内面無文・竜泉窯

39 81 青磁
折腰鉢 - (4.00) - a：ロクロ成形　b：良土　c：黄橙色　d：青灰色　e：やや軟質　f：底部片　g：内外面ともに無文・高

台内部も施釉あり・高台部露胎

39 82 青磁
折縁皿 (13.00) - - a：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：暗緑色・透明　e：堅緻　f：口縁部片　g：

外面無文・内面蓮弁文・竜泉窯

39 83 白磁
口兀皿 (10.60) (7.40) 2.40. a：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：灰色・透明　e：堅緻　f：胴部片　g：口縁

部・底部露胎

39 84 青白磁
梅瓶 (6.80) - - a：ロクロ成形　b：精良土　c：灰白色　d：灰青色　e：硬質　f：1 ／ 5　g：蓋部分・頂部文様不明

39 85 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：砂粒・白色粒　c：灰色　d：灰褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：中Ⅰ期

39 86 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：６a形式・内

側面摩耗

39 87 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗褐色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：７形式・

外側面縦方向に箆状工具による整形痕・内側面火熱を受け煤付着

39 88 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６形式　g：

口唇部から内外面上部にかけて煤付着

39 89 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：灰色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片

39 90 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗褐色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６a形

式

39 91 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形式

39 92 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：灰色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形式
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

39 93 第６面
構成土

常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗褐色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形

式

39 94 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・小石粒　c：灰褐色　d：灰褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：７形式

39 95 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：胴部片　g：細かい格子

の叩き文

39 96 渥美
壷 - (5.40) - a：輪積み技法　b：精良　c：灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：底部片　g：高台内部露胎

39 97 瓦器質
火鉢 - - - b：砂粒・黒色粒・小石粒　c：灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：Ⅰb類

39 98 瓦器質
火鉢 - - -

b：砂粒・白色粒・雲母　c：暗灰色　d：暗灰色　e：軟質　f：胴部片　g：口唇部に１２弁の菊花文スタンプ・
沈線・斜線が廻る・破片の為復元実測できなかったが、口径約16cmを推定している。器高の低さから考
えて香炉の可能性もある・底部箆削り・外側面箆による整形

39 99 石製品
碁石 1.70. 1.50. 0.60. 石英・白色

39 100 石製品
石 1.70. 1.40. 0.40. 安山岩・黒色・碁石か？

39 101 石製品
砥石 (9.50) 9.00. 7.80. 天草産・中砥(規格としては三寸角の為荒砥の可能性もある)

39 102 滑石製
鍋 - - - 加工途中・両側面に切り出し痕

39 103 滑石製
鍋 - - - 鍋の鍔部分・加工痕などは見られず

39 104 木製品
曲物 8.90. 9.30. 0.60. 曲物底板・側面三か所に木釘痕（内二か所に木釘遺存する）

39 105 木製品
栓 14.40. 2.10. 1.70. 端部直径1.2㎝

44 1 第７面
遺構５３３ かわらけ (5.40) (5.00) 1.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切　b：微砂・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：

1/4　g：外底削られ不形

44 2 かわらけ (7.20) (5.40) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕　b：微砂・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：1/4

44 3 かわらけ (7.20) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕　b：微砂・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・雲母・砂質・
良土　c：黄灰色　e：良好　f：1/6

44 4 かわらけ (8.20) (5.60) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕　b：微砂・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・良土　c：
黄灰色　e：やや良好　f：1/4

44 5 かわらけ (12.00) (8.40) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕　b：微砂・白色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：橙色　e：
良好　f：1/4

44 6 常滑
甕 (50.00) 24.00. - 　b：白色粒・黒色粒・小石粒・橙色(胎芯は黒い部分あり）　c：赤褐色～橙色　d：白～黄褐色の降灰釉　g：

底部外面に灰がつく

44 7 常滑.
甕 - - - 　b：砂・白色粒・黒色粒・灰色・精良土　c：茶褐色　d：光沢ありの茶褐色　f：底部小片　g：底部に

離れ砂付着

44 8 女瓦 - - 1.50. a：凸面：離れ砂・縄目・糸切痕凹面：離れ砂・糸切痕をナデ消している　b：精良土・暗灰色　c：暗灰
色　g：永福寺Ⅰ期・二次的に火を受ける（煤痕あり）

46 1
第７面

遺構４７１ かわらけ 7.50. 5.60. 1.55.
a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・
土丹粒・粉質・粗土　c：赤橙色　e：良好　f：完形・口唇部一部欠損　g：内外面に油煤痕・内底ナデの後、
見込み周囲を強くナデ

46 2 かわらけ 12.20. 8.40. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・粗土　c：赤橙色　e：良好　f：２／３・器形に歪みあり・内面上部、外側面全体に油煤痕

46 3 木製品
用途不明 7.50. 1.90. 1.20. g：端部斜めに整形

46 4 木製品
用途不明 6.70. 2.30. 0.65. g：断面かまぼこ型

46 5 第７面
遺構４７３ かわらけ (12.80) 8.00. 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・・白色粒・海綿骨芯・土丹粒・

砂質・やや粗土　c：暗橙色　e：良好　f：２／３・内外面ともに器表が黒色に変色

46 6 かわらけ (13.20) (9.00) 3.15. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・粗土　c：黄灰色　e：良好　f：１／２・内外面口唇部に一部油煤痕

46 7 石製品 (6.90) 1.20. 6.20. b：西彼杵産　c：銀灰色　g：滑石鍋胴部を硯状に加工途中か？軟質な石材のため実用目的でなかった可
能性もある

46 8 第７面
遺構４７５

渥美
甕 - - - b：微砂・白色粒・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質・堅緻　f：口縁部片　g：把手？？貼り付け

46 9 骨製品 3.65. 0.80. 0.40. g：用途不明品・全体に整形が粗い・孔の数値ー長さ0.7×幅0.5×厚さ0.4

46 10 第７面
遺構４７８ かわらけ 7.50. 5.00. 1.65. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・

土丹粒・砂質・粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２

46 11 かわらけ 7.70. 5.10. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・礫・
砂質・粗土　c：黄橙色　e：良好　f：完形・内底面ナデの後、見込み周囲を強くナデ

46 12 かわらけ (7.70) (5.40) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４・内外面が黒色に変色

46 13 かわらけ (11.40) (6.40) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・土丹粒・砂質・やや粗
土　c：淡黄橙色　e：良好　f：１／４・外側面全体と内外面口唇部に厚く油煤痕・口唇部一部打ち搔け

46 14 かわらけ 12.60. 8.80. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・
土丹粒・砂質・粗土　c：淡黄橙色　e：良好　f：完形・口唇部一部欠損・内底見込みに線刻によるキズ多数

46 15 かわらけ 11.80. 8.00. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：黄灰色　e：やや甘い　f：完形

46 16 かわらけ 12.20. 7.60. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・
土丹粒・礫・砂質・粗土　c：濃橙色　e：良好　f：完形

46 17 かわらけ 12.40. 9.00. 3.55. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：暗橙色　e：良好　f：２／３

46 18 かわらけ 13.00. 7.80. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・海綿骨芯・土丹粒・粉質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：４／５

46 19 かわらけ (12.80) (7.60) 3.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・粉質・良土　c：
淡黄橙色　e：良好　f：１／３・外面全体と内面見込みが黒色に変色

46 20 かわらけ (14.20) (8.70) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・良土　c：
黄灰色　e：やや甘い　f：１／３・内外面全体が黒色に変色

46 21 青磁
鎬蓮弁文碗 - - - a：ロクロ成形　b：黒色微砂・精良堅緻　c：灰白色　d：暗灰緑色・半透明　f：口縁部片

46 22 白磁
口兀皿 - - - b：黒色微砂多数・精良堅緻　c：灰白色　d：灰白色・一部二次焼成により茶色に変色・気泡あり　f：

口縁部片　g：口唇部釉掻き取り露胎

46 23 緑釉
盤 - - - b：白色粒・黒色粒・粗胎　c：黄灰色　d：黒緑色　e：硬質　f：口縁部片　g：口縁部玉縁状に整形・

内面は銀化
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

46 24 第７面
遺構４７８

木製品
箸状 19.40. 0.60. 0.40. g：断面扁平

46 25 木製品
箸状 20.70. 0.60. 0.45. g：断面円形

46 26 木製品
箸状 20.40. 0.65. 0.40. g：断面扁平

46 27 木製品
箸状 21.20. 0.80. 0.25. g：断面扁平・端部ヘラ状に尖る

46 28 木製品
箸状 22.30. 0.70. 0.55. g：断面円形

46 29 第７面
遺構４８０ かわらけ (13.40) - - a：てづくね成形　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：灰橙色　e：良好　f：１／６・

底面指頭痕

46 30 かわらけ (5.20) (4.20) 0.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・白色粒・砂質・良土
ｃ橙色　e：良好　f：２／３　g：口唇部油煤痕・外面火熱を受け器壁剥離口唇部内折れ

46 31 かわらけ (7.80) (5.00) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／６

46 32 かわらけ 7.80. 5.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／２

46 33 かわらけ (7.80) (6.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：やや甘い　f：１／４

46 34 かわらけ (7.40) (5.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／４

46 35 かわらけ 7.80. 5.00. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：３／４

46 36 かわらけ 7.80. 5.20. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・小石粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：完形

46 37 かわらけ (12.20) (7.20) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／２

46 38 かわらけ (12.00) (6.40) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／２

46 39 青磁
無文鉢 (17.00) - - a：ロクロ成形　b：黒色粒・精良土　c：灰白色　d：青緑色　e：硬質・良好　f：口縁部片　g：竜泉窯

46 40 青磁
端反碗 - - - a：ロクロ成形　b：黒色粒精良土　c：青緑色　e：硬質・良好　f：口縁部片・外側面蓮弁文・竜泉窯

46 41 瓦器碗 (13.00) 6.40. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切　b：微砂・黒色粒・白色粒・精良土　c：乳白色　e：硬質・良好　f：１／３・
外側面ロクロ整形痕が明瞭に残る・外面口唇部不明瞭だが黒色に変色

46 42 女瓦 - - 2.30. a：凸面縄目叩き痕・離れ砂・凹面ナデ縦位→離れ砂付着　b：黄橙色.微砂・白色粒・輝粒・良土　e：
良好　g：Ⅰ期A類

46 43 石製品
用途不明 径4.8 - - 滑石（鍋か？）を円形に加工途中

47 44 漆器製品
皿 (9.00) 6.60. 1.35. f：1/2.　g：内外面黒色漆髹漆・無文

47 45 漆器製品
椀 - (6.60) - f：1/2.　g：内外面黒色漆髹漆・内面亀甲花文を赤色系漆によって施文

47 46 木製品
用途不明 21.60. 1.60. 1.10. g：端部ヘラ状に切り出される

47 47 木製品
用途不明 20.70. 1.50. 0.50. g：端部ヘラ状に切り出される

47 48 木製品
用途不明 (15.50) 1.60. 0.60. g：断面かまぼこ型・木釘痕残る

47 49 木製品
用途不明 (9.60) 0.45. 0.35. g：側面に刻みが残る

47 50 かわらけ (7.40) (5.60) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土ｃ黄灰色　e：やや甘い　f：１／６

47 51 かわらけ (7.60) (5.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土ｃ赤橙色　e：良好　f：１／２

47 52 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：黒褐色　d：赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：７形式

47 53 木製品
下駄 21.50. 10.00. 3.00. g：連歯下駄・台部中央が張り出し、長円形を呈する

47 54 第７面
遺構４８２

緑釉
盤 - - - b：砂粒・白色粒　c：灰色　d：暗緑色　e：良好　f：口縁部片　g：火熱を受け釉は変色している・泉

州磁竈窯

47 55 木製品
織機 22.00. 1.05. 1.40. 糸巻きの一部・側面2か所に木釘残存・端部に墨痕

47 56 第７面
遺構４８３ かわらけ (7.60) (5.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

粗土　c：灰色　e：やや甘い　f：１／４

47 57 第７面
遺構４８４ かわらけ (4.40) (3.80) 0.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・砂質・良土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４・

口唇部内折れ型・ミニかわらけ

47 58 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・黒色粒・良土　c：灰色　d：暗灰色　e：良好　f：口縁部片　g：外側面口唇

部に煤痕・６a期

47 59 第７面
遺構４８６ かわらけ 11.40. 6.00. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：

橙色　e：良好　f：４／５

47 60 青白磁
合子・蓋 - - - a：ロクロ成形　b：精良土　c：灰白色　d：灰緑色　e：硬質・良好　f：縁部片　g：火熱を受け施釉は銀化・

蓮弁文

47 61 第７面
遺構４８８ かわらけ (8.20) (6.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

良土　c：黒褐色　e：良好　f：１／８・断面も含め器表全体が黒色に変色・油煤痕あり

47 62 かわらけ 7.60. 5.00. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・
砂質・良土　c：暗橙色　e：良好　f：５／６・内外面口唇部全体に厚く油煤痕

47 63 かわらけ 13.00. 8.40. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／２

47 64 かわらけ (11.40) 6.60. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・粉質・良土　c：
橙色　e：良好　f：２／３

47 65 鉄製品
釘 (5.80) (0.40) (0.40)

47 66 第７面
遺構４８９ かわらけ (7.80) (5.20) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：赤橙

色　e：良好　f：１／３

47 67 かわらけ (12.80) (7.80) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

47 68 男瓦 - - 2.50. a：凸面縦ナデ・凹面布目痕・抜き痕あり・側面整形不明　b：灰色・砂粒・輝粒・良土　c：黒色　e：
良好　g：Ⅰ期A類
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

47 69 第７面
遺構４８９

漆器製品
皿 (8.80) 6.20. 1.25. f：2/3.内外面黒色漆髹漆・内面3か所、外面2か所に図案化した沢瀉文様を赤色系漆によって施文

47 70 第７面
遺構４９０ かわらけ (11.80) (8.00) 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・白色粒・土丹粒・小石粒・

砂質・やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／４

47 71 第７面
遺構４９２ かわらけ (7.20) 5.00. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・砂質・やや

粗土　c：橙色　e：良好　f：１／４

47 72 かわらけ 12.40. 8.00. 3.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：３／４

47 73 青磁
鎬蓮弁文碗 - - - a：ロクロ成形　b：黒色粒・精良土　c：灰白色　d：灰緑色　e：硬質・良好　f：口縁部片　g：竜泉窯

48 74 第７面
遺構４９３ かわらけ (13.20) (8.00) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

48 75 鉄製品
釘 (9.00) (0.40) 0.50. 端部欠損

46 76 第７面
遺構４９６

木製品
箸状 21.50. 0.55. 0.35. g：断面扁平

48 77 第７面
遺構４９７

常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：暗灰色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：７形

式

48 78 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：暗灰色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：７形

式

48 79 第７面
遺構４９９ かわらけ (11.40) (7.00) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土ｃ赤橙色　e：良好　f：１／３　g：内外口唇部に厚く油煤痕

48 80 漆器製品
皿 - (6.60) - g：内外面黒色漆髹漆・無文

48 81 木製品 3.15. 3.35. 0.35. g：紡輪？曲物の底板？・中央に孔が開く

48 82 木製品
箸状 (20.60) 0.60. 0.30. g：断面扁平

48 83 木製品
箸状 20.70. 0.50. 0.45. g：断面円形

48 84 木製品
箸状 21.70. 0.60. 0.45. g：断面方形

48 85 第７面
遺構５０１ かわらけ (7.40) (5.00) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土ｃ赤橙色　e：良好　f：１／３

48 86 常滑
転用品 7.70. 5.80. 1.30. b：砂粒・黒色粒・白色粒　c：暗褐色　d：暗褐色　g：常滑甕胴部片・断面すべてが磨滅

48 87 第７面
遺構５０２

漆器製品
雲形 6.10. 1.70. 0.60. g：器面黒色漆髹漆

48 88 木製品
用途不明 (6.20) (4.45) 2.10. g：鉄釘が遺存

48 89 第７面
遺構５０５

常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：黒褐色　d：褐色　e：硬質　f：胴部片　g：平行文に斜

線の叩き文

48 90 第７面
遺構５０６ かわらけ (12.20) (7.20) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・

海綿骨芯・砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／４　g：内外面黒色に変色

48 91 かわらけ (12.60) (8.20) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土ｃ橙色　e：良好　f：１／３　g：内外面黒色に変色・内面火熱を受けたためか器壁が剥離

48 92 第７面
遺構５１０ かわらけ (11.40) (7.20) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・

土丹粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土ｃ黄橙色　e：良好　f：１／３

48 93 木製品
箸状 (21.90) 0.60. 0.45. g：断面方形

48 94 第７面
遺構５１１ かわらけ 7.20. 5.00. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：完形　g：内底横ナデの後、見込み周囲をナデ

48 95 かわらけ 7.00. 4.80. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：完形　g：内底横ナデの後、見込み周囲をナデ

48 96 常滑
小壷 - (10.00) - a：輪積み技法　b：砂粒・黒色粒　c：黒褐色　d：黒褐色　e：硬質　f：胴部片　g：胴部下部は縦位の

ヘラ状工具による調整・肩部より上方は回転ナデ

48 97 第７面
遺構５１３ かわらけ (7.40) (6.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・小石粒・

粉質・良土ｃ黄橙色　e：良好　f：１／３

48 98 かわらけ (7.00) 4.40. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・土丹粒・砂質・やや粗土ｃ黄
灰色　e：やや甘い　f：１／５

48 99 木製品
箸状 19.50. 0.75. 0.60. g：断面円形

48 100 木製品
箸状 22.70. 0.80. 0.50. g：断面円形

48 101 第７面
遺構５１４ かわらけ 13.00. 8.00. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・

土丹粒・海綿骨芯・粉質・良土ｃ橙色　e：良好　f：完形

48 102 第７面
遺構５１５ かわらけ 12.20. 8.00. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・やや粗土ｃ橙色　e：良好　f：３／４

48 103 緑釉
盤 - - - b：砂粒・黒色粒　c：灰色　d：暗緑色　e：良好　f：口縁部片　g：火熱を受け釉は変色している・泉

州磁竈窯

48 104 第７面
遺構５２１

滑石
加工品 (4.00) (2.40) (2.00) 加工途中の端材か？加工痕あり

48 105 第７面
遺構５２４ かわらけ (8.20) (6.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

良土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４

48 106 第７面
遺構５２５

瀬戸
四耳壷 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：灰色　d：灰緑色　f：口縁部片　g：前Ⅲ期か？

48 107 第７面
遺構５３０ かわらけ (7.60) (5.20) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・

砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／４

48 108 かわらけ (7.80) (5.40) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土ｃ橙色　e：良好　f：１／４

48 109 かわらけ (7.80) 5.40. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：２／３

48 110 木製品
板草履 24.30. 5.65. 0.25. g：側縁部曲線的・端部全体が丸みを帯びる・切り取り部前方に深く切り込む

48 111 木製品
板草履 24.00. 5.40. 0.20. g：側縁部直線的・端部側縁部にかけて丸みを帯びる・切り取り部不明

49 1 第７面
面上 かわらけ (6.80) (4.20) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／５

49 2 かわらけ (7.80) (5.20) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

49 3 第７面
面上 かわらけ (7.60) (6.60) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

49 4 かわらけ (7.60) (5.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４

49 5 かわらけ (7.80) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／３

49 6 かわらけ (7.20) (5.80) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／５

49 7 かわらけ (8.00) (6.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：
淡橙色　e：良好　f：１／５　g：内外面口唇部に油煤痕

49 8 かわらけ (7.80) (5.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
赤橙色　e：良好　f：２／３

49 9 かわらけ (8.20) (6.20) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４

49 10 かわらけ (7.40) (5.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３

49 11 かわらけ (7.80) (5.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

49 12 かわらけ (12.20) (7.60) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：灰
褐色　e：良好　f：1/2・内面に煤付着

49 13 かわらけ (11.60) (7.80) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３内外面口唇部に油煤痕

49 14 かわらけ (11.80) (7.80) 3.15. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

49 15 青磁
折縁鉢 - - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：白色　d：青緑色・不透明　e：良好　f：口縁部片　g：竜泉窯・内外

面無文

49 16 青磁
鉢 - - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：白色　d：青緑色　e：良好　f：口縁部片　g：竜泉窯・外面蓮弁文

49 17 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒　c：灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片

49 18 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：内面火熱を受け器面

剥離

49 19 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：胴部片　g：内面下部から内底にか

けて摩耗

49 20 山茶碗 - (4.00) - a：ロクロ成形・内底ナデ　b：微砂・良土　c：灰色　d：灰色　f：底部片　g：底部糸切り痕・高台畳
み付けにモミガラ痕

49 21 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒　c：灰色　d：灰褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形式

49 22 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒　c：暗褐色　d：赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形式

50 23 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗褐色　d：茶褐色　e：硬質　f：縁帯部片　g：７形式

49 24 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒・黒色粒　c：暗橙色　d：灰褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形

式
49 25 瓦器碗 - (6.00) - a：ロクロ成形・回転糸切り　b：微砂・精良堅緻　c：灰白色　d：灰白色　e：良好　f：底部片

49 26 土器質
火鉢 - - - b：赤色粒・白色粒・黒色粒　c：橙色　d：橙色　e：良好　f：口縁部片

49 27 石製品
砥石 (13.50) (2.50) (6.50) 伊予産・中砥・砥面が大きくカーブしている

49 28 石製品
硯 - 4.00. 1.20. 赤間産・破片ではあるが丁寧な造り・硯箱に合わせた規格か

49 29 銭 径2.4 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：開元通寶・初鋳年960年・南唐・隷書

49 30 銭 径2.2 孔径0.5×0.5 f：完形..　g：煕寧元寶・初鋳年1068年・北宋・真書

49 31 漆器製品
皿 (8.30) 6.60. 1.10. f：完形　g：内外面黒色漆髹漆・内面橘文・外面葉文を赤色系漆によって施文

49 32 木製品
用途不明 3.45. 3.05. 2.45. g：毬杖の玉か

49 33 第7面
構成土 かわらけ 7.50. 6.30. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・

粗土　c：暗黄橙色　e：良好　f：完形・口唇部一部欠損

49 34 かわらけ 8.20. 6.00. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：
赤橙色　e：良好　f：完形　g：口唇部１ヶ所に油煤痕

49 35 かわらけ (7.80) (5.60) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：黄橙色　e：良好　f：１／４　g：内底面に黒色の付着物あり、漆か？

49 36 かわらけ (8.00) (6.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：灰褐色　e：良好　f：１／４　g：内側面と外側面に油煤痕

49 37 かわらけ (7.60) (5.20) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／２

49 38 かわらけ 7.40. 4.80. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：
赤橙色　e：良好　f：完形

49 39 かわらけ 7.40. 5.80. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：完形

49 40 かわらけ (8.00) (4.80) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：
良好　f：１／４

49 41 かわらけ 7.00. 5.20. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・土丹粒・砂質・良土　c：橙色
　e：良好　f：完形

49 42 かわらけ (8.60) (6.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切り・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

49 43 かわらけ (7.00) (4.00) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：橙色
　e：良好　f：１／２　g：１か所打ち搔け・内壁一部に油煤痕・外側面薄く黒色に変色

49 44 かわらけ (7.00) (4.60) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・砂質・良土　c：赤橙色
　e：良好　f：１／４

49 45 かわらけ (10.00) (7.40) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：
良好　f：１／４

49 46 かわらけ (9.60) (7.00) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：
良好　f：１／４

49 47 かわらけ (12.80) 7.40. 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

49 48 かわらけ (13.40) 9.00. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：
灰黄色　e：良好　f：２／３
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

49 49
第7面
構成土 かわらけ 12.60. 8.20. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：

橙色　e：良好　f：完形　g：口唇部１ヶ所に油煤痕

49 50 かわらけ (14.00) (7.40) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／３　g：内外面共に下部が黒色に変色

49 51 かわらけ 12.40. (7.40) 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／３

49 52 白かわらけ (8.40) (6.00) 1.70. a：てづくね成形　b：黒色粒・粉質・やや粗土　c：白色　e：良好　f：１／４　g：内底面ナデあり・
外底面ナデ不明・白かわらけ

49 53 白かわらけ - - - a：てづくね成形　b：良土　c：白色　e：良好　f：口縁部片　g：白かわらけ

50 54 青磁
鎬蓮弁文碗 - - - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：灰緑色・透明　e：堅緻　f：口縁部片　g：

外面蓮弁文・内面無文

50 55 青磁
鎬蓮弁文碗 - - - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：暗灰色.　d：青緑色・不透明　e：堅緻　f：口縁部片　g：

外面蓮弁文・内面無文・火熱を受け器壁全体がガラス化している

50 56 白磁
壷 - - - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：青みを帯びた灰白色・不透明　e：堅緻　f：

口縁部片

50 57 白磁
壷 - - - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む・精良堅緻　c：白色.　d：灰白色・透明　e：堅緻　f：口

縁部片

50 58 白磁
壷 - - - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：灰白色・不透明　e：堅緻　f：胴部片　g：

肩部に耳が付く・四耳壷か

50 59 青白磁
梅瓶・蓋 - - b：精良堅緻　c：灰白色　d：灰青色・薄く施釉　f：１／３・蓋内側は無釉

50 60 青白磁
天目台 - (7.00) - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：青みを帯びた灰白色・不透明　e：堅緻　f：

底部片　g：火熱を受け外面釉がガラス化・内面露胎・胴部に丁寧に整形された孔があく・景徳鎮

50 61 褐釉
器種不明 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・精良堅緻　c：灰色　d：褐色　e：良好　f：底部片　g：外側面火熱を受け器

壁がガラス化・器種は壷になると思われる・底部が遺存していないが高台が付く形状と思われる・舶載品

50 62 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒・黒色粒　c：灰黒色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：６a形式

50 63 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒　c：暗褐色　d：灰褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６b形式

50 64 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・石英　c：暗灰色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：６a形

式

50 65 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗褐色　d：茶褐色　e：硬質　f：縁帯部片

50 66 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：胴部片　g：叩き文あり・文様不明

50 67 宇瓦 - - - b：灰色.微砂・白色粒・小石粒・良土　e：軟質　g：Ⅰ期・瓦頭部幅7.5・内区幅4.5

50 68 鉄製品
釘 10.50. 0.60. 0.60.

50 69 鉄製品
釘 7.10. 0.60. 0.40.

50 70 銭 径2.5 孔径0.6×0.6 f：完形..　g：天聖元寳１０２３年篆書

50 71 木製品
用途不明 29.10. 2.00. 0.75. g：断面かまぼこ型

50 72 木製品
用途不明 (10.90) 1.75. 0.75. g：器面に2か所孔が開く・残存端部にも1 ヶ所孔か

50 73 木製品
箸状 22.20. 0.55. 0.50. g：断面円形

50 74 木製品
箸状 22.40. 0.50. 0.45. g：断面方形

50 75 木製品
箸状 21.60. 0.70. 0.45. g：断面円形

50 76 木製品
箸状 20.40. 0.70. 0.45. g：断面方形

50 77 木製品
箸状 22.70. 0.70. 0.35. g：断面方形

50 78 木製品
箸状 20.80. 0.55. 0.35. g：断面方形

50 79 木製品
箸状 21.90. 0.70. 0.45. g：断面不整形

50 80 木製品
箸状 22.00. 0.65. 0.45. g：断面円形

50 81 木製品
箸状 (21.80) 0.70. 0.45. g：断面方形

50 82 木製品
箸状 20.20. 0.50. 0.30. g：断面方形

50 83 木製品
箸状 21.60. 0.50. 0.45. g：断面円形

50 84 木製品
箸状 21.70. 0.60. 0.45. g：断面円形

50 85 木製品
曲物 （9.5） - 7.90 蓋・底板ともに遺存していない。外面黒色漆髹漆。内面木地のまま。内径（8.50）　厚さ0.10

53 1
第８面

遺構５３４ かわらけ (6.80) (6.00) 1.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・良土ｃ橙色　e：
良好　f：１／４・硬質で精良な胎土

53 2 かわらけ (7.80) (5.40) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・
良土ｃ灰色　e：良好・硬質　f：１／４・器壁薄く精良な胎土・１３世紀中

53 3 かわらけ 7.40. 5.60. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土黄灰色　e：やや甘い　f：完形

53 4 かわらけ 7.60. 5.20. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・
黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・良土ｃ橙色　e：良好　f：完形・内外側面に油煤痕

53 5 木製品
用途不明 7.20. 1.65. 1.45.

53 6 漆器製品
用途不明 (2.30) (3.80) (1.50) g：一面に黒色漆が部分的に付着
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

53 7 第８面
遺構５３４

木製品
箸状 22.40. 0.55. 0.40. g：断面方形

53 8 木製品
箸状 21.50. 0.60. 0.40. g：断面方形

53 9 木製品
箸状 23.00. 0.65. 0.60. g：断面方形

53 10 木製品
箸状 22.90. 0.55. 0.40. g：断面方形

53 11 木製品
板草履 23.30. 11.15. 0.40. g：側縁部曲線的・端部山型に切り込む・切り取り部前方に深く切り込む・藁痕遺存

53 12 木製品
板草履 17.10. (8.30) 0.20. g：側縁部曲線的・端部山型に切り込む・切り取り部前方に深く切り込む・藁痕遺存

53 13 鉄製品
用途不明 (11.50) 0.40. 0.30. 用途不明・端部鋭利に尖っている

53 14 第８面
遺構５３５ かわらけ (7.80) (6.40) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・

海綿骨芯・砂質・粗土灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

53 15 かわらけ (11.80) (7.00) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／４

53 16 漆器製品
皿 (9.10) 6.40. 1.00. f：1/2.　g：内面赤色系漆髹漆・外面黒色漆髹漆・無文

53 17 木製品
ヘラ状 13.80. 0.45. 0.30. g：断面円形・端部丁寧なケズリ整形

53 18 第８面
遺構５３６ かわらけ (7.40) (5.00) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・粉質・良土ｃ淡橙色　e：良好

　f：１／４・薄手で硬質な質感を持つ胎土

53 19 漆器製品
皿 (9.40) (6.80) 1.75. g：内外面黒色漆髹漆・外面赤色漆による施文・文様種不明

53 20 第８面
遺構５３７

常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：暗灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：５a形

式

53 21 山茶碗 - 5.20. -
a：ロクロ成形　b：白色粒・黒色粒・精良　c：灰色　e：良好・硬質　f：底部片　g：外底部糸切り痕
をヘラ状工具でナデ消している・内底立ち上がりに強くナデが入る・高台部モミガラ痕・高台底部も含
めた外側面に煤付着

53 22 石製品
砥石 (4.50) (3.00) (3.00) 天草産・中砥・赤色流紋あり・一面のみ砥面が残る・切断痕あり

53 23 第８面
遺構５３９

常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：暗灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：５a形

式

53 24 第８面
遺構５４１ かわらけ 8.00. 6.20. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・

砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：完形

53 25 かわらけ 8.00. 6.00. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・
砂質・やや粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：完形

53 26 かわらけ 12.20. 8.00. 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・良土ｃ橙色　e：良好　f：３／４　g：内底面に白色の付着物あり

53 27 第８面
遺構５４２ かわらけ (8.00) 6.20. 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・

やや粗土ｃ橙色　e：良好　f：１／６・内外面全体に油煤痕付着

53 28 第８面
遺構５４３ かわらけ (8.00) (5.80) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・

海綿骨芯・砂質・やや粗土ｃ橙色　e：やや甘い　f：１／３・外底面を除く内外面全体に油煤痕付着

53 29 木製品
用途不明 21.60. 14.70. 6.10. g：方形を呈する・中央を削りだしている・加工途中か

53 30 第８面
遺構５４５ かわらけ 12.40. 8.00. 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・

砂質・良土ｃ赤橙色　e：良好　f：完形

53 31 第８面
遺構５４６

瀬戸
四耳壷 (11.20) - - a：ロクロ成形　b：白色粒・良土　c：灰色　d：暗灰色　f：口縁部片　g：前ⅠA期

53 32 第８面
遺構５５２

鉄製品
釘 (4.70) (0.30) (0.30) g：完形

53 33 第８面
遺構５５５

漆器製品
皿 9.70. 6.80. 1.40. f：完形　g：内外面黒色漆髹漆・無文・外側面に顕著に削り痕残る。

54 34 第８面
遺構５６１ かわらけ (7.40) (5.80) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・砂質・粗土

ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／４・外側面黒色に変色

54 35 かわらけ (7.40) 5.00. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・
小石粒・海綿骨芯・砂質・粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：３／４

54 36 かわらけ 13.30. 8.80. 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・
土丹粒・小石粒・海綿骨芯・砂質・粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：３／４

54 37 白磁
口兀碗 (12.00) (5.00) 4.00. a：ロクロ成形　b：黒色粒・精良堅緻　c：灰白色　d：灰緑色・透明　f：胴部片・火熱を受けたためか

釉剥離・内面見込みに沈潜が廻る・釉ツケ掛け・胴部下部と高台部無釉

54 38 瀬戸
入子 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：灰色　d：灰色　f：口縁部片

54 39 第８面
遺構５６２ かわらけ (8.00) (5.80) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・良土ｃ

橙色　e：良好　f：１／４

54 40 瓦器質
火鉢 - - - a：輪積み技法　b：白色粒・砂粒　c：灰色　d：明灰色　e：軟質　f：鍔部片　g：鍔付き・鍔付け根に

穿孔あり

54 41 第８面
遺構５６３ かわらけ (7.40) (5.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・白色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・やや

粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／５

54 42 第８面
遺構５６４ かわらけ 12.40. 9.00. 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・

海綿骨芯・砂質・粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

54 43 かわらけ (12.00) (8.40) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・
粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

54 44 第８面
遺構５６７ かわらけ (12.20) (8.00) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・砂質・良土ｃ淡橙色　e：

良好　f：１／３

54 45 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：暗褐色　d：暗赤褐色　e：硬質　f：口縁部片

54 46 第８面
遺構５７０

常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：６a形式

54 47 第８面
遺構５７３ かわらけ (7.60) (5.60) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・粗

土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／３

54 48 第８面
遺構５７６ かわらけ (8.00) (5.60) 1.60. a：てづくね成形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・良土ｃ灰黄色　e：やや甘い

　f：１／４

54 49 かわらけ (7.40) (6.00) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・良土ｃ
橙色　e：良好　f：１／６

54 50 かわらけ (12.40) (8.80) 3.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・砂質・良土ｃ
淡橙色　e：良好　f：１／２　g：口唇部一部に薄く油煤痕・器形の歪み大

54 51 不明陶器 - - - a：輪積み技法　b：輝粒・白色粒・雲母　c：褐色　d：褐色　e：良好・硬質　f：口縁部片　g：外側面
火熱を受け器壁が剥離・胎土は常滑製品に近似・粗くがさついた胎土
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

54 52 第８面
遺構５７６

木製品
箸状 (19.70) 0.50. 0.30. 端部欠損・肩端部は削りだし

54 53 第８面
遺構５７８ かわらけ (7.80) (6.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・や

や粗土ｃ淡橙色　e：良好　f：１／３

54 54 かわらけ 7.80. 5.80. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・良
土ｃ淡橙色　e：良好　f：１／２

54 55 かわらけ (8.20) (6.40) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・土丹粒・砂質・やや
粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：１／２　g：内外面黒色に変色・口唇部一部に油煤痕

54 56 かわらけ (8.20) 5.00. 1.60.
a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・砂質・やや粗
土ｃ灰黄色　e：良好　f：１／２　g：外底部火熱を受け黒色に変色し器壁が剥離・口唇部、内底部に油
煤痕

54 57 かわらけ (7.60) (5.80) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：１／４

54 58 かわらけ (7.40) (5.80) 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・粗
土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：１／４

54 59 かわらけ 11.40. 7.00. 3.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・や
や粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：５／６　g：内面火熱を受け器壁が全体的に剥離・口唇部一部に油煤痕

54 60 かわらけ 12.40. 8.20. 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・
良土ｃ淡橙色　e：良好　f：２／３

54 61 青磁
鎬蓮弁文碗 - 4.40. - a：ロクロ成形　b：黒色粒・精良堅緻　c：暗灰色　d：青緑色・半透明　f：底部片　g：高台部ヘラケズリ・

高台部内面無釉・外側面蓮弁文・内面無文

54 62 緑釉
盤 - - - b：砂粒・黒色粒　c：褐色　d：暗緑色　e：良好　f：底部片　g：外底部無釉・泉州磁竈窯・内面見込

みに二重の沈線が廻る

54 63 第８面
遺構５８１ かわらけ (7.40) 6.00. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・やや粗

土ｃ黄灰色　e：良好　f：１／２　g：内面火熱を受け器壁が剥離・口唇部油煤痕

54 64 かわらけ (12.00) (7.40) 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・や
や粗土ｃ灰黄色　e：良好　f：１／４　g：外面黒色に変色・口唇部に厚く油煤痕

54 65 かわらけ (12.00) (8.00) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・や
や粗土ｃ橙色　e：やや甘い　f：１／３　g：内面黒色に変色・口唇部一部に厚く油煤痕

54 66 骨製品
笄 (6.20) 0.30. 0.20. 両端部欠損

54 67 第８面
遺構５８８ かわらけ (7.40) (5.20) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・良土ｃ

灰黄色　e：良好　f：２／５

55 1 第８面
遺構５５８ かわらけ (8.40) (6.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・

黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土ｃ橙色　e：良好　f：１／２

55 2 かわらけ 8.20. 6.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・
黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・粗土ｃ灰褐色　e：やや甘い　f：４／５

55 3 かわらけ (8.00) (6.00) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土ｃ淡橙色　e：良好　f：１／３

55 4 かわらけ (7.80) (6.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・黒色粒・土丹粒・
小石粒・海綿骨芯・砂質・粗土ｃ灰黄色　e：やや甘い　f：３／４

55 5 かわらけ (6.80) (5.60) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・
黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・やや粗土ｃ橙色　e：やや甘い　f：１／２

55 6 青磁
鎬蓮弁文碗 - - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：灰白色　d：暗緑色・半透明　f：口縁部片・火熱を受けたためか釉剥

離

55 7 木製品
用途不明 5.50. 3.65. 1.70. g：端材か

55 8 木製品
用途不明 5.45. 1.05. 1.05. g：断面方形・端材か

55 9 木製品
用途不明 22.40. 0.65. 0.60. g：断面方形・ちゅう木か

55 10 木製品
用途不明 17.10. 0.65. 0.45. g：断面方形・ちゅう木か

55 11 木製品
用途不明 (15.00) 0.90. 0.60. g：断面方形・側面に刻み・ちゅう木か

55 12 木製品
用途不明 (17.30) 1.00. 0.30. g：断面方形・側面に刻み・ちゅう木か

55 13 木製品
用途不明 (19.50) 0.75. 0.50. g：断面方形・端部ヘラ状に整形

55 14 木製品
用途不明 17.20. 0.85. 0.60. g：断面方形・ちゅう木か

55 15 木製品
用途不明 (15.00) 0.75. 0.30. g：断面方形・ちゅう木か

55 16 木製品
用途不明 (11.35) 0.80. 0.40. g：断面方形・ちゅう木か

56 1 第８面
遺構５９１ かわらけ (7.00) (5.80) (1.30) a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・白色粒・砂質・良土ｃ

橙色　e：良好　f：１／３

56 2 かわらけ (8.20) (6.00) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・良
土ｃ淡橙色　e：良好　f：１／３

56 3 かわらけ 7.90. 5.40. 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・
砂質・良土ｃ淡橙色　e：良好　f：２／３

56 4 かわらけ (11.20) 6.00. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・砂質・良土ｃ淡橙色　e：良好　
f：４／５　g：薄い器壁

56 5 緑釉
盤 - - - b：砂粒・黒色粒　c：褐色　d：暗緑色　e：良好　f：口縁部片　g：外側面火熱を受け器壁が剥離・胴

部下部露胎・泉州磁竈窯

56 6 漆器製品
皿 (9.30) 6.30. 1.60. g：内外面黒色漆髹漆・無文

56 7 木製品
用途不明 33.90. 9.50. 3.80. g：半円形を呈する・中央部に切りこみあり・断面かまぼこ型・側面に刃物痕・蓋か

57 8 木製品
建材 (43.00) 11.70. 13.40. 柱底面は平面に切断・上部は腐食していた・柱材として再利用か？下部に枘が穿ってある・枘計測値長

さ（12.8）幅（2.2）深さ（2.8）

57 9 木製品
建材 (58.20) 8.10. 10.20. 柱底面は削り出し尖らせている・上部は腐食

57 10 木製品
建材 (51.40) (8.00) (10.00) 柱底面は平面に切断・上部は腐食

57 11 木製品
建材 (52.80) (6.80) (9.00) 柱底面は平面に切断・腐食していたために不明瞭となったが、柱上部にほぞ穴痕あり

57 12 木製品
建材 (68.50) (5.00) (3.00) 端部削り出し尖らせている・側面丁寧に成形・杭状

58 1 第８面
面上 かわらけ (7.40) (5.40) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・粗土　c：

灰黄色　e：やや甘い　f：１／４　g：外面と内底が黒色に変色
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

58 2 第８面
面上 かわらけ (7.60) (5.80) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・

粗土　c：淡橙色　e：やや甘い　f：１／３

58 3 かわらけ (7.80) (5.60) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・やや
粗土　c：橙色　e：良好　f：１／２　g：内面黒色に変色

58 4 かわらけ (7.40) (5.40) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

58 5 かわらけ (7.40) (5.00) 1.70. a：ロクロ成形・内底ナデ・外底の整形が雑　b：微砂・雲母・黒色粒・砂質・やや粗土　c：灰色　e：
良好　f：１／３

58 6 かわらけ 7.40. 5.40. 1.70.
a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・小石
粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：橙色　e：甘い　f：完形　g：外底部糸切りの糸が粘土内に巻き込まれ、
粘土が剥離した状態で焼成している

58 7 かわらけ (13.20) (8.00) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３　g：口唇部油煤痕

58 8 かわらけ (12.20) (7.00) 3.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・土丹粒・砂質・粗土　c：灰黄色
　e：やや甘い　f：１／４

58 9 かわらけ 11.80. (6.00) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：橙色　e：やや甘い　f：１／３

58 10 青磁
鎬蓮弁文碗 - 4.60. - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：白色　d：青緑色・不透明　e：良好　f：底部片　g：竜泉窯・内外面無文・

内面見込みに赤色系漆付着

58 11 白磁
口兀皿 - - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：灰白色　d：透明　f：口縁部片　g：口唇部に漆付着

58 12 白磁
碗 - - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：灰白色　d：透明　f：底部片　g：内面草花の印花文

58 13 青白磁
小皿 - 2.00. - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：灰白色　d：淡青色　f：口縁部片　g：高台部外面、内面ともに露胎・

内面草花の印花文

58 14 瀬戸
卸皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：灰色　d：灰色　f：口縁部片　g：前Ⅲ期・内外面共に火熱を受け

釉剥離

58 15 瀬戸
入子 - (5.00) - a：ロクロ成形・底部箆による整形　b：微砂・良土　c：灰色　d：灰色　f：底部片　g：断面に黒色系漆付着、

修復痕か

58 16 常滑
片口鉢Ⅱ類 (30.00) - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：茶褐色　d：黒褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：内面黒色に変色

58 17 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：灰黒色　d：暗緑色　e：硬質　f：口縁部片　g：縁帯幅

2.30cm・６a形式・降灰釉が厚くかかる

58 18 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒　c：赤褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：胴部肩

部に×の窯印・縁帯幅3.0㎝・６b形式

58 19 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰褐色　d：緑褐色　e：硬質　f：胴部片　g：文様不明の窯印あ

り

58 20 瓦器
碗 (11.00) (6.00) (2.80) a：ロクロ成形・底部ナデによる整形・内底ナデなし　b：微砂・白色粒・良土　c：灰色　f：口縁部片　g：

外側面煤付着

58 21 瓦器
碗 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・良土　c：灰色　f：口縁部片　g：内外面炭素吸着による黒色処理・内外面共

に横方向の磨きあり

58 22 木製品
箸状 21.90. 0.70. 0.45. g：断面扁平

58 23 木製品
箸状 21.40. 0.60. 0.45. g：断面円形

58 24 木製品
箸状 21.70. 0.60. 0.45. g：断面円形

58 25 木製品
箸状 21.80. 0.65. 0.45. g：断面方形

59 1 第８面
構成土 かわらけ (8.40) (5.40) 1.60. a：てづくね成形・内底ナデ　b：微砂・白色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：

１／３　g：口唇部油煤痕
59 2 かわらけ (7.60) (4.00) 2.00. a：てづくね成形・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：１／３

59 3 かわらけ (12.60) - - a：てづくね成形・外底部指頭による整形　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：灰
黄色　e：良好　f：１／４

59 4 白かわらけ (11.80) - - a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：白色　e：良好　f：１／５

59 5 かわらけ 8.90. 6.40. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：完形

59 6 かわらけ (7.80) (6.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・砂質・やや粗土ｃ灰
黄色　e：やや甘い　f：１／４

59 7 かわらけ 8.00. 6.00. 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：完形　g：口唇部全体に油煤痕

59 8 かわらけ (7.80) 5.60. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・粗土　c：
灰黄色　e：やや甘い　f：１／２

59 9 かわらけ (7.80) (5.00) 1.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：２／３

59 10 かわらけ (7.80) (5.00) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：やや
甘い　f：１／６　g：内底に墨書・判読不明

59 11 かわらけ (7.60) (5.60) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：
淡橙色　e：良好　f：１／４

59 12 かわらけ 7.80. 4.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底弱くナデ　b：微砂・砂質・良土　c：橙色　e：良好　f：５／６　g：
口径：底径比が大きい・堅く焼き締まり硬質な胎土・口唇部全体に油煤痕

59 13 かわらけ 8.40. 6.00. 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：
橙色　e：やや甘い　f：完形　g：口唇部２か所と内底一部に油煤痕

59 14 かわらけ (8.20) 5.40. 2.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土ｃ黄灰色　e：良好　f：１／２　g：口唇部数か所に油煤痕

59 15 かわらけ (7.00) (4.80) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・粉質・やや粗土　c：
灰黄色　e：やや甘い　f：１／２

59 16 かわらけ (10.80) (6.60) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・やや
粗土　c：橙色　e：やや甘い　f：１／３　g：内外面ともに黒色に変色

59 17 かわらけ (11.60) (7.40) 3.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・・砂質・や
や粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／４

59 18 かわらけ 12.40. 8.60. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・白色粒・海綿骨芯・砂質・良
土ｃ橙色　e：良好　f：５／６

59 19 かわらけ (12.20) 7.60. 3.10. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・小石粒・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／７　g：内面と外側面が黒色に変色

59 20 かわらけ 12.40. 7.60. 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・白色粒・海綿骨芯・雲母・
土丹粒・砂質・良土ｃ橙色　e：良好　f：２／３　g：口唇部油煤痕

59 21 かわらけ (12.00) (6.40) 3.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・やや
粗土　c：橙色　e：良好　f：１／３　g：外側面と内側面に煤痕
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

59 22 第８面
構成土

青磁
鎬蓮弁文碗 (14.00) - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：白色　d：青緑色・不透明　f：口縁部片　g：外面蓮弁は、やや雑な

片切り彫・内面無文・内底見込みに沈線が廻る

59 23 青磁
鎬蓮弁文碗 (12.80) - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：灰黒色　d：灰緑色・不透明　f：口縁部片　g：外面丁寧で細い鎬蓮弁文・

内面無文

59 24 産地不明
壷 - - - a：輪積み技法　b：微砂・白色粒・小石粒　c：暗褐色　e：良好　f：胴部片　g：肩部に耳の跡・舶載

陶器

59 25 瀬戸
洗 (29.40) (24.00) 8.20. a：ロクロ成形　b：微砂・黒色粒・良土　c：灰色　d：灰色・刷毛塗り　f：１／３

59 26 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・黒色粒・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片

59 27 常滑
甕 (25.80) - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰褐色　d：緑褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：５形式

59 28 灰釉
皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・精良　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：内外面釉刷毛塗り

59 29 石製品
砥石 (8.90) 3.50. 1.70. 鳴滝産・仕上砥・黄白色を呈しやや軟質・砥面に粗く傷が残り切り出し痕も残っていないため製品を新

たに加工しようとした様子が窺える

59 30 かわらけ
転用品 径4.0 - 0.60. a：ロクロ成形のかわらけ底部を円形に丁寧な整形　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・砂質・やや

粗土　c：橙色　e：良好

59 31 鉄製品
釘 (11.20) 0.50. 0.50. 完形品

59 32 鉄製品
錐 19.50. 1.05. 0.85. f：完形　g：金属部分と木部分の接合状況は腐食によって不明・差し込みと思われる

59 33 骨製品
笄 (5.30) 1.10. 0.20. 端部欠損

59 34 女瓦 - - 2.20. a：凸面縦方向のナデ整形・離れ砂・凹面離れ砂付着　b：灰黒色.微砂・白色粒・小石粒・良土　c：灰
黒色　e：硬質

60 35 熨斗瓦 35.00. 21.50. 1.80.
a：凸面縄目痕・横ナデ・凹面離れ砂付着・布目痕・縦方向のナデ・側面削り整形　b：灰色.微砂・白色粒・
良土　c：灰黒色　e：良好　g：四側面ともに整形した後に焼成を行っていると思われ、註文で製作した
熨斗瓦と思われる・完形

60 36 漆器製品
椀 - - - f：破片　g：内外面黒色漆髹漆・内外面に巴紋のスタンプを赤色系漆で隙間なく押印施文

60 37 木製品
用途不明 4.00. 3.50. 3.00. f：完形　g：毬杖の玉か

60 38 木製品
織機 (11.00) 4.35. 3.30. 手押木

60 39 木製品
用途不明 27.00. 4.85. 0.40. g：杓子状に整形・端部鋭角に切り出している

60 40 木製品
用途不明 21.90. 2.40. 0.90. g：断面中央部方形・端部かまぼこ型・端部に1 ヶ所孔が開く・側面焼痕

60 41 木製品
用途不明 15.30. 1.60. 0.40. g：断面方形

60 42 漆器製品
部材 (6.00) (3.20) 0.20. g：器面黒色漆髹漆・端部に線刻が残る

62 1 第９面
構成土 かわらけ (7.80) (3.60) 1.50. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：

灰黄色　e：良好　f：１／３

62 2 かわらけ (9.60) (4.10) 1.70. a：てづくね成形・外底指頭による整形　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・小石粒・砂質・やや粗土　c：
灰黄色　e：良好　f：１／４

62 3 かわらけ (8.80) (4.00) 1.70. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：
灰黄色　e：良好　f：１／５

62 4 かわらけ (9.80) (6.60) 1.70. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・小石粒・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：やや甘い　f：１／２　g：口唇部油煤痕

62 5 かわらけ (9.40) (4.20) 1.80. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・良土　c：
橙色　e：良好　f：１／２

62 6 かわらけ (12.00) - - a：てづくね成形・外底指頭による整形　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・小石粒・砂質・やや粗土　c：
橙色　e：良好　f：１／５

62 7 かわらけ 8.00. 6.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：完形

62 8 かわらけ (7.80) (6.00) 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／２

62 9 かわらけ 8.30. 6.00. 1.70. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：橙色　e：やや甘い　f：完形　g：雑な整形・

62 10 かわらけ (8.20) (6.40) 1.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４　g：内外面全体に油煤痕

62 11 かわらけ (7.00) (5.40) 1.50. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

62 12 かわらけ (12.00) 7.80. 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：２／３　g：口唇部厚く油煤痕

62 13 かわらけ (12.00) (8.00) 3.20. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

62 14 かわらけ (12.20) (7.60) 3.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

62 15 瀬戸
壷 - - - b：微砂　c：灰色　d：灰緑色　e：軟質　f：胴部片　g：断面三角を呈する粘土貼り付けが肩部を一周する・

内面雑な整形

62 16 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・小石粒　c：茶褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：内側面摩耗・

５形式

62 17 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：５形式

62 18 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰褐色　d：赤褐色　e：硬質　f：胴部片　g：格子状の叩き文

62 19 常滑
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・小石粒　c：暗褐色　d：緑褐色　e：硬質　f：胴部片　g：肩部に二

条の沈線が廻る

62 20 渥美
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒　c：灰褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：胴部片　g：格子状の叩き文

62 21 木製品
鞘 13.40. 2.80. 1.75. g：焼痕

62 22 木製品
杓子 21.00. 5.00. 0.70. -

62 23 第10面
構成土 かわらけ (9.40) (7.00) 1.70. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・

粗土　c：灰黄色　e：良やや甘い　f：１／４
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単位：cm/復元：（　）

図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

62 24 第10面
構成土 かわらけ (9.40) (6.20) 1.60. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・

良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

62 25 かわらけ (9.60) (6.60) (1.70) a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４

62 26 かわらけ (9.40) (3.40) 1.80. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

62 27 かわらけ (9.40) (4.00) 1.80. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

62 28 かわらけ (9.40) (3.00) 2.20. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

62 29 かわらけ (12.60) (5.00) 2.80. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

62 30 かわらけ (12.60) (4.80) 2.80. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

62 31 かわらけ (13.00) (6.00) 3.20. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／３

62 32 かわらけ (12.20) (5.40) - a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・やや粗土　c：
灰黄色　e：良好　f：１／４　g：口唇部に油煤痕

62 33 かわらけ (13.80) (6.00) 3.20. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４　g：口唇部に油煤痕

62 34 かわらけ (14.00) (7.60) 3.00. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／４

62 35 かわらけ (13.40) (4.80) 3.20. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：１／５

62 36 かわらけ (13.80) (6.00) 3.10. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／５

62 37 かわらけ (9.20) (6.40) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底強く横ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・
砂質・良土　c：淡橙色　e：良好　f：１／２

62 38 かわらけ (9.00) (5.80) 1.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・土丹粒・砂質・
良土　c：橙色　e：良好　f：１／４

62 39 かわらけ (9.40) (7.00) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・良土　c：赤橙
色　e：良好・堅く焼き締まる　f：１／４

62 40 かわらけ (8.20) (6.00) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／４

62 41 かわらけ (12.40) (8.00) 2.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：１／３

62 42 かわらけ (12.60) (8.00) 2.80. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・：内底ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・
粗土　c：黄灰色　e：良好　f：１／５　g：内面全体と、外側面上部に油煤痕

62 43 かわらけ - 6.40. - a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底回転ナデ　b：微砂・雲母・赤色粒・黒色粒・土丹粒・
海綿骨芯・砂質・やや粗土　c：淡橙色　e：良好　f：底部のみ　g：硬く焼き締まる

63 44 常滑
片口鉢Ⅰ類 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・小石粒　c：灰色　d：灰色　e：硬質　f：口縁部片　g：５形式

63 45 渥美
甕 - - - a：輪積み技法　b：砂粒・白色粒・小石粒・やや粗土　c：暗褐色　d：黒褐色　e：硬質　f：口縁部片　g：

１a期

63 46 瓦器碗 - 3.80. - a：ロクロ成形・外底回転糸切・内底回転ナデ　b：微砂・良土　c：白色　e：良好　f：底部のみ　g：
硬く焼き締まる

63 47 かわらけ
転用品 径(8.0) 孔径

(1.0) 1.00. a：てづくね成形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・砂質・やや粗土　c：黄灰色　e：良好　f：１
／３　g：かわらけ底部を円盤状に加工・中心に孔が貫通

63 48 女瓦 - - 1.80. a：凸面縄目痕・横位のナデ整形・離れ砂・凹面離れ砂付着・布目痕・縦位のナデ・側面削りナデ・端面
削り　b：灰色.微砂・砂粒・小石粒・良土　c：灰黒色　e：硬質

63 49 第11面
構成土 かわらけ (9.00) (5.00) 2.20. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：

灰黄色　e：良好　f：１／４　g：口唇部に油煤痕

63 50 かわらけ 9.20. 6.50. 2.00. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
良土　c：赤橙色　e：良好　f：完形口唇部に細かく刻みが入る・内底中央にも４条の線刻

63 51 かわらけ (14.80) (8.40) 3.60. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・雲母・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：灰黄色　e：良好　f：２／３　g：外側面全体と内壁に油煤痕

63 52 かわらけ (15.00) 8.30. 3.80. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：灰黄色　e：良好　f：４／５

63 53 白磁
四耳壷 - - - a：ロクロ成形　b：精良堅緻　c：灰白色　d：透明　f：胴部片　g：肩部に耳貼り付け

63 54 第12面
構成土 かわらけ (13.60) (7.00) - a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・雲母・白色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・

粗土　c：灰黄色　e：良好　f：１／６　g：外側面油煤痕

63 55 かわらけ (13.60) (7.40) 3.00. a：てづくね成形・外底指頭による整形・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・砂質・粗土　c：
灰黄色　e：良好　f：１／４

63 56 かわらけ (9.00) (5.00) 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・土丹粒・海綿骨芯・砂質・
粗土　c：淡橙色　e：良好　f：２／３

63 57 女瓦 - - 2.10. a：凸面縄目痕・ナデ不明・離れ砂・凹面離れ砂付着・縦位のナデ・側面削りナデ　b：灰黒色.微砂・砂粒・
白色粒・良土　c：灰黒色　e：硬質

63 58 表採 かわらけ (7.40) (5.40) 1.30. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・良土　c：淡橙色　e：
良好　f：１／４

63 59 かわらけ 7.40. 4.60. 2.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・海綿骨芯・砂質・良土　c：橙
色　e：良好　f：１／３

63 60 かわらけ 7.90. 5.40. 2.05. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデの後見込み周囲をナデ　b：微砂・赤色粒・海綿骨芯・
土丹粒・雲母・良土　c：黄橙色　e：良好　f：5/6

63 61 かわらけ (6.80) (4.40) 1.60. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：
良好　f：１／３

63 62 かわらけ 7.20. 5.10. 2.40. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・海綿骨芯・土丹粒・雲母・良土　c：
橙色　e：良好　f：5/6　g：全体に煤けている・内外口唇部油煤痕

63 63 かわらけ (13.40) (7.00) 3.00. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・赤色粒・黒色粒・海綿骨芯・雲母・良土　c：
橙色　e：良好　f：1/3

63 64 かわらけ (11.40) (7.40) 2.90. a：ロクロ成形・外底回転糸切・板状圧痕・内底ナデ　b：微砂・黒色粒・砂質・やや粗土　c：赤橙色　e：
良好　f：１／３

63 65 白磁
碗 - - - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：白色・透明　e：堅緻　f：胴部片　g：外

面無文・内面印花文

63 66 青白磁
梅瓶 (5.20) - - a：：ロクロ成形　b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：青白色・透明　e：堅緻　f：１／２　g：

蓋

63 67 青白磁
合子 (4.80) - - b：黒色微砂を僅かに含む　c：灰白色.　d：青白色・半透明　e：堅緻　f：１／２　g：内面露胎・蓋部

分

63 68 瀬戸
折縁深皿 - - - a：ロクロ成形　b：微砂・やや粗土　c：黄灰色　d：灰黄色の釉を刷毛塗り　e：良好・硬質　f：口縁

部片　g：中期Ⅰか？
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図版
番号 № 出土位置

出土層位 種別 口径／長さ 底径／幅 器高／厚さ 観察内容
a：成形・調整　b：胎土・素地・材質　c：色調　d：釉調　e：焼成　f：遺存値　g：備考

63 69 表採 常滑
片口鉢Ⅱ類 - - - a：輪積み技法　b：黒色粒・白色粒　c：暗褐色　d：赤褐色　e：硬質　f：体部に窯印？

63 70 備前
擂鉢 - - - a：輪積み技法　b：黒色粒・白色粒　c：暗褐色　d：暗褐色　e：硬質　f：口縁部片

63 71 備前
擂鉢 - - - a：輪積み技法　b：黒色粒・白色粒　c：暗灰色　d：暗灰色　e：硬質　f：底部片

63 72 石製品
砥石 (8.50) 6.10. 1.30. 産地不明・仕上砥・裏表両面砥面として使用・側面切り出し痕

63 73 鉄製品
用途不明 (8.50) 1.20. 0.70. 端部に孔があく・鍵か

63 74 銭 径2.45 孔径0.65×0.7 f：完形..　g：天聖元寶・初鋳年1023年・北宋・草書

63 75 銭 径2.5 孔径0.7×0.7 f：完形..　g：皇宋通寶・初鋳年1038年・北宋・真書
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遺構計測表
遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

1 １面 （35.0) （8.0) 11.0
2 １面
3 １面 37.0 （18.0) 14.6
4 １面 35.0 26.0 10.2
5 １面 （62.0) 58.0 26.3
6 １面 35.0 26.0 9.4
7 １面 28.0 28.0 6.0
8 １面 32.0 29.0 12.4
9 １面 42.0 （37.0) 15.6
10 １面 48.0 33.0 9.5
11 １面 25.0 25.0 11.8
12 １面 （42.0) 58.0 13.5
13 １面 40.0 36.0 16.5
14 １面 32.0 30.0 6.6
15 １面 52.0 （33.0) 12.1
16 １面 43.0 39.0 11.5
17 １面 40.0 （18.0) 14.5
18 １面 （50.0) （38.0) 28.7
19 １面 32.0 29.0 21.0
20 １面 29.0 20.0 15.1
21 １面 37.0 27.0 8.5
22 １面 28.0 24.0 11.1
23 １面 61.0 61.0 25.5
24 １面 32.0 28.0 16.2
25 １面
26 １面 32.0 28.0 12.3
27 １面
28 １面 （57.0) 50.0 22.3
29 １面 39.0 28.0 25.5
30 １面 30.0 30.0 9.6
31 １面 32.0 30.0 11.1
32 １面 34.0 28.0 7.7
33 １面 28.0 25.0 16.8
34 １面 （42.0) 31.0 10.6
35 １面 34.0 （22.0) 10.0
36 １面 37.0 30.0 10.6
37 １面 24.0 （24.0) 19.3
38 １面 34.0 31.0 18.9
39 １面 39.0 30.0 13.0
40 １面 33.0 24.0 10.0
41 １面 29.0 28.0 14.5
42 １面 35.0 34.0 13.5
43 １面 30.0 28.0 11.5
44 １面 （35.0) 38.0 22.5
45 １面 36.0 35.0 24.1
46 １面 34.0 29.0 27.2
47 １面 40.0 34.0 19.5
48 １面 54.0 52.0 10.6
49 １面 40.0 37.0 11.0
50 １面 40.0 35.0 13.1
51 １面 25.0 21.0 8.8
52 １面 29.0 26.0 8.5
53 １面 30.0 29.0 8.0

遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

54 １面 24.0 （20.0) 9.5
55 １面 30.0 23.0 6.0
56 １面 29.0 （24.0) 15.1
57 １面 41.0 35.0 14.3
58 １面 33.0 （19.0) 10.4
59 １面 35.0 26.0 13.9
60 １面 44.0 30.0 11.9
61 １面 48.0 42.0 13.5
62 １面 33.0 30.0 5.7
63 １面 （32.0) （32.0) 30.2
64 １面 55.0 43.0 14.0
65 １面 33.0 30.0 15.6
66 １面 41.0 36.0 10.5
67 １面 90.0 84.0 13.5
68 １面 30.0 28.0 9.8
69 １面 34.0 30.0 7.5
70 １面 25.0 25.0 14.8
71 １面 52.0 35.0 10.8
72 １面 24.0 22.0 7.4
73 １面 34.0 32.0 9.0
74 １面 42.0 42.0 17.0
75 １面 30.0 30.0 16.2
76 １面 27.5 25.0 7.7
77 １面 44.0 42.0 16.0
78 １面 43.0 37.0 10.5
79 １面 28.0 28.0 13.0
80 １面 35.0 35.0 13.5
81 １面 31.0 28.0 8.0
82 １面 34.0 26.0 24.2
83 １面 33.0 32.0 13.8
84 １面 32.0 （28.0) 30.5
85 １面 62.0 48.0 29.6
86 １面 57.0 （28.0) 9.8
87 １面 35.0 33.0 20.0
88 １面 58.0 （45.0) 15.0
89 １面 38.0 27.0 27.3
90 １面 50.0 44.0 10.8
91 １面 37.0 35.0 15.3
92 １面 33.0 22.0 10.5
93 １面 34.0 30.0 7.9
94 １面 30.0 29.0 18.3
95 １面 （44.0) 49.0 10.5
96 １面 （46.0) 50.0 18.9
97 １面 75.0 56.0 11.7
98 １面 （69.0) 75.0 18.0
99 １面 126.0 115.0 33.0
100 １面 30.0 30.0 16.7
101 １面 （98.0) （72.0) 9.4
102 １面 49.0 （38.0) 19.1
103 １面 41.0 35.0 13.0
104 １面 51.0 42.0 7.2
105 １面 （25.0) （7.0) 11.0
106 １面 35.0 （19.0) 11.0

遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

107 １面 38.0 31.0 14.8
108 １面 40.0 26.0 13.8
109 １面 29.0 29.0 16.7
110 １面 45.0 34.0 10.2
111 １面 28.0 （13.0) 9.7
112 １面 46.0 40.0 8.0
113 １面 46.0 31.0 10.0
114 １面 50.0 40.0 17.7
115 １面 40.0 39.0 10.0
116 １面 49.0 39.0 12.8
117 １面 44.0 （33.0) 9.5
118 １面 25.0 25.0 9.8
119 １面 30.0 （20.0) 13.0
120 １面 27.0 28.0 10.4
121 １面 28.0 （13.0) 7.5
122 １面 32.0 （13.0) 11.0
123 １面 36.0 （25.0) 8.4
124 １面 101.0 63.0 12.0
125 １面 30.0 28.0 7.7
126 １面 66.0 46.0 6.4
127 １面 （34.0) 26.0 12.0
128 １面 35.0 35.0 6.0
129 １面 35.0 35.0 9.0
130 １面 57.0 42.0 6.5
131 １面 39.0 37.0 13.5
132 １面 26.0 18.0 10.5
133 １面 25.0 25.0 18.5
134 １面 35.0 （17.0) 13.0
135 １面 76.0 （45.0) 9.0
136 １面 40.0 （32.0) 5.5
137 １面 18.0 （14.0) 8.7
138 １面 27.0 25.0 10.0
139 １面 27.0 27.0 8.5
140 １面 44.0 38.0 16.5
141 １面 33.0 32.0 不明
142 １面 32.0 22.0 12.0
143 １面 41.0 33.0 10.5
144 １面 50.0 34.0 10.7
145 １面 30.0 30.0 13.0
146 １面 25.0 （15.0) 7.5
147 １面 45.0 （23.0) 13.0
148 １面 （40.0) （30.0) 13.5
149 １面 74.0 59.0 17.5
150 １面 52.0 （19.0) 15.0
151 １面 35.0 29.0 18.0
152 １面 55.0 38.0 14.0
153 １面 31.0 28.0 17.7
154 １面 36.0 28.0 16.5
155 １面 41.0 （32.0) 20.0
156 １面 40.0 39.0 16.1
157 １面 29.0 （24.0) 16.5
158 １面 （24.0) （13.0) 10.5
159 １面 24.0 （8.0) 12.0
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遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

160 １面 （75.0) （45.0) 10.0
161 １面 （39.0) 44.0 17.5
162 １面 42.0 （12.0) 19.0
163 １面 28.0 （14.0) 11.5
164 １面 （48.0) 37.0 21.0
165 １面 34.0 20.0 13.0
166 １面 27.0 26.0 16.0
167 １面 40.0 33.0 21.5
168 １面 45.0 38.0 16.5
169 １面 （36.0) 49.0 18.5
170 １面 （34.0) 38.0 10.0
171 １面 （40.0) 30.0 15.2
172 １面 32.0 （23.0) 12.7
173 １面 38.0 − 13.0
174 １面 23.0 23.0 18.5
175 １面 115.0 （65.0) 7.8
176 １面 37.0 30.0 9.5
177 １面 48.0 39.0 16.7
178 １面 71.0 （46.0) 21.5
179 １面 38.0 （17.0) 22.0
180 2面 35.0 35.0 8.4
181 2面 （45.0) （15.0) 7.0
182 2面 （32.0) 28.0 13.8
183 2面 45.0 （22.0) 27.5
184 2面 （33.0) 42.0 11.4
185 2面 50.0 47.0 30.4
186 2面 36.0 28.0 10.2
187 2面 （84.0) 65.0 16.2
188 2面 （22.0) 40.0 7.5
189 2面 （45.0) 51.0 10.5
190 2面
191 2面 42.0 38.0 14.0
192 2面 （35.0) 56.0 14.0
193 2面 40.0 （40.0) 14.8
194 2面 23.0 23.0 14.5
195 2面 65.0 59.0 11.0
196 2面 42.0 （27.0) 12.7
197 2面 （42.0) 50.0 14.3

198 2面 70.0
18.0

57.0
17.0

13.4
29.8

199 2面 40.0 38.0 29.9
200 2面 28.0 27.0 11.7
201 2面 48.0 25.0 14.8
202 2面 35.0 25.0 13.4
203 2面 105.0 85.0 9.3
204 2面 32.0 28.0 9.9
205 2面 （41.0) 36.0 12.5
206 2面 32.0 30.0 11.9
207 2面 （43.0) 40.0 16.8
208 2面 （33.0) 29.0 10.0
209 2面 33.0 （23.0) 14.7
210 2面 68.0 62.0 15.9
211 2面 55.0 55.0 18.2

遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

212 2面 40.0 39.0 12.5
213 2面 39.0 39.0 13.6
214 2面 38.0 30.0 14.0
215 2面 165.0 145.0 62.1
216 2面 （108.0) （18.0) 20.1
217 2面 47.0 44.0 11.3
218 2面 （35.0) （25.0) 13.9
219 2面 54.0 （52.0) 21.2
220 2面 （25.0) 25.0 15.0
221 2面 28.0 27.0 9.6
222 2面 47.0 41.0 14.6
223 2面 39.0 38.0 13.3
224 2面 90.0 63.0 15.5
225 2面 （57.0) 50.0 14.3
226 2面 （46.0) 82.0 14.7
227 2面 （20.0) 42.0 16.1
228 2面 28.0 26.0 16.2
229 2面 672.0 35.0 ～ 70.0 11.0 ～ 14.0
230 2面 88.0 85.0 23.0
231 2面
232 2面
233 2面 （27.0) 40.0 40.4
234 2面 32.0 31.0 20.4
235 2面 50.0 （29.0) 7.5
236 2面 40.0 31.0 12.0
237 2面 40.0 （32.0) 5.3
238 2面 37.0 37.0 20.3
239 2面 54.0 54.0 21.0
240 2面 52.0 33.0 14.4
241 2面 （47.0) − 9.5
242 2面 28.0 （14.0) 3.0
243 2面 （100) （58.0) 28.6
244 2面 37.0 27.0 13.7
245 2面 119.0 98.0 12.9
246 2面 86.0 65.0 6.2
247 2面 33.0 30.0 −
248 2面 37.0 35.0 22.9
249 2面 48.0 （28.0) 26.2
250 2面
251 2面 105.0 （25.0) 14.2
252 2面 38.0 32.0 14.2
253 3面 48.0 43.0 14.2
254 3面 33.0 33.0 8.2
255 3面 40.0 37.0 14.6
256 3面 25.0 25.0 10.0
257 3面 45.0 35.0 8.4
258 3面 （35.0) − 21.4
259 3面 46.0 36.0 28.7
260 3面 （51.0) 55.0 17.1
261 3面 43.0 32.0 19.7
262 3面
263 3面
264 3面 45.0 38.0 15.0

遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

265 3面 37.0 35.0 27.6
266 3面 34.0 33.0 23.7
267 3面 43.0 35.0 19.5
268 3面 42.0 36.0 15.4
269 3面 （27.0) 27.0 11.2
270 3面 48.0 36.0 16.8
271 3面 37.0 37.0 13.0
272 3面 39.0 31.0 11.3
273 3面 69.0 （42.0) 12.2
274 3面 28.0 28.0 14.0
275 3面 52.0 47.0 33.4
276 3面 35.0 （19.0) 11.2
277 3面 41.0 39.0 21.8
278 3面 61.0 53.0 15.8
279 3面 44.0 39.0 12.6
280 3面 39.0 （21.0) 9.2
281 3面 39.0 （25.0) 19.4
282 3面 （83.0) （42.0) 15.5
283 3面 53.0 47.0 16.3
284 3面 42.0 34.0 12.7
285 3面 28.0 （17.0) 8.2
286 3面 154.0 30.0 12.0
287 3面 49.0 32.0 21.6
288 3面 （27.0) 37.0 13.8
289 3面 47.0 42.0 17.6
290 3面 48.0 （21.0) 16.8
291 3面 56.0 （36.0) 22.0
292 3面 35.0 33.0 24.8
293 3面 58.0 48.0 33.0
294 3面 32.0 27.0 16.7
295 3面 30.0 21.0 8.5
296 3面 38.0 30.0 17.7
297 3面 65.0 59.0 35.5
298 3面 44.0 37.0 13.8
299 3面 35.0 35.0 14.4
300 3面 53.0 44.0 23.0
301 3面 48.0 40.0 8.5
302 3面 73.0 64.0 25.4
303 3面 46.0 35.0 14.4
304 3面 36.0 （20.0) 9.3
305 3面 （25.0) − 12.2
306 3面 29.0 27.0 10.6
307 3面 19.0 17.0 10.8
308 3面 23.0 （12.0) 10.0
309 3面 52.0 39.0 16.2
310 3面 32.0 31.0 14.3
311 3面 55.0 50.0 19.3
312 3面 （57.0) 50.0 23.7
313 3面 27.0 24.0 24.4
314 3面 （37.0) 35.0 12.3
315 3面 54.0 51.0 23.8
316 3面 43.0 （24.0) 16.4
317 3面 46.0 （31.0) 17.3
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遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

318 3面 45.0 40.0 27.0
319 3面 57.0 54.0 14.9
320 3面 44.0 41.0 22.7
321 3面 56.0 56.0 31.4
322 3面 （39.0) 33.0 17.6
323 3面 35.0 35.0 9.5
324 3面 50.0 50.0 13.0
325 3面 41.0 （17.0) 16.2
326 3面 68.0 （52.0) 9.8
327 3面 48.0 （24.0) 18.6
328 3面 （38.0) 40.0 20.0
329 3面 21.0 （14.0) 17.0
330 3面 50.0 （47.0) 18.7
331 3面 （45.0) 46.0 17.1
332 3面 45.0 35.0 17.2
333 3面 30.0 28.0 12.5
334 3面 25.0 25.0 10.9
335 3面 29.0 25.0 14.7
336 3面 31.0 27.0 15.2
337 3面 85.0 （43.0) 19.5
338 3面 33.0 27.0 17.3
339 3面 40.0 37.0 17.4
340 3面 37.0 37.0 12.7
341 3面 55.0 42.0 16.9
342 3面 38.0 36.0 12.7
343 3面 42.0 41.0 14.8
344 3面 38.0 （30.0) 22.1
345 3面 （67.0) （56.0) 11.0
346 3面 （132.0) 108.0 26.6
347 3面 29.0 20.0 11.1
348 3面 37.0 32.0 22.5
349 3面 44.0 34.0 18.8
350 3面 63.0 （42.0) 36.8
351 3面 39.0 35.0 28.2
352 3面 47.0 （28.0) 10.5
353 3面 45.0 45.0 22.7
354 3面 255.0 25.0 ～ 38.0 10.0
355 3面 35.0 33.0 20.9
356 3面 （70.0) 39.0 14.0
357 3面 （66.0) 39.0 15.0
358 3面 20.0 17.0 8.2
359 4面 113.0 （43.0) 13.0
360 4面 （25.0) 55.0 16.5
361 4面 − − 19.6
362 4面 29.0 （18.0) 20.2
363 4面 （63.0) （59.0) 22.6
364 4面 （22.0) 38.0 14.6
365 4面 49.0 36.0 17.9
366 4面 57.0 55.0 19.7
367 4面 44.0 37.0 18.8
368 4面 49.0 44.0 14.6
369 4面 24.0 22.0 23.7
370 4面 40.0 34.0 19.6

遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

371 4面 35.0 33.0 25.2
372 4面 25.0 24.0 19.1
373 4面 35.0 33.0 9.8
374 4面 （78.0) （50.0) 22.5
375 4面 35.0 （22.0) 14.2
376 4面 44.0 42.0 18.4
377 4面 33.0 30.0 17.9
378 4面 44.0 43.0 22.3
379 4面 37.0 32.0 6.5
380 4面 34.0 25.0 13.7
381 4面 39.0 33.0 23.6
382 4面 （34.0) 57.0 15.7
383 4面 43.0 35.0 10.7
384 4面 （82.0) 89.0 9.5
385 4面 40.0 37.0 14.8
386 4面 56.0 47.0 18.6
387 4面 45.0 （34.0) 29.1
388 4面 23.0 22.0 16.9
389 4面 50.0 42.0 15.0
390 4面 30.0 29.0 15.8
391 4面 42.0 39.0 26.1
392 4面 37.0 34.0 15.8
393 4面 48.0 35.0 18.0
394 4面 29.0 28.0 13.0
395 4面 78.0 76.0 18.4
396 4面 29.0 24.0 7.9
397 4面 40.0 27.0 19.6
398 4面 47.0 45.0 16.7
399 4面 34.0 33.0 10.1
400 4面 39.0 29.0 12.0
401 4面 37.0 35.0 14.0
402 4面 58.0 46.0 7.9
403 4面 （30.0) 59.0 18.1
404 4面 26.0 25.0 14.0
405 4面 39.0 24.0 13.8
406 4面 35.0 34.0 10.2
407 4面 42.0 33.0 22.8
408 4面 44.0 − 15.4
409 4面 （33.0) 38.0 11.1
410 4面 − − −
411 4面 48.0 39.0 11.8
412 4面 42.0 （36.0) 16.1
413 4面 41.0 39.0 14.8
414 4面 65.0 53.0 7.5
415 4面 46.0 44.0 10.0
416 4面 22.0 17.0 8.0
417 4面 40.0 38.0 14.1
418 4面 32.0 20.0 11.7
419 4面 45.0 40.0 20.8
420 4面 （43.0) （32.0) 8.3
421 4面 24.0 18.0 13.3
422 4面 （34.0) （34.0) 12.3
423 4面 117.0 45.0 16.7

遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

424 4面 118.0 96.0 10.2
425 4面 35.0 31.0 25.2
426 4面 53.0 48.0 30.8
427 4面 （105.0) 95.0 18.5
428 4面 51.0 （48.0) 20.2
429 4面 43.0 （13.0) 18.5
430 4面 25.0 19.0 6.2
431 4面 （89.0) 48.0 23.1
432 4面 47.0 38.0 22.3
433 4面 31.0 30.0 19.0
434 4面 （48.0) （37.0) 9.7
435 4面 189.0 （93.0) 38.8
436 5面
437 5面 176.0 121.0 18.2
438 5面 （152.0) （82.0) 32.4
439 5面 （252.0) （174.0) 26.2
440 5面 180.0 （133.0) 17.6
441 6面
442 6面 （90.0) （58.0) 9.0
443 6面 48.0 39.0 26.0
444 6面

445 6面 76.0
36.0

72.0
27.0

22.2
19.5

446 6面 （46.0) 54.0 34.7
447 6面 （72.0) （47.0) 8.1
448 6面 40.0 34.0 26.2
449 6面 55.0 47.0 21.2
450 6面 51.0 46.0 14.5
451 6面 37.0 30.0 19.8
452 6面 39.0 34.0 27.4
453 6面 45.0 36.0 23.3
454 6面 （85.0) 50.0 14.0
455 6面 40.0 33.0 24.0
456 6面 （37.0) 33.0 24.5

457 6面 125.0
42.0

125.0
40.0

37.7
55.3

458 6面
459 6面 （76.0) 64.0 18.5
460 6面 （310.0) 48.0 ～ 32.0 28.0
461 6面 96.0 （43.0) 32.1
462 6面 41.0 41.0 15.8
463 6面 39.0 36.0 22.3
464 6面 91.0 37.0 14.6
465 6面 81.0 63.0 14.5
466 6面
467 6面 37.0 30.0 11.1
468 6面 31.0 （22.0) 22.1
469 6面 37.0 35.0 17.8
470 6面 36.0 35.0 10.7
471 7面 （93.0) （70.0) 17.4
472 7面 35.0 35.0 10.9
473 7面 49.0 49.0 −
474 7面 68.0 （26.0) 13.2

（単位：㎝）
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遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

475 7面 64.0 56.0 17.0
476 7面 48.0 47.0 8.7
477 7面 （42.0) （17..0) 16.2
478 7面 98.0 91.0 57.0
479 7面
480 7面 575.0 55.0 ～ 68.0 14.0
481 7面 48.0 46.0 15.8
482 7面 43.0 41.0 27.3
483 7面 62.0 （19.0) 15.6
484 7面 （40.0) 45.0 21.7
485 7面 （42.0) 48.0 27.4
486 7面 38.0 38.0 24.3
487 7面 52.0 41.0 18.2
488 7面 63.0 （28.0) 19.5
489 7面 69.0 58.0 19.8
490 7面 40.0 （22.0) 12.7
491 7面 48.0 44.0 15.7
492 7面 （50.0) （32.0) 19.0
493 7面 43.0 37.0 30.8
494 7面
495 7面
496 7面 57.0 48.0 13.0
497 7面 46.0 37.0 15.0
498 7面 （25.0) （13.0) 20.5
499 7面 118.0 90.0 24.5
500 7面 37.0 36.0 14.3
501 7面 35.0 31.0 16.0
502 7面 （116.0) 90.0 18.5
503 7面 47.0 46.0 15.1
504 7面 49.0 45.0 14.4
505 7面 41.0 36.0 14.5
506 7面 52.0 40.0 9.8
507 7面
508 7面 （58.0) 45.0 18.9
509 7面 36.0 36.0 17.2
510 7面 （39.0) （31.0) 20.4
511 7面 48.0 31.0 18.8
512 7面 40.0 37.0 18.1
513 7面 （25.0) 28.0 −
514 7面 37.0 34.0 −
515 7面 78.0 （36.0) 16.3
516 7面
517 7面 47.0 42.0 11.5
518 7面 52.0 47.0 11.0
519 7面 45.0 38.0 16.3
520 7面 56.0 40.0 12.4
521 7面 25.0 21.0 11.0
522 7面 35.0 30.0 −
523 7面
524 7面 49.0 39.0 14.6
525 7面 39.0 （22.0) 11.8
526 7面 56.0 47.0 16.3
527 7面 52.0 29.0 6.2

遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

528 7面 49.0 38.0 −
529 7面 （15.0) 35.0 8.6
530 7面 88.0 （55.0) 20.1
531 8面
532 8面
533 8面
534 8面 92.0 71.0 20.7
535 8面 118.0 83.0 20.4
536 8面 39.0 35.0 14.7
537 8面 （59.0) （34.0) 14.0
538 8面 39.0 37.0 9.7
539 8面 45.0 （26.0) 10.0
540 8面 50.0 35.0 22.8
541 8面 58.0 （54.0) 18.6
542 8面 45.0 （22.0) 30.9
543 8面 （44.0) （30.0) 16.8
544 8面
545 8面 48.0 45.0 8.0
546 8面 35.0 29.0 22.2
547 8面 49.0 （43.0) 21.5
548 8面 48.0 37.0 12.0
549 8面 45.0 35.0 10.5
550 8面 36.0 29.0 4.7
551 8面 （45.0) 41.0 11.9
552 8面 42.0 42.0 20.6
553 8面 38.0 29.0 26.4
554 8面 （40.0) 34.0 21.2
555 8面 44.0 44.0 16.4
556 8面 35.0 33.0 14.0
557 8面 38.0 25.0 32.4
558 8面
559 8面 11.0 9.0 10.3
560 8面 37.0 34.0 30.2
561 8面 70.0 （56.0) 13.3
562 8面 35.0 − 20.9
563 8面 35.0 28.0 34.8
564 8面 58.0 （38.0) 22.1
565 8面 58.0 48.0 22.8
566 8面 36.0 32.0 14.2
567 8面 32.0 29.0 17.3
568 8面 28.0 （20.0) 16.3
569 8面 33.0 27.0 20.3
570 8面 38.0 33.0 16.0
571 8面 20.0 20.0 17.0
572 8面 40.0 （23.0) 24.0
573 8面 34.0 30.0 22.9
574 8面 35.0 34.0 7.8
575 8面
576 8面 （115.0) 98.0 37.6
577 8面 40.0 （29.0) 17.9
578 8面 64.0 60.0 19.8
579 8面 33.0 32.0 10.7
580 8面

遺構
番号 面 長軸 短軸 深さ

581 8面 38.0 30.0 15.4
582 8面 (30.0) (9.0) 19.1
583 8面 29.0 27.0 13.2
584 8面 (30.0) 29.0 8.7
585 8面 35.0 (30.0) 12.3
586 8面 43.0 (35.0) 18.8
587 8面 28.0 10.0 −
588 8面 63.0 (45.0) 16.3
589 8面 27.0 27.0 10.8
590 8面 19.0 19.0 13.0

（単位：㎝）



− 129 −− 128 −− 128 −

西御門遺跡（遺構 558）の花粉分析とプラント・オパール分析

森　将志（パレオ・ラボ）

1．はじめに
神奈川県鎌倉市に所在する西御門遺跡において、遺構558から花粉分析用とプラント・オパール分析

用の試料が採取された。以下では、採取された試料について行った花粉分析とプラント・オパール分析
の結果を示し、遺構558の性質および遺跡周辺の古植生について検討した。

2．試料と方法
分析試料は、遺構558から採取された黒褐色（10YR2/2）有機質土1点である。この試料について、以

下の手順で分析を行った。
2-1．花粉分析

試料（湿重量約3g）を遠沈管にとり、10%水酸化カリウム溶液を加え10分間湯煎する。水洗後、46%フッ
化水素酸溶液を加え1時間放置する。水洗後、比重分離（比重2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分
離）を行い、浮遊物を回収し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理（無水酢酸
9：濃硫酸1の割合の混酸を加え20分間湯煎）を行う。水洗後、残渣にグリセリンを滴下し保存用とす
る。検鏡は、この残渣より適宜プレパラートを作製して行った。プレパラートは全面を検鏡し、その間
に現れる花粉・胞子・寄生虫卵を全て数えた。また、保存状態の良好な花粉・寄生虫卵を選んで単体標
本（PLC.1179 ～ 1186）を作製し、写真を図版1に載せた。単体標本はパレオ・ラボに保管されている。
2-2．プラント・オパール分析

秤量した試料を乾燥後、再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約1g（秤量）をトールビーカー
にとり、約0.02gのガラスビーズ（直径約0.04mm）を加える。これに30%の過酸化水素水を約20 ～ 30cc
加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法に
より0.01mm以下の粒子を除去する。この残渣よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作製し、検
鏡した。同定および計数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについて、ガラスビーズが
300個に達するまで行った。また、保存状態の良好な植物珪酸体を選んで写真を撮り、図版2に載せた。

3．結果
3-1．花粉分析

試料から検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉10、草本花粉18、形態分類のシダ植物胞子2
の総計30である。また、3種類の寄生虫卵を確認した。これら花粉・シダ植物胞子・寄生虫卵の一覧を
表1に、分布図を図1に示した。分布図の樹木花粉・草本花粉・シダ植物胞子は全花粉胞子総数を基数
とした百分率で示してある。また、図表においてハイフン（−）で結んだ分類群はそれら分類群間の区
別が困難なものを示す。さらに、クワ科とマメ科の花粉には樹木起源と草本起源のものがあるが、各々
に分けるのが困難なため、便宜的に草本花粉に一括して入れてある。

今回の分析試料は樹木花粉の含有量が少なく、草本花粉の含有量が多い。草本花粉ではイネ科が最も
多く産出しており、74%の産出率を示す。次いでヨモギ属とアカザ科-ヒユ科の産出が多く、それぞれ
11%と8%の産出率である。その他では栽培植物のソバ属やキュウリ属、ベニバナ属がわずかに産出し
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ている。樹木花粉ではマツ属複維管束亜属の産出が最も多く、2%の産出率を示す。また、プレパラー
トの全面を検鏡する間に、回虫卵が183個、鞭虫卵が1115個、肝吸虫卵が9個確認できた。
3-2．プラント・オパール分析

同定・計数された各植物のプラント・オパー
ル個数とガラスビーズ個数の比率から試料1g
当りの各プラント・オパール個数を求めた。
一覧表を表2に、分布図を図2に示した。以
下に示す各分類群のプラント・オパール個数
は、試料1g当りの検出個数である。

検鏡の結果、イネ機動細胞珪酸体とネザ
サ節型機動細胞珪酸体、ササ属型機動細胞珪
酸体、他のタケ亜科機動細胞珪酸体、キビ族
機動細胞珪酸体、ウシクサ族機動細胞珪酸体
の6種類の機動細胞珪酸体が確認できた。イ
ネ機動細胞珪酸体は100,000個、ネザサ節型
機動細胞珪酸体は29,500個、ササ属型機動細
胞珪酸体は11,400個、他のタケ亜科機動細
胞珪酸体は2,300個、キビ族機動細胞珪酸体
は193,100個、ウシクサ族機動細胞珪酸体は
70,400個の産出量である。それ以外では、イ
ネの籾殻に形成される植物珪酸体（イネ穎破
片）やイネ型短細胞珪酸体列片、棒状珪酸体、
ポイント型珪酸体などの産出が見られた。

図1　西御門遺跡（遺構558）における花粉分布図
樹木花粉・草本花粉・胞子の産出率は産出花粉胞子総数を基数として百分率で示した

表１　産出花粉胞子寄生虫卵一覧表
学名 和名 遺構558
樹木
Abies モミ属 2
Tsuga ツガ属 5
Pinus.subgen..Diploxylon マツ属複維管束亜属 39
Cryptomeria スギ属 5
Salix ヤナギ属 1
Betula カバノキ属 1
Quercus.subgen..Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 2
Quercus.subgen..Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 5
Ulmus−Zelkova ニレ属−ケヤキ属 1
Ligustrum イボタノキ属 1
草本
Gramineae イネ科 1226
Moraceae クワ科 1
Polygonum.sect..Persicaria−Echinocaulon サナエタデ節−ウナギツカミ節 4
Polygonum.sect..Reynoutria イタドリ節 1
Fagopyrum ソバ属 10
Chenopodiaceae−Amaranthaceae アカザ科−ヒユ科 133
Caryophyllaceae ナデシコ科 1
Brassicaceae アブラナ科 6
Leguminosae マメ科 1
Solanum ナス属 1
Plantago オオバコ属 1
Galium ヤエムグラ属 2
Cucumis キュウリ属 1
Ambrosia−Xanthium ブタクサ属−オナモミ属 2
Carthamus ベニバナ属 1
Artemisia ヨモギ属 181
Tubuliflorae キク亜科 8
Liguliflorae タンポポ亜科 10
シダ植物
monolete.type.spore 単条溝胞子 1
trilete.type.spore 三条溝胞子 4

Arboreal.pollen 樹木花粉 62
Nonarboreal.pollen 草本花粉 1590
Spores シダ植物胞子 5
Total.Pollen＆Spores 花粉・胞子総数 1657

Unknown.pollen 不明花粉 2
寄生虫卵

回虫卵 183
鞭虫卵 1115
肝吸虫卵 9
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表２　試料1g当りのプラント・オパール個数
イネ イネ穎破片 ネザサ節型 ササ属型 他のタケ亜科 キビ族 ウシクサ族 棒状珪酸体 ポイント型珪酸体 イネ型短細胞

（個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ）

100,000. 6,800. 29,500. 11,400. 2,300. 193,100. 70,400. 15,900. 11,400. 2,300.

4．考察
今回の分析試料には、寄生虫卵が大

量に含まれていた。鎌倉時代の鎌倉で
は市内各地で寄生虫卵が大量に産出し
ており（鈴木，2008）、遺構558から寄
生虫卵が産出するのは一般的な現象で
あると考えられるが、花粉分析の結果
と併せて考えると、遺構558はトイレ
遺構である可能性もある。例えば、ト
イレ遺構であれば、そこから産出する
花粉化石は人が排泄した植物に由来す
ると思われる。花粉分析の結果では、
イネ科やソバ属、アカザ科-ヒユ科、アブラナ科、ナス属、キュウリ属、ベニバナ属など食用や薬用と
なる分類群が多く産出しており、特にイネ科は突出した産出率を示している。籾殻内には大量の花粉が
残存しているため、花粉が付着した米粒を人が食し、その花粉が排泄されたためにイネ科の突出した産
出を示しているのではなかろうか。

あるいは、プラント・オパール分析の結果においてイネ穎破片の産出が見られるため、遺構558内に
は籾殻が存在していたと考えられ、籾殻からイネ科花粉が供給された可能性も考えられる。また、プラ
ント・オパール分析結果では、イネやキビ族、ウシクサ族の機動細胞珪酸体の産出量が多く、イネやキ
ビ族、ウシクサ族の葉身が遺構558内に多く存在していたと考えられる。遺構558はトイレ遺構である
可能性もあるので、イネやキビ族、ウシクサ族の藁などが人為的に投棄されていた状況も推測される。

以上は産出した植物化石をトイレ遺構との関わりで検討したが、遺跡周辺の古植生についても検討す
る。産出花粉のほとんどが草本花粉で占められる中、樹木花粉ではマツ属複維管束亜属の産出が目立つ。
よって、遺跡周辺にはニヨウマツ林が分布していたと考えられる。プラント・オパール分析の結果では
ネザサ節型機動細胞珪酸体の産出が見られ、ニヨウマツ林が発達するような日の当る明るい場所にネザ
サ節型のササ類も生育していたと思われる。なお、鎌倉周辺ではスギ林・照葉樹林がニヨウマツ林へと
交代するのが13世紀中頃と推測されているため（鈴木，1999）、マツ属複維管束亜属が多く産出する本
試料は、13世紀中頃以降の堆積物であると思われる。

引用文献
鈴木　茂（1999）神奈川県鎌倉市における鎌倉時代の森林破壊．国立歴史民俗博物館研究報告第81集，131-139．
鈴木　茂（2008）鎌倉の遺跡と寄生虫卵．考古論業神奈河第16集，77-83．

図2　西御門遺跡（遺構558）における植物珪酸体分布図
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図版１

第１面全景（南から）

第２面全景（西から）
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図版２

第４面全景（南から）

第３面全景（南から）
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図版３

第５面全景（南から）

第６面全景（南から）
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図版４

第７面全景（西から）

第8面全景（西から）
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図版５

最終トレンチ全景（南から）

最終トレンチ　西壁Section



− 138 −

図版６

調査区南壁（東半分）

調査区南壁（西半分）
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図版７

第１面・遺構19

第１面・遺構73・74・75・77・78

第２面・遺構207

第２面・遺構230　覆土堆積状況

第１面・遺構78

第１面・遺構99

第２面・遺構215　覆土堆積状況

第２面・遺構230（かわらけ集中出土）
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図版８

第２面・遺構229

第２面・遺構251

第３面・遺構255

第２面・遺構235

第２面・遺構233　覆土堆積状況（柱痕）

第３面・遺構286
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図版９

第３面・遺構337　覆土堆積状況

第４面・遺構424

第５面　泥岩地業（道路状）

第３面・遺構354

第４面・遺構435　覆土堆積状況

第６面・遺構457
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図版10

第６面・遺構459

第７面・柱穴列
（遺構472・497・526・527・528・529）

第７面・遺構492

第６面・遺構460

第７面・遺構473

第７面・遺構497
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図版11

第７面・遺構523

第７面・遺構522　覆土堆積状況

第８面・遺構541・かわらけ出土状況
	 	 	 （横から）

第７面・遺構533

第７面・遺構522

第８面・遺構541・かわらけ出土状況
	 	 	 （上から）
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図版12

第８面・遺構558

第８面・遺構574

第８面・遺構580・横板出土状況

第８面・遺構558・玉石出土状況

第８面・遺構580・杭・角材出土状況

第８面・遺構580・横板出土状況
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図版15
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図版17

22-12

22-2

22-11

△ 第２面構成土

△  遺構 270

△ 遺構 271

△ 遺構 278

△  遺構 264

△ 遺構 255

18-9918-9518-8518-83

18-7518-7418-7118-70

22-21

22-1722-15

▼ 第 3 面

22-31

22-3022-29

22-26

22-24

△ 遺構 286

22-23

△ 遺構 280 △ 遺構 284

22-41
△ 遺構 301

22-34

22-33

△ 遺構 287

△ 遺構 302

23-46

23-43

図版 17



− 150 −
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図版19
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図版21
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図版23
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図版25
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図版29

△ 第７面構成土

49-48 49-49

49-50

49-4449-4249-41

49-33 49-34 49-37 49-38

49-39

50-59 50-61

50-63

50-65

50-67

50-66

50-62

50-60

50-56

50-68 50-70 50-7250-71 50-74 8275 76 77 78 8350-69

50-54

49-52

図版 29



− 162 −

図版30

図50-87　曲物出土状況
第７面　構成土出土

上から　→

←　横から
（外面・黒色系漆髹漆）
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図版33
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図版37
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西御門一丁目 681 番 1 地点　

西御門遺跡（No.325）
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例　言
１．本報は鎌倉市西御門一丁目681番1地点に所在する遺跡の発掘調査である。
２．発掘調査は個人専用住宅にかかる建築範囲約153㎡を対象とし、平成18年10月23日から平成19年

1月25日にかけて実施した。
３．現地での調査体制は以下の通り。
　　担当者　　　　　福田誠
　　調査員　　　　　石元道子・小野夏菜・菊川泉・古田土俊一・鈴木絵美・栂岡渓音　　
　　作業員　　　　　浅香文保・赤坂進・天野隆男・石井清司・川島仁司・鯉沼稔
４．本報作成は以下の分担で行った。
　　遺物実測　　　　石元道子・岩崎卓治・岡田慶子・小野夏菜・菅野知子・栂岡渓音・松吉里永子
　　遺物図版作成　　渡辺美佐子
　　遺構図版作成　　渡辺美佐子・伊丹まどか・後藤健・古田土俊一
　　観察表　　　　　渡辺美佐子・平山千絵・森谷十美
　　遺構写真　　　　古田土俊一
　　遺物写真　　　　須佐仁和
　　写真図版作成　　小野夏菜・栂岡渓音
　　執筆・編集　　　古田土俊一・松吉大樹・伊丹まどか
５．出土品など発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会が管理・保存している。
６．本報図版の遺構・遺物の縮尺は次の通り。
　　遺構全測図：1 ／ 80　　個別遺構図：1 ／ 40　　実測遺物図：1 ／ 3　　銭1 ／ 1
　　なお各挿図にはスケールを表示してある。
７． ・ 復原して実測した遺物に関しては、計測値に（　　）を付して表してある。

・ 出土した遺物は、破片と実測した遺物の総数を合わせてグラフ化した。
・ 木製品は、比較的遺存度の高いものだけを選んで実測した。
・ ロクロ成形かわらけの底径は、回転糸切りの外径部分で。手づくね成形かわらけの底径は、器面

が接地した箇所で計測している。また、｢かわらけ｣ と表記したものはロクロ成形のかわらけを示
し、手づくね成形のかわらけは ｢手づくね｣ としている。

・ 出土した遺物に関しては観察表に詳細をまとめて報告している。
・ それぞれの陶磁器に関しては、生産地での編年を参考に観察表にその期を示したが、破片の為不

安の残るものに関しては割愛した。常滑は中野晴久氏、瀬戸製品に関しては藤澤良祐氏の編年に
基づいて分類した。

・ 遺物写真は縮尺比率を考慮せずに掲載しているため、法量は観察表を参照していただきたい。
・ 全測図に示した記号の内、＜Ｐ＞はピットの略。

８．発掘調査及び、報告書作成に関しては次の方々よりご教授、ご協力を賜りました。記して深く感謝
いたします。（敬称略・五十音順）

　　薄井和男・太田美智子・大三輪龍哉・小川裕久・熊谷満・齋木秀雄・汐見一夫・須佐直子・鈴木弘
太・中三川昇・野本賢二・浜野浩美・原廣志・松尾宣方・馬淵和雄・山口正紀

　　※報告書刊行にいたる間、原廣志氏には多大なるご支援・ご教示をいただきました。この場を借りて、
あらためてお礼申しあげます。
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図１　調査地と周辺の遺跡図
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○大倉幕府北やぐら群55.西御門二丁目792番2（鈴木2004『大倉幕府北やぐら群』）　56.西御門二丁目792番2（鈴木
2004『大倉幕府北やぐら群』）
○北条義時法華堂跡　57.二階堂字西御門686番（福田2005『北条義時法華堂跡確認調査報告書』）
○横小路周辺遺跡58.二階堂字荏柄10-1（原2003『市緊急報告書』19）　59.二階堂字荏柄10-6（福田2000『市緊急報告書』
16）　60.二階堂字荏柄9-1（菊川1990『市緊急報告書』6）　61.雪ノ下五丁目557番１（手塚1998『市緊急報告書』14）
○田楽辻子周辺遺跡　62.浄明寺一丁目556番6外（押木2012『市緊急報告書』28）
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第一章　遺跡の位置と歴史的環境

１．歴史的環境（図１）
本調査地点は、源頼朝が大倉の地に造営した御所の西門に当たることから「西御門」という地名で呼

ばれる地域である。ＪＲ鎌倉駅より北北東に1㎞に所在する横浜国立大学付属小・中学校の北隣に位置
しており、鶴岡八幡宮を先端に持つ大臣山の丘陵と源頼朝の法華堂を先端に持つ丘陵とに挟まれた谷戸
の開口部に当たる。大小7つほどの支谷によって形成されるこの谷戸には時宗寺院である来迎寺などが
建つほか、最奥の丘陵斜面に朱垂木やぐらが現存するなど、現在でも多くの歴史を残す地域である。

頼朝の設置した大倉幕府は、「西御門」のほか「東御門」「南御門」の地名からおおよその範囲が推定さ
れており、頼朝の墓が建つ丘陵下の東西道、筋替橋から六浦へ向かう道（現県道金沢鎌倉線）をそれぞ
れ南北の範囲とし、二階堂大路への分岐点から東御門川に沿い、筋替橋から小町大路の延長線上に北上
する西御門川沿いが東西の範囲であったと考えられている。幕府西限となる道は明治期の神奈川師範学
校（現横浜国立大学付属小学校）設立に伴って失われてしまったが、本調査地点はこの道と大倉幕府北
限の道が交錯する幕府推定地北西角となる地点でもある。

本調査地は大倉幕府跡の西方、西御門地域にあたる。当地名の由来は、大倉幕府の西門に因むと伝え
るが（『新編相模国風土記稿』）、大倉幕府に隣接する地域であったため、御家人の屋敷地に関する記載
が多い。その初見は『吾妻鏡』文治二年（1186）正月五日条である。壇ノ浦合戦後、源義経に予同してい
た平時実は生捕りにされ、「美濃藤次安平西御門家」に預けられていた。美濃藤次安平については未詳で
あるが、同年五月廿九日条・同六月二日条に「美濃国石田郷」・「美濃国大野郡石太郷」を濫妨している
記事があることから、美濃国の御家人であったかもしれない。また幕府の重臣三浦氏の屋敷も当地に存
在していた。『吾妻鏡』貞応三年（1224）九月五日条には「三浦駿河前司義村西御門家焼亡」とあり、伝領
された三浦氏屋敷地は、宝治合戦に際しても放火され焼け落ちている（註１）。当地には天野景村の宿
所もあった（註２）。天野景村は、金沢流北条氏の北条実時の小舅であるが、頼朝法華堂前には北条実
時邸が存在していた記述も見られることから（註３）、大倉幕府を中心とする御家人同士の地縁的関係
も窺えよう（永井2006）。そしてまた、北条実時夫人である金沢殿が、延慶三年六月四日に醍醐寺親玄
との間で「名越新善光寺下毘沙門堂入地」と「西御門小笠原谷御地陸戸主」を相博・交換していることから、
金沢北条氏の西御門に対する意識が強かったことも想定される（註４）。また、金沢実時の孫にあたる
頼朝法華堂別当顕弁は、西御門に御坊を有していた（註５）。そして金沢氏の人々がやりとりしている
書状には「西御門殿」に宛てたものがあるが、出自などについては未詳（註６）。西御門には金沢北条氏
の縁者が多く住んでいた可能性が指摘できよう。金沢北条氏の他には、工藤氏と二階堂氏が西御門に住
していた（註７）。両氏は出自が一緒であり、当地における血縁的集住関係も垣間見ることができよう。
西御門は大倉幕府近辺という地勢もあって、幕府関連の記述も見られる。和田合戦後の実検は当地で行
われている（註８）。西御門には西大路と称する道が通っていたらしく、それは藤原頼経亭の西側を走っ
ていた（註９）。

西御門には多数の寺社も存在していた。現存する来迎寺には、明治の神仏分離の際に頼朝法華堂から
移された木造如意輪観音坐像・木造地蔵菩薩坐像・木造跋陀婆羅尊者像が安置されている。また、巌上
地蔵はもと報恩寺の本尊で、南北朝期の宅間浄宏作と伝える。報恩寺は、義堂周信を開山、上杉能憲を
開基とする臨済宗寺院で、報恩護国禅寺とも称したが現在は廃寺となっている。創建は応安四年（1371）
十月十五日、仏殿の立柱は永和二年（1376）十月十三日とする（『空華日用工夫略集』）。康暦元年（1379）
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三月には、上杉能憲の弟にして関東管領であった上杉憲春が、室町将軍足利義満に反しようとした鎌倉
公方足利氏満を諌めるため、当寺で自害している（『群書類従』第二十輯）。室町期に入ると西御門は紛
争が発端する地として史料上に出ていることが多い。応永廿三年（1416）十月の上杉禅秀の乱に際して
は、足利満隆が挙兵したのは「御所西御門保寿院」であったし、一方の足利持氏方は、西御門に火をか
け保寿院に押し寄せる談義をしていた（註10）。保寿院は鶴岡八幡宮の裏、現市立第二中学校の西南にあっ
た禅宗寺院である。開山は義堂周信。応安元年（一三六八）十月五日、関東公方足利基氏の母の遺命によっ
て、西御門の別殿が保寿院となった（『空華日用工夫略集』）。『新編相模国風土記稿』によれば、後に瑞泉
寺の塔頭となり次第に廃寺となったと伝える。享徳三年（1454）十二月廿七日には、関東管領上杉憲忠
が鎌倉公方足利成氏によって殺害され享徳の乱が始まった（註11）。また本間遠江守に宛てた、年未詳
八月七日付「上杉憲忠書状」は「就西御門江御移、厳重仁被成下御内書候、上意之至、誠以忝畏入存候」
と足利成氏の西御門における動向を伝える（註12）。当地には他に太平寺・高松寺の尼寺があったが、
今は廃寺となっている。また、現在の八雲神社には鎌倉幕府の御家人であった後藤氏を縁とする、大門
寺があったと想定されている（高橋2010）。西御門地域には上記の様に、御家人や足利氏の足跡が史料
上に残されている。

（松吉大樹）

【参考文献】
永井晋『金沢北条氏の研究』（八木書店、2006年）。
高橋慎一朗『中世都市の力 京・鎌倉と寺社』（高志書院選書４、高志書院、2010年）。

【註】
（註１） 『吾妻鏡』宝治元年六月四日、同十五日条。
（註２） 『関東往還記』二月廿七日条。 
（註３） 『吾妻鏡』宝治元年正月十三日条。
（註４）  延慶三年六月四日付「金沢実時後室代成覚相博状」（『鎌倉遺文』24009号文書）。同年九月十五日付「関東御教書」

（「実相院及東寺宝菩提院文書」『神奈川県史資料編２』1788号文書）。
（註５） （元徳三年六月十一日）「顕弁四十九日仏事廻向文」（「金沢文庫文書」『鎌倉遺文』31442号文書）。
（註６） （元応元年ヵ）十月十六日付「金沢貞顕書状」（「金沢文庫文書」『鎌倉遺文』27166号文書）。 
（註７） 文永三年六月十日付「二階堂行久譲状」（「二階堂文書」『鎌倉遺文』9542号文書）。元亨三年十一月三日付「工藤

貞行譲状」（「陸奥遠野南部文書」『鎌倉遺文』28573号文書）。
（註８） 『吾妻鏡』建暦三年五月四日条。
（註９） 『吾妻鏡』貞応二年正月廿日条、同廿五日条。
（註10） 「湘山星移集」（『続群書類従』第二十一輯、合戦部）
（註11） 「康富記」（『増補史料大成』38）。
（註12）  「喜連川文書」（『神奈川県史資料編３下』6100号文書）。
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図２　グリッド配置図
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２．調査の経過と測量軸の設定（図２）
本調査は鎌倉市西御門一丁目681番１地点における、個人専用住宅建設に伴う発掘調査である。調査

期間は平成18年10月23日から平成19年１月25日までの約３ヵ月間で、調査面積は約153㎡、現地表海
抜は14,80mであった。調査開始にあたって調査区に任意の方眼軸を設け、基本点Ａと、見返り点Ｂを
設定し遺構の測量・図面作成に使用した。基本点Ａと見返り点Ｂは鎌倉市４級基準点成果表に基づき国
土座標に倣った座標値の移設を行ったが、成果表は日本測地系(座標AREA ９)の国土座標値を使用し
ているため、本報告作成に際しては国土地理院が公開する座標変換ソフト ｢WEB版TKY2JGD｣ で世界測
地系第Ⅸ形に変換し、図２に表記した。

３．堆積土層（図３）
調査区西壁で確認した土層堆積図を用いて堆積状況を上層より説明する。
調査前現地表海抜は約14.80ｍであった。第１面検出までの土層は現代の撹乱と客土が約90cmの厚さ

で堆積していた。現代の堆積土を重機によって取り除いた後、泥岩粒、泥岩による比較的しっかりとし
た地業面（14・16層）を検出し第１面とした。第１面の構成土は泥岩粒・泥岩で構成された堅く締まっ
た明茶褐色弱粘質土と暗褐色弱粘質土で構成される。約20 ～ 30cmの厚さで堆積していた。調査区北側
は東西に延びる池状遺構によって後述する第4面まで大半が削平を受けている。第２面は第25層上層
を調査面にした。第１面同様に泥岩粒・泥岩によって固く締まった地業を観察したが、第１面に比べる
と不整形な大型泥岩を多く含み雑な印象を受ける。第２面の構成土は約40㎝の厚さで堆積し、泥岩粒・
大型泥岩、暗褐色弱粘質土で構成される。第３面は第45層上層を調査面とした。第１面で発見した池
状遺構の北側は地業の検出が曖昧であったが、南側は大型の泥岩を多く含む灰色粘質土によって構成さ
れ、第２面よりもさらに雑な地業である。また、調査区東側には炭化物が広く堆積した空間が広がり、
遺構覆土にも炭化物が多く含まれることを観察している。第３面の構成土は約15㎝の厚さで堆積して
いた。第４面は第38層上層を調査面にした。第４面は調査区中央辺りに泥岩粒、泥岩を含む薄い地業
を確認したが、大半は炭化物を多く含む灰褐色弱粘質土を構成土に持ち地業の様子が見られなかった。
第４面の構成土は約50cmの厚さで堆積していた。第５面は廃土を調査区内で処理する関係から、調査
区の北側半分を調査対象とした。第５面は第50層・第55層上層を調査面とした。第５面の構成土は泥
岩粒・泥岩を含む固く締まった暗灰色褐色弱粘質土である。第４面掘り下げ途中の第71層上層で生活
面を検出しているが、地業層としては脆弱な層であったこと等から、この層で検出した遺構は第５面で
検出した遺構と合わせて報告している。第５面の構成土は約30cmの厚さで堆積していた。第６面以下
の層は調査区東側に約１m×5.5mの試掘坑を設け確認している。第６面は第57層上層を調査面とした。
泥岩粒を含む堅く締まった地業層である。第６面構成土は泥岩粒、泥岩、炭化物とともに、灰褐色砂質
土、貝砂を含む。第６面の構成土は約50cmの厚さで堆積していた。第７面は第62層・第63層上層を調
査面とした。構成土は泥岩粒、泥岩、炭化物を含む黒褐色弱粘質土。湧水の為かやや脆弱な様子ではあっ
たが泥岩粒、泥岩による地業を観察し、第7面構成土以下の層は炭化物、暗褐色砂質土、貝砂を多く含
む暗灰褐色弱粘質土が堆積していることを確認した。
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図３　堆積土層図
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№ 　　　色調 　　　　　　　　　含有物
1 明灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
2 明茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土粒（池状遺構）
3 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物（池状遺構）
4 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物（池状遺構）
5 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩（池状遺構）
6 灰褐色粘質土 泥岩粒（池状遺構）
7 褐色粘質土 泥岩粒少量・炭化物微量（池状遺構）
8 暗褐色粘質土 泥岩粒少量（池状遺構）
9 暗褐色弱粘質土 泥岩粒少量（池状遺構）
10 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量（池状遺構）
11 暗灰色粘質土 泥岩粒・泥岩を多く含む（池状遺構）
12 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物（池状遺構）
13 暗褐色粘質土 泥岩粒（池状遺構）
14 明茶褐色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩・焼土・炭化物多量（第1面構成土）
15 茶褐色弱粘質土 泥岩粒
16 泥岩層 泥岩粒・泥岩・暗褐色弱粘質土（第1面構成土）
17 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物微量
18 茶灰色砂質土 泥岩粒・炭化物少量
19 茶灰色砂質土 泥岩粒微量
20 茶灰色砂質土 泥岩粒微量・炭化物微量
21 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
22 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
23 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
24 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
25 泥岩層 泥岩粒・泥岩・暗褐色弱粘質土（第2面構成土）
26 茶灰色弱粘質土 泥岩粒少量・炭化物
27 暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物少量
28 灰褐色弱粘質土 泥岩粒（土杭25）
29 暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・焼土粒多量・炭化物
30 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物少量
31 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
32 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
33 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
34 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
35 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
36 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・焼土・炭化物多量
37 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・焼土・炭化物多量
38 灰褐色弱粘質土 泥岩粒少量・炭化物（第4面構成土）
39 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
40 泥岩層 泥岩粒・泥岩・暗褐色弱粘質土（第4面構成土）
41 泥岩層 泥岩粒・泥岩・暗褐色弱粘質土
42 灰色粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物少量（第3面構成土）
43 暗茶灰色粘質土 泥岩粒微量
44 灰色粘質土 泥岩粒・泥岩
45 泥岩層 大型泥岩・泥岩粒（第3面構成土）
46 炭化物層 暗褐色弱粘質土少量
47 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物
48 暗灰褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩
49 暗灰色粘質土 泥岩粒・泥岩（第5面構成土）
50 暗灰褐色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩
51 暗灰褐色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩
52 灰褐色砂質土 泥岩粒微量
53 暗灰色弱粘質土 泥岩粒・褐色有機質土（溝3）
54 暗灰褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・木片（第5面構成土）
55 泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物少量・灰褐色弱粘質土
56 泥岩層 泥岩粒多量・泥岩・灰褐色弱粘質土（第6面構成土）
57 暗灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物・灰褐色砂・貝砂
58 暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量
59 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物・灰褐色砂質土
60 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・貝砂・炭化物
61 泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物
62 黒灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩（第7面構成土）
63 泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物（第7面構成土）
64 暗灰色弱粘質土 
65 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・貝砂・灰褐色砂質土
66 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・貝砂・灰褐色砂質土
67 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物・灰褐色砂質土
68 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
69 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
70 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物・貝砂
71 泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物（第5面構成土）
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№ 　　　色調 　　　　　　　　　含有物
1 明灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
2 明茶褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土粒（池状遺構）
3 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物（池状遺構）
4 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物（池状遺構）
5 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩（池状遺構）
6 灰褐色粘質土 泥岩粒（池状遺構）
7 褐色粘質土 泥岩粒少量・炭化物微量（池状遺構）
8 暗褐色粘質土 泥岩粒少量（池状遺構）
9 暗褐色弱粘質土 泥岩粒少量（池状遺構）
10 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量（池状遺構）
11 暗灰色粘質土 泥岩粒・泥岩を多く含む（池状遺構）
12 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物（池状遺構）
13 暗褐色粘質土 泥岩粒（池状遺構）
14 明茶褐色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩・焼土・炭化物多量（第1面構成土）
15 茶褐色弱粘質土 泥岩粒
16 泥岩層 泥岩粒・泥岩・暗褐色弱粘質土（第1面構成土）
17 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物微量
18 茶灰色砂質土 泥岩粒・炭化物少量
19 茶灰色砂質土 泥岩粒微量
20 茶灰色砂質土 泥岩粒微量・炭化物微量
21 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
22 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
23 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
24 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
25 泥岩層 泥岩粒・泥岩・暗褐色弱粘質土（第2面構成土）
26 茶灰色弱粘質土 泥岩粒少量・炭化物
27 暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物少量
28 灰褐色弱粘質土 泥岩粒（土杭25）
29 暗茶褐色弱粘質土 泥岩粒・焼土粒多量・炭化物
30 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物少量
31 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
32 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
33 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
34 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
35 茶灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
36 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・焼土・炭化物多量
37 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・焼土・炭化物多量
38 灰褐色弱粘質土 泥岩粒少量・炭化物（第4面構成土）
39 茶褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物微量
40 泥岩層 泥岩粒・泥岩・暗褐色弱粘質土（第4面構成土）
41 泥岩層 泥岩粒・泥岩・暗褐色弱粘質土
42 灰色粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物少量（第3面構成土）
43 暗茶灰色粘質土 泥岩粒微量
44 灰色粘質土 泥岩粒・泥岩
45 泥岩層 大型泥岩・泥岩粒（第3面構成土）
46 炭化物層 暗褐色弱粘質土少量
47 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物
48 暗灰褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩
49 暗灰色粘質土 泥岩粒・泥岩（第5面構成土）
50 暗灰褐色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩
51 暗灰褐色弱粘質土 泥岩粒多量・泥岩
52 灰褐色砂質土 泥岩粒微量
53 暗灰色弱粘質土 泥岩粒・褐色有機質土（溝3）
54 暗灰褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・木片（第5面構成土）
55 泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物少量・灰褐色弱粘質土
56 泥岩層 泥岩粒多量・泥岩・灰褐色弱粘質土（第6面構成土）
57 暗灰色弱粘質土 泥岩粒・炭化物・灰褐色砂・貝砂
58 暗灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量
59 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物・灰褐色砂質土
60 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・貝砂・炭化物
61 泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物
62 黒灰色弱粘質土 泥岩粒・泥岩（第7面構成土）
63 泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物（第7面構成土）
64 暗灰色弱粘質土 
65 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・貝砂・灰褐色砂質土
66 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・貝砂・灰褐色砂質土
67 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物・灰褐色砂質土
68 暗褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩・炭化物
69 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・炭化物
70 灰褐色弱粘質土 泥岩粒・泥岩少量・炭化物・貝砂
71 泥岩層 泥岩粒・泥岩・炭化物（第5面構成土）

6
3

5
1
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図４　第１面全測図
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第二章　検出遺構と出土遺物

１．第１面の遺構と遺物（図４～図 19）
現地表下約90cmの厚さで堆積していた現代埋土を重機によって掘り下げ、泥岩粒・泥岩・暗褐色弱

粘質土で構成された堅く締まった地業層上で第１面を検出した。第１面で検出した遺構は池状遺構１基・
溝１条・溝状土坑２基・土坑14基・ピット72穴である。数多くのピットを確認したが、現代の撹乱によっ
て遺構上層が削平を受けており、建物址を推定することは出来なかった。調査区の北側半分は池状遺構
が東西に走り、南側半分は南北に走る溝によって分断されていた。溝によって分断された地業の東側は
かわらけ細片を地業層内に多く含み、西側は炭化物を地業層内に多く含む。

出土遺物はかわらけ（ロクロ成形・手づくね成形）をはじめ、青磁、白磁、青白磁、黄釉、褐釉、瀬戸、
常滑、渥美、備前、東幡系、亀山、山茶碗、瓦、瓦器、土器、石製品（砥石・硯・滑石）、鉄製品、銭、
鉄滓、骨角製品、木製品、骨（獣骨）、貝、果核が見られた。第１面確認レベルは海抜約13.90mである。

・池状遺構（図５）
調査区北側で東西に走る遺構である。調査区外に遺構が延びるため規模は不明となった。長さ

775cm・幅250 ～ 310cm・深さ85cmを測り、断面逆台形を呈する。底面レベルは東西にほぼ水平であっ
た。遺構プラン確認時には形状から河川あるいは溝を想定して掘り進めていったが、遺構覆土の堆積状
況、含有物からは河川、あるいは溝を想定できず、遺構名を池状遺構とした。覆土内には新旧の遺物が
混在しており、長い間開口していた様子が窺える。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物・焼土粒を含む暗
褐色弱粘質土。土層堆積の記録は図３を参照していただきたい。
・出土遺物（図６～図10）

１～ 39はかわらけ、39は白かわらけ、40は瓦器碗、41 ～ 44は青磁碗、45 ～ 47は白磁口兀皿、48
～ 50は白磁皿、51 ～ 53は白磁壷、54は青白磁梅瓶、55は青白磁壷、56は青白磁器種不明、57は青白
磁梅瓶蓋、58は青白磁水注、59は青白磁香炉、60は天目茶碗、61 ～ 64は褐釉壷、65 ～ 69は瀬戸入子、
70・71は縁釉小皿、72・73は瀬戸皿、74 ～ 76は瀬戸碗、77 ～ 79は瀬戸折縁皿、80 ～ 84は瀬戸卸皿、
85は瀬戸底卸目皿、86は瀬戸瓶子、87は瀬戸水注、88 ～ 90は瀬戸瓶子、91 ～ 97は常滑甕、98は常滑
片口鉢Ⅰ類、99 ～ 103は常滑片口鉢Ⅱ類、104は備前擂鉢、105・106は東幡系鉢、107 ～ 110は瓦器質
火鉢、111は土風炉、112 ～ 114は吉備系土器碗、115・116は瓦器碗、117は不明陶器、118・119は瓦、
120 ～ 122は常滑甕・転用品、123 ～ 125は石製品・砥石、126は碁石か、127 ～ 129は銭、130 ～ 177
は木製品・130 ～ 133は箸状、134・135は折敷、136 ～ 138は円盤状、139 ～ 142は串状、143は草履芯、
144 ～ 149は棒状・籌木か、150は火付棒か、151・152は串状、153 ～ 175は用途不明、176・177は形
代。その他に手づくね成形かわらけ・白かわらけ・渥美甕・備前擂鉢・亀山甕・火鉢（土器質）・土器碗・
石製品硯・骨・果核が破片で出土している。
・溝１（図11）

調査区南側で南北に走る溝である。北は池状遺構に切られ、南は調査区外に延びてしまっているため
規模は不明。長さ900cm・幅175 ～ 197cm・深さ56 ～ 70cmを測る。断面逆台形を呈する。流下方向は
不明。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図11・図12）

１～ 41はかわらけ、42は青磁鎬蓮弁文碗、43は青磁香炉か、44は白磁口兀皿、45は白磁皿、46は
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図５　第１面・池状遺構
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図６　第１面・池状遺構出土遺物（１）
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図７　第１面・池状遺構出土遺物（２）
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図８　第１面・池状遺構出土遺物（３）

108 109 110

111

112 113 114

115 116 117

118

119

120

121

122 123

124

125

126

127 128

129

〈銭・原寸〉
0 10cm

（S＝1/3）



− 190 −

図９　第１面・池状遺構出土遺物（４）
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瀬戸平碗、47は縁釉小皿、48は瀬戸折縁小皿、49・50は瀬戸卸皿、51は山茶碗、52は常滑甕、53・54
は常滑片口鉢Ⅱ類、55は備前擂鉢、56は亀山甕、57は瓦器質火鉢、58は石製品硯、59は石製品砥石、
60 ～ 63は鉄製品釘、64は鉄製品鍋、65 ～ 68は銭。その他にかわらけ・瀬戸器種不明・常滑甕・常滑
片口鉢Ⅰ類、Ⅱ類・亀山甕・土器質火鉢が破片で出土している。
・土坑４（図15）

調査区外に遺構が延び規模は不明。長軸144cm・短軸（67）cm・深さ42cmを測る。遺構覆土は泥岩粒、
泥岩を含む灰褐色弱粘質土。出土遺物はかわらけが破片で出土している。
・土坑６（図13）

図10　第１面・池状遺構出土遺物（５）
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図11　第１面・溝１・ピット20・溝１出土遺物（1）
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長軸73cm・短軸64cm・深さ19cmを測り、円形を呈する。底面に常滑甕が据えられていたが、現代
埋土によって遺構上部は大きく削平を受けていた。甕の口縁部の形状が２種類出土している。遺構覆土
は泥岩粒・炭化物を含む暗灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図13）

１～７は常滑甕、８は亀山甕、９・10は瓦器質火鉢、11は石製品硯。その他にかわらけ・鉄製品不
明が破片で出土している。
・土坑７（図15）

長軸113cm・短軸95cm・深さ11cmを測り、楕円形を呈する。遺構内にピット49、ピット70を有する。

図12　第１面・溝１出土遺物（２）
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図13　第１面・土坑６・出土遺物
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遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む灰褐色弱粘質土。出土遺物は、かわらけ・常滑甕・瓦器質火鉢
が破片で出土している。
・土坑８（図15）

土坑11・ピット62・ピット63を切る。長軸126cm・短軸115cm。深さ24cmを測り、楕円形を呈する。
遺構覆土は泥岩粒・泥岩を含む明茶灰色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕が破片で出土している。
・土坑11（図15）

土坑８に切られる。長軸（70）cm・短軸72cm・深さ13cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は微量
の泥岩粒を含む茶褐色弱粘質土。遺物は出土していない。
・土坑12（図15・図16）

土坑13・土坑15を切る。長軸67cm・短軸55cm・深さ24cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩・
褐鉄を含む灰茶色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

４・５はかわらけ。６は常滑甕。
・土坑13（図15）

土坑12・土坑14に切られる。長軸79cm・短軸（40）cm・深さ14cmを測り、楕円形を呈する。遺構底
部に不整形な砂質凝灰岩が遺存する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物多量を含む灰褐色弱粘質土。遺
物はかわらけが破片で出土している。
・土坑14（図15）

土坑13を切る。長軸53cm・短軸（38）cm・深さ19cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・
褐鉄・炭化物多量を含む灰褐色弱粘質土。遺物はかわらけ・常滑甕・山茶碗が破片で出土している。
・土坑15（図15・図16）

遺構12に切られる。長軸54cm・短軸（47）cm・深さ10cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は。泥岩粒・
泥岩を含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

７は常滑甕。
・土坑40（図14）

調査区外に遺構が延びているため規模は不明となった。深さ55cmを測る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・
炭化物を含む灰褐色弱粘質土。遺構底面に常滑の甕が据えられていたが、甕上部は大半が散逸し遺存し
ていなかった。
・出土遺物（図14）

１はかわらけ、２は常滑甕。その他に遺物は出土していない。
・溝状土坑１（図15）

東西に延びる溝状の土坑である。ピット21に切られる。遺構の西側は調査区外に延びてしまい規模
は不明。長さ330cm・幅25 ～ 28cm・深さ５～ 10cmを測る。遺構覆土は泥岩粒、泥岩、炭化物を含む
茶褐色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
・溝状土坑２（図15）

遺構の東は溝１に切られ、西は調査区外に遺構延びてしまっていたために規模は不明。長さ（412）
cm・幅57 ～ 65cm・深さ25 ～ 32cm。底面レベルが東に向かって緩やかに下がることを確認した。遺構
覆土は泥岩粒、炭化物を含む暗灰褐色弱粘質土。出土遺物はない。
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・溝状土坑３（図15・図16）
溝状土坑１に切られる。長さ（100）cm・幅（48）cm・深さ19cm。遺構覆土は泥岩粒、泥岩、炭化物

を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

１はかわらけ・２は常滑甕・３は石製品硯。
・ピット８（図15・図16）

ピット24・ピット41を切る。長軸43cm・短軸40cm・深さ17cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

８はかわらけ・９は天目茶碗。
・ピット20（図11）

長軸45cm・短軸35cm・深さ６cmを測り、楕円形を呈する。遺構中央に方形に残る堆積土があり、
堆積土四周に薄く木質が残存していた。柱痕であったと考えている。柱は約17cm×17cmを測る大型の
柱であった。遺構覆土は泥岩粒、・炭化物・褐色有機質土を含む暗褐色弱粘質土。遺物はかわらけ・常
滑甕・鉄製品不明が破片で出土している。
・ピット21（図15）

溝状土坑１、ピット22を切る。長軸47cm・短軸42cm・深さ20cmを測り、円形を呈する。遺構覆土
は泥岩粒を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
・ピット22（図15）

遺構21に切られる。長軸45cm・短軸（30）cm・深さ18cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒
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14.00m

0 1m
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2

0 10cm
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図14　土坑40・出土遺物
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図15　第１面個別遺構図
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溝状1　土層注記

1．茶褐色粘質土
1～3cmの土丹・炭・かわらけ片を含む

2．灰褐色粘質土
細かい土丹粒・炭を含む
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を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ、常滑甕が破片で出土している。
・ピット24（図15）

ピット８に切られる。長軸47cm・短軸38cm・深さ18cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩を含む灰褐色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
・ピット32（図15）

ピット33・ピット34・ピット47を切る。長軸（45）cm・短軸（32）cm・深さ14cmを測る。遺構覆土
は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む灰褐色弱粘質土。遺物はかわらけが破片で出土している。
・ピット33（図15）

ピット32・ピット47に切られる。長軸35cm・短軸（24）cm・深さ15cmを測り、楕円形を呈する。遺
構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物多量を含む灰褐色弱粘質土。遺物は出土していない。
・ピット34（図15）

ピット32に切られる。長軸44cm・短軸（28）cm・深さ12cmを測り。楕円形を呈する。遺構覆土は泥
岩粒・泥岩・炭化物を含む灰褐色弱粘質土。遺物は土製品器種不明が破片で出土している。
・ピット41（図15）

ピット８に切られる。長軸48cm・短軸（24）cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩
を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけと白かわらけが破片で出土している。
・ピット47（図15・図16）

ピット32に切られる。長軸43cm・短軸（42）cm・深さ５cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩・炭化物・暗灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

10はかわらけ。その他に常滑甕・瓦が破片で出土している。
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図16　第１面・遺構出土遺物
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・ピット49（図15・図16）
長軸48cm・短軸30cm・深さ25cmを測り、楕円形を呈する。ピット70を切る。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・

炭化物を含む暗灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

11は骨角製品。
・ピット52（図15・図16）

ピット55を切る。長軸65cm・短軸65cm・深さ12cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥
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図17　第１面・面上出土遺物



− 200 −

岩を含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

12はかわらけ。
・ピット55（図15）

ピット52に切られる。長軸（38）cm・短軸34cm・深さ14cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥
岩粒・泥岩・炭化物を含む灰褐色弱粘質土。遺物は出土していない。
・ピット56（図15・図16）

土坑４に切られる。長軸39cm・短軸（35）cm・深さ18cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

13は備前擂鉢。その他にかわらけが破片で出土している。
・ピット61（図15・図16）

長軸36cm・短軸30cm・深さ９cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含
む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図16）

14・15はかわらけ。その他に土器質火鉢が出土している。
・ピット62（図15）

土坑８に切られる。長軸32cm・短軸（28）cm・深さ10cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒
少量を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物はない。
・ピット63（図15）

土坑８に切られる。長軸28cm・短軸（15）cm・深さ10cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒
少量を含む茶褐色弱粘質土。出土遺物はない。
・ピット65（図15）

溝状土坑２を切る。長軸44cm・短軸（32）cm・深さ13cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
炭化物を含む灰褐色弱粘質土。出土遺物はない。
・ピット70（図15）

ピット49に切られる。長軸39cm・短軸37cm・深さ38cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩を含む暗灰色弱粘質土。遺物はかわらけ、常滑甕が破片で出土している

・第１面面上出土遺物（図17）
第１面の遺構精査時に出土した遺物である。
１～ 10はかわらけ。11は青磁折腰皿・12は白磁印花文皿・13は褐釉壷・14は瀬戸器種不明・15は

瀬戸折縁皿・16は瀬戸壷・17は瀬戸卸皿・18は瀬戸底卸目皿・19は瀬戸碗・20は瀬戸縁釉小皿・21 ～
23は常滑片口鉢Ⅱ類・24・25は瓦器質火鉢・26は瓦転用品・27は石製品硯・28は滑石鍋転用品・29 ～
31は鉄製品釘・32は須恵器甕転用品。

・第１面構成土出土遺物（図18～図19）
第１面検出後、第２面掘り下げ時に出土した遺物である。
１～ 35はかわらけ・36は白かわらけ・37は青磁鎬蓮弁文碗・38は青磁皿・39 ～ 40は青磁折縁鉢・
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図18　第１面構成土出土遺物（１）
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41は青白磁合子蓋・42 ～ 44は瀬戸入子・45 ～ 46は瀬戸折縁皿・47 ～ 50は瀬戸卸皿・51は瀬戸壷・
52は瀬戸水注・53は常滑壷・54は常滑甕・55 ～ 62は常滑片口鉢Ⅱ類・63は備前擂鉢・64は東幡系鉢・
65は亀山甕・66は瓦器質火鉢・67は平瓦・68は瓦器質燭台の脚・69は土器質壷・70はかわらけ転用品・
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図19　第１面構成土出土遺物（２）
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図20　第２面全測図
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71は滑石製鍋転用品・72は石製品硯・73 ～ 76は石製品砥石・77はチャート・78 ～ 79は鉄製品釘・80
～ 83は銭。

２．第２面の遺構と遺物（図 20 ～図 24）
第２面は泥岩粒・泥岩を含む堅く締まった地業層上で検出したが、大型の不整形な泥岩が地業土に多

く混入し、やや雑な印象を受ける。発見した遺構は溝状土坑１基・土坑９基・ピット69穴である。検
出したピットの多くは、第１面で検出した南北に走る溝１の東側に集中する。また、地業の様相は第１
面同様に溝１の東側はかわらけ細片を地業層内に多く含み、西側は薄い炭化物層が地業全体に広がり、
やや大型の不整形な泥岩が地業層上に散逸する粗い地業であった。出土遺物はかわらけ（ロクロ成形・
手づくね成形）をはじめ、白磁、青白磁、瀬戸、常滑、渥美、山茶碗、瓦、石製品（砥石・硯）、鉄製品、
銭が見られた。第２面確認レベルは海抜約13.60mである。

・溝状土坑４（図22）
土坑25、ピット115に切られる。長軸（52）cm・短軸28cm・深さ18cmを測る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・

炭化物少量を含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図22）

１～２はかわらけ。
・土坑17（図21）

第１面で検出した南北に走る溝１の西側で確認した遺構である。長軸247cm・短軸138cm・深さ10
～ 15cmを測る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩多量・炭化物多量を含む暗灰色弱粘質土。深度は浅い遺構であっ
たが、覆土内にかわらけが大量に含まれ意図的にかわらけを廃棄したと思われる。
・出土遺物（図21）

１～ 21はかわらけ・22は白磁壷・23 ～ 25は常滑片口鉢Ⅱ類・26はかわらけ転用品・27は鉄製品釘・
28は銭。図示したかわらけは22点だが、その他に破片でかわらけ145個、瓦、骨（獣骨）、貝が出土し
ている。
・土坑22（図22）

長軸78cm・短軸58cm・深さ24cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒多量・泥岩を含む暗
灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図22）

３～４はかわらけ。その他に破片で土器質火鉢が出土している。
・土坑24（図22）

ピット109を切る。長軸64cm・短軸61cm・深さ17cmを測り、不正円形を呈する。遺構覆土は泥岩を
含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図22）

５は白磁壷。その他に破片でかわらけが出土している。
・ピット71（図20）

遺構プランのみの確認であり、個別に図示は出来なかったが、遺構底面に安山岩を３個積み重ねた状
態を確認している。検出状況から第２面より上層の遺構であった可能性がある。出土遺物はない。
・ピット106（図22）
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長軸（37）cm・短軸30cm・深さ19cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は炭化物を多く含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図22）

６～７はかわらけ。
・ピット109（図22）

土坑24に切られる。長軸31cm・短軸（17）センチ・深さ７cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物はない。
・ピット122（図22）
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図21　第２面・土坑17・出土遺物
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長軸44cm・短軸40cm・深さ11cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は大型泥岩を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図22）

８～９はかわらけ・10は石製品砥石。
・ピット141（図22）

長軸50cm・短軸37cm・深さ７cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は炭化物を多く含む暗灰色弱粘質土。
遺構底部には不整形ではあったが砂質凝灰岩が遺存していた。
・出土遺物（図22）

11はかわらけ。その他に破片で常滑甕が出土している。

・第２面面上出土遺物（図23）
第２面精査時に出土した遺物である。
１～ 12はかわらけ・13は瀬戸皿・14は常滑壷・15は常滑片口鉢Ⅱ類・16 ～ 17は銭。
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図22　第２面・個別遺構図・出土遺物
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図23　第２面面上・構成土出土遺物（１）
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・第２面構成土出土遺物（図23・図24）
第２面検出後、第３面掘り下げ時に出土した遺物である。
１～ 68はかわらけ・69は青磁櫛掻文碗・70 ～ 71は褐釉壷、70は壷の耳環部分・72・73は瀬戸入子・

74は瀬戸折縁皿・75は瀬戸卸皿・76は瀬戸瓶子・77は常滑甕・78は常滑片口鉢Ⅰ類・79 ～ 81は常滑
片口鉢Ⅱ類・82は土器質火鉢・83はかわらけ・84は土製品、人形・85 ～ 86は石製品硯・87は石製品砥石・
88 ～ 89は鉄製品釘。

３．第３面の遺構と遺物（図 25 ～図 32）
第３面は泥岩粒・泥岩と共に炭化物を多く含む地業層上で検出した。発見した遺構は溝状１条・かわ

らけ集中出土１基・土坑９基・ピット40穴である。検出したピットの多くは、第２面同様に南北に走
る溝１の東側に集中する。地業の様相も第１面・第２面と同じく溝１の西側は薄い炭化物層が地業土全
体に広がり、一部約20cmの厚さで炭化物が厚く堆積する範囲を確認している。溝１の東側は西側に比
べて地業層内に炭化物の混入が少なく、地業土も西側に比べて泥岩細片を使った丁寧な地業であった。
出土遺物はかわらけ（ロクロ成形・手づくね成形）をはじめ、白磁、青白磁、瀬戸、常滑、渥美、山茶

図24　第２面構成土出土遺物（２）
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図25　第３面全測図
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碗、瓦、石製品（砥石・硯）、鉄製品、銭が見られた．また、かわらけは破片ではあるが面上から1480
個、構成土からは1366個が出土しており、地業土上あるいは、地業層内に数多くのかわらけが見えた。
第３面確認レベルは海抜約13.40mである。

・かわらけ集中出土遺構（図26）
第２面で確認した溝１西側の地業層上で検出した遺構である。地業の一環であった可能性もあるが、

調査過程でかわらけが第２面地業層を掘りこむ形で集中的に出土したため、遺構として報告している。
遺構南に広がる厚く炭化物が堆積する土層同様に、この遺構も多量の炭化物・泥岩粒と一緒にかわらけ
が出土している。
・出土遺物（図26）

１～ 16はかわらけ。17 ～ 19は鉄製品釘。図示したかわらけは大・小合わせて16点だが、その他に
破片で150個のかわらけが出土している。
・土坑26（図27）

溝２を切る。89cm・短軸65cm・深さ11cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒を含む暗灰
色弱粘質土。
・出土遺物（図27）

１～３はかわらけ。
土坑29（図27）

長軸77cm・短軸71cm・深さ23cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む
暗灰色弱粘質土。

図26　第３面・かわらけ集中出土遺構・出土遺物
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図27　第３面・個別遺構図・出土遺物（１）
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図28　第３面・個別遺構出土遺物（２）
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・出土遺物（図27）
・４～５はかわらけ。その他に破片で青磁器種不明が出土している。
土坑30（図27）

調査区外に遺構が延びてしまい規模は不明。長軸120cm・短軸（70）cm・深さ20cmを測る。遺構覆
土は泥岩粒・多量の炭化物を含む暗茶色弱粘質土。
・出土遺物（図27）

６～８はかわらけ。その他に破片で常滑甕が出土している。
・土坑31（図27）

土坑27を切る。長軸（70）cm・短軸（60）cm・深さ10cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
多量の炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図27）

９～ 16はかわらけ。その他に破片で常滑甕が出土している。
・土坑32（図27・図28）

溝２を切る。長軸86cm・短軸78cm・深さ10cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・炭化物
を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図28）

17 ～ 25はかわらけ。26は滑石鍋。
・土坑33（図27・図28）

調査区外に遺構が延びているため規模は不明。長軸140cm・短軸（122）cm・深さ10cmを測る。遺構
覆土は泥岩粒・多量の炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図28）

27 ～ 45はかわらけ。46の銭は五銖銭、出土数の少ない類である。
・ピット176（図27・図28）

ピット175に切られピット177を切る。長軸（38）cm・短軸（20）cm・深さ38cmを測り、楕円形を呈する。
遺構覆土は泥岩粒・泥岩・多量の炭化物を含む暗茶灰色弱粘質土。
・出土遺物（図28）

47は青磁鉢。
・ピット177（図27・図28）

ピット176に切られる。長軸（45）cm・短軸35cm・深さ25cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩・炭化物を含む暗茶灰色弱粘質土。
・出土遺物（図28）

48はかわらけ。その他に破片で常滑甕が出土している。
・ピット185（図27・図28）

長軸58cm・短軸48cm・深さ24cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・多量の炭化
物を含む灰色弱粘質土。
・出土遺物（図28）

49は常滑片口鉢Ⅱ類。その他に破片でかわらけが出土している。
・ピット190（図27・図28）

長軸40cm・短軸25cm・深さ24を測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・多量の炭化物を含む暗
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図29　第３面・面上出土遺物（１）
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図30　第３面面上出土（２）・炭化物層・第3面構成土（１）・出土遺物
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図31　第３面構成土出土遺物（２）
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灰色弱粘質土。
・出土遺物（図28）

50はかわらけ・51は瀬戸入子。
・ピット198（図27・図28）

長軸62cm・短軸47cm・深さ32cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・多量の炭化
物を含む茶灰色弱粘質土。
・出土遺物（図28）

52 ～ 53はかわらけ・54 ～ 55は銭。その他に破片で常滑甕・鉄製品釘が出土している。

・第３面面上出土遺物（図29・図30）
第３面精査時に出土した遺物である。
１～ 36はかわらけ・37は青磁鎬蓮弁文碗・38は白磁碗・39は白磁口兀皿・40は白磁皿・41は青白磁皿・

42は瀬戸入子・43 ～ 44は瀬戸卸皿・45は常滑甕・46 ～ 47は常滑片口鉢Ⅰ類・48 ～ 49は常滑片口鉢Ⅱ類・
50は土器質火鉢・51は瓦器質火鉢・52は常滑甕転用品・53は泥岩加工品・54は円盤状土製品・55は滑
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図32　第３面構成土出土遺物（３）
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図33　第４面全測図
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石製スタンプ片・56 ～ 58は石製品砥石・59 ～ 60は骨製品・61 ～ 65は鉄製品、61は腐食しており製
品明不明、62 ～ 65は釘・66 ～ 68は銭。

・第３面炭化物層出土遺物（図25・図30）
第３面面上東側で部分的にではあるが、約20cmの深さをもつ炭化物の厚い堆積層が、約4.8m ～ 3.0m

の範囲で広がることを確認した。地業の一環の可能性もあるが、地業層上でこの範囲に集中的に炭化物
が堆積していたことから、第３面面上出土遺物と分けて図示した。

69 ～ 98はかわらけ・99は青白磁梅瓶・100は山茶碗・101は常滑甕転用品・102は鉄製品釘・103 ～
104は銭。図示したかわらけは30点だが、その他に破片でかわらけが大・小合わせて367個と数多く出土し、
常滑甕・常滑片口鉢Ⅰ類・常滑片口鉢Ⅱ類が数点出土している。

・第３面構成土出土遺物（図30～図32）
第３面検出後、第４面掘り下げ時に出土した遺物である。
105 ～ 183はかわらけ・184 ～ 185は青磁碗・186は青磁鉢・187は白磁口兀碗・188は白磁皿・189

は青白磁梅瓶・190 ～ 193は瀬戸入子・194は瀬戸卸皿・195は常滑甕・196 ～ 197は常滑片口鉢Ⅰ類・
198 ～ 200は常滑片口鉢Ⅱ類・201 ～ 202は土器質火鉢・203はかわらけ質円盤・204は土器質片口鉢・
205は滑石鍋転用途中・206は滑石製スタンプ・207は石製品硯・208 ～ 211は石製品砥石・212 ～ 213
はチャート・214は加工痕の残る骨・215は骨製品、鞖あるいは化粧刷毛の軸か・216 ～ 219は銭・220
は串状木製品。

４．第４面の遺構と遺物（図 33 ～図 44）
第４面は少量の泥岩粒・炭化物を含む灰褐色弱粘質土上で遺構を検出した。泥岩粒・泥岩と共に炭

化物を含む堅く締まった地業土も部分的にではあるが確認している。発見した遺構は土坑５基・ピット
41穴である。遺構内に礎板が遺存するピット、遺構を伴わない礎板状の木製品を面上に多く確認したが、
建物址を推定することは出来なかった。また、調査区西壁中央辺で砂質凝灰岩の切り石が並び、石敷き
の床を持つ方形建物建築址を想定して調査を進めたが、西壁の堆積土層図からも建物址の壁が立ち上が
る事を確認できなかったため、全測図に位置を示すにとどまり、建物址としての報告をしていない。出
土遺物はかわらけ（ロクロ成形・手づくね成形）をはじめ、青磁、白磁、青白磁、黄釉、褐釉、瀬戸、常滑、
渥美、瓦、瓦器、火鉢、石製品（砥石・硯）、鉄製品、銭、木製品が見られた。第４面確認レベルは海
抜約13.20mである。

・土坑34（図34・図35）
長軸103cm・短軸（53）cm・深さ８cmを測り、円形を呈する。土坑の肩に砂質凝灰岩の切り石が置か

れたような状態で遺存していたが、土坑との関係は不明。遺構覆土はわずかに泥岩粒を含む暗茶褐色有
機質土。遺構覆土からはトイレ遺構であった可能性も考えられる。
・出土遺物（図35）

１は杭、全体に焼痕が残る。その他に破片でかわらけが出土している。
・土坑36（図34・図35）

長軸（75）cm・短軸75cm・深さ７cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・多量の炭
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化物を含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

２は手づくね成形白かわらけ・３は瀬戸壺。その他に破片でかわらけ・常滑甕が出土している。
・土坑38（図34・図35）

長軸61cm・短軸54cm・深さ25cmを測り、楕円形を呈する。
・出土遺物（図35）

４は木製品串状。
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図34　第４面個別遺構図
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・土坑39（図34・図35）
長軸（100）cm・短軸（65）cm・深さ７cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は炭化物・茶褐色有機

質土を含む暗褐色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

５は木製品、曲物の底板か。その他に破片でかわらけが出土している。
・ピット201（図34・図35）

長軸65cm・短軸54cm・深さ11cm、楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化
物を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

６はかわらけ。その他に破片で常滑片口鉢Ⅰ類が出土している。
・ピット202（図34）

長軸65cm・短軸52cm・深さ18cmを測り、楕円形を呈する。遺構底面に礎板と柱が遺存していた。
遺構覆土は泥岩粒・泥岩を含む暗灰色弱粘質土。図示できる遺物はなかったが、破片でかわらけが出土
している。
・ピット206（図34・図35）

長軸55cm・短軸39cm・深さ12cmを測り、楕円形を呈する。遺構底面に礎板が遺存していた。遺構
覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

７はかわらけ。
・ピット207（図34）

ピット208を切る。長軸40cm・短軸39cm・深さ20cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は多量の泥岩
粒・泥岩・微量の炭化物を含む暗灰色弱粘質土。図示できる遺物はなかったが、かわらけ・褐釉甕が破
片で出土している。
・ピット208（図34・図35）

ピット207に切られる。長軸37cm・短軸（18）cm・深さ19cmを測る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩を含
む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

８はかわらけ。
・ピット209（図34・図35）

長軸35cm・短軸28cm・深さ10cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含
む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

９～ 11はかわらけ。その他に破片で常滑甕・土器質火鉢が出土している。
・ピット213（図34・図35）

長軸54センチ・短軸54cm・深さ14cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩・炭化物を含む暗灰
色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

12は石製品硯。その他に破片でかわらけ・常滑甕が出土している。
ピット214（図34・図35）
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図35　第４面個別遺構出土遺物
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長軸45cm・短軸45cm・深さ19cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

13 ～ 14はかわらけ・15は青磁鉢。その他に破片で土器質火鉢が出土している。
・ピット216（図34・図35）

長軸68cm・短軸59cm・深さ９cmを測り、不正円形を呈する。遺構底面に礎板が遺存していた。遺
構覆土は泥岩粒・炭化物を含む灰茶色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

16 ～ 19はかわらけ・20はチャート。
・ピット217（図34・図35）

長軸48cm・短軸45cm・深さ14cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は多量の泥岩粒を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

21はかわらけ。その他に破片で常滑甕が出土している。
・ピット218（図34・図35）

長軸55cm・短軸（46）cm・深さ８cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は多量の泥岩粒・泥岩を含む
暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

22はかわらけ。
・ピット219（図34・図35）

長軸42cm・短軸39cm・深さ９cmを測り、円形を呈する。遺構覆土内の礎板が遺存していた。遺構
覆土は泥岩粒・多量の炭化物・多量の木片を含む灰茶色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

23は褐釉壷。その他に破片でかわらけが出土している。
・ピット225（図34・図35）

長軸62cm・短軸（52）cm・深さ７cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・多量の炭化物を含
む暗灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

24はかわらけ・25は瀬戸壷。
・ピット226（図34・図35）

長軸29cm・短軸20cm・深さ17cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は砂質凝灰岩細片を多く含む
暗茶灰色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

26はかわらけ。その他に破片で青白磁器種不明が出土している。
・ピット227（図34・図35）

調査区外に遺構が延びているために規模は不明。長軸39cm・短軸（24）cm・深さ10cmを測る。遺構
覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

27は白磁口兀皿・28は青白磁水注。その他に破片でかわらけが出土している。
・ピット228（図34・図35）

長軸63cm・短軸55cm・深さ18cmを測り、不正円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩を含む灰褐
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図36　第４面面上出土遺物（１）
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図37　第４面面上出土遺物（２）
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図38　第４面構成土出土遺物（１）
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図39　第４面構成土出土遺物（２）
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図40　第４面構成土出土遺物（３）
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図41　第４面構成土出土遺物（４）
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図42　第４面構成土出土遺物（５）

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197 198

0 10cm
（S＝1/3）



− 231 −− 230 −

図43　第４面構成土出土遺物（６）
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色弱粘質土。覆土内に不整形な砂質凝灰岩が遺存していた。
・出土遺物（図35）

29はかわらけ。30は墨書かわらけ（判読不能）。
・ピット229（図34・図35）

ピット221・ピット230を切る。長軸45cm・短軸42cm・深さ16cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆
土は泥岩粒・炭化物を含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

31は常滑片口鉢Ⅰ類。その他に破片でかわらけ・褐釉壷が出土している。
・ピット231（図34・図35）

長軸38cm・短軸37cm・深さ11cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒を含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

32はかわらけ・33は瓦器碗・34は石製品砥石。その他に破片でかわらけが出土している。
・ピット232（図34・図35）

長軸49cm・短軸44cm・深さ13cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む
灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図35）

35はかわらけ。

・第４面面上出土遺物（図36・図37）

図44　第４面構成土出土遺物（７）
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第４面精査時に出土した遺物である。１～ 57はかわらけ。58は青磁鎬蓮弁文碗・59は白磁口兀皿・
60 ～ 65は褐釉壷・66は瀬戸入子・67は常滑甕・68は土器質火鉢・69 ～ 70は吉備系土器碗・71は滑石鍋・
72は石製品硯・73は鉄製品釘・74は鉄製品刀子・75は銭・76は木製品杭・77は木製品建材・78 ～ 80
は木製品端材。

・第４面構成土出土遺物（図38～図44）
第４面遺構検出後、第５面掘り下げ時に出土した遺物である。
１～ 56はかわらけ・56は墨書かわらけ（判読不能）・57は手づくね・58は硬質な胎土と薄手の器壁を

持ち外面に稜が入る。在地ではみかけないタイプのかわらけ。59 ～ 64は青磁碗・65は青磁皿・66 ～
69は青磁折腰鉢・70は青磁鉢・71は青磁香炉・72は青磁梅瓶蓋・73 ～ 77は白磁口兀皿・78・80・81・
83は白磁皿・79・82は白磁碗・84は白磁合子・85は白磁香炉・86は青白磁香炉・87は青白磁器種不
明・88は褐釉香炉・89は瀬戸四耳壷・90は瀬戸入子・91 ～ 92は常滑甕・93 ～ 95は常滑壷・96 ～ 99
は常滑片口鉢Ⅰ類・100 ～ 102は常滑片口鉢Ⅱ類・103は尾張型片口鉢・104は瓦器質火鉢・105は土器
質火鉢・106は瀬戸内系土器・107はかわらけ質円盤・108 ～ 109は滑石鍋・110 ～ 112は石製品砥石・
113は貝製品碁石・114 ～ 116は石製品碁石・117は鉄製品釘・118は鉄製品鍵・119 ～ 124は銭・125は
骨製品笄・126はガラスか・127 ～ 132は漆器椀・133 ～ 135は漆器皿・136 ～ 228は木製品。・136は折
敷・137 ～ 154は箸・155は把手・156は曲物底板・157は下駄・158 ～ 165は草履芯・166 ～ 176は棒状・
177 ～ 185は串状・186 ～ 187は箆状・188 ～ 192は建材・193 ～ 196は杭・197は礎板・198 ～ 201は部
材・202 ～ 209は端材・210は刀子の柄・211 ～ 228は用途不明。

５．第５面の遺構と遺物（図 45 ～図 52）
第５面は調査区内で廃土を処理するために調査区を南北に二分割し、南側を廃土処理の場として使用

し、北側を調査対象とした。第５面は泥岩粒・泥岩細片を含む暗灰色弱粘質土の堅く締まった地業上で
遺構を検出した。発見した遺構は井戸１基・溝１条・溝状土坑１基・ピット56穴である。調査区のや
や南側で壁に沿って杭を打ち横板を止める構造を持つ溝（溝３）が、東西に調査区外に延びることを確
認している。調査区外に遺構が延び建物址を推定することは出来なかったが、遺構底面に礎板が遺存す
るピットを多く確認した。出土遺物はかわらけ（ロクロ成形・手づくね成形）をはじめ、青磁、白磁、
青白磁、褐釉、瀬戸、常滑、山茶碗、火鉢、瓦、石製品（砥石・硯）、鉄製品、銭が見られた。破片で
は面上および、遺構内からは手づくね成形かわらけの出土量に対してロクロ成形かわらけの出土量が勝
るが、構成土に至ると手づくね成形の出土量が勝る。第５面確認レベルは海抜約12.60mである。

・井戸１（図46）
ピット241に切られ、ピット281を切る。調査区外に遺構が延びてしまい規模は不明となった。また、

湧水が激しく遺構を掘り下げて詳細に確認することができなかったが、井戸であったと考えている。遺
構覆土は泥岩粒・泥岩を含む暗灰褐色弱粘質土。木片、褐色有機質土を多く含む。
・出土遺物（図46）

１～ 16はかわらけ・17 ～ 43は手づくね・44は白磁皿・45は常滑壷・46は常滑甕・47は常滑片口鉢
Ⅱ類・48はかわらけ転用品・49は木製品用途不明、錐柄か。その他に破片で青磁・獣骨・貝・果核と、
腐食した木片も多く出土した。
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図45　第５面全測図
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図46　第５面井戸１・P241・出土遺物
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図47　第５面・溝３・出土遺物（１）
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・溝３（図47・図48）
調査区外に遺構が延びてしまい規模は不明となった。長さ（600）cm・幅27 ～ 65cm・深さ８cmを測

る東西に延びる溝である。溝壁に合わせた横板を杭によって止めていたことが分かった。溝幅は上層の
遺構によって削平を受け一定ではないが、やや幅の狭い溝であったと思われる。流下方向は不明。遺構
覆土は泥岩粒・褐色有機質土を多く含む暗灰褐色弱粘質土。

図48　第５面溝３・出土遺物（２）
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・出土遺物（図47・図48）
１～ 11はかわらけ・12は常滑片口鉢Ⅰ類・13 ～ 28は木製品、13は折敷・14は曲物、祭祀用か・

15・16は棒状、籌木か・17は用途不明、筆架か・18は用途不明・19 ～ 28は杭。
・柱穴列１・２・３（図49）

第５面で検出した礎板を伴うピットの内、ピット間の距離・遺構覆土の観察から、柱穴列となりう
るものを掲載している。調査中を含めて建物址の推定を試みたが、調査区外に遺構が延びてしまい柱穴
列のみの報告となった。調査区北側で東西に並ぶ、柱穴列１のピット250とピット251の芯芯間距離は
200cm、柱穴列２のピット238・ピット252・ピット266の芯芯間距離はそれぞれ200cm。調査区南側で
東西に並ぶ、柱穴列３のピット270・ピット300・ピット301の芯芯間距離はそれぞれ200cmと、同一間
隔であった。柱穴列として報告したピット・ピット内出土遺物の詳細は後述している。

・溝状遺構５（図50）
調査区東で東西に延びる溝状の遺構である。調査区外に遺構が延びてしまい規模は不明。長さ（180）

cm・幅32cm・深さ５cmを測る。遺構覆土は褐色砂・茶褐色有機質土を含む暗灰色弱粘質土。出土遺物
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は腐食した木片のみであった。
・ピット238（図49）

柱穴列２のピットである。遺構覆土内に礎板が遺存していた。長軸51cm・短軸47cm・深さ32cmを測り、
円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・腐食した木片を含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図49）

１～２は木製品棒状。
・ピット241（図46）

井戸１を切る。長軸45cm・短軸44cm・深さ33cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒を含む
暗茶灰色弱粘質土。
・出土遺物（図46）

50はかわらけ・51は木製品草履芯。
・ピット250（図49）

柱穴列１のピットである。遺構底面に礎板が遺存していた。長軸35cm・短軸28cm・深さ26cmを測り、
円形を呈する。遺構覆土は腐食した木片を多く含む暗灰色弱粘質土。
・出土遺物（図49）

３は木製品草履芯。
・ピット251（図49）

柱穴列１のピットである。遺構底面に礎板が遺存していた。長軸37cm・短軸29cm・深さ15cmを測り、
円形を呈する。遺構覆土は泥岩・泥岩粒を含む暗灰色弱粘質土。遺物は破片でかわらけ・手づくねが出
土している。
・ピット252（図49）

柱穴列２のピットである。遺構底面に礎板が遺存していた。長軸40cm・短軸32cm・深さ11cmを測り、
円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩を含む暗茶灰色弱粘質土。遺物は出土していない。
・ピット263（図50）

調査区外に遺構が延びており規模は不明。長軸（57）cm・短軸（26）cm・深さ27cmを測る。遺構覆土
は泥岩粒を含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図50）

１・２は木製品棒状。炭化している。１は箸か。
・ピット264（図50）

ピット273を切る。長軸54cm・短軸40cm・深さ23cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・
泥岩腐食した木片を含む暗灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図50）

３は褐釉壷。
・ピット265（図50）

調査区外に遺構が延びてしまい規模は不明。長軸38cm・短軸（22）cm・深さ21cmを測り、円形を呈する。
遺構覆土は泥岩粒・泥岩を多く含む灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図50）

４は木製品串状。その他に破片でかわらけが出土している。
ピット266（図49）
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柱穴列２のピットである。長軸33cm・短軸32cm・深さ21cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥
岩粒を含む灰褐色弱粘質土。覆土内に礎板状の木片が遺存していた。
・出土遺物（図49）

４は木製品礎板状。その他に破片でかわらけが出土している。
・ピット270（図49）

柱穴列３のピットである。ピット271を切る。遺構底面に礎板が遺存していた。長軸（35）cm・短軸
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図51　第５面面上・構成土出土遺物（１）
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28cm・深さ７cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒を多く含む暗灰色弱粘質土。出土遺物はない。
・ピット271（図45）

ピット270に切られる。長軸（23）cm・短軸（20）cm・深さ11cmを測り、楕円形を呈する。遺構底面
に礎板が遺存していた。遺構覆土は泥岩粒を含む暗灰色弱粘質土。個別に図示はしていない。出土遺物
はない。
・ピット281（図50）

井戸１に切られる。長軸38cm・短軸33cm・深さ33cmを測る。遺構覆土は泥岩粒・泥岩微量を含む
暗灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図50）

５は骨製品遊具、駒。
・ピット283（図50）

溝３に切られる。遺構底面に礎板が遺存する。長軸43cm・短軸35cm・深さ24cmを測り、楕円形を呈する。
遺構覆土は泥岩粒を多く含む暗灰褐色弱粘質土。
・出土遺物（図50）

６は木製品棒状。その他に破片でかわらけ・常滑甕が出土している。
・ピット291（図50）

長軸32cm・短軸32cm・深さ26cmを測り、円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒・泥岩・腐食した木片
を含む暗灰色砂質土。
・出土遺物（図50）

７は木製品折敷。
・ピット292（図50）
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図53　第６面全測図
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長軸51cm・短軸44cm・深さ30cmを測り、円形を呈する。杭が遺存していた。遺構覆土は暗灰色砂質土。
・出土遺物（図50）

８は木製品杭。
・ピット300（図49）

柱穴列３のピットである。遺構底面に礎板が遺存していた。長軸39cm・短軸33cm・深さ7cmを測り、
円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒を含む暗灰色砂質土。遺物は出土していない。
・ピット301（図49）

柱穴列３のピットである。遺構底面に礎板が遺存していた。長軸45cm・短軸45cm・深さ10cmを測り、
円形を呈する。遺構覆土は泥岩粒を含む暗灰色砂質土。遺物は出土していない。

・第５面面上出土遺物（図51）
第５面精査時に出土した遺物である。
１～３はかわらけ・４～５は手づくね、５は外底面に墨書あり・６は滑石鍋加工途中・７は鉄製品釘・

８～ 18は木製品、８～ 10は箸状・11は杭・12 ～ 18は用途不明。

・第５面構成土出土遺物（図51・図52）
第５面遺構検出後、第６面掘り下げ時に出土した遺物である。
19 ～ 21はかわらけ・22 ～ 34は手づくね・35 ～ 38は青磁碗・39は白磁口兀皿・40は白磁壷・41は

青白磁合子・42は青白磁壷・43は黄釉盤・44 ～ 45は褐釉壷・46は常滑甕・47は常滑片口鉢Ⅱ類・48
は瓦器碗・49はかわらけ転用品・50は瓦・51 ～ 57は木製品、51は棒状・52は礎板・53 ～ 57は用途不明。

６．第６面の遺構と遺物（図 53 ～図 55）
第６面以下は調査区内にトレンチを設け確認した。泥岩粒・泥岩細片を含む暗灰色弱粘質土の地業上

で発見した遺構はピット５穴である。後述するピット302には杭が、その他のピットには礎板が遺存し
ていた。出土遺物はかわらけ（ロクロ成形・手づくね成形）をはじめ、青磁、白磁、青白磁、黄釉、褐釉、
瀬戸、常滑、瓦器、土製品、瓦、石製品（砥石・硯）、鉄製品が見られた。破片では面上および、遺構
内からはロクロ成形かわらけの出土量に対して手づくね成形かわらけの出土量が多く、構成土に至ると
手づくね成形のかわらけ出土量がより多くなる。第６面確認レベルは海抜約12.25mである。

・ピット302（図54）
長軸63cm・短軸47cm・深さ33cmを測り、楕円形を呈する。覆土内に杭が遺存していた。杭の先端

には焼痕が残っていた。遺構覆土は泥岩・泥岩粒を多く含む暗灰色砂質土。
・出土遺物（図54）

１～３は手づくね・４は青磁皿。

・第６面構成土出土遺物（図54・図55）
５～８はかわらけ・９～ 22は手づくね・22は白かわらけ・23 ～ 25は青磁碗・26は瀬戸壷・27は常

滑片口鉢Ⅰ類・28は瓦・29はふいごの羽口・30 ～ 37は木製品、30は曲物・31は用途不明・32は箸・
33 ～ 35は用途不明・36は部材・37は柱。
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図54　第６面　個別遺構・構成土（１）出土遺物
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７．第７面の遺構と遺物（図 56・図 57）
第７面は泥岩粒・泥岩・炭化物を含む黒灰色弱粘質土上で遺構を検出した。発見した遺構は溝１条・

ピット４穴である。第７面検出後に土層堆積を観察すると、第６面と第７面の間に地業層があることが
分かった。第７面遺構として報告している溝や、面上に散逸する礎板・杭等の板材は、第７面上層の遺
構であったことを確認している。第７面確認レベルは海抜12.00mである。

・溝４（図57）
トレンチ内を東西に走る溝である。杭によって溝壁に沿った横板を固定していることを確認した。溝

幅（30 ～ 50）cm・深さ14cmを測る。遺構覆土は灰褐色砂質土・炭化物を含む暗褐色弱粘質土。
・出土遺物（図57）

１～４はかわらけ・５～６は手づくね・７～８は木製品、７は端材・８は串状。
・ピット303（図57）

長軸41cm・短軸（33）cm・深さ23cmを測り、楕円形を呈する。ピット304を切る。遺構覆土内に礎
板が遺存していた。遺構覆土は多量の泥岩粒・貝砂を含む暗褐色弱粘質土。
・出土遺物（図57）

９はかわらけ。
・ピット304（図57）

ピット303に切られる。長軸（34）cm・短軸32cm・深さ24cmを測り、楕円形を呈する。遺構覆土は
多量の泥岩粒を含む暗灰色弱粘質土。遺物は破片でかわらけが出土している。
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図55　第６面　構成土出土遺物（２）
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図56　第７面全測図
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図57　第７面個別遺構・面上出土遺物
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・第７面面上出土遺物（図57）
10 ～ 13はかわらけ・14 ～ 23は手づくね・23は墨書あり・24は青磁碗・25 ～ 28は木製品・25は下駄・

26 ～ 28は用途不明。

・表土採集遺物（図58）
調査区内表土、および廃土山などから採集した遺物である。
１～４はかわらけ・５は青磁鉢・６～７は褐釉壷・８は瀬戸入子・9は瀬戸卸皿・10は瀬戸折縁皿・

11は瀬戸瓶子・12は常滑片口鉢Ⅰ類・13は男瓦・14は滑石鍋・15は鉄製品釘・16は木製品杭。　
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図58　表土採集遺物
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第三章　まとめ

本調査地点一帯は、源頼朝が大倉の地に造営した御所の西門に当たることから「西御門」の地名が残
る地域である。大倉幕府は、「西御門」のほか「東御門」「南御門」の地名からおおよその範囲が推定され
ており、北限を頼朝の墓が建つ丘陵下の東西道、南限を筋替橋から六浦へ向かう道（現県道金沢鎌倉線）、
東限を二階堂大路への分岐点から東御門川に沿い、西限は筋替橋から小町大路の延長線上に北上する西
御門川沿いが、その範囲であったと考えられている。

筋替橋より北に延びる西限の道は、明治期の神奈川師範学校（現横浜国立大学付属小学校）設立に伴っ
て失れているが、本調査地点はこの道と大倉幕府北限の道が交錯する幕府北西角となる場所に隣接する。
調査地南に接する道路を西に向かったところには、赤橋北条氏から足利氏へと嫁いだ清江禅尼の菩提寺
である禅宗の保寿院（廃寺）があり、大臣山を背に抱えている。また調査地西側の道路を北に向かえば
時宗来迎寺へと行きつく。この付近にはもと禅宗の太平寺や真言系の大門寺があったという。大門寺と
いう寺名は付近に大きな門が存在したことを示唆するとの指摘がある。本調査地点は保寿院跡、来迎寺
へと続く道路の辻となる場所に近く、重要な地点であることが窺える。

また西御門の辺りは大倉の御所に近いためか、三浦義村ほか天野景村や後藤基綱など有力御家人の屋
敷が存在したといわれている。特に後藤氏からは大門寺に住する僧侶が出ており、当地域との関係が深
い。以下、発見した遺構・遺物について簡単なまとめを行う。

検出した遺構と遺物
本調査では第１面から第７面までを検出したが、建築予定建物の構造上、家屋面積全体を調査したの

は第４面までであり、第５面以降は範囲を縮小した北側1/3ほどの面積において調査を行なった。また
第６面以降は調査の安全を考慮し、トレンチでの調査を実施した。なお掘削深度との兼ね合いにより第
７面で調査を終了したため、中世地山を確認するには至っていないことを明記しておく。

　
第１面で検出した遺構は少なくとも２時期の遺構が切り合っており、多くのピットを発見したにもか

かわらず、建築址を想定することはできなかった。生活面を構成する地業は破砕泥岩を敷き詰めた版築
がなされており、各種遺構を切る形で溝１と池状遺構が掘削されている。池状遺構は用途不明の遺構で
あり池である確証はないが、溝とするには大型であるため付した名称である。東西に流れる流路なのか
もしれないが、東西での高低差は確認できなかった。池状遺構は遺物から見れば15世紀後半～ 16世紀
ごろまで存続したと考えられ、本調査地点中最も新しい遺構である。なお溝１も同様の時期に掘削され
たものとみられる。溝１を挟んだ東西の地業には版築の構成土に明らかな違いがあり、第３面の溝２が
同じような位置にあることから見ても、前時代の区画が踏襲されていた可能性が考えられる。また溝１
と溝状土坑１・２・３で囲まれた範囲がみられるが、区画されたものとみるか判断は難しい。この面の
出土遺物は特に池状遺構から多く出土し、舶載や瀬戸製品、特に袋物の多さが目立つ。１面の年代は出
土遺物から概ね15世紀代の年代を与えている。溝１と池状遺構の出土遺物には大窯製品や16世紀に至
る常滑製品までが散見されることから、１面存続期間以降に掘削された可能性も否定できない。のちに
調査区全面が削られたため、同じ面での検出となったと考えられる。
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第２面は２時期が切り合っている。調査区全面の地業には破砕泥岩を敷き詰めた版築がなされる。上
の面から掘削された溝１を挟んだ東西の区画で検出されるピット数などに明らかな差異が見られ、第２
面の時代に第１面溝１と同様の溝が存在したことを窺わせる。溝１西側はピットが少なく凝灰岩片が多
く散乱することから、これらを使用した建築物が存在したのかもしれないが、検出遺構から位置を想定
することはできない。第２面の年代は出土遺物から概ね14世紀代の年代を与えている。

また第２面で特筆すべき出土遺物は土製人形（図24−84）であろう。神奈川県立歴史博物館館長の薄
井和男氏より巫女で間違いないだろうとのご意見をいただいた。後ろ髪が表現されないのは襟の中に入
れて背中には垂らさないためで、手に持つものについては不明とのこと。なにか儀式用の品であろうか。
造作は確実に職人の手によるもので、使用用途も玩具ではなく神事に用いたのではないかという。顔は
墨で書いておらず、ヘラで切った様子もない。制作年代も室町期になるともっとぼてっととした印象に
なるようで、鎌倉時代後半で良いのではないかと判断されている。

第３面は３時期が切り合っている。調査区全面の地業には破砕泥岩を敷き詰めた版築がなされる。調
査区を南北に走る溝２によって区画された東西で遺構の数に違いが見られる。この溝２が第１面溝１ま
で踏襲される区画溝と判断される。溝２で隔たれた西側はピット数が少ないのに対し、東側ピット数は
多く東西区画での差が見られる。東区画の中央には広範囲に炭化物が広がり、隣接するようにかわらけ
が集中廃棄されていることは、地鎮や祭祀などの行事が行われた痕跡である可能性を想起させる。第２
面では炭化物範囲と同様の位置に大型の土坑17が検出されているのもこれに関連しているのであろう
か。同位置での建て替えと祭祀などが行われたようにも見える。なお、第３面で特筆すべき遺物に五銖
銭がある。鎌倉での出土例は管見の限り初めてのことである。また口径17㎝を超える特大のかわらけ
皿も出土している。第３面の年代は出土遺物から概ね14世紀前半ごろの年代が与えられる。

第４面は２時期が切り合っている。地業は他の生活層に比べて弱く、上層で見られた溝と区画も、当
生活面では見られない。また底部に礎板を敷いたピットが一定数検出されたものの、建物規模の想定に
は至らなかった。上層と比べて土地利用に大きな差があり、第１面池状遺構の南面あたりにピットが集
中する。また、調査区中央西端に切石を並べた遺構が検出されている。第１面から第２面への掘り下げ
時に、近い位置から礎石が計４基重なって検出されており、建物の造り替えが同じ位置で行われていた
ことを示すものと考えているが、この切石列も関係する可能性が高い。切石が東側に延びる様子は見ら
れず、切石を用いた建物は西側に延びるものと考えられる。あるいは大倉幕府北西角となる辻に接する
建物の一部となる可能性もあろう。第４面の年代は出土遺物から概ね14世紀初頭ごろの年代が与えら
れる。

第５面は建設予定建物の構造上、範囲を縮小した北側1/3ほどの面積で調査を行なっている。遺構は
３時期が切り合う。地業は破砕泥岩を用いた強固な版築がなされており、多くのピットと溝、井戸など
を検出したが、建物の想定には至っていない。調査区北壁に沿って水抜きのための溝を掘った際に東西
２間分となる伊豆石を３基検出した。北面に延びる建物と想定できる。井戸１もこれに付属するもので
あろうか。また調査区南壁に沿って礎板を有するピットを３基検出し、南面に延びる建物と想定してい
る。この２つの建物は調査区中央のやや南寄りを東西に走る溝３によって隔たれており、あるいはここ
に区画があるとも考えられる。２つの建物は構造こそ違うものの同じ方向軸で建てられている。この方
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向軸は溝３にも共通するが、調査区の南に接する現代の東西道の軸線とは一致せず、この時代に南面し
ていた東西道の軸線を導き出す手がかりにもなると考えられる。また、この面より出土遺物に手づくね
かわらけが含まれるようになる。第５面の年代は出土遺物から概ね13世紀後半ごろの年代が与えられる。
なお井戸１は掘削深度の制限により完掘していない。

第６面以下は調査の安全を考慮しトレンチのみの調査となった。地業は破砕泥岩を用いた地盤で、遺
構の切合いは見られない。狭い範囲であるため検出された遺構は少なく、生活面の様相は不明瞭である。
ピットには柱や礎板が残存する。

第７面は最終調査面である。掘削深度超過のため調査を終えたが、中世地山の検出には至らなかった。
トレンチ調査のため検出した遺構は少ないが、地業は破砕泥岩を用いた地盤にピットや建材を確認して
いる。東西に延びる溝４は小規模ながら土地の区画を考える上で重要な遺構になるだろう。第７面の年
代は第６面と合わせて出土遺物から概ね13世紀前半～中ごろの年代が与えられる。

遺構の変遷
面積の限られた調査であるため、限られた空間内での様相しか提示することができないが、第７面ま

での生活層から、およそ13世紀前半～ 15世紀代、場合によっては16世紀に至るまでの土地利用を確認
することができた。地業は破砕泥岩を用いた強固な造成が繰り返され、14世紀前半代より調査区の東
西で区画された様相も窺える。この区画は15世紀まで踏襲されたと見るべきであろう。なお、生活層
は調査した面からさらに下層にも広がっているとみられ、鎌倉時代初期から土地が利用されていたもの
と推定される。

13世紀前半から後半まで掘立柱建物が造り替えられていたようであるが、13世紀後半には礎石建物
も建造される。井戸も付属し居住空間であったことが推測される。また、少なくとも14世紀初頭まで
には建造されていた切石を伴う建物は、調査区より西側に立っていたと見られ、筋替橋から北に延びる
大倉幕府西限の道と、頼朝法華堂の下を東西に走る北限の道が交錯する辻に位置した建物の一部である
可能性もある。建物の性格は不明だが、盤石な基礎を有する高級な建築物が存在したことを窺わせる。
この建物のすぐ東隣には掘立柱建物が存在したと見られ、調査区の南に接する道路から少し奥まった位
置に建物が並ぶ様相が垣間見える。14世紀前半には調査区の東西が区画され、活用状況に差が見られる。
奥まった場所から南に接する道路までの空閑地に柱穴が多く並ぶようになり、土地利用にも前代から大
きく変わるように見受けられる。この区画は15世紀代まで踏襲され、１面の溝１へとつながる。また
時期を同じくして調査区北側に池状遺構が掘られる。この遺構の用途は不明であるが、15世紀代に舶
載の壺・水注や瀬戸製品の袋物が少なからず出土する様相は、鎌倉幕府滅亡以降に有力者による土地利
用があったことを窺わせる。大倉は御所が移転する嘉禄元年（1225）までは幕府中心地であったが、移
転後は活用されない土地となったかといえば、そうではない。三浦一族は宝治元年（1247）に滅亡して
いるがそれまでは代々の土地に住み続け、後藤一族のように西御門の寺院に僧侶を輩出する家もある。
また足利尊氏は鎌倉幕府滅亡後に大倉に居を構えたともいい、多く移転を行った鎌倉公方の御所は応永
十四年（1407）には「大蔵」、享徳三年（1454）には「西御門」に造営されていたことが知られる。本調査
で確認された15世紀の出土遺物の多彩さは、これらが反映されている可能性も考えられよう。

なお、検出した遺構からは炭化物や炭が多く混入する覆土や、火災痕の残る建築部材が確認されてい
る。史料上では弘安三年（1280）、応永四年（1296）、延慶三年（1310）、正和四年（1315）などの火災記
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事が見られ、あるいはこれらの火災による影響も考慮せねばなるまい。
最後に、本調査地点の特徴として舶載陶磁の出土量が多いことはすでに指摘したが、特に褐釉が多い

点が気にかかる。褐釉は輸送容器としての性格が指摘されているが、あるいはこれが本調査地点の性格
を探る手掛かりとなるか。ほか、かわらけの中皿や墨書かわらけが他の遺跡に比べて多いことも指摘し
ておく。

（古田土　俊一）
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

６ １ 第１面・池状遺構（１） かわらけ (7.8) (5.8) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好 

６ ２ 第１面・池状遺構（１） かわらけ (7.9) (5.6) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 粗土　c.黄灰
色　e.やや甘い　f.外面、底部煤付着

６ ３ 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.1 5.1 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデの後側面回転ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤
色粒 泥岩粒 粗土　c.黄灰色　e.やや甘い

６ ４ 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.4 5.4 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好 

６ ５ 第１面・池状遺構（１） かわらけ (7.4) (4.9) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄橙色　e.良好

６ ６ 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.8 5.8 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 粗土　
c.黄灰色　e.やや甘い

６ ７ 第１面・池状遺構（１） かわらけ 8.0 6.2 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粉質
気味粗土　c.黄灰色　e.やや甘い

６ ８ 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.7 5.2 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好 

６ ９ 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.5 5.1 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 やや粗土　c. 淡黄色　
e.やや甘い　f.口唇部油煤痕

６ 10 第１面・池状遺構（１） かわらけ (7.0) (4.9) 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.橙色　e.良好　f.歪み強い

６ 11 第１面・池状遺構（１） かわらけ (7.7) (5.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.淡黄色　e.やや甘い

６ 12 第１面・池状遺構（１） かわらけ (7.9) (6.2) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部油煤痕

６ 13 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.2 5.3 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好

６ 14 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.6 4.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 粉質気味良土　
c.黄橙色　e.良好 

６ 15 第１面・池状遺構（１） かわらけ (7.2) (5.5) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄橙色　e.良好　f.外面煤付着

６ 16 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.1 4.6 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粉質気
味良土　c.黄灰色　e.やや甘い

６ 17 第１面・池状遺構（１） かわらけ (7.3) (4.8) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 良土　c.黄灰色　
e.甘い　f.内面薄く墨書痕か 

６ 18 第１面・池状遺構（１） かわらけ 8.0 5.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好 

６ 19 第１面・池状遺構（１） かわらけ (6.9) (4.2) ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 白色粒 良土　c.黄灰色　
e.やや甘い

６ 20 第１面・池状遺構（１） かわらけ 7.6 4.8 2.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.橙色　e.良好　f.口唇部油煤痕

６ 21 第１面・池状遺構（１） かわらけ (6.2) (4.3) ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩
粒 粗土　c.橙色　e.良好

６ 22 第１面・池状遺構（１） かわらけ (5.8) (3.7) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 粗
土　c.橙色　e.良好

６ 23 第１面・池状遺構（１） かわらけ (8.7) (6.2) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄橙色　e.良好

６ 24 第１面・池状遺構（１） かわらけ (9.4) (6.8) 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕不明瞭 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 
小石粒 ・粗い胎土　c.黄橙色　e.不良　f.口唇部油煤痕 二次焼成受け器壁剥離

６ 25 第１面・池状遺構（１） かわらけ (9.0) 4.8 2.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 良土　c.黄灰
色　e.甘い　f.口唇部油煤痕

６ 26 第１面・池状遺構（１） かわらけ 10.2 6.0 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 粉質 良土　c.黄
橙色　e.良好　f.薄手の器壁

６ 27 第１面・池状遺構（１） かわらけ 10.4 6.4 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好 

６ 28 第１面・池状遺構（１） かわらけ 10.5 6.5 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩
粒 粗土　c.黄橙色　e.良好

６ 29 第１面・池状遺構（１） かわらけ 13.8 8.2 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.淡黄色 内面煤付着で灰色　e.やや甘い　f.外面口唇部～内面全体煤付着

６ 30 第１面・池状遺構（１） かわらけ 14.0 8.7 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕不明瞭 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 やや
粗土　c.淡黄色　e.やや甘い

６ 31 第１面・池状遺構（１） かわらけ 12.7 8.9 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好 

６ 32 第１面・池状遺構（１） かわらけ (12.7) (8.3) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好 

６ 33 第１面・池状遺構（１） かわらけ (12.1) (7.1) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄橙色　e.良好

６ 34 第１面・池状遺構（１） かわらけ (12.0) (7.5) 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好

６ 35 第１面・池状遺構（１） かわらけ (12.5) (8.3) ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好 

６ 36 第１面・池状遺構（１） かわらけ (11.8) (6.7) 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 やや粗土　c.黄灰
色　e.やや甘い 

６ 37 第１面・池状遺構（１） かわらけ (11.4) (6.6) ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 やや粗土　c.淡橙
色　e.良好　f.口唇部煤付着

６ 38 第１面・池状遺構（１） かわらけ (11.7) (5.0) 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好　f.内底煤付着

６ 39 第１面・池状遺構（１） かわらけ (12.8) (6.8) 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 や
や粗土　c.橙色　e.良好　f.白かわらけ

６ 40 第１面・池状遺構（１） 瓦器碗 (11.2) ― ― a.ロクロ 　b.白色粒 良土　c.灰白色　e.良好 

６ 41 第１面・池状遺構（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ 底部糸切り痕　b.灰色 黒色微砂 精良土　d.明灰緑色透明 やや厚手施釉 貫入あ

り　e.堅緻　f.竜泉窯

６ 42 第１面・池状遺構（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a. ロクロ　b. 灰白色 黒色微砂わずか 精良土　d. 青緑色半透明 やや厚手施釉　e. 堅緻　

f.外面蓮弁文を片切彫 竜泉窯

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

６ 43 第１面・池状遺構（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 黒色微砂 精良土　d.緑褐色半透明 やや厚手施釉　e.堅緻　f.外面蓮

弁文を片切彫 竜泉窯

６ 44 第１面・池状遺構（１） 青磁
碗 ― 4.6 ― a. ロクロ　b. 黄灰色 黒色粒 精良土　c. 緑灰色不透明 内面～外面高台脚までやや厚めに

施釉 気泡多め　e.堅緻　f.高台削り出し 高台畳み付き～高台内底部にかけて露胎

６ 45 第１面・池状遺構（１） 白磁
口兀皿 (9.9) ― ― a.ロクロ 　b.灰白色 黒色粒 精良堅緻　d.灰白色半透明 薄手施釉 気泡あり 口唇部露胎

６ 46 第１面・池状遺構（１） 白磁
口兀皿 (10.8) (6.0) 2.8 a.ロクロ　b.白色 黒色粒少量含む 精良堅緻　d.青味灰白色透明 薄手施釉 口唇部露胎　

e.堅緻

６ 47 第１面・池状遺構（１） 白磁
口兀皿 口縁部片 a. ロクロ　b. 灰白色 精良土　d. 灰白色不透明 内面やや厚手施釉 口唇部露胎　e. 堅緻　

f.口唇部煤付着

６ 48 第１面・池状遺構（１） 白磁
皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 精良土　d.緑白色透明 口唇部露胎　e.堅緻　f.内面上部に２条の沈

線・下部に印花文

６ 49 第１面・池状遺構（１） 白磁
皿 口縁部片 a.ロクロ　b.白色 夾雑物なし 精良土　d.青灰白色透明 口唇部露胎　e.堅緻　f.内面印花

文

６ 50 第１面・池状遺構（１） 白磁
皿 ― (2.1) ― b.白色 精良堅緻　d.灰味白色半透明 内面～外面胴真中まで施釉 外底部露胎　e.堅緻　

f.見込み内部に草花紋(牡丹紋)型押し

６ 51 第１面・池状遺構（１） 白磁
小壺 口縁部片 a.ロクロ 側面型押し　b.白色 精良土　d.灰青色半透明 外面やや薄手 内面薄手施釉 口唇

部～内面中央露胎　e.堅緻　f.外面花文の型押し

６ 52 第１面・池状遺構（１） 白磁
小壺 ― (2.8) ― a.ロクロ 側面型押し　b.白色 精良土　d.白色透明釉 薄手施釉 外底付近露胎 

６ 53 第１面・池状遺構（１） 白磁
小壺 胴部片 a.ロクロ 中央部貼付 側面型押し　b.白色 精良土　d.灰青色半透明 外面やや薄手 内面薄

手施釉 口唇部～内面中央露胎　e.堅緻　f.宝相華文の型押し 

６ 54 第１面・池状遺構（１） 青白磁
梅瓶 胴部片 a.ロクロ　b.灰白色 精良土　d.灰青色透明 外面やや薄手 内面薄手施釉 内外貫入あり　

e.堅緻　f.二次焼成の為器壁剥離

６ 55 第１面・池状遺構（１） 青白磁
壷 胴部片 b.灰白色 黒色粒 精良　d.釉剥離　e.堅緻

６ 56 第１面・池状遺構（１） 青白磁
器種不明 胴部片 a.ロクロ 文様型押し　b.灰白色 黒色粒 精良土　d.水青色半透明 外面やや薄手 内面薄手

施釉　e.堅緻　f.合子の蓋か 宝相華文の型押し

６ 57 第１面・池状遺構（１） 青白磁
梅瓶 (4.8) 2.8 ― a.ロクロ　b.灰白色 精良土　d.灰青白色半透明 薄く施釉 外面やや薄手 内面薄手施釉　

f.天井部回転を利用した一条沈線施文 蓋

６ 58 第１面・池状遺構（１） 青白磁
水注 注口片 b.灰色 黒色粒 精良土　d.青灰色不透明 注口内部まで施釉 二次焼成受ける　e.堅緻 注口

口径0.9・ 孔幅0.35

６ 59 第１面・池状遺構（１） 青白磁
香炉 口縁部片 a. 玉縁貼付け　b. 灰白色 黒色粒 精良　d. 灰青色不透明の釉をやや厚手施釉　e. 堅緻　

f.外面口縁下部に珠文貼り付け

６ 60 第１面・池状遺構（１） 天目茶碗 (11.8) 3.9 5.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 高台部露胎・ヘラ削り　b.灰色 砂粒多い 良土　d.暗褐色～茶
褐色やや厚手施釉　e.硬質 

６ 61 第１面・池状遺構（１） 褐釉
壷 a.ロクロ 内面露胎　b.灰色 精良土　d.暗褐色～茶褐色薄手施釉　e.硬質

６ 62 第１面・池状遺構（１） 褐釉
壷 (10.9) ― ― b.灰色 白色粒 黒色粒 精良土　d.暗茶褐色 内外共に施釉 内面流下の濃淡あり　e.堅緻　

f.長胴壺か？ 

６ 63 第１面・池状遺構（１） 褐釉
壷 胴部片 a.ロクロ　b.黄灰～灰色 白色粒 黒色粒 焼きムラあり 粗雑　d.暗茶褐色 内面釉垂れe.内

面にかけてやや軟質 外面堅緻　f.筒型の形になるタイプか

６ 64 第１面・池状遺構（１） 褐釉
壷 (14.0) ― ― a.ロクロ 耳の付く大型のもの　b.灰色 白色粒やや多め やや粗雑　d.茶褐色 外面～内面

頚部まで施釉　e.堅緻

７ 65 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
入子 (6.0) (3.5) 1.8 a.ロクロ　b.黄灰色 微砂 良土　c.黄灰色　e.良好　f.内面底部黒色物質付着 鉄漿か

７ 66 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
入子 (5.1) (3.5) 1.6 a.ロクロ　b.黄灰白色 砂粒　e.軟質

７ 67 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
入子 ― (4.8) ― a.ロクロ　b.灰褐色 白色粒 良土　e.堅緻　f.内面磨滅し赤色に変色 紅が付着か

７ 68 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
入子 (3.4) a.ロクロ　b.灰色 精良土 　e.良好 硬質　f. ３点の雑な粘土貼り付けによる脚

７ 69 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
入子 ― 2.9 ― a.ロクロ 外底回転糸切痕 ３か所に粘土貼付け高台　b.黄灰色 微砂 良土　c.黄灰色e.良

好

７ 70 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
緑釉小皿 口縁部片 a.ロクロ　b.黄灰色 良土　d.口縁部緑灰色釉つけ掛け　e.堅緻 

７ 71 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
縁釉小皿 口縁部片 a.ロクロ　b.黄灰色 良土　d.黄灰緑色半透明 口縁部緑灰色釉つけ掛け　e.堅緻 

７ 72 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
皿 ― 5.2 ― a. ロクロ　外底部糸切り痕　b. 灰色 黒色粒 精良土　d. 黄灰緑色半透明釉 内面付着 e. 良

好　f.内面摩耗

７ 73 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
皿 ― 5.4 ― a.ロクロ 外底部糸切り痕　b.灰色 黒色粒 精良土　d.緑灰色透明釉つけ掛け 釉垂れで底

に付着　e.良好　f.内面摩耗

７ 74 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 精良土　d.内外面緑黄灰色透明釉つけ掛け　e.堅緻 

７ 75 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
碗 ― 2.8 ― a. ロクロ 削り出し高台　b. 黄灰色 精良土　d. 内部灰緑色釉刷毛塗り 貫入あり　e. やや

軟質　f.重ね焼きの粘土目積みが内底に張り付いている 古瀬戸Ⅲ期か

７ 76 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
碗 ― 5.0 ― a.ロクロ 貼付け高台　b.黄灰白色 黒色粒 良土　d.黄灰緑色透明つけ掛け 貫入ありe.堅

緻　f.重ね焼きの粘土目積みが内底に張り付いている

７ 77 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
折縁皿 口縁部片 a.ロクロ　b.黄灰色 白色粒 良土　d.淡灰緑色釉刷毛塗り　e.良好　f.古瀬戸Ⅲ期

７ 78 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
折縁皿 底部片 a.ロクロ　b.灰色 黒色粒 夾雑物少ない 良土　d.灰緑色釉 内部一部暗灰緑色 外面釉垂れ

　e.良好　f.重ね焼き時の粘土目積みが内底に張り付いている

７ 79 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
折縁皿 ― (9.6) ― a.ロクロ 底部露胎 底部糸切り痕　b.黄味灰色 白色粒 黒色粒 夾雑物少ない 良土　d.淡

灰緑色釉 内底外面薄く刷毛塗り　e.軟質

７ 80 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
卸皿 口縁部片 a.ロクロ　b.黄灰色 砂粒やや多め 良土　c.黄灰色　d.口縁部～胴部中程まで緑灰色不透

明の灰釉つけ掛け　e.良好

７ 81 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
卸皿 ― (8.2) ― a.ロクロ 外底部糸切り痕　b.黄灰色 砂粒 精良土　d.灰白色の釉卸目まで刷毛塗り 外底

にも付着　e.やや軟質　f.卸目浅め

７ 82 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
卸皿 底部片 a.ロクロ　b.黄灰白色 良土　d.黄灰緑色の灰釉をつけ掛けか、剥離して不鮮明

７ 83 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
卸皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰褐色 白色粒 黒色粒　d.二次焼成受けただれている　e.良好　f.後期Ⅳ

７ 84 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
卸皿 底部片 a.ロクロ　b.黄灰色 黒色粒 良土　d.黄灰緑色透明 内面～外面胴部までつけ掛け 外底釉

垂れ　e.やや軟質　f.外底重ね焼きの粘土目積みあり 内面釉共に剥離

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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７ 85 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
底卸目皿 ― (11.2) ― a.ロクロ 貼付け高台　b.灰色 砂粒 精良土　d.淡緑灰色不透明釉内面までつけ掛け 外面

高台脇まで刷毛塗り 外底にも付着　e.やや軟質

７ 86 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
瓶子 胴部片 a.ロクロ　b.灰色 精良土　d.外面に緑黄灰色透明釉　e.堅緻　f.花瓶Ⅰb類のⅣ期か

７ 87 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
水注 胴部片 a.ロクロ　b.黄味灰白色 白色粒 良土　d.灰緑色釉つけ掛け　e.良好　f.巴文の押印

７ 88 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
瓶子 胴部片

a.輪積み ロクロ　b.灰色 夾雑物少ない 精良土　d.暗茶褐色釉 頚部の内面釉垂れ 外面二
次焼成受けただれている　e.良好　f.胴部の菊花唐草文は印花文 頚部は沈線で区画し花
弁文 

７ 89 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
瓶子 胴部片 b.黄灰色 精良土　d.緑褐色鉄釉薄手施釉　e.堅緻　f.巴文

７ 90 第１面・池状遺構（２） 瀬戸
瓶子 胴部片 a.ロクロ　b.黄味灰白色 白色粒 黒色粒 良土　d.灰緑色釉つけ掛け　e.やや軟質　f. 瓶子 

唐草文

７ 91 第１面・池状遺構（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色～芯部にかけて灰色　c.褐色 降灰部灰白色　e.良好　f. ９型式

７ 92 第１面・池状遺構（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰色 白色粒やや多め 黒色粒 長石 石英　c.暗褐色 降灰部緑灰色だが、

外面二次焼成の為白く爆ぜている　e.良好　f.6b型式

７ 93 第１面・池状遺構（２） 常滑
甕 口縁部片 a. 輪積み技法　b. 灰色 長石 石英　c. 暗灰色～黄褐色 降灰部暗灰色～灰白色　e. 良好 

f. ８型式

７ 94 第１面・池状遺構（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色 長石 石英 小石多く含む 砂粒 粗土　c.褐色　e.良好　f.10型式

７ 95 第１面・池状遺構（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色 長石 石英 小石粒多く含む　c.茶褐色　e.良好　f.10型式

７ 96 第１面・池状遺構（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色 長石 石英多く含む　c.内面暗灰褐色 外面茶褐色　e.良好　f. ９

型式 

７ 97 第１面・池状遺構（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰橙色 長石 石英 白色粒 黒色粒 良土　c.褐色 降灰部灰白色　e.良好　

f.11型式

７ 98 第１面・池状遺構（２） 常滑
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰色 長石 石英 良土　c.灰色　e.良好　f.口唇部自然降灰

７ 99 第１面・池状遺構（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.暗灰色 長石 石英　c.内面茶褐色 外面橙色 降灰部灰白色　e.良好 

７ 100 第１面・池状遺構（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色 長石 石英 良土　c.暗赤褐色　e.良好　f.13c後葉

７ 101 第１面・池状遺構（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰橙色 長石 石英 砂粒　c.暗褐色　e.良好　f.内面一部磨滅

７ 102 第１面・池状遺構（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.暗灰褐色 長石 石英　c.暗灰色 降灰部黄灰色　e.良好　f. ８型式

７ 103 第１面・池状遺構（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色 長石 石英　c.暗灰褐色　e.良好　f.内面口縁下摩耗 ８型式か

７ 104 第１面・池状遺構（２） 備前
擂鉢 底部片 a.ロクロ　b.黄灰色 白色粒 小石粒 　c.外面:暗灰色摩耗 内面:灰白色磨滅　e.軟質 f. ６

条の櫛目

７ 105 第１面・池状遺構（２） 東播系
鉢 口縁部片 c.灰色 口縁部暗灰色　b.灰色 粗砂 小石粒

７ 106 第１面・池状遺構（２） 東幡系
鉢 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰色 白色粒 黒色粒 良土　c.灰色　e.良好  

７ 107 第１面・池状遺構（２） 瓦器質
火鉢 (36.4) ― ― a.輪積み技法　b.灰褐色 白色粒 黒色粒多め 砂粒 小石粒 やや粗土　c.暗灰褐色（黒色処

理）　e.やや軟質

８ 108 第１面・池状遺構（３） 瓦器質
火鉢 胴部片 a. 輪積み技法　b. 灰色 白色粒 黒色粒多め 砂粒 粗土　c. 灰黒色（黒色処理）　e. 軟質　

f.沈線で区画した中に珠文貼り付け

８ 109 第１面・池状遺構（３） 瓦器質
火鉢 底部片 a.輪積み技法 外底面砂おこし痕　b.灰白色 白色粒 黒色粒 砂粒 やや粗土　c.灰黒色（黒

色処理）　e.やや軟質

８ 110 第１面・池状遺構（３） 瓦器質
火鉢 底部片 a.輪積み技法 内面丁寧な回転ナデ　b.灰白色 白色粒 黒色粒 砂粒 やや粗土　c.灰黒色（黒

色処理）　e.やや軟質　f.15c

８ 111 第１面・池状遺構（３） 土風炉 口縁部片 a.輪積み技法 内面口縁の下より横方向の削り　b.灰白色 白色粒 黒色粒 砂粒 やや粗土　
c.灰黒色（黒色処理剥離気味）　e.やや軟質　f.胴部下部に二本の凸線貼り付け 15c

８ 112 第１面・池状遺構（３） 吉備系
土器碗 (9.6) (2.3) 3.4 a.ロクロ 高台部貼り付け　b.微砂 海綿骨針 やや粗土　c.淡黄灰白色　e.良好　f.内面煤

付着

８ 113 第１面・池状遺構（３） 吉備系
土器碗 (10.5) (4.4) 3.6 a.貼付け高台　b.微砂 白色粒 黒色粒 良土　c.淡黄橙色～灰白色　e.良好 

８ 114 第１面・池状遺構（３） 吉備系
土器碗 ― 4.9 ― a. 貼付け高台　b. 微砂 白色粒 黒色粒 良土　c. 内面二次焼成受け暗灰色 外面灰白色　

e.良好　f.内面器壁剥離

８ 115 第１面・池状遺構（３） 瓦器碗 (9.9) ― ― b.微砂 海綿骨針 白色粒 やや粗土　c.内面灰色 外面口唇部にかけて暗灰色　e.良好 

８ 116 第１面・池状遺構（３） 瓦器碗 口縁部片 a.ロクロ　b. 黒色粒　c.黄灰白色　e.やや甘い 軟質 

８ 117 第１面・池状遺構（３） 不明陶器 ― (6.9) ― a.輪積み技法 底部糸切り痕　b. 微砂 白色粒 良土　c.黄褐色　e.良好　f.内底外面胴部煤
付着・内底回転ナデ 底部糸切りの回転が緩い 須恵器か？

８ 118 第１面・池状遺構（３） 軒平瓦 ― ― 1.1 ～ 1.5 b.灰褐色 白色粒 小石粒 粗土　c.　e.　f.凸面：布目痕　凹面：格子目状叩き 離れ砂 永
福寺Ⅲ期以降

８ 119 第１面・池状遺構（３） 平瓦 ― ― 2.1 ～ 2.3 b.灰色 白色粒 砂粒 良土　c.灰色　e.軟質　f.凸面：糸切痕 離れ砂付着 凹面：縦位糸切
痕 布目痕 離れ砂付着　f.永福寺Ⅰ期か

８ 120 第１面・池状遺構（３） 常滑
転用品 9.4 5.7 0.8 ～ 1.8 a. 甕の胴部片周囲が摩耗　b.灰色 白色粒多め　c.茶褐色　e.良好

８ 121 第１面・池状遺構（３） 常滑
転用品 7.5 6.5 0.7 ～ 0.9 a. 片口鉢Ⅰ類胴部の周囲が摩耗　b. 灰色 白色粒　c. 灰色　e. 良好　f. 断面だけでなく平

面も摩耗

８ 122 第１面・池状遺構（３） 常滑
転用品 4.5 4.7 1.4 a.外面以外内面側面全て磨耗

８ 123 第１面・池状遺構（３） 石製品
砥石 (4.9) 4.5 (4.1) c.灰白色　f.砥面２面 １面削痕強く残る 伊予産 中砥

８ 124 第１面・池状遺構（３） 石製品
砥石 (10.2) 3.3 1.3 ～ 1.7 c.黄味灰色 やや軟質　f.砥面２面 側面３面削り出し痕残る 鳴滝 中山産 仕上砥

８ 125 第１面・池状遺構（３） 石製品
砥石 (2.1) (3.6) (0.8) c.黄味灰色 やや軟質　f.鳴滝 中山産 仕上砥

８ 126 第１面・池状遺構（３） 石製品
碁石 1.6 1.9 0.3 b.黒色安山岩質　c.黒色

単位（cm）
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８ 127 第１面・池状遺構（３） 銅銭 外径25.32mm 内径21.3mm
孔幅6.72mm 厚さ1.49mm f.開元通寶 唐 初鋳845年

８ 128 第１面・池状遺構（３） 銅銭 外径23.53mm 内径19.95mm
孔幅6.56mm 厚さ1.29mm f.祥符元寶 北宋 初鋳1008年 真書

８ 129 第１面・池状遺構（３） 銅銭 外径23.85mm 内径6.99mm
孔幅7.00mm 厚さ1.19mm f.嘉定通寶 南宋 初鋳1208年 背十二

９ 130 第１面・池状遺構（４） 木製品
箸状 22.4 0.7 0.5 f.端部丁寧な整形

９ 131 第１面・池状遺構（４） 木製品
箸状 21.4 0.5 0.3 

９ 132 第１面・池状遺構（４） 木製品
箸状 (19.4) 0.6 0.3 

９ 133 第１面・池状遺構（４） 木製品
箸状 (13.7) 0.7 0.4 

９ 134 第１面・池状遺構（４） 木製品
折敷 (15.7) (3.1) 0.2 f.刃物痕 孔２箇所 折敷によくある材だが孔の間隔が近い

９ 135 第１面・池状遺構（４） 木製品
折敷 (11.5) (2.8) 0.2 

９ 136 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 15.8 12.4 0.5 f.0.4㎝の孔が３箇所あり 中心に1.0×0.7cmの穴あり 蓋か 円盤状

９ 137 第１面・池状遺構（４） 木製品
曲物

径
（21.0） ― 0.4 f.紐痕 底板 焼痕

９ 138 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明

径
（16.0） ― 0.5 f.側面４面とも加工されている 円盤状

９ 139 第１面・池状遺構（４） 木製品
串状 7.0 1.3 0.9 

９ 140 第１面・池状遺構（４） 木製品
串状 6.0 0.8 0.8 f.端部に圧痕あり

９ 141 第１面・池状遺構（４） 木製品
串状 8.3 1.2 1.1 

９ 142 第１面・池状遺構（４） 木製品
串状 (13.6) 1.4 1.2 

９ 143 第１面・池状遺構（４） 木製品
草履芯 (7.7) 4.2 0.2 f.孔（φ0.4㎝）あり

９ 144 第１面・池状遺構（４） 木製品
棒状 (9.5) 0.6 0.4 f.籌木か

９ 145 第１面・池状遺構（４） 木製品
棒状 (11.0) 0.6 0.4 f.籌木か

９ 146 第１面・池状遺構（４） 木製品
棒状 (11.4) 0.7 0.7 f.籌木か

９ 147 第１面・池状遺構（４） 木製品
棒状 11.3 0.7 0.8 f.籌木か

９ 148 第１面・池状遺構（４） 木製品
棒状 (12.5) (0.8) (0.5) f.籌木か

９ 149 第１面・池状遺構（４） 木製品
棒状 (12.9) 0.9 0.4 f.籌木か

９ 150 第１面・池状遺構（４） 木製品
棒状 16.1 0.6 0.5 f.端部が焼けている 火付棒か？

９ 151 第１面・池状遺構（４） 木製品
串状 (16.6) 1.2 0.7 

９ 152 第１面・池状遺構（４） 木製品
串状 (26.5) 1.0 0.8 

９ 153 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 8.5 4.6 0.8 f.貫通孔（釘穴）あり 板状

９ 154 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 (10.0) 2.6 0.4 f.刃物痕 孔２箇所 折敷によくある材だが孔の間隔が近い 部材

９ 155 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 24.0 2.4 2.1 f.両端部加工痕

９ 156 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 7.1 2.8 1.8 f.端面切断痕 端材

９ 157 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 (12.5) 1.8 0.5 f.削り痕 部材

９ 158 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 (12.1) 1.5 0.7 f.斜めに貫通する小孔（φ0.1㎝）あり 部材

９ 159 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 (14.8) 5.5 1.3 f.端部が焼けている 部材

９ 160 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 17.7 2.8 0.5 

９ 161 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 15.2 3.4 1.0 

９ 162 第１面・池状遺構（４） 木製品
用途不明 16.4 3.9 2.2 f.貫通してない孔あり 部材

10 163 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 (13.5) 1.6 (0.7) f.削り痕 部材

10 164 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 6.2 3.0 2.0 f.端面切断痕 端材

10 165 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 (52.3) 2.0 1.0 ～ 0.5 f.釘穴が斜めに貫通している 部材

10 166 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 8.0 5.1 1.9 f.釘穴痕 端材

10 167 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 9.3 5.1 3.2 f.切断痕あり 端材

10 168 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 5.0 5.3 1.4 f.切断痕あり 端材

単位（cm）
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10 169 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 11.7 2.7 1.6 f.端面切断痕 端材

10 170 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 38.4 3.7 1.9 f.杭

10 171 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 (17.6) 2.0 0.8 f.部材

10 172 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 (16.2) 1.1 0.7 f.串状

10 173 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 (5.2) (5.4) (3.6) f.側面・端部焼痕

10 174 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 (16.8) (4.0) 1.2 f.削り痕あり 部材

10 175 第１面・池状遺構（５） 木製品
用途不明 11.0 2.5 0.6 f.切断痕あり 端材

10 176 第１面・池状遺構（５） 木製品
形代 12.9 1.3 1.0 f.陽物

10 177 第１面・池状遺構（５） 木製品
呪符 8.3 2.1 0.5 f.側面に切りこみを入れ頭部は圭頭 下部にも切り込みが入る

11 1 第１面・溝１（１） かわらけ 7.4 5.0 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底回転ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄橙色　e.良好

11 ２ 第１面・溝１（１） かわらけ (7.6) (5.9) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好　f.内外面黒色に変色

11 ３ 第１面・溝１（１） かわらけ 7.6 5.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底回転ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
粗土　c.淡黄色　e.良好 

11 ４ 第１面・溝１（１） かわらけ (7.7) (4.0) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデb.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好

11 ５ 第１面・溝１（１） かわらけ 7.8 5.6 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄橙色　e.良好　f.内底面煤付着

11 ６ 第１面・溝１（１） かわらけ (7.8) (5.0) 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好 

11 ７ 第１面・溝１（１） かわらけ (8.1) (5.1) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデb.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粉質気味良
土　c.黄灰色　e.やや甘い

11 ８ 第１面・溝１（１） かわらけ 7.7 5.3 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデb.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.淡黄色　e.良好　f.内面一部煤付着

11 ９ 第１面・溝１（１） かわらけ 7.6 5.3 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くb.微砂 海綿骨針 赤色粒 粉質気味やや粗土
c.淡黄色　e.やや甘い　f.口唇部油煤痕 1 ヶ所打ち掻き痕

11 10 第１面・溝１（１） かわらけ (7.1) (4.4) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

11 11 第１面・溝１（１） かわらけ (7.3) (5.3) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部煤付着

11 12 第１面・溝１（１） かわらけ 7.5 5.1 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗
土　c.黄橙色　e.良好　f.内外煤付着

11 13 第１面・溝１（１） かわらけ 8.1 5.6 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

11 14 第１面・溝１（１） かわらけ 7.8 4.6 2.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好

11 15 第１面・溝１（１） かわらけ (8.1) (5.4) 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好　f.歪み強い

11 16 第１面・溝１（１） かわらけ 8.2 4.7 2.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

11 17 第１面・溝１（１） かわらけ (9.0) (5.3) 2.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好

11 18 第１面・溝１（１） かわらけ (6.9) (5.3) ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

11 19 第１面・溝１（１） かわらけ 7.0 4.9 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好　f.内外面片側に油煤痕 二か所打ち掻き痕

11 20 第１面・溝１（１） かわらけ (6.8) (4.5) ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

11 21 第１面・溝１（１） かわらけ 6.4 4.7 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好　f.口唇部３か所油煤痕

11 22 第１面・溝１（１） かわらけ (6.3) (4.5) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好　f.胴部に正円形の穿孔

11 23 第１面・溝１（１） かわらけ 5.9 3.9 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.橙色　e.良好

11 24 第１面・溝１（１） かわらけ 5.6 3.5 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 ン内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗
土　c.橙色　e.良好

11 25 第１面・溝１（１） かわらけ 5.5 4.3 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

11 26 第１面・溝１（１） かわらけ 10.1 7.1 2.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
粗土　c.黄橙色　e.良好

11 27 第１面・溝１（１） かわらけ (9.9) (6.1) 2.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

11 28 第１面・溝１（１） かわらけ 10.0 5.9 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 や
や粗土　c.黄橙色　e.良好

11 29 第１面・溝１（１） かわらけ 9.7 6.6 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好　f.外面一部煤付着

11 30 第１面・溝１（１） かわらけ 10.0 6.1 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 や
や粗土　c.橙色　e.良好

11 31 第１面・溝１（１） かわらけ 10.1 6.1 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好

11 32 第１面・溝１（１） かわらけ (11.0) (6.6) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好 

11 33 第１面・溝１（１） かわらけ 10.8 6.2 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗
土　c.黄橙色　e.良好

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

11 34 第１面・溝１（１） かわらけ (11.1) (5.8) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデb.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄灰色　e.やや甘い

12 35 第１面・溝１（２） かわらけ (11.8) (7.1) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部煤付着

12 36 第１面・溝１（２） かわらけ (11.6) (7.3) 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好 

12 37 第１面・溝１（２） かわらけ 12.8 8.4 ４ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好

12 38 第１面・溝１（２） かわらけ (12.5) (7.0) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好　f.内底面煤付着

12 39 第１面・溝１（２） かわらけ 12.3 7.8 3.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好 

12 40 第１面・溝１（２） かわらけ 12.2 7.1 3.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好 

12 41 第１面・溝１（２） かわらけ 12.3 7.4 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデb.微砂 海綿骨針 赤色粒 粗土　c.黄橙色
e.良好

12 42 第１面・溝１（２） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰褐色 黒色粒 精良土　d.灰青緑色不透明 厚手施釉 二次焼成受け不鮮明 　

e.堅緻

12 43 第１面・溝１（２） 青磁
器種不明 体部～脚部片 a.脚部貼付け　b.灰色 黒色粒 精良緻密土　d.青灰色不透明 内外厚手施釉 二次焼成受け

る　e.堅緻　f.香炉か

12 44 第１面・溝１（２） 白磁
口兀皿 (8.6) (5.0) 2.6 a.ロクロ　b.灰白色 黒色粒 精良緻密土　d.灰緑色半透明 薄手施釉 口唇部底部露胎ピン

ホール有り　e.堅緻　f.口唇部煤付着

12 45 第１面・溝１（２） 白磁
皿 (9.6) ― ― a.ロクロ　b.淡黄褐色 黒色粒 良土　d.乳白色不透明 薄手施釉 ピンホール 貫入ありf.15

世紀明代 D類 森田勉編年

12 46 第１面・溝１（２） 瀬戸
碗 口縁部片 a. ロクロ　b. 黄灰色 微砂やや多い 良土　d. 内面～外面中央まで黄灰緑色透明の灰釉つ

け掛け　e.堅緻　f.古瀬戸後期Ⅰ期か

12 47 第１面・溝１（２） 瀬戸
縁釉小皿 口縁部片 a.ロクロ　b.黄灰色 夾雑物なし 砂粒 良土　d.黄灰緑色つけ掛け　e.やや軟質　f.大窯Ⅰ

前半か(藤澤)

12 48 第１面・溝１（２） 瀬戸
折縁皿 ― (5.5) ― a. ロクロ 外底回転糸切痕　b. 灰色 微砂 精良土　d. 内底灰緑色透明釉つけ掛け　e. 硬質 

良好　f.中期Ⅳ期

12 49 第１面・溝１（２） 瀬戸
卸皿 口縁部片 b.黄灰色 黒色粒 良土　d.灰緑色釉刷毛塗りか　e.良好

12 50 第１面・溝１（２） 瀬戸
卸皿 口縁部片 b.黄灰色 微砂 白色粒 良土　d.黄灰緑色透明釉刷毛塗りか　e.やや軟質　f.古瀬戸中期Ⅱ

期か

12 51 第１面・溝１（２） 山茶碗 ― (4.5) ― b.灰色 精良土　f.高台に籾殻痕残る

12 52 第１面・溝１（２） 常滑
甕 胴部片 a.輪積み技法　b.暗灰色 長石 石英 砂粒　c.茶褐色　e.良好　f.肩部に○に十字の押印文

と格子目？の押印が重なっている 故意か？

12 53 第１面・溝１（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.暗灰色 長石 石英　c.赤褐色 降灰部:灰白色斑　e.良好 

12 54 第１面・溝１（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰色 長石 石英　c.赤褐色 降灰部 黄灰色斑　e.良好　f. ８形式

12 55 第１面・溝１（２） 備前
擂鉢 底部片 a.輪積み技法 回転横ナデ 内面に８条以上の櫛目、磨滅あり 底部摩耗している　b.灰色 

白色粒 良土　c.内面:灰色 外面:灰褐色　e.良好 

12 56 第１面・溝１（２） 亀山
甕 胴部片 a. 輪積み技法 内面 : ナデ調整 外面 : 格子叩き　b. 灰褐色 微砂 黒色粒 良土　c. 内外灰色

e.硬質

12 57 第１面・溝１（２） 瓦器質
火鉢 口縁部片 a. 輪積み技法　b. 灰褐色 白色粒 黒色粒　c. 灰黒色（黒色処理） 剥離気味　e.やや軟質　

f.輪花型になる器形と思われる

12 58 第１面・溝１（２） 石製品
硯 (6.9) (3.9) 2.2 ～ 2.5 b.陸部分のみ残る　f.赤間

12 59 第１面・溝１（２） 石製品
砥石 5.6 3.1 ― a.砥面１面 側面切り出し痕　b.風化して軟質気味　c.橙白色　f.鳴滝産 仕上砥

12 60 第１面・溝１（２） 鉄製品
釘 (9.4) 0.5 0.3 f.鍛造 断面四角形

12 61 第１面・溝１（２） 鉄製品
釘 5.9 0.4 0.3 f.鍛造 断面四角形

12 62 第１面・溝１（２） 鉄製品
釘 5.6 0.4 0.3 f.鍛造 断面四角形

12 63 第１面・溝１（２） 鉄製品
釘 (6.6) 0.3 0.2 f.鍛造 断面四角形

12 64 第１面・溝１（２） 鉄製品
鍋 口縁部片 a.厚さ0.8 ～ 0.9　f.外面文様がありそうだが不鮮明

12 65 第１面・溝１（２） 銅銭 外径22.86mm 内径19.07mm
孔幅6.51mm 厚さ1.09mm f.開元通寶 唐 初鋳621年

12 66 第１面・溝１（２） 銅銭 磨り銭 外径23.6mm内径18.07mm
孔幅6.95mm 厚さ1.06mm

f.明道元寶 篆書 北宋 初鋳1032年 銭周囲を磨り加工している 千葉地遺跡でも同じ明道
元寳が磨り加工されている

12 67 第１面・溝１（２） 銅銭 外径24.23mm 内径18.70mm
孔幅6.95mm 厚さ1.18mm f.元祐通寶 行書 北宋 初鋳1086年

12 68 第１面・溝１（２） 銅銭 外径24.53mm 内径19.72mm
孔幅6.62mm 厚さ1.30mm f.紹聖元寶 行書 北宋 初鋳1094年

13 1 第１面・土坑６ 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法 内面横ナデ　b.暗灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.暗褐色　d.外面自然降灰　

e.硬質　f.縁帯幅2.9

13 ２ 第１面・土坑６ 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法 内面横ナデ　b.暗灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.褐色　e.硬質　f.縁帯幅4.8

13 ３ 第１面・土坑６ 常滑
甕 ― 22.8 ― a.輪積み技法 内面:指頭痕 横ナデ 外面:ヘラ調整 押印あり　b.灰色 白色粒 黒色粒多め 

砂粒　c.茶褐色　e.硬質　f.接合できない同一の欠片あり

13 ４ 第１面・土坑６ 常滑
甕 胴部片 a.輪積み技法 内面横ナデ　b.暗灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.褐色　e.硬質 

13 ５ 第１面・土坑６ 常滑
甕 胴部片 a.輪積み技法 内面横ナデ　b.暗灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.褐色　e.硬質 

13 ６ 第１面・土坑６ 常滑
甕 胴部片 b.白色粒 黒色粒 砂粒 

13 ７ 第１面・土坑６ 常滑
甕 胴部片 a.輪積み技法 内面横ナデ　b.暗灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.褐色　e.硬質 

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

13 ８ 第１面・土坑６ 亀山 
甕 (21.0) ― ― a.内面:ナデ 外面:縄目状の叩き　b.白色粒 砂粒　c.灰色　e.良好 

13 ９ 第１面・土坑６ 瓦器質
火鉢 口縁部片 a.外面に亀甲文の押印　b.灰白色 赤色粒 白色粒 砂粒　c.灰色　e.良好

13 10 第１面・土坑６ 瓦器質
火鉢 口縁部片 a.外面に輪花文の押印　b.灰白色 赤色粒 白色粒 砂粒　c.灰色　e.良好

13 11 第１面・土坑６ 石製品
硯 6.2 ― ― a.部位不明　c.灰色　f.産地不明

14 1 第１面・土坑40 かわらけ (7.6) (5.2) 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　c.黄橙色
e.良好

14 ２ 第１面・土坑40 常滑
甕 ― 18.3 ― a.輪積み技法　焼きあげの前に形が変形したのか凹みあり 底部に筵のような痕　b.長石 

石英 砂粒　c.明褐色　e.良好　f.

16 1 第１面・溝状土坑３ かわらけ 7.6 4.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好　f.内外煤付着

16 ２ 第１面・溝状土坑３ 常滑
甕 底部片 a.輪積み技法 底部砂目底　b.灰褐色 長石 石英 砂粒　c.外面:明褐色 内面:褐色　e.良好

16 ３ 第１面・溝状土坑３ 石製品
硯 ― 6.1 0.9 ～ 1.0 b.黒色粘板岩 　f.鳴滝産

16 ４ 第１面・土坑12 かわらけ 7.5 5.1 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗
土　c.黄灰色　e.やや甘い　f.外面底部煤付着

16 ５ 第１面・土坑12 かわらけ (11.3) (6.6) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.橙色　
e.良好

16 ６ 第１面・土坑12 常滑
甕 口縁部片 a. 輪積み技法　b. 灰褐色 長石 石英　c. 不明　d. 不明　e. 良好　f. 二次焼成受け、器壁剥

離　d.釉薬不明 6b型式

16 ７ 第１面・土坑15 常滑
甕 口縁部片 a. 輪積み技法　b. 灰褐色 長石 石英　c. 不明　d. 不明　e. 良好　f. 二次焼成受け、器壁剥

離　d.釉薬不明８型式

16 ８ 第１面・ピット８ かわらけ 7.0 4.0 2.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 白色粒 
泥岩粒 粗土　c.橙色　e.良好

16 ９ 第１面・ピット８ 天目茶碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 黒色粒少量 精良緻密　d.褐黒色～暗灰黒色 錆釉施釉　e.堅緻

16 10 第１面・ピット47 かわらけ 12.1 7.6 ３ a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好 

16 11 第１面・ピット49 骨製品
環状

外径（3.7） 内径（2.3）
幅0.7 厚さ0.4

a.表面に菱形の文様が毛彫されている 一部残っているが二次焼成を受けた為剥離してい
る

16 12 第１面・ピット52 かわらけ 7.5 5.2 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好　f.口唇部打ち掻き痕 

16 13 第１面・ピット56 備前
擂鉢 (27.9) (16.8) 13 a.輪積み技法 回転横ナデ 内面に６条の櫛目あり 底部筵の様なものに置いた痕跡　b.灰

褐色 白色粒 礫 良土　c.暗灰色　e.良好 

16 14 第１面・ピット61 かわらけ 8.3 5.7 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 小石
粒 粗土　c.黄橙色　e.良好

16 15 第１面・ピット61 かわらけ (7.5) (4.5) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好　f.内外面一部黒色に変色

17 1 第１面・面上出土 かわらけ (7.5) (4.8) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 やや粗土　
c.淡黄色　e.良好　f.口唇部一部に油煤痕 

17 ２ 第１面・面上出土 かわらけ 7.7 4.7 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好 

17 ３ 第１面・面上出土 かわらけ 7.6 5.0 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.淡黄色　e.良好

17 ４ 第１面・面上出土 かわらけ 5.5 4.1 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好

17 ５ 第１面・面上出土 かわらけ (6.9) (3.6) 2.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 小石粒 粗
土　c.黄橙色　e.良好 

17 ６ 第１面・面上出土 かわらけ (9.3) (6.0) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデb.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好 

17 ７ 第１面・面上出土 かわらけ 11.7 6.7 ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 白色粒 
泥岩粒 粗土　c.橙色　e.良好　f.外面斑に煤付着

17 ８ 第１面・面上出土 かわらけ (11.0) (6.7) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 や
や粗土　c.黄橙色　e.良好 

17 ９ 第１面・面上出土 かわらけ (13.6) (8.3) 4.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好 

17 10 第１面・面上出土 かわらけ 12.5 7.5 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好 

17 11 第１面・面上出土 青磁
折腰皿 高台部片 b.灰色 精良堅緻　d.青緑色透明釉 厚く施釉 高台畳み付き露胎　e.堅緻

17 12 第１面・面上出土 白磁
皿 口縁部片 a.型捺し作り　b.黄味白色 精良土　d.灰白色半透明 薄手施釉 底部露胎　e.堅緻　f.内面

印花文

17 13 第１面・面上出土 褐釉
壺 口縁部片 a.輪積み技法　b.赤褐色 微砂 白色粒 褐色粒　d.褐色釉　e.良好 堅緻

17 14 第１面・面上出土 瀬戸
器種不明 ― (4.2) ― a.ロクロ 外底回転糸切痕 内面摩耗　b.黄灰色 白色粒 黒色粒 良土　d.無釉　e.やや軟　

f.入子か

17 15 第１面・面上出土 瀬戸
折縁皿 底部片 a. ロクロ　b. 灰白色 微砂 良土　d. 灰緑色透明灰釉底部まで刷毛塗り 貫入あり　e. やや

軟質　f.内底に重ね焼きの粘土痕

17 16 第１面・面上出土 瀬戸
壷 胴部片 a.ロクロ　b.灰色 精良土　d.暗灰色の灰釉つけ掛けか　e.堅緻　f. 梅花の押印文 二次焼

成を受け内面煤付着

17 17 第１面・面上出土 瀬戸
卸皿 底部片 b. 灰褐色 砂粒 黒色粒　d. 二次焼成を受けてやや不鮮明だが緑灰色の灰釉つけ掛けか　

e.やや軟質

17 18 第１面・面上出土 瀬戸
底卸目皿 ― (9.2) ― b. 灰色 精良土　d. 内面灰緑色釉施釉 外面剥離　e. 堅緻　f. 古瀬戸中期Ⅱ期か 外面脚部

まで放射状に切り込み入る

17 19 第１面・面上出土 瀬戸
碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 黒色粒 良土　d.灰緑色透明の灰釉つけ掛け 貫入あり　e.堅緻　f.古瀬

戸後期Ⅳ期か

17 20 第１面・面上出土 瀬戸
縁釉小皿 (11.5) (6.4) 2.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕　b. 灰白色 黒色粒少量 精良土　d. 外面口縁部～内面にかけて

緑黄色透明釉つけ掛け 内面釉垂れ 貫入あり　e.堅緻 

17 21 第１面・面上出土 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色 長石 石英　c.明茶褐色　e.良好　f. ８型式

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値



− 261 −− 260 −

図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

17 22 第１面・面上出土 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.橙色～暗灰褐色 長石 石英　c.茶褐色　e.堅緻　f. ８型式

17 23 第１面・面上出土 常滑
片口鉢Ⅱ類 底部片 a. 輪積み技法　外底砂目底 内面摩耗　b. 黄灰色～灰色 長石 石英 良土　c. 外面 : 茶褐色 

内面:灰色　e.良好　f.外底に近い胴部ヘラ削り調整

17 24 第１面・面上出土 瓦器質
火鉢 底部片 a.輪積み技法 脚部貼付け 内面底部近くまで縦位の削り 内面磨滅　b.灰褐色 白色粒多い 

e.良好

17 25 第１面・面上出土 瓦器質
火鉢 口縁部片 a.輪積み技法 外面:縦位の削り 内面:指頭痕 縦位の削り　b.黄灰色 白色粒多い　c.外面:

黒色（黒色処理）　e.良好　f.輪花型

17 26 第１面・面上出土 平瓦
加工品 ― ― 1.7 ～ 1.8

b.灰色 白色粒 砂粒 良土　c.灰色　f.凸面：縄目の叩き 離れ砂付着 凹面：糸切痕 布目痕 
縦方向のナデ調整 端面:狭いヘラ削り 側面:半面調整 釘などで叩いて割っているのか、
叩き割をした後に磨っているのか、割れ目が整っている　f.永福寺Ⅰ期 平面を叩き割っ
て二次加工しようとしたのか

17 27 第１面・面上出土 石製品
硯 (10.1) ― 1.4 b.円面硯か 器面剥離　c.灰黒色

17 28 第１面・面上出土 滑石鍋
転用品 6.1 2.2 1.0 ～ 1.2 a.側面削り出し痕残る 加工途中

17 29 第１面・面上出土 鉄製品
釘 (4.8) 0.6 0.3 f.鍛造 断面四角形

17 30 第１面・面上出土 鉄製品
釘 (5.3) 0.2 0.3 f.鍛造 断面四角形

17 31 第１面・面上出土 鉄製品
釘 4.8 0.3 0.3 f.鍛造 断面四角形

17 32 第１面・面上出土 須恵器甕
転用硯 胴部片 a.暗灰褐色　b.灰色 長石 石英　c.灰色　e.硬質　f.転用で硯に使用されているため摩耗

している 外面叩きが不鮮明

18 1 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.6 5.5 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.淡黄色　e.良好 

18 ２ 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.5 4.5 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

18 ３ 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.5 5.5 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土
c.黄橙色　e.良好

18 ４ 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.4 4.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗
土　c.淡黄色　e.良好 

18 ５ 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.9 5.6 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.やや甘い

18 ６ 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.1 4.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好

18 ７ 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 6.7 4.6 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好

18 ８ 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.5 4.6 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデb.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

18 ９ 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.5 4.6 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

18 10 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 8.1 6.2 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

18 11 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.5 5.5 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土
c.橙色　e.良好

18 12 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 8.2 5.3 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底弱い横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良
土　c.灰黄色　e.やや甘い　f.口唇部厚く油煤痕

18 13 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ (9.3) (4.7) 2.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好　f.口唇部油煤痕

18 14 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.7 5.7 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

18 15 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.3 5.6 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好　f.口唇部黒色に変色

18 16 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.7 4.7 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 小石粒 や
や粗土　c.橙色　e.良好

18 17 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.2 4.4 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデb.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好　f.口
縁部二ヶ所油煤痕

18 18 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.3 4.3 2.2 a.ロクロ 内外器表荒れる 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良
土　c.橙色　e.良好　f.口唇部部分的に油煤痕

18 19 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 7.9 4.9 2.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄灰色　e.やや甘い　f.口唇部・外側面・内面一部に油煤痕

18 20 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 8.3 5.3 2.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄灰色　e.やや甘い

18 21 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 6.9 4.6 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.橙色　e.良
好

18 22 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 6.5 4.0 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒  やや粗土　c.橙
色　e.良好 

18 23 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ (10.8) (6.6) 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 やや粗土　c.黄橙色　e.良
好

18 24 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 11.1 7.4 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 や
や粗土　c.黄橙色　e.良好

18 25 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 10.6 5.3 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好

18 26 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ (12.4) (6.6) 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c. 橙色　
e.良好

18 27 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ (13.0) (8.4) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好　f.口唇部・外側面油煤痕

18 28 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ (12.3) (7.4) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 小石粒 やや粗
土　c.黄灰色　e.やや甘い　f.内底部・外側面から外底部にかけて油煤痕

18 29 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 11.9 6.3 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

18 30 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 12.4 6.6 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデb.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　c.黄
橙色　e.良好

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

18 31 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ (11.7) (8.1) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 粗
土　c.黄橙色　e.良好　f.内面・外面底部黒色に変色

18 32 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ (12.5) (7.6) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好 

18 33 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 11.8 7.3 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.橙色　e.良好

18 34 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ (12.5) (7.7) 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデb.微砂多め 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粗土
　c.黄橙色　e.良好 

18 35 第１面・構成土出土遺物（１） かわらけ 12.9 8.3 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄灰色　e.やや甘い

18 36 第１面・構成土出土遺物（１） 白かわらけ ― (7.4) ― a.ロクロ 外底回転糸切痕 強い板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.灰白色　e.良
好

18 37 第１面・構成土出土遺物（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 精良堅緻　d.青灰色 気泡貫入多く不透明 厚く施釉 外面一部剥げ落

ちる

18 38 第１面・構成土出土遺物（１） 青磁
皿 ― 5.2 ― b.灰色 精良堅緻　d.灰緑色 やや薄く施釉 内底面気泡多く不透明 外底部露胎　e.堅緻　

f.内底二次焼成か釉剥離

18 39 第１面・構成土出土遺物（１） 青磁
折縁鉢 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 黒色粒少量 精良堅緻　d.青緑色不透明釉を厚く施釉　e.堅緻

18 40 第１面・構成土出土遺物（１） 青磁
折縁鉢 口縁部片 b.灰白色 精良堅緻　d.灰青色 やや厚く施釉 細かい気泡多く不透明 外底部露胎　e.堅緻 

18 41 第１面・構成土出土遺物（１） 青白磁
合子 蓋 胴部片 a. 文様型捺し 蓮弁紋　b. 灰白色 黒色微砂少量 緻密土　d. 灰緑色不透明釉を薄く施釉　

e.堅緻　f.蓋

18 42 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
入子 底部片 a.ロクロ 外底回転糸切痕　b.黄灰色 長石 礫 良土　e.硬質

18 43 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
入子 底部片 a.ロクロ 外底回転糸切痕　b.灰色 精良土　c.灰色　e.良好 硬質　f.外底に３ヶ所土をえ

ぐり立たせた脚がある

18 44 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
入子 ― 4.1 ― a.ロクロ　底部回転糸切り　b.砂粒 良土　e.良好　d.内面降灰釉

18 45 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
折縁皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 精良土　d.灰緑色灰釉つけ掛け　e.堅緻　f.古瀬戸後期Ⅱ期か

18 46 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
折縁皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 精良土　d.黄灰緑色半透明 剥離してほとんど残っていない 刷毛塗り

18 47 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
卸皿 口縁部片 b.灰色 精良土　d.剥離して卸目部分のみ残る 灰緑色透明釉つけ掛けか　e.堅緻

18 48 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
卸皿 口縁部片 a.ロクロ 外底回転糸切痕 外面露胎　b.灰白色 白色粒 黒色粒 砂粒 やや粗土　d.灰オリ

ーブ釉 卸目施釉　e.良好 硬質

18 49 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
卸目付大皿 ― (11.8) ― a. ロクロ 外底回転糸切痕 脚部が付くのか　b. 黄灰色 微砂 良土　e. やや軟質　f. 割れた

のち内外ともに二次焼成受けている 古瀬戸後期Ⅲ期か

18 50 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
卸皿 底部片 a.外底部糸切り痕 灰色 砂粒 精良土　d.剥離して卸目部分的に残る 灰緑色透明釉 塗り方

不明　e.良好

18 51 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
壺 胴部片 a.内面指頭による調整　b.灰白色 白色粒 砂粒 良土　d.オリーブ灰～暗緑灰色　f.凸対の

筋文 櫛掻による蓮弁文 合子の可能性もある

18 52 第１面・構成土出土遺物（１） 瀬戸
水注 取手部片 b.灰白色 精良土　c.灰色　e.良好 硬質　d.オリーブ釉　f.円文の押印

18 53 第１面・構成土出土遺物（１） 常滑
壺 ― (8.4) ― a.輪積み技法 内面指頭痕 外面横ナデ 離れ砂付着　b.黒灰色 白色粒多い 黒色粒少量 砂

粒　c.灰褐色～黒灰色　d.外面肩部自然降灰　e.硬質

18 54 第１面・構成土出土遺物（１） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.暗灰色 長石 石英　c.茶褐色　d.口縁～内部、外面肩部自然降灰で灰白

色　e.良好　f.二次焼成をうけるか？外面口縁煤付着 

18 55 第１面・構成土出土遺物（１） 常滑
片口鉢Ⅱ類 (35.6) (16.4) 14 a.輪積み技法　b.黄灰色 微砂 長石 石英　c.赤褐色　e.良好　f.内底にかけて磨滅 

19 56 第１面・構成土出土遺物（２） 常滑 
片口鉢Ⅱ類 (35.4) (16.4) 11.2 a.輪積み技法 内面横ナデ 外面ヘラ調整 離れ砂付着　b.橙色 白色粒多め 砂粒 小石粒　

c.暗茶褐色～茶褐色　e.硬質

19 57 第１面・構成土出土遺物（２） 常滑 
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色 長石 石英　c.赤褐色　e.良好　f.内面胴下部磨滅  

19 58 第１面・構成土出土遺物（２） 常滑 
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 内面横ナデ 外面ヘラ調整　b.灰色 白色粒多め 砂粒　c.茶褐色　d.口縁に

自然降灰　e.良好　f.内面一部磨滅

19 59 第１面・構成土出土遺物（２） 常滑 
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 内面自然降灰 外面ランダムに押し成形 離れ砂付着　b.黒灰色 白色粒 砂粒

　c.赤褐色　e.硬質

19 60 第１面・構成土出土遺物（２） 常滑 
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 内面自然降灰 外面ヘラ調整 離れ砂付着　b.暗灰色 白色粒多め 砂粒　c.灰

色　e.硬質　f.胎土はⅠ類に近似

19 61 第１面・構成土出土遺物（２） 常滑 
片口鉢Ⅱ類 ― (15.2) ― a. 輪積み技法　b. 淡橙色 砂粒 白色粒 黒色粒 小石粒多い やや粗土　c. 橙色　e. 良好　

f.内面磨滅 

19 62 第１面・構成土出土遺物（２） 常滑 
片口鉢Ⅱ類 底部片 a.輪積み技法 内面摩耗 外面ヘラ削り横ナデ 外底離れ砂付着　b.灰色 白色粒多め 黒色粒

少量 砂粒　c.茶褐色　e.良好　f.内面一部磨滅

19 63 第１面・構成土出土遺物（２） 備前
擂鉢 口縁部片 a. 輪積み技法 回転横ナデ 内面に９条の櫛目　b. 灰色 長石 石英 礫 良土　c. 暗茶褐色　

e.良好　f.片口鉢の痕跡あり 

19 64 第１面・構成土出土遺物（２） 東播系
鉢 口縁部片 b.灰色 白色粒多い 小石粒 良土　c.暗灰色　e.良好 硬質

19 65 第１面・構成土出土遺物（２） 亀山
甕 胴部片 b.灰色 白色粒 黒色粒 良土　c.灰色　e.良好 硬質　d.オリーブ釉

19 66 第１面・構成土出土遺物（２） 瓦器質
火鉢 脚部片 a.輪積み技法 脚部貼付け 内面ナデb.淡橙色～灰色 白色粒 黒色粒 礫　c.内面:灰黒色（黒

色処理） 外面:火を受けはつれている 剥離気味 　f.脚部

19 67 第１面・構成土出土遺物( ２） 平瓦 ― ― 2.4 b.灰色　砂粒　小石粒　良土　c.暗灰色　e.良好　f.凸目：糸切り痕　離れ砂付着　凹面：
不規則ナデ　離れ砂付着　水殿瓦窯　永福寺Ⅱ期か

19 68 第１面・構成土出土遺物（２） 瓦器質
燭台 (3.8) ― ― a.最大幅（3.8） 孔幅 底部:0.2 胴軸辺り:1.1　b.灰色 白色粒 黒色粒　c.外面磨き痕　e.良

好 　f.脚部

19 69 第１面・構成土出土遺物（２） 土器質
壺 3.4 4.1 5.2 a. 外底部ナデにより糸切り痕を消している　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 良土　c. 黄橙色　

e.良好

19 70 第１面・構成土出土遺物（２） かわらけ
転用品 径3.55 ― 0.5 ～

0.65 b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好　f.円盤状を呈する

19 71 第１面・構成土出土遺物（２） 滑石鍋
転用品 胴部片 a.内面縦位の削り調整　f.温石に転用か?

19 72 第１面・構成土出土遺物（２） 石製品
硯 (7.0) (5.3) 1.9 a.長方硯　f.鳴滝産

単位（cm）
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

19 73 第１面・構成土出土遺物（２） 石材 (7.1) 2.7 2.2 a.側面切り出し痕　f.鳴滝系の石材加工品 用途不明

19 74 第１面・構成土出土遺物（２） 石製品
砥石 9.6 3.5 1.9 a.砥面２面 側面切り出し痕　f.上野産 中砥

19 75 第１面・構成土出土遺物（２） 石製品
砥石 (9.3) 3.1 0.3 ～ 0.7 a.砥面２面 側面切り出し痕　c.淡黄灰白色　f.鳴滝 中山産 仕上砥

19 76 第１面・構成土出土遺物（２） 石製品
砥石 7.9 3.3 1.5 a.砥面２面 側面切り出し痕　f.鳴滝 中山産 仕上砥

19 77 第１面・構成土出土遺物（２） 石製品
火打石 2.4 2.1 1.4 f.使用痕あり

19 78 第１面・構成土出土遺物（２） 鉄製品
釘 (5.8) 1.0 0.7 f.鍛造 断面四角形

19 79 第１面・構成土出土遺物（２） 鉄製品
釘 (6.4) 0.8 0.5 f.鍛造 断面四角形

19 80 第１面・構成土出土遺物（２） 銅銭 外径23.6mm 内径19.8mm
孔幅6.4mm 厚さ1.12mm f.開元通寶 唐初鋳年621年か南唐初鋳年960年 隷書

19 81 第１面・構成土出土遺物（２） 銅銭 外径25.3mm 内径20.3mm
孔幅6.5mm 厚さ1.2mm f.天聖元寶 北宋 初鋳1023年 篆書

19 82 第１面・構成土出土遺物（２） 銅銭 外径22.11mm 内径18.22mm
孔幅0.72mm 厚さ6.19mm f.元豊通寶 北宋 初鋳1078年 行書

19 83 第１面・構成土出土遺物（２） 銅銭 外径24.5mm 内径20.2mm
孔幅７mm 厚さ1.13mm f.元祐通寳 北宋 初鋳年1086年 行書

21 1 第２面・土坑17 かわらけ (7.8) (4.6) 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c. 灰黄色　
e.やや甘い

21 ２ 第２面・土坑17 かわらけ 7.6 5.5 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好 

21 ３ 第２面・土坑17 かわらけ 7.6 5.2 1.65 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部・内面全体が黒色に変色

21 ４ 第２面・土坑17 かわらけ 7.4 4.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 やや粗土　c.灰黄色　e.や
や甘い

21 ５ 第２面・土坑17 かわらけ (7.5) (4.6) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

21 ６ 第２面・土坑17 かわらけ 7.0 4.2 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良好　c.黄橙色
e.良好

21 ７ 第２面・土坑17 かわらけ (8.2) (5.0) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.灰黄色　e.やや甘い

21 ８ 第２面・土坑17 かわらけ 7.8 4.9 1.65 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

21 ９ 第２面・土坑17 かわらけ 7.8 4.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内面ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 
泥岩粒 良土　c.橙色　e.良好

21 10 第２面・土坑17 かわらけ 8.4 5.1 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好 

21 11 第２面・土坑17 かわらけ 8.0 5.2 2.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c. 黄橙色　
e.良好

21 12 第２面・土坑17 かわらけ 7.4 4.6 2.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c. 黄橙色　
e.良好　f.内外面全体に黒色に変色

21 13 第２面・土坑17 かわらけ (11.0) (6.3) 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好　f.器壁内面.外底～側面にかけて黒色に変色

21 14 第２面・土坑17 かわらけ 10.7 6.5 ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.橙色　e.良
好

21 15 第２面・土坑17 かわらけ (11.1) (6.7) 3.25 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

21 16 第２面・土坑17 かわらけ 12.2 7.8 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.黄橙色
e.良好

21 17 第２面・土坑17 かわらけ 13.1 8.2 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.橙色　e.良
好

21 18 第２面・土坑17 かわらけ 13.1 8.3 3.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

21 19 第２面・土坑17 かわらけ 13.5 7.3 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.橙色　
e.良好

21 20 第２面・土坑17 かわらけ 13.2 7.5 3.35 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.灰黄色
e.やや甘い 

21 21 第２面・土坑17 かわらけ (13.0) (6.4) 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.黄橙色　e.良好

21 22 第２面・土坑17 白磁
壺 口縁部片 a.ロクロ　b.白色 精良堅緻　d.灰白色透明 　e.堅緻 

21 23 第２面・土坑17 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 内面:摩耗 自然降灰 外面:横ナデ 縦横に調整　b.灰色 白色粒多め 黒色粒 

砂粒　c.褐色　e.硬質　f. ８形式

21 24 第２面・土坑17 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 内面:摩耗 外面:自然降灰 横ナデ 縦横に調整　b.灰色 白色粒多め 黒色粒 

砂粒　c.茶褐色　e.硬質　f. ８形式

21 25 第２面・土坑17 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 内面:横ナデ 摩耗 外面:ヘラ調整　b.灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.茶灰色　

e.硬質 ８形式

21 26 第２面・土坑17 かわらけ
加工品 2.8 2.3 0.8 a.底部中央穿孔　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

21 27 第２面・土坑17 鉄製品
釘 (2.8) 0.6 0.4 f.鍛造 断面四角形 錆付着

21 28 第２面・土坑17 銅銭 外径25.1mm 内径19.2mm
孔幅５mm 厚さ１mm f.元豊通寶 北宋 初鋳1078年 行書

22 1 第２面・溝状４ かわらけ 7.0 4.7 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.灰黄色　e.やや甘い　f.一部内外面口唇部黒色に変色

22 ２ 第２面・溝状４ かわらけ 13.4 7.2 3.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

22 ３ 第２面・土坑22 かわらけ (7.6) (5.2) 1.75 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c. 橙色　
e.良好　f.口唇部油煤痕

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

22 ４ 第２面・土坑22 かわらけ 7.8 5.0 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部厚く油煤痕

22 ５ 第２面・土坑24 白磁
壺 (6.4) ― ― a.ロクロ　b.白色 精良堅緻　d.灰白色 やや不透明 薄手施釉 貫入有り　e.堅緻

22 ６ 第２面・ピット106 かわらけ 7.6 4.9 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

22 ７ 第２面・ピット106 かわらけ 10.4 5.8 3.05 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

22 ８ 第２面・ピット122 かわらけ (6.9) (4.7) 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c. 橙色　
e.良好

22 ９ 第２面・ピット122 かわらけ (12.3) (8.4) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.橙色　e.良好

22 10 第２面・ピット122 石製品
砥石 (6.8) 3.1 0.75 ～

0.2 a.砥面１面 側面切り出し痕　c.灰白色　f.鳴滝産 仕上砥

22 11 第２面・ピット141 かわらけ 8.1 5.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 良土　c.黄灰
色　e.やや甘い　f.歪みはげしい

23 1 第２面・面上 かわらけ (7.8) (5.0) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.黄橙色
e.良好

23 ２ 第２面・面上 かわらけ 8.0 5.5 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.黄橙色
e.良好

23 ３ 第２面・面上 かわらけ (7.6) (4.4) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

23 ４ 第２面・面上 かわらけ (7.2) (4.8) 1.55 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好　f.内側面黒色に変色、煤痕か

23 ５ 第２面・面上 かわらけ 7.3 4.4 1.55 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

23 ６ 第２面・面上 かわらけ (7.8) (3.4) 2.05 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.灰黄色　e.やや甘い

23 ７ 第２面・面上 かわらけ (12.3) (8.0) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 良土　c.黄灰
色　e.やや甘い　f.外底黒色に変色

23 ８ 第２面・面上 かわらけ (12.0) (7.1) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好

23 ９ 第２面・面上 かわらけ (12.7) (8.0) 3.05 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　c.黄
灰色　e.やや甘い　f.内外口唇部油煤痕

23 10 第２面・面上 かわらけ 12.0 7.3 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好

23 11 第２面・面上 かわらけ (12.2) (7.0) 3.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c. 橙色　
e.良好

23 12 第２面・面上 かわらけ 11.9 7.4 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.黄橙色　e.良好

23 13 第２面・面上 瀬戸
皿 口縁部片 a. ロクロ 内面 : 横ナデ 外面 : 自然降灰　b. 灰白色 砂粒 精良土　c. 灰色　e. 良好 硬質　

f.内側面に縦位の櫛掻痕

23 14 第２面・面上 常滑
壺 (5.3) ― ― a. 輪積み技法　b. 灰白色～灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c. 灰色　d. 口縁～内部、外面肩部

自然降灰で灰緑色　e.良好　f.内面に黒い凝固した物質付着・小型

23 15 第２面・面上 常滑
片口鉢Ⅱ類 (26.5) ― ― a.輪積み技法 口唇部欠損 内面:横ナデ 外面:ヘラ調整　b.灰褐色 白色粒少量 黒色粒少量

c.灰褐色　e.硬質 ８形式

23 16 第２面・面上 銅銭 外径25.5mm 内径20.0mm
孔幅0.71mm 厚さ1.0mm f.天禧通寶 北宋 初鋳1017年 真書

23 17 第２面・面上 銅銭 外径23.9mm 内径20.5mm
孔幅6.0mm 厚さ0.95mm f.紹熈元寶 南宋 初鋳1190年 真書

23 18 第２面・構成土（１） かわらけ (7.8) (5.4) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土　c.灰黄
色　e.やや甘い

23 19 第２面・構成土（１） かわらけ 8.4 6.4 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.黄灰色
e.やや甘い

23 20 第２面・構成土（１） かわらけ 8.05 5.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

23 21 第２面・構成土（１） かわらけ 7.9 5.3 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 良土　c.黄橙色　
e.良好

23 22 第２面・構成土（１） かわらけ 7.5 5.0 1.85 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好

23 23 第２面・構成土（１） かわらけ 7.2 4.4 1.65 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

23 24 第２面・構成土（１） かわらけ 7.8 5.9 1.75 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好

23 25 第２面・構成土（１） かわらけ 7.8 4.9 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 
泥岩粒 良土　c.黄灰色　e.やや甘い

23 26 第２面・構成土（１） かわらけ 7.7 4.9 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.黄橙色　e.良好

23 27 第２面・構成土（１） かわらけ 7.1 4.15 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好

23 28 第２面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.4 1.35 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.灰黄色　e.やや甘い

23 29 第２面・構成土（１） かわらけ 7.55 4.9 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好

23 30 第２面・構成土（１） かわらけ (8.3) (4.9) 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

23 31 第２面・構成土（１） かわらけ 7.55 5.65 1.95 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土
c.橙色　e.良好

23 32 第２面・構成土（１） かわらけ (8.0) (4.7) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 不明瞭な板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 白色粒 泥岩粒 
やや粗土　c.黄灰色　e.やや甘い

23 33 第２面・構成土（１） かわらけ 7.7 4.9 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄灰色　e.やや甘い

23 34 第２面・構成土（１） かわらけ (8.0) (6.0) 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

23 35 第２面・構成土（１） かわらけ 7.7 4.9 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

23 36 第２面・構成土（１） かわらけ 7.3 4.5 1.75 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.灰黄色　
e.やや甘い　f.口唇部1 ヶ所油煤痕

23 37 第２面・構成土（１） かわらけ 7.4 4.35 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.黄橙色　e.良好

23 38 第２面・構成土（１） かわらけ (7.2) (4.4) 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 やや粗土　c.黄灰色　e.や
や甘い

23 39 第２面・構成土（１） かわらけ 7.0 4.9 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

23 40 第２面・構成土（１） かわらけ (7.7) (4.3) 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

23 41 第２面・構成土（１） かわらけ (7.6) (5.0) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 良土　c.黄橙色　e.良好

23 42 第２面・構成土（１） かわらけ 7.5 4.6 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好　f.内底部釘付着　外側面黒色に変色

23 43 第２面・構成土（１） かわらけ 7.1 4.95 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.黄橙色
e.良好

23 44 第２面・構成土（１） かわらけ (7.4) (4.4) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.黄灰色　
e.やや甘い　f.外面煤ける

23 45 第２面・構成土（１） かわらけ 6.75 4.25 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

23 46 第２面・構成土（１） かわらけ 7.2 4.2 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.橙色　e.良好

23 47 第２面・構成土（１） かわらけ 7.0 4.7 1.85 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

23 48 第２面・構成土（１） かわらけ (7.0) (4.0) 2.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 不明瞭な板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 白色粒 赤色粒 
良土　c.黄橙色　e.良好

23 49 第２面・構成土（１） かわらけ (7.3) (5.7) 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 粗土　c. 黄橙色　
e.良好

23 50 第２面・構成土（１） かわらけ (10.3) (5.6) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

23 51 第２面・構成土（１） かわらけ 10.3 6.2 2.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c. 橙色　
e.良好

23 52 第２面・構成土（１） かわらけ 10.7 6.1 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.橙色　e.良
好

23 53 第２面・構成土（１） かわらけ 10.2 5.8 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　薄手の器壁　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙
色　e.良好

23 54 第２面・構成土（１） かわらけ (12.8) (7.7) 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 やや粗土　c.黄灰
色　e.やや甘い

23 55 第２面・構成土（１） かわらけ (12.5) (7.8) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄灰色　e.やや甘い

23 56 第２面・構成土（１） かわらけ 13.4 8.8 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒　良土　c.黄橙色
e.良好

23 57 第２面・構成土（１） かわらけ 13.5 7.7 3.15 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.橙色
e.良好

23 58 第２面・構成土（１） かわらけ 13.8 7.0 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕  内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.橙色　e.良好

23 59 第２面・構成土（１） かわらけ (13.2) (7.1) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 小石粒 良
土　c.黄橙色　e.良好

23 60 第２面・構成土（１） かわらけ 6.2 7.4 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

23 61 第２面・構成土（１） かわらけ 13.6 8.4 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

23 62 第２面・構成土（１） かわらけ 12.0 6.4 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

23 63 第２面・構成土（１） かわらけ (12.4) (7.4) 3.15 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.黄灰色　e.やや甘い

23 64 第２面・構成土（１） かわらけ (12.0) (6.7) 3.35 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.橙色　e.良好

23 65 第２面・構成土（１） かわらけ 12.5 7.6 3.85 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄灰色　e.やや甘い

24 66 第２面・構成土（２） かわらけ 12.9 6.0 3.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 赤色粒 粉質良土　c. 黄橙色　
e.良好

24 67 第２面・構成土（２） かわらけ (12.7) (7.6) 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.橙色　
e.良好

24 68 第２面・構成土（２） かわらけ (12.8) (6.8) 3.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒　良土　c.橙色
e.良好

24 69 第２面・構成土（２） 青磁
櫛掻文碗 底部片 a.ロクロ 内面に櫛掻き文　b.灰白色 精良堅緻　d.緑灰色半透明 細かい気泡多く 外面は

貫入多い　e.堅緻 

24 70 第２面・構成土（２） 褐釉
壺 胴部片+耳 a.輪積み技法　b.灰色 微砂 黒色粒 白色粒 良土　d.茶褐色釉　e.良好

24 71 第２面・構成土（２） 褐釉
壺 胴部片 a.輪積み技法　b.灰色 砂粒 赤色粒 黒色粒 白色粒 緻密精良土　d.茶褐色釉　e.良好 硬質

f.内面釉垂れあり

24 72 第２面・構成土（２） 瀬戸
入子 (7.7) (3.7) 2.95 a.外底回転糸切痕 内面摩耗 外面ヘラ調整 残存１/ ８輪花一ヶ所残る　b.灰色 白色粒 砂

粒 良土　d.無釉　e.良好 硬質　f.内底に朱色の顔料残る

24 73 第２面・構成土（２） 瀬戸
入子 5.7 3.7 1.8 a.外底回転糸切痕 八弁輪花状　b.灰色 白色粒 砂粒 良土　d.無釉　e.良好 硬質　

24 74 第２面・構成土（２） 瀬戸
折縁皿 口縁部片 a.ロクロ 内面:横ナデ 外面 :自然降灰　b.灰白色 白色粒 砂粒 良土　d.灰オリーブ 薄手

施釉　e.良好 硬質　f.二次焼成で白濁する

24 75 第２面・構成土（２） 瀬戸
卸皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 白色粒 砂粒 良土　d.灰白色 極薄く施釉　e.良好 硬質　f.口唇部よ

り外側面にかけて釉剥離

24 76 第２面・構成土（２） 瀬戸
瓶子 胴部片 b.灰白色 白色粒 砂粒 良土　e.良好 硬質　d.灰オリーブ釉 外面のみ薄く施釉

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

24 77 第２面・構成土（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法 内面横ナデ　b.灰色 白色粒多め 砂粒　c.褐色　d.暗褐色　e.硬質　f.6a形

式

24 78 第２面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅰ類 底部片 a.輪積み技法 横ナデ 内面摩耗してツルツル　b.灰色 白色粒多め 黒色粒 砂粒　c.灰色　

e.硬質

24 79 第２面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 横ナデ　b.灰褐色 白色粒多め 砂粒　c.赤褐色　d.自然降灰　e.硬質　f.6a

形式

24 80 第２面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 口唇部禿げている　b.灰色 白色粒多め 黒色粒 砂粒　c.茶褐色　e.硬質　

f.内面に一ヶ所竹管文あり

24 81 第２面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 底部片 a.輪積み技法 内面摩耗 外面ヘラ削り横ナデ　b.灰色 白色粒多め 黒色粒多め 砂粒　c.褐

色～暗褐色　e.硬質

24 82 第２面・構成土（２） 土器質
火鉢 口縁部片 a. 輪積み技法 内外横位ナデ　b. 灰橙色 微砂多く、白色粒・小石粒を含む　c. 黄橙色　

e.軟質　f.D類

24 83 第２面・構成土（２） かわらけ 10.0 5.1 ３
a.ロクロ内底ナデ　b.微砂 白色粒 小石粒 やや粗土　c.白色　e.良好　f.口唇部全体に油
煤痕 １ヶ所打ち掻き痕 外底部糸切り痕不明瞭 手づくね成形のようにも思えるが、内面
不明瞭ながら回転整形の痕跡もみえる 器肌は白色を呈する　産地不明

24 84 第２面・構成土（２） かわらけ質
人形 3.2 2.1 1.8

b.微砂 赤色粒 良土　c.にぶい橙色　e.良好　f.巫女・後ろ髪は襟の中に入れるため背中
には垂らさない・玩具ではなく神事に利用か。手に持っているものは不明・儀式用の品
か・顔は墨で書いておらず、ヘラで切った様子もない

24 85 第２面・構成土（２） 石製品
硯 4.9 3.9 0.8 b.頁岩 赤間ヶ石製 四葉硯（鎌倉手）　f.原材搬入し、鎌倉で作硯

24 86 第２面・構成土（２） 石製品
硯 (5.1) (3.5) 0.6 b.装飾部一部残る　c.暗灰色　f.産地不明

24 87 第２面・構成土（２） 石製品
砥石 (3.4) 2.4 0.6 a.砥面２面　c.灰白色　f.鳴滝産 仕上砥

24 88 第２面・構成土（２） 鉄製品
釘 (5.1) 0.6 0.4 f.鍛造 断面四角形 錆付着

24 89 第２面・構成土（２） 鉄製品
釘 (3.0) 0.6 0.3 f.鍛造 断面四角形

26 1 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (7.8) (4.5) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.黄橙色
e.良好

26 ２ 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (7.5) (4.8) 1.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.橙色　
e.良好

26 ３ 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ 7.3 4.9 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.黄橙
色　e.良好　f.口唇部２か所に油煤今

26 ４ 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ 7.8 5.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好　f.口唇部油煤痕

26 ５ 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (7.6) (4.8) 1.75 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.灰黄色
e.やや甘い

26 ６ 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (7.4) (4.4) 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.灰黄色　e.やや甘い

26 ７ 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (6.6) (3.9) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.黄橙色　e.良
好

26 ８ 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (7.3) (3.8) 1.95 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.黄橙色　e.良好

26 ９ 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (10.9) (6.0) 2.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 小石
粒 やや粗土　c.橙色　e.良好

26 10 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (10.8) (6.5) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好　f.外側面に工具による引き掻のような痕跡

26 11 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ 12.7 7.8 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.橙色　
e.良好

26 12 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ 12.8 7.9 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好

26 13 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (13.5) (7.3) 3.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好

26 14 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (12.6) (8.2) 3.4 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデの後側面回転ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 
小石粒 良土　c.黄橙色　e.良好

26 15 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ (13.1) (8.1) 3.75 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 赤色粒 やや粗土　c. 黄橙色　
e.良好

26 16 第３面・かわらけ集中遺構 かわらけ 12.8 6.8 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

26 17 第３面・かわらけ集中遺構 鉄製品
釘 (4.1) 0.8 0.7 f.鍛造 断面四角形

26 18 第３面・かわらけ集中遺構 鉄製品
釘 4.4 0.7 0.6 f.鍛造 断面四角形

26 19 第３面・かわらけ集中遺構 鉄製品
釘 3.2 0.7 0.6 f.鍛造 断面四角形

27 1 第３面・土坑26 かわらけ 7.2 5.3 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.黄
灰色　e.やや甘い

27 ２ 第３面・土坑26 かわらけ 11.1 6.4 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粉質良土　c.橙色
e.良好

27 ３ 第３面・土坑26 かわらけ 12.2 7.1 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.橙色　
e.良好　f.内面器壁が黒色に変色

27 ４ 第３面・土坑29 かわらけ (7.0) (4.5) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土c.黄灰
色　e.やや甘い

27 ５ 第３面・土坑29 かわらけ 10.3 4.9 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 粉質気味良土　c.黄灰色　
e.やや甘い　f.器肌色が白かわらけに近似する色調

27 ６ 第３面・土坑30 かわらけ 7.4 5.3 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.橙色　e.良好

27 ７ 第３面・土坑30 かわらけ 7.5 5.9 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土 　
c.黄灰色　e.やや甘い

27 ８ 第３面・土坑30 かわらけ 10.3 5.9 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土c.黄灰色
e.やや甘い

27 ９ 第３面・土坑31 かわらけ 8.1 4.9 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好

27 10 第３面・土坑31 かわらけ 7.8 5.2 1.55 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄灰色　e.やや甘い　f.口唇部一部に油煤痕

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

27 11 第３面・土坑31 かわらけ 7.5 5.1 1.75 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好　f.内側面一部が黒色に変色

27 12 第３面・土坑31 かわらけ 7.6 5.0 1.75 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 粗土c.黄灰色　
e.やや甘い　f.口縁削り込む加工を施す

27 13 第３面・土坑31 かわらけ (12.6) (8.3) 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.橙色　e.良好

27 14 第３面・土坑31 かわらけ (13.5) (7.5) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好

27 15 第３面・土坑31 かわらけ (13.2) (7.2) 3.25 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.橙色　e.良好

27 16 第３面・土坑31 かわらけ (13.1) (7.3) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好

28 17 第３面・土坑32 かわらけ (7.7) (5.8) 1.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好

28 18 第３面・土坑32 かわらけ 10.9 6.3 3.05 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好　f.器壁内湾する

28 19 第３面・土坑32 かわらけ 12.4 7.1 3.25 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄橙色　e.良好

28 20 第３面・土坑32 かわらけ 12.4 7.25 3.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄灰色　e.やや甘い

28 21 第３面・土坑32 かわらけ 12.7 8.1 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄灰色　e.やや甘い

28 22 第３面・土坑32 かわらけ 12.7 7.1 3.35 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.橙色　e.良好

28 23 第３面・土坑32 かわらけ 13.5 7.9 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好

28 24 第３面・土坑32 かわらけ 13.2 7.8 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好

28 25 第３面・土坑32 かわらけ (13.2) (7.5) 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデb.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.橙
色　e.良好　f.内側面部分的に黒色に変色

28 26 第３面・土坑32 滑石
鍋 口縁部片 b.内外面削り加工

28 27 第３面・土坑33 かわらけ 7.75 4.95 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.黄灰色　e.やや甘い　f.口唇部から内側面にかけて厚く油煤痕

28 28 第３面・土坑33 かわらけ 8.05 5.1 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 小石粒 粗土　c.黄
橙色　e.良好　f.内外面共に器壁剥離　口唇部油煤痕

28 29 第３面・土坑33 かわらけ 7.3 5.15 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 
泥岩粒 粗土　c.橙色　e.良好　f.口唇部一部打ち掻き痕　口唇部油煤痕

28 30 第３面・土坑33 かわらけ 7.7 5.3 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄灰色　e.やや甘い

28 31 第３面・土坑33 かわらけ 7.1 4.5 1.75 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　
c.橙色　e.良好

28 32 第３面・土坑33 かわらけ 7.3 5.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.橙色　e.良好

28 33 第３面・土坑33 かわらけ 7.75 3.1 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄灰色　e.やや甘い

28 34 第３面・土坑33 かわらけ 7.05 4.7 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.黄灰色　e.やや甘い　f.口唇部一部油煤痕

28 35 第３面・土坑33 かわらけ 7.0 4.6 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粉質
気味良土　c.橙色　e.良好

28 36 第３面・土坑33 かわらけ 10.5 6.4 2.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 赤色粒 やや粉質良土　c.橙色　e.良好

28 37 第３面・土坑33 かわらけ 10.75 6.0 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒多め 泥岩粒 良土　c.橙色　
e.良好

28 38 第３面・土坑33 かわらけ 10.6 5.8 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 赤色粒多め 良土　c.灰白色　e.甘い

28 39 第３面・土坑33 かわらけ 12.0 7.4 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　c.橙色　e.良
好

28 40 第３面・土坑33 かわらけ 11.8 7.5 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.黄灰色
e.やや甘い

28 41 第３面・土坑33 かわらけ 11.8 7.3 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好　f.口縁部一部に削痕

28 42 第３面・土坑33 かわらけ 11.9 7.8 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 粗土　c.橙色　e.良
好

28 43 第３面・土坑33 かわらけ 12.9 8.6 3.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好　f.内底黒色に変色

28 44 第３面・土坑33 かわらけ 12.1 7.45 3.55 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒多め 泥岩粒多め やや粗土
c.橙色　e.良好

28 45 第３面・土坑33 かわらけ 12.6 6.7 3.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.黄灰色
e.やや甘い

28 46 第３面・土坑33 銅銭 外径25.1mm 内径22.3mm
孔幅10mm 厚さ1.1mm f.五銖銭 後漢 初鋳A.D.24年

28 47 第３面・ピット176 青磁
鉢 底部片 b.灰白色 精良堅緻　d.青灰色不透明 厚く施釉 気泡あり 貫入あり 高台接地面のみ露胎　

e.堅緻　f.内底二次焼成か釉剥離

28 48 第３面・ピット177 かわらけ 12.6 6.7 3.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄灰色　e.やや甘い

28 49 第３面・ピット185 常滑
片口鉢Ⅱ類 (35.6) (19.6) (14.4) a.輪積み技法 内面:指頭痕・横ナデ 外面:横ナデ・ヘラ調整・離れ砂付着　b.暗灰色 白

色粒 黒色粒 砂粒 石粒　c.橙色　e.硬質 

28 50 第３面・ピット190 かわらけ 7.5 4.7 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b. 微砂 海綿骨芯 良土　c. 黄灰色　
e.やや甘い

28 51 第３面・ピット190 瀬戸
入子 ― (3.8) ― a.ロクロ 横ナデ　b.灰白色 砂粒 良土　d.外面に自然降灰　e.良好 硬質

28 52 第３面・ピット198 かわらけ 7.4 5.7 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

28 53 第３面・ピット198 かわらけ 7.3 4.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好

28 54 第３面・ピット198 銅銭 外径24.4mm 内径20.8mm
孔幅6.74mm 厚さ1.1mm f.元祐通寳 北宋 初鋳1086年 行書

28 55 第３面・ピット198 銅銭 外径23.8mm 内径18.9mm
孔幅6.2mm 厚さ0.9mm f.至和元寳 北宋 初鋳1054年 篆書

29 1 第３面・面上（１） かわらけ 8.0 5.7 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

29 ２ 第３面・面上（１） かわらけ (7.1) (4.5) 1.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.灰黄色　e.やや甘い

29 ３ 第３面・面上（１） かわらけ 7.2 5.3 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

29 ４ 第３面・面上（１） かわらけ 7.7 4.9 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.橙色　
e.良好

29 ５ 第３面・面上（１） かわらけ 7.4 5.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色
粒 泥岩粒 良土　c.灰黄色　e.やや甘い

29 ６ 第３面・面上（１） かわらけ 7.15 4.5 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.橙色
e.良好

29 ７ 第３面・面上（１） かわらけ (7.4) (4.9) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

29 ８ 第３面・面上（１） かわらけ (7.4) (4.35) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.灰黄色　e.やや甘い　f.内外側面黒色に変色

29 ９ 第３面・面上（１） かわらけ 7.75 5.15 1.75 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.外側面・内底面黒色に変色

29 10 第３面・面上（１） かわらけ 7.8 5.5 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.黄灰色
e.やや甘い

29 11 第３面・面上（１） かわらけ (7.8) (4.8) 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 良土　c.灰黄色
e.やや甘い

29 12 第３面・面上（１） かわらけ 7.9 4.65 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 小石粒 良土　c.黄橙色
e.良好　f.内外面一部が黒色に変色

29 13 第３面・面上（１） かわらけ 7.4 5.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色
粒 泥岩粒 良土　c.灰黄色　e.やや甘い

29 14 第３面・面上（１） かわらけ 7.4 4.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯少量 赤色粒少量 泥岩
粒 良土　c.黄灰色　e.やや甘い

29 15 第３面・面上（１） かわらけ (7.60) (4.65) (1.5) a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色
粒 泥岩粒 良土　c.黄橙色　e.良好

29 16 第３面・面上（１） かわらけ 6.9 4.3 1.55 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄灰色　e.やや甘い

29 17 第３面・面上（１） かわらけ 7.1 4.7 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色
粒 泥岩粒 やや粗土　c.灰黄色　e.やや甘い

29 18 第３面・面上（１） かわらけ 7.7 5.2 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.橙色　e.良好

29 19 第３面・面上（１） かわらけ (7.5) (4.7) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 やや粗土　c.灰
黄色　e.やや甘い　f.内外面口唇部黒色に変色

29 20 第３面・面上（１） かわらけ 7.6 5.4 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土
c.灰黄色　e.やや甘い

29 21 第３面・面上（１） かわらけ 7.5 4.75 1.95 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底弱いナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 良土　c.黄橙
色　e.良好

29 22 第３面・面上（１） かわらけ (8.15) (5.4) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 
良土　c.灰黄色　e.やや甘い

29 23 第３面・面上（１） かわらけ (7.6) (4.8) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 良土　c.灰黄色　e.やや甘い

29 24 第３面・面上（１） かわらけ 7.3 4.1 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粗土　c.橙
色　e.良好

29 25 第３面・面上（１） かわらけ 7.55 4.9 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 泥岩粒 良土
c.黄橙色　e.良好

29 26 第３面・面上（１） かわらけ 7.1 5.0 1.95 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好

29 27 第３面・面上（１） かわらけ (7.2) (4.15) (1.95) a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

29 28 第３面・面上（１） かわらけ 11.15 5.8 2.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

29 29 第３面・面上（１） かわらけ (10.95) (6.4) 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯少量 赤色粒 泥岩粒 良土
c.黄橙色　e.良好

29 30 第３面・面上（１） かわらけ 11.15 6.3 3.0 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好

29 31 第３面・面上（１） かわらけ (17.4) 9.95 4.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.橙色　
e.良好

29 32 第３面・面上（１） かわらけ (14.0) (7.6) 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.橙色　
e.良好

29 33 第３面・面上（１） かわらけ (12.7) (6.9) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.黄橙色　e.良好

29 34 第３面・面上（１） かわらけ 12.7 7.4 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや
粗土　c.黄灰色　e.やや甘い

29 35 第３面・面上（１） かわらけ (12.4) (7.65) 3.3 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 赤色粒 小石粒 良土　c. 黄橙色　
e.良好　f.内面口唇部と内底から側面・外側面が黒色に変色

29 36 第３面・面上（１） かわらけ 11.85 7.1 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒少量 泥岩粒少量 
良土　c.黄橙色　e.やや甘い　f.口唇部全体に油煤痕

29 37 第３面・面上（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 精良堅緻　d.オリーブ灰色透明釉 厚く施釉 気泡あり

29 38 第３面・面上（１） 白磁 碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 精良堅緻　d.白色透明 薄手施釉　e.堅緻 

29 39 第３面・面上（１） 白磁
口兀皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 精良堅緻　d.灰白色半透明 薄手施釉 貫入有り　e.堅緻 

単位（cm）
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№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

29 40 第３面・面上（１） 白磁
皿 口縁部片 a.ロクロ 内面印花文　b.白色 精良堅緻　d.無色透明釉 薄手施釉　e.堅緻　f.小皿

29 41 第３面・面上（１） 青白磁
皿 口縁部片 a. 口縁輪花状 内面僅かに櫛掻文が残る　文様不明　b. 白色 精良堅緻　d. 灰白色透明 薄

手施釉　e.堅緻　f.小皿 

29 42 第３面・面上（１） 瀬戸
入子 口縁部片 a.ロクロ 内面横ナデ　b.灰白色 砂粒 精良土　d.灰白色自然釉　e.良好 硬質

29 43 第３面・面上（１） 瀬戸
卸皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 砂粒 良土　d.オリーブ灰色 薄く施釉　e.良好 硬質 

29 44 第３面・面上（１） 瀬戸
卸皿 底部片 a.ロクロ 外底回転糸切痕　b.淡灰褐色 砂粒 良土　d.卸目部分灰白色自然釉　e.良好 硬

質

29 45 第３面・面上（１） 常滑
甕 口縁部片 a. 輪積み技法 内面横ナデ　b. 暗灰色 白色粒多め 黒色粒 砂粒　c. 暗赤褐色　e. 硬質　

f. ７形式

29 46 第３面・面上（１） 常滑
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 a.輪積み技法 横ナデ　b.灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.灰色　e.硬質　f. ５形式

29 47 第３面・面上（１） 常滑
片口鉢Ⅰ類 ― (11.0) ― a. 輪積み技法 横ナデ 内面摩耗器壁剥離　b. 灰色 白色粒少なめ 黒色粒 砂粒　c. 灰色　

d.内側のみ降灰による自然釉　e.硬質

29 48 第３面・面上（１） 常滑
片口鉢Ⅱ類 (31.6) (15.2) (11.35) a.輪積み技法 横ナデ 内面:摩耗・剥離あり 外面:ヘラ調整　b.灰～暗灰色 白色粒多い 黒

色粒 砂粒 小石粒　c.褐色～黒褐色　e.硬質　f. ７形式

29 49 第３面・面上（１） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法 内外面横ナデ　b.灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.褐色 　e.硬質　f. ８形式

29 50 第３面・面上（１） 土器質
火鉢 口縁部片 a.横ナデ 板状圧痕　b.橙色 海綿骨芯 赤色粒 白色粒 砂粒　c.灰色　e.良好

29 51 第３面・面上（１） 瓦器質
火鉢 口縁部片 b.灰白色 白色粒 砂粒　c.灰色　e.硬質　f.外側面上部にから二条の沈線・雷文・二条の

沈線・珠文貼り付け 内面上部に横方向の磨き痕・角火鉢

29 52 第３面・面上（１） 常滑甕
転用品 8.7 6.7 1.5 a.側面擂られ丸みを帯びる　b.灰褐色 白色粒多め 黒色粒　c.灰色　e.硬質 

29 53 第３面・面上（１） 泥岩
加工品 径7.2 ― 1.8 a.土丹を磨き円盤状に成形 一部破損

29 54 第３面・面上（１） 土製品
用途不明 (5.3) 2.6 1.5 b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 小石粒 やや粗土　c.黄橙色　e.良好　f.円盤状　鋳型か

29 55 第３面・面上（１） 滑石製
スタンプ (2.6) 0.9 0.9 f.極小片の為 文様不明

29 56 第３面・面上（１） 石製品
砥石 (7.2) 6.4 3.9 a.砥面２面　側面切り出し痕　c.白色　f.伊予産　中砥

29 57 第３面・面上（１） 石製品
砥石 (5.3) 3.4 0.6 a.砥面２面　c.淡黄色　f.鳴滝産　仕上砥

29 58 第３面・面上（１） 石製品
砥石 (3.0) 3.1 0.7 a.砥面２面 側面1面切り出し痕　c.灰白色　f.鳴滝産　仕上砥

29 59 第３面・面上（１） 骨角製品
笄 (2.6) 1.7 0.3 a.磨き加工されている

29 60 第３面・面上（１） 骨角製品 (4.3) 1.2 0.4 a.磨き加工されている・用途不明

30 61 第３面・面上（２） 鉄製品
用途不明 (3.9) 7.5 0.3 f.遺存状態が悪く大半が錆に覆われる 

30 62 第３面・面上（２） 鉄製品
釘 5.3 1.5 1.5 f.鍛造 錆付着

30 63 第３面・面上（２） 鉄製品
釘 5.0 0.8 0.8 f.鍛造 錆付着

30 64 第３面・面上（２） 鉄製品
釘 (4.2) 0.5 0.4 f.鍛造 断面四角形 

30 65 第３面・面上（２） 鉄製品
釘 4.7 0.4 0.3 f.鍛造 断面四角形 

30 66 第３面・面上（２） 銅銭 外径25.5mm 内径21.0mm
孔幅7.3mm 厚さ1.0mm f.景祐元寳 北宋 初鋳1034年 真書

30 67 第３面・面上（２） 銅銭 外径25.0mm 内径19.5mm
孔幅7.0mm 厚さ1.0mm f.皇宋通寳 北宋 初鋳1038年 真書

30 68 第３面・面上（２） 銅銭 外径24.3mm 内径20.3mm
孔幅4.8mm 厚さ1.3mm f.政和通寳 北宋 初鋳1111年 分楷

30 69 第３面・炭化物層 かわらけ (7.7) (4.7) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 良土　c.灰黄色　e.や
や甘い　f.二次焼成受け黒色に変色

30 70 第３面・炭化物層 かわらけ (7.9) (4.9) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 砂質や
や粗土　c.黄橙色　e.良好

30 71 第３面・炭化物層 かわらけ 7.5 5.3 1.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c.灰黄色　
e.やや甘い

30 72 第３面・炭化物層 かわらけ (7.4) (4.9) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 砂質や
や粗土　c.灰黄色　e.やや甘い

30 73 第３面・炭化物層 かわらけ 7.15 4.8 1.45 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 砂質良土　c.橙色
e.良好

30 74 第３面・炭化物層 かわらけ 7.5 5.3 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.灰黄
色　e.やや甘い　f.口唇部一ヶ所に油煤痕

30 75 第３面・炭化物層 かわらけ 6.8 5.3 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 良土　c.灰黄色
e.やや甘い　f.口唇部一部黒色に変色

30 76 第３面・炭化物層 かわらけ 7.95 4.8 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.灰黄色　e.やや甘い

30 77 第３面・炭化物層 かわらけ 7.45 5.95 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.灰黄色　e.やや甘い

30 78 第３面・炭化物層 かわらけ 7.5 4.7 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色
粒 泥岩粒 良土　c.灰黄色　e.やや甘い

30 79 第３面・炭化物層 かわらけ 7.5 5.2 1.75 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ b. 微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.灰黄色　e.やや甘い

30 80 第３面・炭化物層 かわらけ 7.95 5.1 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 やや粗土　c.灰黄
色　e.やや甘い

30 81 第３面・炭化物層 かわらけ 7.4 5.0 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 小石粒 良土　c.灰黄色
e.やや甘い

単位（cm）
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30 82 第３面・炭化物層 かわらけ 7.3 5.2 1.75 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.灰黄色
e.やや甘い

30 83 第３面・炭化物層 かわらけ 7.2 5.0 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色
粒 泥岩粒 良土　c.黄橙色　e.良好

30 84 第３面・炭化物層 かわらけ 7.15 4.8 1.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 良土　c. 橙色　
e.良好

30 85 第３面・炭化物層 かわらけ 6.6 4.25 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　
c.黄橙色　e.良好

30 86 第３面・炭化物層 かわらけ 6.85 4.1 2.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好

30 87 第３面・炭化物層 かわらけ 10.95 6.4 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.橙色　e.良好　
f.口唇部一ヶ所に油煤痕

30 88 第３面・炭化物層 かわらけ (11.0) (5.8) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.黄橙色
e.良好　f.口唇部一ヶ所に油煤痕

30 89 第３面・炭化物層 かわらけ (10.7) (6.2) 2.95 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.黄橙色　e.良好

30 90 第３面・炭化物層 かわらけ (10.7) (6.4) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.灰黄色
e.やや甘い

30 91 第３面・炭化物層 かわらけ (10.7) (6.5) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.黄橙色
e.良好

30 92 第３面・炭化物層 かわらけ 10.7 5.7 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 良土　c.黄橙色　e.良好
f.外側面一部栗色に変色

30 93 第３面・炭化物層 かわらけ 13.2 7.3 3.65 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 良土　
c.橙色　e.良好

30 94 第３面・炭化物層 かわらけ 12.1 7.6 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 泥岩粒 やや粗
土　c.灰黄色　e.やや甘い　f.口唇部油煤痕

30 95 第３面・炭化物層 かわらけ 12.0 8.1 3.0 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色
粒 良土　c.黄橙色　e.良好　f.内面一部黒色に変色

30 96 第３面・炭化物層 かわらけ 13.1 8.8 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデの後側面回転ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色
粒 良土　c.灰黄色　e.やや甘い

30 97 第３面・炭化物層 かわらけ 13.1 7.3 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.黄橙色
e.良好

30 98 第３面・炭化物層 かわらけ 12.75 7.0 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデb.微砂 海綿骨芯 赤色粒 良土　c.灰黄色
e.やや甘い　f.内外口唇部黒色に変色

30 99 第３面・炭化物層 青白磁
梅瓶 胴部片 a.ロクロ 　b.白色 精良堅緻　d.青白色透明 薄手施釉　e.堅緻　f.二次焼成の為かややあ

れ気味

30 100 第３面・炭化物層 山茶碗 (13.4) (6.6) 4.05 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.白色粒 砂粒 精良土　c.灰黒色　e.やや甘い　f.胎
土は東遠系の胎土に近似

30 101 第３面・炭化物層 常滑甕
転用品 (7.0) 6.2 1.5 a.側面摩耗　b.暗灰色 白色粒 砂粒　c.茶褐色　e.硬質 

30 102 第３面・炭化物層 鉄製品
釘 5.2 0.4 0.3 f.鍛造 断面四角形 

30 103 第３面・炭化物層 銅銭 外径24.3mm 内径17.8mm
孔幅5.8mm 厚さ1.2mm f.至道元寳 北宋 初鋳995年 草書

30 104 第３面・炭化物層 銅銭 外径25.0mm 内径19.5mm
孔幅5.7mm 厚さ1.2mm f.景徳元寳 北宋 初鋳1004年 真書

30 105 第３面・構成土（１） かわらけ 3.8 3.0 0.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 やや粉質 良土　c.橙色　e.良好
f.口唇部やや内折れ

30 106 第３面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.6 1.4 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデの後側壁回転ナデ　b. 微砂 雲母 海綿骨針 
白色粒 砂質 良土　c.黄橙色　e.良好

30 107 第３面・構成土（１） かわらけ (8.2) 5.4 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.やや甘い

30 108 第３面・構成土（１） かわらけ (7.4) (4.6) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕不明瞭 内底強くナデ　b.微砂多 雲母 赤色粒 白色粒 
黒色粒 砂質 やや粗土　c.黄橙色　e.良好　f.内面見込み浅く外底磨滅

30 109 第３面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.1 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 良土　c.まだらな
橙色　e.良好　f.内外面一部に灰色の物質付着　一ヶ所打ち掻き痕

30 110 第３面・構成土（１） かわらけ (7.8) (5.2) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.橙
色　e.良好　f.口唇部一ヶ所油煤痕

30 111 第３面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 小石粒 泥岩粒 砂質 
良土　c.黄橙色　e.良好

30 112 第３面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.0 1.4 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　
c.橙色　e.良好

30 113 第３面・構成土（１） かわらけ 7.8 4.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 泥岩粒 粉質気味 良土　c.黄橙色　
e.やや甘い

30 114 第３面・構成土（１） かわらけ (8.0) 5.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナテの後側壁回転ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 橙
色粒 砂質 良土　c.黄橙色　e.良好

30 115 第３面・構成土（１） かわらけ 8.2 6.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 良土　c.黄
橙色　e.良好

30 116 第３面・構成土（１） かわらけ (8.6) (6.4) 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 橙色粒 粉質気味 良土　c.黄
灰色　e.やや甘い　f.低い器高

30 117 第３面・構成土（１） かわらけ 7.8 5.6 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕  内底横ナデ　b.微砂 雲母 橙色粒 砂質 良土　c.黄橙色　e.や
や甘い　f.低い器高・内外面一部黒色に変色

30 118 第３面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.0 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 白色粒 粉質気味 良土　c.黄
灰色　e.やや甘い　f.低い器高

30 119 第３面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデの後側壁回転ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂
質 良土　c.黄橙色　e.良好　f.内外面口唇部油煤痕

30 120 第３面・構成土（１） かわらけ (7.4) 5.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強く横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 粉質 良土　
c.黄橙色　e.良好

30 121 第３面・構成土（１） かわらけ 8.0 5.5 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄
橙色　e.良好

30 122 第３面・構成土（１） かわらけ (8.4) 5.0 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 泥岩粒 粉質気味 良土　c.黄橙色　
e.良好

30 123 第３面・構成土（１） かわらけ (7.4) 5.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 小石粒 砂質 やや粗土　c.橙
色　e.良好

単位（cm）
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30 124 第３面・構成土（１） かわらけ 7.2 5.2 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底雑なナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 小石粒 粉質気味 
やや粗土　c.橙色　e.良好

30 125 第３面・構成土（１） かわらけ (7.8) 5.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 
良土　c.黄橙色　e.良好

30 126 第３面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.9 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 白色粒 泥岩粒 粉質
気味 やや粗土　c.黄橙色　e.やや甘い

30 127 第３面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.3 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質
気味 やや粗土　c.黄橙色　e.良好　f.内外面一部が黒色に変色

30 128 第３面・構成土（１） かわらけ (7.8) 6.0 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 やや粉質 良土　c.黄橙色　
e.良好

30 129 第３面・構成土（１） かわらけ (7.6) (6.0) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好　

30 130 第３面・構成土（１） かわらけ (7.0) 4.6 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　
c.橙色　e.良好

30 131 第３面・構成土（１） かわらけ 7.0 5.0 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕？ 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 橙色粒 粉質 良土　
c.黄橙色

30 132 第３面・構成土（１） かわらけ 7.8 5.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 砂質 やや良
土　c.黄橙色　e.良好　f.内外面約半分が黒色に変色

30 133 第３面・構成土（１） かわらけ 7.0 5.4 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 藁状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.橙色　e.良好

30 134 第３面・構成土（１） かわらけ 8.0 5.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

30 135 第３面・構成土（１） かわらけ 7.2 5.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 良土　c.黄橙色
e.良好

30 136 第３面・構成土（１） かわらけ (7.2) 5.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 橙色粒 泥岩粒 粉質気
味 やや粗土　c.橙色　e.良好

30 137 第３面・構成土（１） かわらけ (7.8) 5.0 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
砂質 やや粗土　c.橙色　e.良好　

30 138 第３面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.0 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

30 139 第３面・構成土（１） かわらけ (7.8) 5.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 良
土　c.黄橙色　e.良好

30 140 第３面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.0 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 橙色粒 砂質 やや粗土　c.黄
橙色　e.良好　f.口唇部一部に油煤痕

30 141 第３面・構成土（１） かわらけ (7.4) 5.2 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好

30 142 第３面・構成土（１） かわらけ (7.8) (4.4) ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　
c.黄橙色　e.やや甘い

30 143 第３面・構成土（１） かわらけ (7.8) 5.2 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部油煤痕

31 144 第３面・構成土（２） かわらけ 7.8 5.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
粉質気味 良土　c.淡黄橙色　e.良好

31 145 第３面・構成土（２） かわらけ (7.6) 5.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 粉質気味 良
土　c.黄橙色　e.良好　f.外側面一部に油煤痕

31 146 第３面・構成土（２） かわらけ (7.4) 5.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 良
土　c.黄橙色　e.良好

31 147 第３面・構成土（２） かわらけ 7.2 5.0 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 雲母 小石粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

31 148 第３面・構成土（２） かわらけ (7.0) (4.8) 1.85 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質気味 良土　c.黄
橙色　e.良好

31 149 第３面・構成土（２） かわらけ 7.4 5.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好

31 150 第３面・構成土（２） かわらけ 7.4 4.8 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 白色粒 黒色粒 泥岩
粒 やや粉質砂質気味 やや粗土良土　c.淡黄橙色　e.良好

31 151 第３面・構成土（２） かわらけ (7.4) 4.6 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 
良土　c.淡黄橙色　e.良好

31 152 第３面・構成土（２） かわらけ 7.4 4.7 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 やや
粗土　c.淡黄橙色　e.良好

31 153 第３面・構成土（２） かわらけ (7.0) 4.8 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙色
e.良好

31 154 第３面・構成土（２） かわらけ 7.0 4.4 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 
良土　c.淡黄橙色　e.良好

31 155 第３面・構成土（２） かわらけ 6.3 3.7 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 粉質気味 良土　c.淡黄色
e.やや甘い　f.口唇部全体に油煤痕

31 156 第３面・構成土（２） かわらけ 10.8 7.0 3.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 雲母 赤色粒 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.器壁内湾

31 157 第３面・構成土（２） かわらけ 11.0 6.0 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 白色粒 粉質気味 良
土　c.淡黄橙色　e.良好

31 158 第３面・構成土（２） かわらけ 11.0 6.4 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 粉質 良土　c.黄橙色　e.良
好　f.器壁内湾

31 159 第３面・構成土（２） かわらけ (11.0) (6.0) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 粉質気味 良土　
c.橙色　e.良好

31 160 第３面・構成土（２） かわらけ (10.8) 3.0 2.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

31 161 第３面・構成土（２） かわらけ 10.2 6.0 ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 やや砂質 良土　c.橙
色　e.良好

31 162 第３面・構成土（２） かわらけ (11.0) (6.8) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.橙色　
e.良好　f.器壁内湾　口唇部油煤痕

31 163 第３面・構成土（２） かわらけ 10.4 6.4 ３ a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナテの後側面回転ナデ　b. 微砂 雲母 海綿骨針 
赤色粒 泥岩粒 粉質 良土　c.橙色　e.良好

31 164 第３面・構成土（２） かわらけ 10.4 6.8 ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.橙色　
e.良好　f.器壁内湾 内外側面に厚く油煤痕

31 165 第３面・構成土（２） かわらけ (13.6) 9.0 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 粉質気味 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

31 166 第３面・構成土（２） かわらけ (13.3) (8.0) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多い 海綿骨針 白色粒 泥岩粒 粗土
c.灰橙色　e.やや甘い　f.内外面黒色に変色

31 167 第３面・構成土（２） かわらけ 12.4 6.0 ３ a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 海綿骨針 白色粒 砂質土　
c.黄橙色　e.良好　f.内外側面黒色に変色

31 168 第３面・構成土（２） かわらけ (12.8) 8.0 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 良土　c.黄
橙色　e.良好　f.内外底面黒色に変色

31 169 第３面・構成土（２） かわらけ (13.0) 8.0 ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土
c.橙色　e.良好

31 170 第３面・構成土（２） かわらけ (13.4) 7.4 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙
色　e.良好　f.器壁内湾

31 171 第３面・構成土（２）　　 かわらけ 12.8 7.6 ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 良土　c.橙
色　e.良好

31 172 第３面・構成土（２） かわらけ 12.4 7.4 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好　f.内面上部にやや強い回転ナデ

31 173 第３面・構成土（２） かわらけ 13.8 8.8 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙
色　e.良好　f.器壁薄く内湾する

31 174 第３面・構成土（２） かわらけ 13.0 7.0 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 砂質 良土　c.黄橙
色やや白っぽい　e.良好

31 175 第３面・構成土（２） かわらけ 12.6 8.2 3.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 雲母 泥岩粒 やや粉質 良土　
c.黄橙色　e.良好

31 176 第３面・構成土（２） かわらけ (13.4) 7.6 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙
色　e.良好　f.器壁内湾

31 177 第３面・構成土（２） かわらけ (12.0) (7.0) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 やや粗土　c.黄
橙色　e.良好　　

31 178 第３面・構成土（２） かわらけ 12.4 7.6 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 や
や粗土　c.黄橙色　e.良好　

31 179 第３面・構成土（２） かわらけ (12.6) 7.0 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 粉質気味 
やや粗土　c.橙色　e.良好　f.口唇部黒色に変色

31 180 第３面・構成土（２） かわらけ (12.2) 7.6 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 良土
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部黒色に変色

31 181 第３面・構成土（２） かわらけ (13.0) (3.6) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 粉質気味 良
土　c.橙色　e.良好

31 182 第３面・構成土（２） かわらけ (11.8) (7.0) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質気味 やや粗土　
c.淡橙色　e.良好　

31 183 第３面・構成土（２） かわらけ (12.0) 7.2 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 白色粒 砂質 
良土　c.黄橙色　e.良好

31 184 第３面・構成土（２） 青磁
鎬蓮弁文椀 口縁部片 a.ロクロ　b.黒色粒 精良土　c.暗灰色　d.灰緑色 薄い　e.良好 硬質　竜泉窯

31 185 第３面・構成土（２） 青磁
鎬蓮弁文椀 口縁部片 a.ロクロ　b.黒色粒 精良土　c.暗灰色　d.灰緑釉 不透明 薄い　e.良好 硬質　f.Ⅱa　竜

泉窯

31 186 第３面・構成土（２） 青磁
鉢 (12.6) ― ―

a.ロクロ　b.精良土　c.灰色　d.灰緑釉 不透明 厚い　e.良好 硬質　f.坏Ⅲ-2 内面-見込
みは不明、体部は無文 外面 - 体部に蓮弁文 口縁部上端は平面 貫入あり　竜泉窯　器高
低い

31 187 第３面・構成土（２） 白磁
口兀小碗 口縁部片 a. ロクロ　b. 精良緻密　c. 白色　d. やや青みのある透明釉 ツヤあり　e. 堅緻　f. 内面印

花文文型押し Ⅸ2bか

31 188 第３面・構成土（２） 白磁
皿 ― (2.2) ― a.型づくり　b.やや黄味がかる白色 精良緻密　d.透明釉 ツヤあり　e.堅緻　f.外側面の

釉はつけ掛 内面は全釉で均一　 景徳鎮か

31 189 第３面・構成土（２） 青白磁
梅瓶 (4.0) ― ― a.ロクロ　b.砂粒 黒色粒　c.灰白色　d.灰青色　e.硬質　f.景徳鎮か 文様不明 貫入あり

31 190 第３面・構成土（２） 瀬戸
入子 ― 3.4 ― a.ロクロ 外底回転糸切痕 内底ナデ　b.灰白色 精良土　d.降灰釉 白釉（内面立ち上がり

部分に）　e.良好

31 191 第３面・構成土（２） 瀬戸
入子 ― 3.0 ― a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕　b.灰白色 微砂 黒色粒　d.降灰釉　灰釉　e.良好　

f.内底中心を指頭でやや強く押している

31 192 第３面・構成土（２） 瀬戸
入子 ― (3.0) ― a.ロクロ 外底ヘラ削り　b.灰白色 精良土　d.降灰釉 黄緑色　e.やや甘い

31 193 第３面・構成土（２） 瀬戸
入子 (6.0) (3.0) 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕をヘラにより整形　b.灰白色 精良土　d.降灰釉 灰釉　e.良好

31 194 第３面・構成土（２） 瀬戸
卸皿 底部片 a.ロクロ 外底回転糸切痕　b.微砂 白色粒 やや粘質 良土　c.灰色　d.灰釉 緑灰色　e.良

好　f.編年不明

31 195 第３面・構成土（２） 常滑
甕 胴部片 a.輪積み技法　b.灰色 砂粒 白色粒 長石 小石粒　c.赤褐色　e.良好 硬質　f.灰緑色の自

然降灰釉が厚い 縦長正方格子の押印文

31 196 第３面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅰ類 底部片 a.輪積み技法　b.赤灰色 黒色粒 白色粒 長石　d.赤灰色　e.良好　f.酸化のため赤味がか

っている 外側面高台より上に丸味がある

31 197 第３面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅰ類 ― (11.0) ― a.輪積み技法 外底回転糸切　b.微砂 黒色粒 白色粒 長石 小石粒　c.灰色　d.降灰釉 白色

e.良好 硬質　

32 198 第３面・構成土（３） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.橙色 砂粒 白色粒 長石　c.暗赤褐色　e.良好 硬質　f. ７期

32 199 第３面・構成土（３） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.茶褐色 微砂 白色粒　c.暗赤褐色　e.良好 硬質　f.中野７～８型式

32 200 第３面・構成土（３） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰褐色 砂粒 白色粒 長石　c.暗赤褐色　e.良好 硬質　f. ８形式

32 201 第３面・構成土（３） 土器質
火鉢 口縁部片 a. 輪積み技法　b. 灰色～橙色 砂粒 白色粒 小石粒　c. 橙灰色　e. 良好　f. 河野Ⅰ b 類（河

野分類に土器質とあったので土器質にした） 内外熱の為に剥離 煤痕あり

32 202 第３面・構成土（３） 土器質
火鉢 口縁部片 a.輪積み技法　b.微砂 雲母　c.黄橙色　e.硬め 胎芯灰黒色　f.河野分類Ⅰa類

32 203 第３面・構成土（３） かわらけ質
円盤 径（6.0） 厚1.4 中心孔径（1.0） b.微砂 雲母 白色粒 砂質 良土　c.黄橙色　e.良好 鋳型か

32 204 第３面・構成土（３） 土器質
片口鉢 (20.6) 11.0 ７

a.輪積み技法 外底櫛状の物で調整　b.微砂 黒色粒 白色粒 赤色粒　c.橙色　e.良好 硬質
f. 内面炭化している 火鉢河野分類Ⅰ類に似ている 接合できないが同一個体と思われる
片口鉢片があり土器質片口鉢とした 煤の滴が底部から口縁部に流れている様に見える
ので蓋として使っていたかもとの指摘があった

32 205 第３面・構成土（３） 滑石鍋
転用品 13.3 6.0 2.0 c.内外-白色 断面-茶褐色　f.外底面一部剥離 斜めに切断痕　転用途中か

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

32 206 第３面・構成土（３） 滑石製
スタンプ 6.4 5.2 0.8 f.穿孔右径0.6×1.0cm　左径0.5×1.2cm　葉文か

32 207 第３面・構成土（３） 石製品
硯 (8.1) (5.1) 1.6 b.緑泥岩　f.温石からの転用品か やや黒ずみ磨滅している 埼玉県西部産

32 208 第３面・構成土（３） 石製品
砥石 6.3 3.1 3.6 b.流紋岩質細粒凝灰岩　c.白灰色　f.伊予産 手に握って使ったのか多面的で安定しない 

砥面２面 刃先0.5㎝位矢尻状の物を砥いでいる 中砥

32 209 第３面・構成土（３） 石製品
砥石　 2.5 3.6 0.6 b.流紋岩質細粒凝灰岩 頁岩 やや硬質　c.黄色　f.鳴滝産 切り出し痕 砥面２面　仕上砥

32 210 第３面・構成土（３） 石製品
砥石　 (3.1) (3.1) (1.0) b.頁岩 やや軟質感あり　c.灰白色　f.鳴滝産 産地加工痕 砥面２面　仕上砥

32 211 第３面・構成土（３） 石製品
砥石　 (3.2) 3.1 0.7 a.砥面は表裏２面 側面は削り出し痕（産地加工痕）　b.凝灰岩（頁岩）　c.黄白色　f.鳴滝

産山中　仕上砥

32 212 第３面・構成土（３） チャート 3.5 3.8 2.3 b.油石（石英）　f.多角形 緑灰色一部白色で濁る

32 213 第３面・構成土（３） チャート 2.7 2.2 1.5 b.油石　f.切り出し痕あり

32 214 第３面・構成土（３） 骨製品
用途不明 3.1 1.1 0.7 f.切断痕あり

32 215 第３面・構成土（３） 骨製品
用途不明 4.2 (1.3) 0.2 f.筒状　鞖（馬具）とも言われているが、化粧刷毛の軸にも似る

32 216 第３面・構成土（３） 銅銭 外径(23.0)mm 内径(19.0)mm
孔幅6.0mm 厚さ1.0mm f.咸平元寶 北宋 初鋳998年 真書

32 217 第３面・構成土（３） 銅銭 外径(24.0)mm 内径(20.0)mm
孔幅7.0mm 厚さ1.0mm f.景祐元寶 北宋 初鋳1034年 真書

32 218 第３面・構成土（３） 銅銭 外径26.0mm 内径20.0mm
孔幅不明 厚さ1.0mm f.不明

32 219 第３面・構成土（３） 銅銭 外径(24.0)mm 内径(20.0)mm
孔幅不明 厚さ1.0mm f.皇宋通寶 北宋 初鋳1038年

32 220 第３面・構成土（３） 木製品
串状 (14.2) 1.0 0.7 

35 1 第４面・土坑34 木製品
杭 23.4 2.9 2.0 f.端部削り出し

35 ２ 第４面・土坑36 白かわらけ 口縁部片 a.手づくね　b.微砂 粉質気味 精良　c.白やや肌色　e.良好　f.内湾気味 底部うすい

35 ３ 第４面・土坑36 瀬戸
壺 胴部片+耳 a. 輪積み技法　b. 灰色 微砂 精良　d. 緑灰色 うすい 刷毛塗り　e. 良好　f. 粘土の粘りじ

わがのこる

35 ４ 第４面・土坑38 木製品
串状 (8.1) 1.3 0.6 f.先端が串状にとがる　貫通孔あり

35 ５ 第４面・土坑39 木製品
曲物 (18.0) (24.0) (1.0) f.穴？１箇所あり　底板

35 ６ 第４面・ピット201 かわらけ 12.6 7.6 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好

35 ７ 第４面・ピット206 かわらけ 11.6 7.2 ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粉質
気味 良土　c.黄橙色　e.良好

35 ８ 第４面・ピット208 かわらけ 7.2 5.6 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 橙色粒 泥岩粒 粉質気味 良土
c.黄橙色　e.良好

35 ９ 第４面・ピット209 かわらけ (7.4) 5.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 粉質気味 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好

35 10 第４面・ピット209 かわらけ 7.4 5.2 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 やや粗
土　c.橙色　e.良好　f.内外面剥離

35 11 第４面・ピット209 かわらけ (13.8) 7.6 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質 良土　
c.黄橙色　e.良好

35 12 第４面・ピット213 石製品
硯 (5.2) (5.0) (0.5) b.頁岩　c.黒灰色　f.文殊と菊？の陽刻 硯背部は欠損

35 13 第４面・ピット214 かわらけ (7.4) 4.8 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂
質 やや粗土　c.黄橙色　e.良好　f.口唇部油煤痕

35 14 第４面・ピット214 かわらけ 12.6 7.8 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
粉質気味 良土　c.黄橙色　e.良好

35 15 第４面・ピット214 青磁
無文鉢 底部片 a. ロクロ　b. 微砂 黒色少ない 精良緻密　c. 灰白色　d. 緑灰色 不透明 厚い ツヤあり　

e.良好　f.高台畳付～内底部釉掻き取り　露胎 

35 16 第４面・ピット216 かわらけ (7.6) (5.4) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粉質
気味 良土　c.橙色　e.良好

35 17 第４面・ピット216 かわらけ 7.2 5.4 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

35 18 第４面・ピット216 かわらけ (11.0) 7.0 3.3 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質 良土　
c.黄橙色　e.良好

35 19 第４面・ピット216 かわらけ 12.0 8.4 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.橙色　
e.良好

35 20 第４面・ピット216 チャート 2.5 3.7 2.0 b.油石

35 21 第４面・ピット217 かわらけ 8.0 5.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好

35 22 第４面・ピット218 かわらけ 7.2 5.4 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

35 23 第４面・ピット219 褐釉
壷 胴部片 a.輪積み技法 　b.灰色 白色粒 黒色粒　c.灰黒色　e.硬質 

35 24 第４面・ピット225 かわらけ 7.6 5.6 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂
質 良土　c.橙色　e.良好

35 25 第４面・ピット225 瀬戸
壺 胴部片 a.輪積み技法　b.微砂 白色粒 良土　c.灰白色　d.灰緑色　e.良好　f.釉薬剥離・三筋壷

35 26 第４面・ピット226 かわらけ 7.6 5.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

35 27 第４面・ピット227 白磁
口兀皿 ― (7.0) ― a.ロクロ　b.灰白色 黒色粒少量 精良緻密 やや粘性あり　d.不明　e.堅緻　f.残存部に釉

はない Ⅸ-2類か

単位（cm）
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

35 28 第４面・ピット227 青白磁
水注 胴部片+耳 a.輪積み技法　b.白色 黒色粒少量 精良緻密　d.緑灰色 不透明　ツヤあり　e.堅緻

35 29 第４面・ピット228 かわらけ 13.6 8.0 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質気味 良土　c.黄
橙色　e.良好

35 30 第４面・ピット228 かわらけ 底部片 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 良土
c.橙色　e.良好　f.内外面墨書あり

35 31 第４面・ピット229 常滑
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.砂粒 黒色粒 長石 精良　c.灰色　e.硬質　f. ５期末～ 6a期

35 32 第４面・ピット231 かわらけ 口縁部片 a. ロクロ　b. 微砂 赤色粒 白色粒 精良　c. 肌色 なめらか　e. 良好　f. 硬質な胎土　在地
のかわらけではない

35 33 第４面・ピット231 瓦器碗 口縁部片 a.ロクロ　b.微砂 白色粒　やや粗土　c.白色　e.良好　f.内面に重ね焼きの跡

35 34 第４面・ピット231 石製品
砥石 (8.0) 2.0 ～ 3.3 1.5 ～ 1.8 b.頁岩 砂粒混じる　c.白色　f.伊予産 中砥

35 35 第４面・ピット232 かわらけ 12.2 7.0 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
砂質 やや粗土　c.黄橙色　e.良好

36 1 第４面・面上（１） かわらけ 4.4 4.0 0.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　c.橙
色　e.良好　f.口唇部内折

36 ２ 第４面・面上（１） かわらけ (7.8) 5.6 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好

36 ３ 第４面・面上（１） かわらけ (8.0) (6.0) 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 良土
c.橙色　e.良好

36 ４ 第４面・面上（１） かわらけ (7.8) (5.4) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

36 ５ 第４面・面上（１） かわらけ 7.2 5.0 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　c.橙
色　e.良好

36 ６ 第４面・面上（１） かわらけ 7.4 5.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 やや粗土　
c.橙色　e.良好

36 ７ 第４面・面上（１） かわらけ (7.8) 6.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 や
や粗土　c.黄橙色　e.良好

36 ８ 第４面・面上（１） かわらけ 7.4 5.2 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 泥岩粒 粉質 やや粗土　c.黄橙色
e.良好

36 ９ 第４面・面上（１） かわらけ 7.6 5.2 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
砂質 やや粗土　c.黄橙色　e.良好

36 10 第４面・面上（１） かわらけ 7.8 5.6 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナテの後側壁を回転ナデ　b. 微砂 雲母 泥岩粒 
砂質 やや粗土　c.黄橙色　e.良好

36 11 第４面・面上（１） かわらけ (7.4) (5.8) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好

36 12 第４面・面上（１） かわらけ 7.6 5.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 良
土　c.黄橙色　e.良好　

36 13 第４面・面上（１） かわらけ 8.4 4.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土
c.黄橙色　e.良好　f.内外側面黒色に変色

36 14 第４面・面上（１） かわらけ 7.6 5.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄
橙色　e.良好

36 15 第４面・面上（１） かわらけ (7.8) 5.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好　f.口唇部一部油煤痕

36 16 第４面・面上（１） かわらけ 7.8 5.6 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 小石粒 砂質 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好

36 17 第４面・面上（１） かわらけ 8.0 5.4 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 
良土　c.黄橙色　e.良好

36 18 第４面・面上（１） かわらけ 7.6 5.2 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

36 19 第４面・面上（１） かわらけ 8.0 5.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

36 20 第４面・面上（１） かわらけ 7.6 5.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄
橙色　e.良好　f.口唇部薄く油煤痕

36 21 第４面・面上（１） かわらけ 7.4 4.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部1 ヶ所厚く油煤痕

36 22 第４面・面上（１） かわらけ 7.4 5.0 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
砂質 やや粗土　c.橙色　e.良好

36 23 第４面・面上（１） かわらけ (7.4) (5.6) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄
橙色　e.良好

36 24 第４面・面上（１） かわらけ 7.6 5.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質気味 良土　c.橙
色　e.良好

36 25 第４面・面上（１） かわらけ 7.8 (4.6) 1.8 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

36 26 第４面・面上（１） かわらけ (7.8) (5.2) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

36 27 第４面・面上（１） かわらけ 7.8 5.0 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄
橙色　e.良好　f.口唇部一部に油煤痕

36 28 第４面・面上（１） かわらけ (7.6) (5.8) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 粉質気味 良土　
c.赤橙色　e.良好

36 29 第４面・面上（１） かわらけ (7.4) (5.0) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄橙色　
e.良好　f.口唇部油煤痕

36 30 第４面・面上（１） かわらけ (7.0) (4.6) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄
橙色　e.良好

36 31 第４面・面上（１） かわらけ 7.2 4.6 2.1 a.ロクロ  外底回転糸切り痕　板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄
橙色　e.良好

36 32 第４面・面上（１） かわらけ 7.0 4.8 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙色
e.良好

36 33 第４面・面上（１） かわらけ 6.8 4.2 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 砂質気味 良土　c.黄
橙色　e.良好　f.器壁薄く内湾する

36 34 第４面・面上（１） かわらけ (10.6) 6.0 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙色
e.良好

単位（cm）
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

36 35 第４面・面上（１） かわらけ 11.0 6.4 2.74 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 粉質 良土　
c.黄橙色　e.良好　

36 36 第４面・面上（１） かわらけ 10.8 6.2 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 粉質 良土　c.黄
橙色　e.良好

36 37 第４面・面上（１） かわらけ 13.4 8.8 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
砂質 やや粗土　c.橙色　e.良好

36 38 第４面・面上（１） かわらけ (11.8) (8.0) 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 小石粒 砂質 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好

36 39 第４面・面上（１） かわらけ 12.2 7.6 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 小石粒 砂
質 やや粗土　c.黄橙色

36 40 第４面・面上（１） かわらけ 12.2 8.2 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 やや粗土
c.黄灰色　e.やや甘い

36 41 第４面・面上（１） かわらけ 12.0 7.4 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底回転ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 やや粉
質砂質気味 やや粗土良土　c.淡黄橙色　e.良好

36 42 第４面・面上（１） かわらけ (12.4) 7.6 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

36 43 第４面・面上（１） かわらけ 12.2 7.8 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 砂質 やや粗
土　c.橙色　e.良好

36 44 第４面・面上（１） かわらけ (13.0) (7.2) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 砂質気味 やや粗土
c.橙色　e.良好

36 45 第４面・面上（１） かわらけ 12.4 7.2 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙色
e.良好　

36 46 第４面・面上（１） かわらけ 12.2 7.0 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや
粗土　c.橙色　e.良好　

36 47 第４面・面上（１） かわらけ (11.8) 7.6 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 粉質 やや粗
土　c.橙色　e.良好　

36 48 第４面・面上（１） かわらけ (13.0) (6.4) ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 白 砂質 良土　c.黄
橙色　e.良好

36 49 第４面・面上（１） かわらけ (12.6) (8.0) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 砂質 良土　c.黄橙
色　e.良好　f.口唇部黒色に変色

36 50 第４面・面上（１） かわらけ 13.0 8.5 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
砂質 やや粗土　c.黄橙色　e.良好

36 51 第４面・面上（１） かわらけ 13.2 7.0 ４ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質気味 良土　c.黄
橙色　e.良好

36 52 第４面・面上（１） かわらけ (13.0) 7.6 3.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 砂質気味 良土　c.橙
色　e.良好　

36 53 第４面・面上（１） かわらけ (13.4) 8.0 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙
色　e.良好

36 54 第４面・面上（１） かわらけ 13.6 7.3 3.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 粉質気
味 良土　c.黄橙色　e.良好　

36 55 第４面・面上（１） かわらけ (12.4) (7.4) 3.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙色
e.良好

36 56 第４面・面上（１） かわらけ 11.8 6.2 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 や
や粗土　c.黄橙色　e.良好

36 57 第４面・面上（１） かわらけ 12.6 7.0 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙色
e.良好

36 58 第４面・面上（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 ― (5.0) ―

a. ロクロ 外底回転糸切　高台部・外底部露胎　b. 微砂 黒色粒 精良緻密　c. 灰色～黄橙
色　d.緑灰色 不透明　e.やや甘い　f.釉ダレ強く蓮弁文がはっきりしない Ⅱb型式か 器
形はⅡ-cに似る

36 59 第４面・面上（１） 白磁
口兀皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 少量黒色粒 精良緻密　d.緑灰色 不透明釉　e.堅緻　f.皿Ⅸ1c

36 60 第４面・面上（１） 褐釉
壷 胴部片 a.輪積み技法 　b.灰色 白色粒 黒色粒多め 砂粒　c.灰黒色　e.硬質 

36 61 第４面・面上（１） 褐釉
壷 胴部片 a.輪積み技法 　b.灰色 白色粒 黒色粒 　c.灰黒色　e.硬質 

36 62 第４面・面上（１） 褐釉
壷 胴部片 a.輪積み技法 　b.灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.灰黒色　e.硬質　f.内面輪積み痕・指頭痕

36 63 第４面・面上（１） 褐釉
壷 胴部片 a.輪積み技法 　b.灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.灰黒色　e.硬質 

37 64 第４面・面上（２） 褐釉
壷 胴部片 a.輪積み技法 　b.灰色 白色粒 黒色粒 砂粒　c.灰黒色　e.硬質 

37 65 第４面・面上（２） 褐釉
壷 胴部片 a.輪積み技法 　b.灰色 白色粒 黒色粒多め 砂粒　c.灰黒色　e.硬質 

37 66 第４面・面上（２） 瀬戸
入子 3.2 2.0 0.74 a. ロクロ  内底ナデ　b. 微砂 白色粒 精良土　c. 灰色　d. 降灰釉 緑灰色　e. 良好　f. 外底

に粘土片付着

37 67 第４面・面上（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰色 砂粒 長石 黒色粒多い　d.降灰釉 緑灰色　e.良好 硬質　f.中野編

年6a

37 68 第４面・面上（２） 土器質
火鉢 口縁部片 a.輪積み技法　b.微砂 白色粒 精良　c.黄橙色　e.堅緻　f.Ⅰc類 外面口縁部下に二条の

沈線

37 69 第４面・面上（２） 吉備系 土器碗 口縁部片 a.手づくね　b.微砂 小石粒 砂質 良土　c.やや橙色の入る乳白色　e.良好

37 70 第４面・面上（２） 吉備系 土器碗 底部片 a.手づくね　b.微砂 砂質 良土　c.うすい黄橙色　e.良好

37 71 第４面・面上（２） 滑石
鍋 口縁部片 a.ノミ状工具の削り加工　b.緑がかった乳白色　c.煤痕あり 黒灰色

37 72 第４面・面上（２） 石製品
硯 (13.5) (5.0) （1.6~

2.9）
a. 削り出し　b. 頁岩　やや粘性　c. 黒灰色　f. 鳴滝産系　海部欠損　海～陸に波紋がで
る　硯頭はやや狭まり上に上がる

37 73 第４面・面上（２） 鉄製品
釘 (3.5) 0.5 0.3 f.鍛造 断面四角形

37 74 第４面・面上（２） 鉄製品
製品明不明 8.7 1.5 0.4 f.全体的に腐食・刀子か

37 75 第４面・面上（２） 銅銭 外径25.0mm 内径21.0mm
孔幅6.0mm 厚さ1.0mm f.景祐元寶 北宋 初鋳1034年 篆書

37 76 第４面・面上（２） 木製品
杭 35.3 3.4 1.5 f.片端削り痕あり　

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

37 77 第４面・面上（２） 木製品
建材 35.2 6.4 ～ 8.1 5.0 ～ 6.5 f.断面方形　

37 78 第４面・面上（２） 木製品
用途不明 13.9 9.4 6.5 f.削り痕あり　端材　片端焼痕

37 79 第４面・面上（２） 木製品
用途不明 3.7 4.8 4.2 f.削り痕あり　端材

37 80 第４面・面上（２） 木製品
用途不明 (12.1) 0.8 ～ 1.1 0.4 ～ 0.7 f.縁を削った加工痕あり 両端が欠損 先端が曲がっている　端材

38 1 第４面・構成土（１） かわらけ 4.4 3.0 0.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 粉質 良土　c.黄橙色　e.良好
f.口唇部内折れ

38 ２ 第４面・構成土（１） かわらけ 5.0 4.0 0.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底中心を強くナデ　b.微砂 粉質 精良　c.黄橙色　
e.良好　f.口唇部内折れ

38 ３ 第４面・構成土（１） かわらけ (5.2) (4.0) 0.9 a. ロクロ 外底回転糸切痕　b. 微砂 雲母 海綿骨針 粉質気味 良土　c. 黄橙色　e. 良好　
f.口唇部内折れ・口唇部油煤痕

38 ４ 第４面・構成土（１） かわらけ 7.0 4.6 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 粉質気味 良土
c.橙色　e.良好

38 ５ 第４面・構成土（１） かわらけ (7.2) (5.2) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 
良土　c.橙色　e.良好

38 ６ 第４面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.0 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 やや粗土　
c.橙色　e.良好

38 ７ 第４面・構成土（１） かわらけ (7.2) (5.2) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 や
や粗土　c.橙色　e.良好　f.口縁部黒色に変色

38 ８ 第４面・構成土（１） かわらけ 7.6 6.2 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好

38 ９ 第４面・構成土（１） かわらけ (7.8) 6.0 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 海綿骨針 泥岩粒　c. 黄橙色　
e.良好

38 10 第４面・構成土（１） かわらけ 8.0 5.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 橙色粒 砂質 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

38 11 第４面・構成土（１） かわらけ (8.2) (6.2) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 良土　c.橙色　
e.良好

38 12 第４面・構成土（１） かわらけ (7.8) (5.8) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 橙色粒 砂質 良土　c.橙色　
e.良好　f.内外面黒色に変色

38 13 第４面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.8 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好　f.口唇部２か所に油煤痕

38 14 第４面・構成土（１） かわらけ 8.2 5.0 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 やや粉質気
味 やや粗土　c.黄橙色　e.良好

38 15 第４面・構成土（１） かわらけ (7.8) (6.0) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部油煤痕

38 16 第４面・構成土（１） かわらけ 7.4 4.8 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好

38 17 第４面・構成土（１） かわらけ (8.0) (5.6) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

38 18 第４面・構成土（１） かわらけ 7.2 4.8 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 粉質気味 良土　
c.橙色　e.良好

38 19 第４面・構成土（１） かわらけ (7.9) (5.2) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 や
や粗土　c.淡黄色　e.やや甘い

38 20 第４面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.8 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 粉質 良土　c.黄橙
色　e.良好

38 21 第４面・構成土（１） かわらけ 7.8 6.0 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄橙色
e.やや甘い

38 22 第４面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.2 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 やや粗
土　c.橙色　e.良好

38 23 第４面・構成土（１） かわらけ (7.4) (5.4) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好

38 24 第４面・構成土（１） かわらけ 7.8 5.6 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 橙色粒 砂質 良土　c.黄橙色
e.良好　f.口唇部二か所油煤痕

38 25 第４面・構成土（１） かわらけ 7.8 5.6 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 橙色粒 粉質気味 やや
粗土　c.橙色　e.良好

38 26 第４面・構成土（１） かわらけ (7.6) (5.2) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好

38 27 第４面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.0 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 橙色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.橙色　e.良好

38 28 第４面・構成土（１） かわらけ 7.8 5.6 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 やや粗
土　c.黄橙色　e.良好

38 29 第４面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 良土　c.黄
橙色　e.良好　f.口唇部・内面に油煤痕

38 30 第４面・構成土（１） かわらけ 7.6 5.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 やや粗土
c.橙色　e.良好

38 31 第４面・構成土（１） かわらけ 6.8 4.6 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底回転ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 良
土　c.黄橙色　e.良好　f.外底中心に円錐状の孔あり

38 32 第４面・構成土（１） かわらけ 7.8 5.6 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 泥岩粒 粉質 やや粗土　c.黄橙
色　e.良好

38 33 第４面・構成土（１） かわらけ 7.0 5.0 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b. 微砂 橙色粒 砂質 良土　c. 橙色　
e.良好

38 34 第４面・構成土（１） かわらけ 7.4 5.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 白色粒 砂質 良土　c.黄
橙色　e.良好　f.外面黒色に変色

38 35 第４面・構成土（１） かわらけ 7.6 4.4 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　c.黄
橙色　e.良好

38 36 第４面・構成土（１） かわらけ (8.5) (4.6) 2.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

38 37 第４面・構成土（１） かわらけ (6.4) (5.8) 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 白色粒 砂質 良土　c.黄
橙色　e.良好　f.内外面ともに黒色に変色

38 38 第４面・構成土（１） かわらけ 11.0 6.3 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 混じりもの少なく粉質精良　c.黄
橙色　e.良好　f.白色を呈するが白かわらけではない　薄手の器壁を持つ

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

38 39 第４面・構成土（１） かわらけ (12.2) (7.0) 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.橙色　e.良好

38 40 第４面・構成土（１） かわらけ (12.0) (7.5) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好

38 41 第４面・構成土（１） かわらけ (12.2) 8.0 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや
粗土　c.黄橙色　e.良好　f.外側面・内側面一部と口唇部に油煤痕

38 42 第４面・構成土（１） かわらけ (12.4) (9.0) 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂多い 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩
粒 粗土　c.淡橙色　e.良好

38 43 第４面・構成土（１） かわらけ (12.0) (7.0) ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土
c.橙色　e.良好

38 44 第４面・構成土（１） かわらけ 12.8 8.2 ３ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 
砂質 やや良土　c.黄橙色　e.良好

38 45 第４面・構成土（１） かわらけ (12.6) (7.4) 2.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 橙色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土
c.黄橙色　e.良好

38 46 第４面・構成土（１） かわらけ (13.0) (8.0) 3.3 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.橙色　e.良好

38 47 第４面・構成土（１） かわらけ (13.0) (8.0) 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 やや
粗土　c.橙色　e.良好

38 48 第４面・構成土（１） かわらけ 12.6 8.6 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粉質
気味 やや粗土　c.橙色　e.良好

38 49 第４面・構成土（１） かわらけ (13.0) (7.6) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.やや甘い　f.外面全体が黒色に変色

38 50 第４面・構成土（１） かわらけ (12.4) (8.0) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 やや粗
土　c.黄橙色　e.やや良好

38 51 第４面・構成土（１） かわらけ (12.2) 7.8 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 良
土　c.黄橙色　e.やや甘い

38 52 第４面・構成土（１） かわらけ (13.0) 8.0 3.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 や
や良土　c.橙色　e.良好

38 53 第４面・構成土（１） かわらけ 12.6 7.4 3.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 粗土　
c.淡黄橙色　e.良好

38 54 第４面・構成土（１） かわらけ (13.0) (8.0) 3.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 砂質 やや粗土　c.橙色　
e.良好　f.口唇部油煤痕

38 55 第４面・構成土（１） かわらけ (13.8) (7.4) 3.8
a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 混じりもの少なく粉質精良　c.黄
橙色　e.良好　f.白色を呈するが白かわらけではない 宇津宮辻子近辺の中世地山の上層
から出るタイプに似る

38 56 第４面・構成土（１） かわらけ 口縁部片 a.ロクロ　b.微砂 泥岩粒 粉質 良土　c.黄橙色　e.良好　f.外側面に墨書　判読不明

38 57 第４面・構成土（１） 手づくねかわらけ (9.5) (7.5) 1.7 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 粗土　c.橙色
～黄橙色（ムラ）　e.良好　

38 58 第４面・構成土（１） かわらけ (10.5) (6.4) 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕不明瞭 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 長石 良土　
c.淡黄色　e.良好 硬質　f.薄手の器壁を持ち硬質な胎土 在地のかわらけにはないタイプ

38 59 第４面・構成土（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a. ロクロ　b. 暗灰色 精良 気孔あり　d. 緑褐色釉 半透明 ツヤあり やや厚い　e. 良好　

f.碗Ⅱ-b 竜泉窯

38 60 第４面・構成土（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 精良緻密　d.緑灰色釉 やや厚い　e.堅緻　f.Ⅱ-b 竜泉窯

38 61 第４面・構成土（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 微砂 黒色粒 精良緻密　d.青緑色釉 不透明 やや薄い　e.堅緻　f.碗Ⅱ

-b類 竜泉窯

38 62 第４面・構成土（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 微砂 黒色粒 精良緻密　d.青緑色釉 不透明 やや薄い　e.堅緻　f.碗Ⅱ

-b類 竜泉窯

38 63 第４面・構成土（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 底部片 a.ロクロ　b.灰色 微砂 黒色粒 精良緻密　d.青緑色釉 不透明 やや厚い　e.堅緻　f.碗Ⅱ

-b類 外底見込は暗灰色 竜泉窯

38 64 第４面・構成土（１） 青磁
碗 底部片 a.ロクロ　b.暗灰色  黒色粒 精良　d.青緑色 半透明 ツヤあり　e.良好　f.外面うすく蓮

弁文 碗Ⅱ-b ～ e 竜泉窯

38 65 第４面・構成土（１） 青磁
皿 (10.8) (6.0) 2.5 a.ロクロ　b.灰色 精良 気孔あり　d.黄緑透明釉 ツヤあり うすい　e.良好　f.皿Ⅰ-2b 全

体に釉がけのあと底部の釉をかきとる 同安窯系

38 66 第４面・構成土（１） 青磁
折腰鉢 (6.4) ― ― a.ロクロ　b.暗灰色 精良 気孔あり　d.緑灰色 不透明 ツヤなく濁る 厚い　e.良好　f.坏

Ⅲ-1 竜泉窯

38 67 第４面・構成土（１） 青磁
折腰鉢 口縁部片 a. ロクロ　b. 橙色～黄橙色 微砂 精良緻密　d. 灰緑色 不透明釉が霜降り様　e. やや甘い

（胎土が赤褐色）　f.坏Ⅲ-1類 竜泉窯

38 68 第４面・構成土（１） 青磁
折腰鉢 口縁部片 a. ロクロ　b. 灰色 微砂 精良緻密　d. 青緑色釉 不透明 施釉厚い　e. 堅緻　f. 坏Ⅲ -1類　

竜泉窯

38 69 第４面・構成土（１） 青磁
折腰鉢 底部片 a.ロクロ　b.暗灰色  黒色粒 精良 気孔あり　d.青緑色 半透明 ツヤあり 厚い　e.良好　

f.畳付け露胎 坏Ⅲ-1 竜泉窯

38 70 第４面・構成土（１） 青磁
鉢 底部片 a.ロクロ　b.暗白色 黒色粒 精良　d.青緑色 半透明 ツヤあり 厚い　e.良好　f.畳付け露

胎 竜泉窯

38 71 第４面・構成土（１） 青磁
香炉 口縁部片 a.ロクロ　b.茶灰色  黄土色粒 精良　d.米色釉 半透明 ツヤあり 厚い　e.良好　f.貼付珠

文 外側の釉が厚い 竜泉窯

38 72 第４面・構成土（１） 青白磁
梅瓶 径4.8 ― 3.4 a.型打ち整形？　b.白色 精良　d.緑色がかった不透明釉 白濁している　e.良好　f.内面

にロクロ回転跡がのこる 釉のカギとったあと 橙色 内面～外面下部露胎　f.景徳鎮

38 73 第４面・構成土（１） 白磁
口兀皿 (9.4) ― ― a.ロクロ　b.白色 精良緻密　d.水色がかる透明釉 うすい 口縁部釉を削る　e.堅緻　f.皿

Ⅸ-2類

38 74 第４面・構成土（１） 白磁
口兀皿 口縁部片 a.ロクロ　b.白色 精良緻密　d.水色がかる透明釉　e.堅緻　f.皿Ⅸ-1

38 75 第４面・構成土（１） 白磁
口兀皿 口縁部片 a. ロクロ　b. 灰白色 黒色粒 精良　d. 透明釉 うすい　e. 良好　f. 口縁外反しやや大きめ 

Ⅸ-1c

38 76 第４面・構成土（１） 白磁
口兀皿 口縁部片 a.ロクロ　b.白色 精良緻密　d.水色がかる透明釉 うすい 口縁部釉を削る　e.堅緻　f.皿

Ⅸ類

39 77 第４面・構成土（２） 白磁
口兀皿 底部片 a.ロクロ　b.灰白色 黒色粒 精良緻密　d.灰色がかる乳白色釉 不透明 やや厚い　e.堅緻

f.Ⅸ-1類

38 78 第４面・構成土（１） 白磁 皿 口縁部片 a.ロクロ　b.白色 精良　d.透明釉 うすい　e.良好　f.内面渦文と蓮弁文の型押 器厚薄い

38 79 第４面・構成土（１） 白磁
碗 口縁部片 a. ロクロ　b. 灰白色 精良堅緻　d. 灰白色 透明 薄手施釉 口縁頂部露胎　f. 外面に雷文と

唐草文？の模様

39 80 第４面・構成土（２） 白磁
皿 口縁部片 a.ロクロ　b.白色 精良　d.透明釉 うすい　e.良好　f.内面蓮弁の型押 器厚薄い

単位（cm）
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

39 81 第４面・構成土（２） 白磁
皿 底部片 a.ロクロ　b.白色 精良緻密　d.透明釉 うすい　e.良好　f.皿Ⅹb類 内面型文（草唐草文）

39 82 第４面・構成土（２） 白磁
碗 胴部片 a.ロクロ　b.白色 精良緻密　d.透明釉 うすい　e.良好　f.碗Ⅹ-1bもしくはⅩ-2b 内面型

文（草唐草文）

39 83 第４面・構成土（２） 白磁
皿 底部片 a.ロクロ　b.灰白色 微砂 微黒色粒子 精良緻密　d.緑灰色 半透明　e.堅緻　f.皿Ⅸ-3 高

台～外底露胎

39 84 第４面・構成土（２） 白磁
合子 3.6 2.4 1.7 b.白色 精良堅緻　d.白色半透明 やや薄く施釉 外底部露胎　e.堅緻　f.外底真中に漆と思

われる黒い凝結物質付着　修理痕か　外面蓮弁文　器形歪みあり

39 85 第４面・構成土（２） 白磁
香炉 口縁部片 a.ロクロ　b.白色 砂多 精良　d.灰緑色 半透明 うすい　e.良好　f.内外貫入あり 外面文

殊貼り付け・筒型

39 86 第４面・構成土（２） 青白磁
香炉 口縁部片 a.ロクロ　b.白色 黒色粒　d.緑色がかった半透明釉　e.良好　f.景徳鎮・筒型

39 87 第４面・構成土（２） 青白磁
器種不明 胴部片 a. 型打ち整形　b. 白色 黒色粒 精良 気孔あり　d. 緑色がかった半透明釉やや厚くツヤが

ある　e.良好　f.景徳鎮

39 88 第４面・構成土（２） 褐釉
香炉 底部+脚部

a.ロクロ 貼り高台　b.うすい黄橙色 微砂 白色粒 精良緻密　d.茶褐色釉 不透明　e.堅緻
f.胴部が中心円様の模様 獣面かもしれない脚　胎土が瀬戸製品と若干印象が異なる・舶
載品の可能性もあり

39 89 第４面・構成土（２） 瀬戸
四耳壷 口縁部片 a.輪積み技法　b.暗灰色 微砂 黒色粒 精良　d.緑黄色　e.良好

39 90 第４面・構成土（２） 瀬戸
入子 (3.8) (2.4) 1.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕　b. 微砂 白色粒 精良　d. 降灰釉 灰緑色　e. 良好　f. 重ね焼き

の跡あり

39 91 第４面・構成土（２） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.暗灰色 胎芯黄土色 微砂 白色粒 精良　c.暗赤褐色　d.降灰釉 黄白色　

e.焼き締まるが胎芯は甘い　f.6a期

39 92 第４面・構成土（２） 常滑
甕 口縁部片 a. 輪積み技法　b. 微砂 黒色粒 精良　c. 灰色　d. 降灰釉 やや緑がかる黒灰釉　e. 堅緻　

f.6a ～ 6b期

39 93 第４面・構成土（２） 常滑
鳶口壺 胴部片 a.輪積み技法　b.微砂 白色粒 砂多 精良　c.暗褐色　e.焼き締まる　f.肩に沈線がめぐる 

砂底

39 94 第４面・構成土（２） 常滑
鳶口壺 底部片 a.輪積み技法　b.微砂 白色粒 精良　c.灰色　d.降灰釉 茶褐色　e.堅緻　f.内面に煤の塊

り付着 砂底

39 95 第４面・構成土（２） 常滑
鳶口壺 ― (12.0) ― a.輪積み技法　b.微砂 白色粒 黒色粒　c.黒灰色　e.焼き締まる　f.内面に煤溜まる　砂

底

39 96 第４面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅰ類 底部片 a.輪積み技法　b.微砂 黒色粒 長石粒多 ガサつく　c.灰色　e.良好　f.内面磨滅

39 97 第４面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅰ類 胴部片 a.輪積み技法 外面回転ヘラ削り　b.砂 白色粒 黒色粒　c.灰色　e.良好　f.内底面磨滅強

い 外底にタール状の付着物あり

39 98 第４面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅰ類 胴部片 a.輪積み技法 外面回転ヘラ削り　b.砂 白色粒 黒色粒 小石粒 やや粗土 パサつく　c.灰色

e.良好　f.内底面磨滅強い

39 99 第４面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅰ類 ― (14.0) ― a.輪積み技法　b.微砂 黒色粒 長石粒多 ガサつく　c.灰色　e.良好　f.胴部に丸味 6aか？ 

内面磨滅

39 100 第４面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.微砂 黒色粒 長石　c.褐色　e.焼き締まりやや弱い　f. ５期～ 6a期

39 101 第４面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 a. 輪積み技法　b. 暗灰色 微砂 白色粒多 やや精良　c. 暗赤褐色　d. 降灰釉 黄白色　e. 焼

き締まる　f.6a

39 102 第４面・構成土（２） 常滑
片口鉢Ⅱ類 底部片 a.輪積み技法　b.微砂 黒色粒 長石　c.赤褐色　e.焼き締まる

39 103 第４面・構成土（２） 尾張型
片口鉢 ― (13.0) ― a.輪積み技法 外面回転ヘラ削り　b.微砂 白色粒 黒色粒 精良　c.灰白色　e.焼き締まる

f. ６型式？ 内面に煤付着

39 104 第４面・構成土（２） 瓦器質
火鉢 銅～底部片 a. 輪積み技法　b. 微砂 白色粒 瓦器質　c. 暗灰色～黒（火を受けた？）　e. 固く焼き締ま

る　f.瓦に似た素地 内面下炭化 鉢型Ⅰ類 砂底 外面櫛状工具ナデ

39 105 第４面・構成土（２） 土器質
火鉢 胴部片

a.輪積み技法 帯貼り付け　b.砂 赤色粒 黒色粒 小石粒 土器質　c.橙色　e.良好　f.二次
的に火を受けている 漆喰で塗られているようなあとが残る 　外面口縁部近くに二本の
凸線、底部近くに一本の凸線が廻る

39 106 第４面・構成土（２） 瀬戸内系
土器 (12.3) (6.7) 2.7 a. 外底部糸切痕 高台部貼付　b. 灰白色 白色粒 小石粒やや多め 良土　c. 黄味灰白色　

e.硬質

39 107 第４面・構成土（２） かわらけ質
円盤 径5.0 ― 1.3 a.手づくね？　b.微砂 雲母 海綿骨針　c.黄橙色　e.良好　f.裏面に切り印らしきものあ

り中心を通る 中心部ややへこむ

39 108 第４面・構成土（２） 滑石鍋 口縁部片 c.銀灰色　f.内面磨滅 鍔～外面に加工痕あり

39 109 第４面・構成土（２） 滑石鍋 口縁部片 a.削り出し　b.やや黄味がかる白真珠光沢　f.外面に煤付着

39 110 第４面・構成土（２） 石製品
砥石 (6.0) (4.2) (3.7) b. 凝灰岩　c. 砥面 - 黒灰色 他 - 灰色　f. 天草産 砥面２面 黒点があり砥面が砥汁で黒くな

っている　中砥

39 111 第４面・構成土（２） 石製品
砥石 (9.5) 3.3 0.8 ～ 1.0 b.頁岩　c.灰色　f.砥面３面 鳴滝産 側面に切り出し痕 規格幅　仕上砥

39 112 第４面・構成土（２） 石製品
砥石 (7.0) (4.3) 0.6 ～ 1.2 b. 頁岩　c. 灰色　f. 砥面２面 鳴滝産 側面に切り出し痕 規格品より幅広なので原材料搬

入して加工　仕上砥

39 113 第４面・構成土（２） 貝製品
碁石 2.0 1.5 0.3 b.貝製　c.乳白色　f.正円ではないが全体的に丸味

39 114 第４面・構成土（２） 石製品
碁石 2.2 1.7 0.6 b.石英　c.白色半透明　f.正円ではないが全体的に丸味

39 115 第４面・構成土（２） 石製品
碁石 径1.6 ― 0.2 c.黒色

39 116 第４面・構成土（２） 石製品
碁石 径1.4 ― 0.2 c.黒色

40 117 第４面・構成土（３） 鉄製品
釘 14.2 0.3 ～ 0.7 0.3 ～ 0.8 f.鍛造 断面四角形

40 118 第４面・構成土（３） 鉄製品
環状金具 6.5 0.2 ～ 0.4 0.5 f.鍵

40 119 第４面・構成土（３） 銅銭 外径23.0mm 内径20.0mm
孔幅6.0mm 厚さ0.5mm f.開元通寶 南唐 初鋳960年 篆書

40 120 第４面・構成土（３） 銅銭 外径24.0mm 内径20.0mm
孔幅6.0mm 厚さ1.0mm f.天禧通寶 北宋 初鋳1017年 真書

41 121 第４面・構成土（４） 銅銭 外径24.0mm 内径20.0mm
孔幅6.0mm 厚さ1.1mm f.天禧通寶 北宋 初鋳1018年 真書

単位（cm）
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40 122 第４面・構成土（３） 銅銭 外径25.0mm 内径21.0mm
孔幅6.0 ～ 7.0mm 厚さ0.5mm f.皇宋通寶 北宋 初鋳1038年 真書

40 123 第４面・構成土（３） 銅銭 外径24.0mm 内径20.0mm
孔幅7.0mm 厚さ1.0mm f.至和元寶 北宋 初鋳1054年 真書

40 124 第４面・構成土（３） 銅銭 外径24.0mm 内径20.0mm
孔幅6.0mm 厚さ1.0mm f.紹定通寶 南宋 初鋳1228年 背元

40 125 第４面・構成土（３） 骨製品
笄 (9.3) 1.5 0.2 

40 126 第４面・構成土（３） ガラス 2.0 2.2 0.1 b.不透明ガラス　c.ターコイズブルー 

40 127 第４面・構成土（３） 木製品
漆器椀 ― 7.5 -1.3 f.輪高台 高台断面形は三角形を呈する 内外面黒色系漆を髹漆 内外面赤色漆で波・不明

文様 手描き

40 128 第４面・構成土（３） 木製品
漆器椀 ― 6.3 ― f.輪高台 高台形断面は四角を呈する 内外面黒色系漆を髹漆 内面赤色漆で子持ち帯で二

分割した両側に州浜文 外面州浜文 手描き

40 129 第４面・構成土（３） 木製品
漆器椀 ― 7.2 ― f.輪高台　高台形断面は四角形を呈する 内外面黒色系漆を髹漆 内外面赤色漆で花文 印

判施文による漆絵だが非常に雑 印判の原体が崩れている印象

40 130 第４面・構成土（３） 木製品
漆器椀 胴部片 f.内外面黒色系漆を髹漆 内面赤色漆で巴文 印判施文 外面文様不明

40 131 第４面・構成土（３） 木製品
漆器椀 胴部片 f.内外面黒色系漆を髹漆 内外面赤色漆で菊花文 印判施文 内面の花弁数18弁 外面の花弁

数16弁

40 132 第４面・構成土（３） 木製品
漆器椀 ― (7.6) ― f.輪高台　高台断面形は三角形を呈する 内外面黒色系漆を髹漆 内面赤色漆で情景文（波・

草） 外面(波) 手描き

40 133 第４面・構成土（３） 木製品
漆器皿 ― (6.0) ― f.輪高台 高台断面形は三角形を呈する 内面赤色漆を髹漆 外面黒色系漆を髹漆 内外面無

文

40 134 第４面・構成土（３） 木製品
漆器皿 底部片 f.内外面黒色系漆を髹漆 内面赤色漆で笹文 手描き 外面文様不明

40 135 第４面・構成土（３） 木製品
漆器皿 9.6 6.8 1.6 f.無高台 内外面共に黒色系漆を髹漆 内面赤色漆で情景文(水・笹・花・葦・千鳥)　外面(水・

笹・千鳥)　手描き

40 136 第４面・構成土（３） 木製品
折敷 (13.8) (1.8) 0.1 f.紐通し孔あり

41 137 第４面・構成土（４） 木製品
箸 23.7 0.5 0.5 

41 138 第４面・構成土（４） 木製品
箸 22.2 0.8 0.5 

41 139 第４面・構成土（４） 木製品
箸 20.5 0.5 0.6 

41 140 第４面・構成土（４） 木製品
箸 20.7 0.5 0.2 

41 141 第４面・構成土（４） 木製品
箸 19.6 0.4 0.4 

41 142 第４面・構成土（４） 木製品
箸 20.0 0.7 0.5 

41 143 第４面・構成土（４） 木製品
箸 19.7 0.7 0.5 

41 144 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (19.2) 0.5 0.4 

41 145 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (15.7) 0.6 0.5 

41 146 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (15.7) 0.6 0.2 

41 147 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (15.1) 0.5 0.4 

41 148 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (14.9) 0.7 0.3 

41 149 第４面・構成土（４） 木製品
箸 14.6 0.6 0.3 

41 150 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (14.3) 0.5 0.3 

41 151 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (14.2) 0.5 0.3 

41 152 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (14.7) 0.4 0.2 

41 153 第４面・構成土（４） 木製品
箸 (14.3) 0.7 0.4 

41 154 第４面・構成土（４） 木製品
箸 13.7 0.7 0.6 

41 155 第４面・構成土（４） 木製品
取手 14.0 3.8 2.5 f.貫通した釘穴２箇所あり 鍋蓋の取っ手か

41 156 第４面・構成土（４） 木製品
曲物 径10.6 ― 0.6 f.孔？あり（欠損かも） 曲げ物底板

41 157 第４面・構成土（４） 木製品
下駄 (13.0) (4.2) (0.8) f.上下不明 歯の幅3.7cm 連歯

41 158 第４面・構成土（４） 木製品
草履芯 24.7 5.6 0.3 f.側縁部山型 端部直線的 切り取り部は長方形に切りこまれる

41 159 第４面・構成土（４） 木製品
草履芯 (13.9) (4.8) 0.2 ～ 0.4 f.板目材を使用　　

41 160 第４面・構成土（４） 木製品
草履芯 (8.0) (2.3) 0.2 

41 161 第４面・構成土（４） 木製品
草履芯 (21.5) (5.4) 0.3 f.側縁部山型 端部直線的 切り取り部の形不明

41 162 第４面・構成土（４） 木製品
草履芯 (6.8) (1.9) 0.3 ～ 0.5 f.板目材を使用 厚みがあり裏目は摩耗 表面に藁や藺草痕

41 163 第４面・構成土（４） 木製品
草履芯 (12.7) (2.7) 0.2 ～ 0.3 f.板目材を使用　

単位（cm）
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41 164 第４面・構成土（４） 木製品
草履芯 (12.6) (1.8) 0.3 f.板目材を使用 厚みがあり裏面は摩耗　表面に藁や藺草痕

41 165 第４面・構成土（４） 木製品
草履芯 (9.2) (2.8) 0.2 

41 166 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 20.2 1.0 0.7 

41 167 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 16.8 1.0 0.7 

41 168 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 (15.8) 0.7 0.8 

41 169 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 (14.6) 1.0 0.8 

41 170 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 13.6 1.1 0.6 

41 171 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 (12.6) 0.8 0.8 

41 172 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 (11.4) 0.5 0.5 

41 173 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 (8.5) 1.1 0.8 

41 174 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 10.8 0.6 0.5 

41 175 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 10.9 0.7 0.8 f.籌木か

41 176 第４面・構成土（４） 木製品
棒状 (11.5) 0.9 0.7 f.端部焼痕

41 177 第４面・構成土（４） 木製品
串状 20.7 1.1 0.7 

41 178 第４面・構成土（４） 木製品
串状 17.0 0.8 0.4 

41 179 第４面・構成土（４） 木製品
串状 16.2 1.0 0.8 

41 180 第４面・構成土（４） 木製品
串状 (15.5) 1.2 0.5 

41 181 第４面・構成土（４） 木製品
串状 (11.4) 1.2 0.6 

41 182 第４面・構成土（４） 木製品
串状 13.0 1.0 1.0 

42 183 第４面・構成土（５） 木製品
串状 (34.4) 0.8 ～ 1.1 0.7 

42 184 第４面・構成土（５） 木製品
串状 (30.5) 0.3 ～ 0.6 0.4 f.端部が炭化している

42 185 第４面・構成土（５） 木製品
串状 (22.2) 0.5 ～ 0.7 0.3 ～ 0.5

42 186 第４面・構成土（５） 木製品
箆状 19.2 1.1 0.6 f.端部に煤付着 火付棒か？

42 187 第４面・構成土（５） 木製品
箆状 (13.3) 1.3 0.6 

42 188 第４面・構成土（５） 木製品
建材 (27.2) 4.8 2.2 f.先端部に加工痕あり

42 189 第４面・構成土（５） 木製品
建材 (12.5) 7.5 3.3 f.加工痕

42 190 第４面・構成土（５） 木製品
建材 15.3 5.3 1.4 ～ 1.9 f.建材か？縁が加工され、何かに打ちつけられた様子 斜めに打たれた釘（頭0.4 先0.4 ～

0.5cm）が１箇所残る

42 191 第４面・構成土（５） 木製品
建材 23.0 2.3 1.4 ～ 2.0 f. 建材だったものを転用したものか？ 角材（薄い）を対角線半分にして先端を刃物で削

った様子がうかがえる 釘（長5.4 幅0.7 厚0.3㎝）が刺さっているが用途不明

42 192 第４面・構成土（５） 木製品
建材 11.6 3.6 2.2 f.加工痕 釘が３箇所刺さっているが貫通していないため長さ不明　

42 193 第４面・構成土（５） 木製品
杭 (25.5) 1.5 ～ 2.5 1.2 ～ 1.4 f.端部削り痕

42 194 第４面・構成土（５） 木製品
杭 (14.3) 0.9 ～ 2.3 1.7 ～ 2.2 f.片端削り痕

42 195 第４面・構成土（５） 木製品
杭 (15.7) 0.5 ～ 4.0 1.3 ～ 1.4 f.先端削り痕

42 196 第４面・構成土（５） 木製品
杭 31.3 1.7 ～ 2.2 1.4 ～

2.20
f.端部削り痕 ５つの釘穴がある（内２つは釘がささっているが、貫通していない。他３
つは貫通している） 建材の転用か

42 197 第４面・構成土（５） 木製品
礎板 23.3 7.8 2.7 f.切断痕

42 198 第４面・構成土（５） 木製品
部材 (28.0) 3.1 2.2 f.釘穴（φ0.5㎝）あり ホゾ（幅1.0 深さ0.5㎝）あり

43 199 第４面・構成土（６） 木製品
部材 29.8 2.3 (0.1) f.のこぎり痕あり

43 200 第４面・構成土（６） 木製品
部材 24.6 6.3 2.0 f.刃物痕あり 鉄釘のこる 焼痕

43 201 第４面・構成土（６） 木製品
部材 12.7 3.8 0.7 

43 202 第４面・構成土（６） 木製品
端材 8.3 6.6 3.5 f.端部が削られている焼けている

43 203 第４面・構成土（６） 木製品
端材 7.8 5.6 2.3 

43 204 第４面・構成土（６） 木製品
端材 4.5 5.7 1.5 

43 205 第４面・構成土（６） 木製品
端材 2.7 5.2 3.2 

単位（cm）
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43 206 第４面・構成土（６） 木製品
端材 5.0 3.7 1.3 

43 207 第４面・構成土（６） 木製品
端材 7.4 4.5 2.2 

43 208 第４面・構成土（６） 木製品
端材 12.4 (3.2) 0.3 f.加工痕

43 209 第４面・構成土（６） 木製品
端材 6.1 4.0 0.3 f.斜めに切断されている

43 210 第４面・構成土（６） 木製品
刀子の柄 12.0 2.3 0.7 呑込式

43 211 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (15.7) 2.5 1.8 f.両端部削り痕

43 212 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (12.3) 1.0 ～ 2.7 1.3 ～ 1.6 f.片端削り痕

43 213 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (16.9) 4.0 0.7 f.刃物痕多い 曲げ物の底か？

43 214 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 15.4 3.4 0.8 

43 215 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 9.9 6.5 0.7 f.曲物底板か

43 216 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 11.7 1.1 1.0 f.端部が削られている

43 217 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (9.4) 1.5 0.5 ～ 0.7 f.先端に木釘が残っている　

43 218 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (11.5) (5.8) 0.6 f.裏面に刀物痕あり

43 219 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 7.7 2.6 1.0 f.両側面に切り込みあり　

43 220 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (11.0) 2.3 0.2 f.穿孔あり 釘孔か

43 221 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (17.7) 1.5 1.2 f.一部炭化 棒状

43 222 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (14.6) 0.5 0.5 

43 223 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (12.1) 0.6 0.4 

43 224 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 (10.2) 0.5 0.4 

43 225 第４面・構成土（６） 木製品
用途不明 24.5 9.5 1.5 f.端材

44 226 第４面・構成土（７） 木製品
用途不明 27.1 8.7 3.2 f.刃物痕あり

44 227 第４面・構成土（７） 木製品
用途不明 21.9 5.1 0.3 ～ 0.6 f.切断痕あり 部材

44 228 第４面・構成土（７） 木製品
用途不明 7.5 (2.7) 0.5 f.端部が削られている

46 1 第５面・井戸１ かわらけ (8.8) 6.4 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針　c.黄灰色　e.や
や甘い

46 ２ 第５面・井戸１ かわらけ 8.4 6.4 1.3 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄灰色　e.やや甘い

46 3 第５面・井戸１ かわらけ 8.8 7.0 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 良土　c.黄灰
色　e.やや甘い

46 ４ 第５面・井戸１ かわらけ 8.4 6.8 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部約1/ ３に油煤痕

46 ５ 第５面・井戸１ かわらけ (8.8) (6.8) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒　c.黄灰色
e.やや甘い

46 ６ 第５面・井戸１ かわらけ (9.4) 6.8 1.7 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.やや甘い　f.器形の歪み激しい

46 ７ 第５面・井戸１ かわらけ 8.8 6.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナテの後見込みを回転ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨
針 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　c.橙色　e.良好

46 ８ 第５面・井戸１ かわらけ 8.8 7.2 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.内外面黒色に変色

46 ９ 第５面・井戸１ かわらけ 8.2 6.6 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 砂質 良土　c.黄灰色
　e.やや甘い　f.内面に黒色の付着物　漆か

46 10 第５面・井戸１ かわらけ 8.4 6.4 1.4 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 海綿骨針 泥岩粒　c. 黄灰色　
e.やや甘い

46 11 第５面・井戸１ かわらけ (8.6) (6.2) 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 やや粉質 良土　c. 黄灰色　
e.甘い　f.内底に貫通孔（0.5㎝）あり 欠損した貫通孔あり

46 12 第５面・井戸１ かわらけ (8.8) (6.4) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　c.黄
橙色　e.やや甘い

46 13 第５面・井戸１ かわらけ 13.0 8.2 3.1 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

46 14 第５面・井戸１ かわらけ 12.6 8.0 ３ a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.内面黒色に変色

46 15 第５面・井戸１ かわらけ (13.8) 9.2 3.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

46 16 第５面・井戸１ かわらけ (13.0) 9.0 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.やや甘い

46 17 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 9.0 7.3 1.9 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 海綿骨芯 砂質 良土　c.黄橙色
e.良好　f.口唇部黒色に変色

46 18 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 8.6 7.4 1.6 a.手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 砂質 粗土　c.黄橙色　e.良好

46 19 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 9.0 7.7 1.9 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 海綿骨芯 砂質 良土　c. 橙色　e. 良好　
f.口唇部２か所に油煤痕

単位（cm）
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

46 20 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ (9.6) (8.0) 1.7 a.手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 海綿骨芯 粉質気味 良土
c.黄橙色　e.良好

46 21 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 9.4 8.1 ２ a.手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b.微砂 泥岩粒 海綿骨芯 砂質 良土　c.黄灰色　e.や
や甘い

46 22 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ (9.4) (7.9) 1.9 a. 手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 海綿骨芯 粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好

46 23 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 9.2 8.1 1.8 a.手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 海綿骨芯 砂質 やや粗土　c.黄
灰色　e.やや甘い

46 24 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 8.8 7.4 1.8 a.手づくね 外底指頭痕 内底強くナデ　b.微砂 赤色粒 海綿骨芯 泥岩粒 砂質 良土　c.黄
橙色　e.良好

46 25 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 8.6 7.0 1.7 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 海綿骨芯 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

46 26 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ (9.4) 8.0 2.1 za. 手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b. 微砂 泥岩粒 粉質気味 良土　c. 黄灰色　e. やや
甘い

46 27 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 8.6 7.8 1.7 a.手づくね 外底指頭痕 見込みナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 良土　c.黄灰色　e.やや甘
い

46 28 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 9.4 7.4 1.7 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 海綿骨芯 砂質 良土　c.黄灰色　
e.やや甘い

46 29 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 8.8 7.2 1.9 a.手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 良土　c.黄灰色　e.やや甘
い

46 30 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 9.2 7.7 1.7 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 海綿骨芯 泥岩粒 粉質気味 良土　c.黄
橙色　e.良好

46 31 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ (13.8) 11.2 2.7 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 粉質 良土　c.黄橙色　e.良好
f.内底木ヘラ状のナデ？

46 32 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 13.2 12.0 2.8 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 海綿骨芯 泥岩粒 砂質 良土　c.黄橙色
e.良好　f.外側面黒色に変色 口唇部油煤痕

46 33 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 12.8 11.6 2.6 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　c. 橙色　
e.良好

46 34 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 12.8 9.9 ３ a. 手づくね 外底指頭痕弱い 内底ナデ　b. 微砂 雲母 海綿骨芯 泥岩粒 粉質気味 良土　
c.黄灰色　e.やや甘い

46 35 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 13.0 11.0 3.5 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　c.黄灰色
e.やや甘い　f.外底中心押す

46 36 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 12.8 11.2 3.2 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　c. 黄橙色　
e.良好　f.底部にスノコ痕

46 37 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 13.2 11.2 3.3 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　c.黄橙色
e.やや甘い　f.底部にスノコ痕

46 38 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 12.6 11.0 3.4 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨芯 泥岩粒 砂質 良土　c.黄橙色　
e.良好　f.底部にスノコ痕

46 39 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ (13.0) (10.6) 2.9 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨芯 泥岩粒 粉質気味 良土　c. 黄橙色　
e.良好　f.底部にスノコ痕

46 40 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 14.0 11.5 3.2 a. 手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b. 微砂 赤色粒 海綿骨芯 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好　f.外側面１/ ２が黒色に変色・底部にスノコ痕

46 41 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 13.4 11.4 3.3 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 海綿骨芯 泥岩粒 粉質気味 良土　c.黄
灰色　e.やや甘い

46 42 第５面・井戸１ 手づくねかわらけ 13.2 12.1 3.3 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 赤色粒 砂質 良土　c.橙色　e.良好　f.内
外面１/ ２に油煤痕

46 43 第５面・井戸１ 手づくね
白かわらけ 口縁部片 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯　c.灰白色　e.やや甘い　f.内外面黒

色に変色

46 44 第５面・井戸１ 白磁
皿 口縁部片 a.ロクロ　b.灰白色 黒色粒　d.灰緑色 半透明 やや薄い　e.良好　f.Ⅷ-2

46 45 第５面・井戸１ 常滑
鳶口壺 胴部片 a.輪積み技法　b.黒褐色 砂粒 白色粒　d.灰緑色の降灰釉　e.良好　f.外面に沈線あり

46 46 第５面・井戸１ 常滑
甕 胴部片 a. 輪積み技法　b. 灰黄色 砂粒 白色粒　c. 明茶褐色（外） 黒褐色（内）　e. 良好　f. 押印あ

り

46 47 第５面・井戸１ 常滑
片口鉢Ⅱ類 底部片 a. 輪積み技法 外面下部ヘラ削り　b. 黄灰色 砂粒 白色粒　c. 黄橙色　e. 良好　f. 砂底 内

面磨滅

46 48 第５面・井戸１ かわらけ
加工品 径7.2 ― 0.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ強い　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　

c.黄橙色　e.良好　f.円盤状に加工

46 49 第５面・井戸１ 木製品
用途不明 13.9 1.6 1.0 f.木口に方形（0.5㎝）の茎孔あり 錐柄か

46 50 第５面・ピット241 かわらけ 12.0 8.0 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　c.橙
色　e.良好

46 51 第５面・ピット241 木製品
草履芯 9.4 2.8 ～ 4.3 0.1 ～ 0.3 f.指の跡あり 板目を加工 板のまわりを削って縁を整えてある 鼻緒の一部が欠損してい

る

47 1 第５面・溝３（１） かわらけ 7.4 5.4 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 や
や粗土　c.黄灰色　e.良好　f.内面・外側面が黒色に変色

47 ２ 第５面・溝３（１） かわらけ 7.8 6.0 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土
c.橙色　e.良好

47 ３ 第５面・溝３（１） かわらけ 7.8 5.8 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナテの後側面回転ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂
質 やや良土　c.黄橙色　e.良好

47 ４ 第５面・溝３（１） かわらけ 7.8 5.4 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好

47 ５ 第５面・溝３（１） かわらけ 7.8 5.0 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 良土　c.黄
橙色　e.やや甘い

47 ６ 第５面・溝３（１） かわらけ (8.0) (5.4) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 泥岩粒 砂質 良土　c.黄橙色　e.良
好　f.内底面に墨書　判読不能

47 ７ 第５面・溝３（１） かわらけ 7.8 5.4 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 砂質 や
や粗土　c.黄橙色　e.やや甘い

47 ８ 第５面・溝３（１） かわらけ 7.4 5.2 1.3 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 砂質 やや粗土　
c.橙色　e.良好

47 ９ 第５面・溝３（１） かわらけ (10.6) 6.0 3.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 橙色粒 粉質 良土　c.黄
橙色　e.良好

47 10 第５面・溝３（１） かわらけ (13.8) 8.2 3.2 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b. 微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや良土　
c.黄橙色　e.良好　f.外側面・内面一部が黒色に変色

単位（cm）
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№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

47 11 第５面・溝３（１） かわらけ (12.6) 7.0 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 橙色粒 砂質 良土　c.橙色
e.良好

47 12 第５面・溝３（１） 常滑
片口鉢Ⅰ類 ― 15.0 ― a.輪積み技法　b.微砂 白色粒 黒色粒 ガサつく 精良　c.灰白色　e.良好　f.6a ？ 内面磨

滅

47 13 第５面・溝３（１） 木製品
折敷 (10.7) (1.8) (0.1)

47 14 第５面・溝３（１） 木製品
曲物 径2.5 ― 0.2 ～ 0.3 f.小型の曲物　祭祀用か

47 15 第５面・溝３（１） 木製品
棒状 (11.8) 0.5 0.7 f.籌木か

47 16 第５面・溝３（１） 木製品
棒状 (13.5) 1.0 0.7 

47 17 第５面・溝３（１） 木製品
用途不明 (11.3) 2.0 0.2 ～ 0.3 f.細い刃物痕が多数あり 筆架か

47 18 第５面・溝３（１） 木製品
用途不明 (24.0) 10.0 1.5 f.貫通孔あり

47 19 第５面・溝３（１） 木製品
杭 (25.5) 2.8 2.0 f.片端削り痕

47 20 第５面・溝３（１） 木製品
杭 (23.5) 2.5 2.4 f.煤痕あり

47 21 第５面・溝３（１） 木製品
杭 (27.4) 5.0 1.5 f.片端削り痕

48 22 第５面・溝３（２） 木製品
杭 (29.7) 3.2 1.0 f.片端削り痕

48 23 第５面・溝３（２） 木製品
杭 (27.6) 3.4 3.5 f.片端削り痕

48 24 第５面・溝３（２） 木製品
杭 (43.8) 2.6 2.0 f.片端削り痕

48 25 第５面・溝３（２） 木製品
杭 41.8 4.4 2.6 f.片端削り痕

48 26 第５面・溝３（２） 木製品
杭 (46.4) 6.3 2.2 f.片端削り痕

48 27 第５面・溝３（２） 木製品
杭 (51.5) 4.7 2.2 f.片端削り痕

48 28 第５面・溝３（２） 木製品
杭 (57.4) 6.6 2.3 f.片端削り痕

49 1 第５面・ピット238 木製品
用途不明 (10.4) 0.7 0.6 

49 ２ 第５面・ピット238 木製品
棒状 (13.4) 0.7 0.3 

49 ３ 第５面・ピット250 木製品
草履芯 14.8 2.9 0.4 

49 ４ 第５面・ピット266 木製品
部材 16.5 (5.0) 2.5 f.礎板

50 1 第５面・ピット263 木製品
箸 (15.5) 0.6 0.4 f.全体が焼けている

50 ２ 第５面・ピット263 木製品
用途不明 13.3 0.7 0.4 f.全体が焼けている

50 ３ 第５面・ピット264 褐釉
壷 11.3 ― ― a. 輪積み技法 　b. 灰色 白色粒 黒色粒多め 砂粒　c. 灰黒色　e. 硬質　f. 火熱を受けたた

めか内外面剥離痕

50 ４ 第５面・ピット265 木製品
串状 29.0 1.3 1.0 f.断面方形 片端削り出し

50 ５ 第５面・ピット281 骨製品
遊具 径1.8 ― 0.5 f.駒 丁寧な造り

50 ６ 第５面・ピット283 木製品
棒状 (11.5) (1.0) 0.8 

50 ７ 第５面・ピット291 木製品
折敷 30.2 (2.7) 0.3 

50 ８ 第５面・ピット292 木製品
杭 (25.8) 3.2 2.5 f.断面方形 片端削り出し

51 1 第５面・面上 かわらけ (8.2) (6.0) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 砂質 良
土　c.橙色　e.良好　f.内外面口唇部から側面にかけて油煤痕

51 ２ 第５面・面上 かわらけ 7.2 5.0 1.4 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質 
やや粗土　c.黄橙色　e.良好　f.口唇部油煤痕

51 ３ 第５面・面上 かわらけ (7.6) (5.0) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 橙色粒 粉質気味 良土　c.黄
橙色　e.良好

51 ４ 第５面・面上 手づくねかわらけ 9.2 7.0 ２ a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデb.微砂 雲母 赤色粒 粉質気味 良土　c.橙色　e.良好

51 5 第５面・面上 手づくねかわらけ 底部片 a.手づくね 外底指頭痕あまり強くのこってない　b.微砂 雲母 粉質気味 良土　c.橙色～
黄橙色　e.良好 外底面に墨書 判読不能

51 ６ 第５面・面上 滑石鍋
転用品 (5.0) (5.0) (2.2) a.ノミ状の物で削って摘み状の凸がある　f.西彼杵産

51 ７ 第５面・面上 鉄製品
釘 (6.0) 0.3 0.2 f.鍛造 断面四角形

51 ８ 第５面・面上 木製品
箸状 (19.5) 0.5 0.3 

51 ９ 第５面・面上 木製品
箸状 (12.6) 0.6 0.5 

51 10 第５面・面上 木製品
箸状 (11.8) 0.4 0.4 

51 11 第５面・面上 木製品
杭 (18.0) 2.4 0.5 ～ 0.7 f.端部削り痕

51 12 第５面・面上 木製品
用途不明 (13.7) 4.6 (0.9)

単位（cm）

出土遺物観察表 （　　）は復元値
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

51 13 第５面・面上 木製品
用途不明 (16.8) 1.5 1.4 f.表面が炭化している

51 14 第５面・面上 木製品
用途不明 (14.5) 0.6 ～ 0.9 0.3 

51 15 第５面・面上 木製品
用途不明 (11.2) 0.9 0.4 f.端部が炭化している

51 16 第５面・面上 木製品
用途不明 (9.7) 2.2 0.4 f.端材

51 17 第５面・面上 木製品
用途不明 (17.2) 2.3 0.2 ～ 0.4 f.片端削り痕

51 18 第５面・面上 木製品
用途不明 (21.8) 2.5 0.5 f.貫通する穴が３箇所あり　裏面欠損

51 19 第５面・構成土（１） かわらけ (10.9) (7.8) 1.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 やや粗土
c.外面：橙色 内面：淡橙色　e.良好 12世紀末から13世紀初頭

51 20 第５面・構成土（１） かわらけ (8.1) (5.5) 1.6 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕不明瞭 内底強くナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色
粒 泥岩粒 やや粗土　c.黄灰色　e.やや甘い

51 21 第５面・構成土（１） かわらけ 8.8 6.0 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 粉
質気味 良土　c.黄橙色　e.良好

51 22 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ ― ― 1.5 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 泥岩粒 粉質気味 良土　c. 黄橙色　e. 良好　
f.口唇部内折れ 内底薄く黒色に変色

51 23 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ (9.0) 7.4 1.5 a. 手づくね 外底指頭痕 内底強くナデ　b. 微砂 泥岩粒 粉質気味 やや粗土　c. 黄橙色　
e.良好

51 24 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ (10.0) (8.4) ２ a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 海綿骨芯 粉質気味 良土　c.橙色　e.良
好

51 25 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ (10.1) (8.8) 1.7 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

51 26 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ 9.3 8.4 1.9 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 粗土　c.黄橙
色　e.良好　f.タール状の煤付着 風化が激しく器表剥離

51 27 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ 10.1 8.6 ２ a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 白色粒 泥岩粒 粗土　c.黄灰色　e.や
や甘い　f.煤付着 風化が激しく器表はがれている

51 28 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ (9.8) (8.8) 1.8 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 泥岩粒 粉質気味 良土　c. 黄橙色　e. 良好　
f.口唇部油煤痕

51 29 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ (9.0) (7.7) 1.6 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

51 30 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ 10.4 8.3 2.4 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 やや粗土　c.黄橙色　
e.良好

51 31 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ (10.6) (10.0) ２ a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 粉質気味 良土　c.黄橙色　e.良好

51 32 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ 9.3 7.4 2.1 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 やや粗土　
c.橙色　e.良好　f.口唇部一部に油煤痕

51 33 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ (9.4) (7.4) ２ a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

51 34 第５面・構成土（１） 手づくねかわらけ (13.2) (12.2) 2.8 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 泥岩粒 粉質気味 良土　c.橙色　e.良好
f.内面油煤痕

51 35 第５面・構成土（１） 青磁
碗 口縁部片 a.ロクロ　b.暗灰色 白色粒混じる精良土　d.濁った緑灰色 不透明 　e.良好　f.内外無文

か碗Ⅰ-1 竜泉窯

51 36 第５面・構成土（１） 青磁
劃花文碗 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 精良堅緻　d.緑黄灰色透明薄手施釉　f.同安窯系

51 37 第５面・構成土（１） 青磁
劃花文碗 胴部片 a.ロクロ　b.精良　c.灰色　d.緑灰釉 半透明 うすい　e.良好　f.碗Ⅱ類 外面無文 竜泉窯

51 38 第５面・構成土（１） 青磁
碗 底部片 a. ロクロ　b. 灰色 白色粒少し混じる 精良　d. 濁った緑灰釉 不透明 　e. 良好　f. 二次的

に火を受け釉変している 碗Ⅰ-1 高台露胎一部釉ダレあり 竜泉窯

51 39 第５面・構成土（１） 白磁
口兀皿 ― (6.0) ― a.ロクロ　b.精良　c.白色　d.緑灰色 半透明 うすい　e.良好　f.底部露胎 一部釉タレあ

り

51 40 第５面・構成土（１） 白磁
壷 底部片 a. 輪積み技法　b. 灰白色 黒色粒 精良　d. 灰緑色 半透明 やや厚い　e. 良好　f. 壺Ⅲ -2小 

高台露胎・四耳壷

51 41 第５面・構成土（１） 青白磁
合子 ― ― 1.5 b.灰白色 精良堅緻　d.灰白色 やや厚く施釉 内底面気泡あり 外底部露胎　e.堅緻　f.身

の部分

51 42 第５面・構成土（１） 青白磁
壺 ― (9.0) ― a.輪積み技法　b.白色 精良　d.水色釉　透明 うすい　e.良好　f.やや古い13前～中　二

次的に火を受けたのか外面がはじけた様な跡がある 畳付～高台内露胎 景徳鎮

51 43 第５面・構成土（１） 黄釉
鉄絵盤 ― (14.0) ― a.輪積み技法　b.砂粒 白色粒 茶褐色粒 ガサつく　c.黄土色　d.内面黄釉 外面残存部無

釉　e.良好　f.泉州磁州窯

51 44 第５面・構成土（１） 褐釉
壺 口縁部片 a.ロクロ　b.灰色 白色粒 黒色粒 粗土　d.茶褐色　e.堅緻

51 45 第５面・構成土（１） 褐釉
壺 胴部片 a.ロクロ 耳の部分貼付　b.灰色 白色粒 黒色粒 長石 石英 粗土　d.茶褐色　e.堅緻

51 46 第５面・構成土（１） 常滑
甕 口縁部片 a.輪積み技法　b.灰色 微砂 白色粒 黒色粒 良土　c.黒褐色　e.良好　f. ５期

51 47 第５面・構成土（１） 常滑
片口鉢Ⅱ類 ― (17.3) ― a. 輪積み技法　外底砂目底　b. 暗灰色 砂粒 白色粒 良土　c. 暗赤褐色　d. 内面自然降灰

e.良好　f.内面磨滅 

51 48 第５面・構成土（１） 瓦器碗 (10.6) ― ― a. ロクロ 内型成形 炭素吸着 ヘラ押し込み 内面横方向の磨き　b. 灰色 精良　c. 黒色　
e.良好

51 49 第５面・構成土（１） かわらけ
転用品 径2.0 5.0 a.手づくねを円盤状に加工　b.微砂 海綿骨芯 粉質気味 良土　c.黄橙色　e.良好

51 50 第５面・構成土（１） 平瓦 狭端部片 a.凹糸切痕のこる 凸斜格子の叩き目 離れ砂細かい　b.精良　c.灰白色　d.降灰釉か自然
釉がかかる　e.良好　f.鶴岡八幡宮分類のⅡ類（格子叩き目）Bに類似する

52 51 第５面・構成土（２） 木製品
棒状 12.8 0.9 0.6 

52 52 第５面・構成土（２） 木製品
礎板 24.3 10.6 2.7 

52 53 第５面・構成土（２） 木製品
用途不明 (16.3) 1.8 1.0 f.切断工具痕

52 54 第５面・構成土（２） 木製品
用途不明 19.0 0.7 0.4 

単位（cm）
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№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

52 55 第５面・構成土（２） 木製品
用途不明 (15.0) 0.8 0.6 

52 56 第５面・構成土（２） 木製品
用途不明 14.0 0.7 0.5 

52 57 第５面・構成土（２） 木製品
用途不明 6.0 1.6 0.7 f.仕口あり　部材

54 1 第６面・ピット302 手づくねかわらけ (7.8) (6.6) 1.6 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 泥岩粒 粉質気味 良土　c.黄橙色　e.良好

54 ２ 第６面・ピット302 手づくねかわらけ (12.8) (12.0) 3.1 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 赤色粒 海綿骨芯 粉質気味 良土　c. 黄橙色　
e.良好　f.内面黒色に変色

54 ３ 第６面・ピット302 手づくねかわらけ 口縁部片 a.手づくね 外底指頭痕　b.微砂 雲母 海綿骨芯 粉質気味 良土　c.黄橙色　e.良好　f.内
外面墨書痕　判読不能

54 ４ 第６面・ピット302 青磁
皿 底部片 a. ロクロ　b. 微砂 黒色粒 精良　c. 灰白色　d. 灰緑色 半透明 うすい　e. 良好　f. 皿Ⅰ -2 

内面櫛搔文　同安窯系

54 ５ 第６面・構成土（１） かわらけ (7.9) (6.3) 1.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕  ゙内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 白色粒 やや粗土　c.橙
色　e.良好

54 ６ 第６面・構成土（１） かわらけ 8.6 7.2 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　c.橙
色　e.良好　f.口唇部灰色の物質が付着

54 ７ 第６面・構成土（１） かわらけ (9.0) (6.4) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 粉質気味 良
土　c.黄橙色　e.良好

54 ８ 第６面・構成土（１） かわらけ (9.0) (7.9) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 砂質 良土　c.黄橙
色　e.やや甘い

54 ９ 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 10.0 7.8 2.1 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 海綿骨芯 砂質 良土　c.黄灰色　
e.やや甘い　f.内外面に白色の物質が付着

54 10 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ (8.2) (6.4) 1.9 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨芯 粉質気味 良土　c.黄灰色　e.良
好

54 11 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 8.6 7.0 1.9 a. 手づくね 外底指頭痕 内底強くナデ　b. 微砂 泥岩粒 海綿骨芯 砂質 良土　c. 黄灰色　
e.やや甘い　f.口唇部一か所打ち掻いている

54 12 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ (8.8) (6.6) 1.9 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 粉質気味 良土　c.橙色　e.良好

54 13 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 9.2 8.1 2.1 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 良土　c.黄灰色　e.やや甘い

54 14 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ (10.2) (8.8) 1.8 a. 手づくね 外底指頭痕　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 泥岩粒 やや粗土　c. 黄灰色　
e.やや甘い　f.内外面に灰色の物質付着

54 15 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 8.8 7.5 1.9 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 泥岩粒 海綿骨芯 硬質 良土　c.橙色　e.良好　

54 16 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ (9.4) (7.8) 1.6 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 砂質 良土　c.橙色　e.良好

54 17 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 口縁部片 a. 手づくね 外底指頭痕 内底面櫛状工具による整形痕　b. 微砂 海綿骨針 白色粒 泥岩粒 
やや粗土　c.黄灰色　e.やや甘い  

54 18 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 底部小片 a. 手づくね 外底指頭痕 内底面櫛状工具による整形痕　b. 微砂 海綿骨針 赤色粒 白色粒 
泥岩粒 やや粗土c.黄橙色　e.良好

54 19 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ (13.2) 11.4 2.7 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 粉質気味 良土　c.黄橙色　e.良好

54 20 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 12.6 10.5 3.2 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 粉質気味 良土　c.黄橙色　e.良好

54 21 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 13.2 10.9 3.5 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 泥岩粒 海綿骨芯 粉質気味 良土　c. 黄橙色　
e.良好

54 22 第６面・構成土（１） 手づくねかわらけ 10.6 8.0 3.4 a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 粉質 良土　c. 黄橙白色　e. 良好　f. やや内湾
する・外底指頭痕をナデ消している・白かわらけ

54 23 第６面・構成土（１） 青磁
鎬蓮弁文碗 胴部片 a.ロクロ　b.暗灰色 精良 緻密　d.灰緑色 半透明 ややうすい 光沢あり　e.堅緻　f.碗Ⅱ

-b 竜泉窯

54 24 第６面・構成土（１） 青磁
劃花文碗 底部片 a.ロクロ　b.灰色 緻密 精良　d.緑灰色釉 半透明 厚い 光沢あり　e.堅緻　f.碗Ⅰ-劃花文 

高台内露胎 竜泉窯

54 25 第６面・構成土（１） 青磁
劃花文碗 胴部片 a.ロクロ　b.やや黄味がかる灰色 緻密 精良　d.黄緑色 半透明 うすい 光沢あり　e.堅緻

f.碗Ⅰ-劃花文 竜泉窯

54 26 第６面・構成土（１） 瀬戸
壺 ― (9.9) ― a.ロクロ　b.灰白色 黒色微砂少量 精良土　d.淡黄緑色 内面に霜降り状に薄く施釉 外面

底部はぜている 釉垂れか　e.良好 硬質　f.古瀬戸前期か 底部片

54 27 第６面・構成土（１） 常滑
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 a.輪積み技法　b.微砂 白色粒　c.灰色　e.良好　f. ４期

54 28 第６面・構成土（１） 平瓦 ― ― 1.7 ～ 1.9 b.砂粒 夾雑物少なめ精良土　c.灰白色　e.軟質　f.凸面：横位糸切痕 長方形格子の叩き
目か　凹面：横位糸切痕 離れ砂 細砂粒　f.鶴岡八幡宮最下層 12C末

54 29 第６面・構成土（１） 土製品
鞴の羽口 径11.0 ― ― a.円柱に整形後中心に孔を入れる　b.砂質 良土 ザラつく　c.黄灰色　f.鉱物が付着して

いる 光沢あり 中心孔径3.0

54 30 第６面・構成土（１） 木製品
曲物 径（8.4） ― (0.5) f.底板

54 31 第６面・構成土（１） 木製品
用途不明 (10.0) (2.4) 0.8 f.木ネジが埋まった状態 曲物底板か

54 32 第６面・構成土（１） 木製品
箸 21.2 0.9 0.4 

54 33 第６面・構成土（１） 木製品
用途不明 (23.5) (1.7) 1.0 f.全体が焼けている 片端削り出し

54 34 第６面・構成土（１） 木製品
用途不明 29.7 2.4 0.5 部材か

54 35 第６面・構成土（１） 木製品
用途不明 32.0 1.9 1.5 f.刃物痕 切断痕

55 36 第６面・構成土（２） 木製品
部材 27.7 11.8 2.3 礎板か

55 37 第６面・構成土（２） 木製品
柱 (11.2) (12.5) (13.0) f.一部焼けている 枘痕あり

57 1 第７面・溝４ かわらけ 8.4 6.4 1.6 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

57 ２ 第７面・溝４ かわらけ (7.8) ― ― a.ロクロ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 粉質 良土　c.黄橙色　e.良好　f.外面に強く稜
が入る

単位（cm）
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図版
№ 番号 出土面・遺構名 種別 口径

(長さ)
底径
(幅)

器高
(厚さ) a.成形　b.胎土・素地　c.色調　d.釉薬　e.焼成　f.備考

57 ３ 第７面・溝４ かわらけ ― ― ４ a.ロクロ 底部糸切り痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 粉質 良土　c.黄灰色　e.やや甘
い

57 ４ 第７面・溝４ かわらけ (11.9) (8.4) 2.7 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 砂質 良土
c.黄灰色　e.やや甘い

57 ５ 第７面・溝４ 手づくねかわらけ (12.8) (11.6) ３ a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 泥岩粒 やや粉質気味 良土　c.黄橙色　e.良好

57 ６ 第７面・溝４ 手づくねかわらけ (13.4) (10.6) 3.2 a.手づくね 外底指頭痕 内底横ナデ　b.微砂 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質気味 良土　c.黄橙
色　e.良好

57 ７ 第７面・溝４ 木製品
端材 5.0 10.8 2.2 

57 8 第７面・溝４ 木製品
串状 26.9 0.9 0.5 

57 ９ 第７面・ピット303 かわらけ 9.2 6.6 ２ a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 粉質気味 良
土　c.黄灰色　e.やや甘い　

57 10 第７面・面上 かわらけ (8.8) (7.0) 1.5 a. ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b. 微砂 海綿骨針　c. 赤橙色 胎芯黒色　
e.良好

57 11 第７面・面上 かわらけ (8.8) (6.4) 1.8 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土　
c.黄橙色　e.良好

57 12 第７面・面上 かわらけ 13.0 8.2 3.1 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部・外側面油煤痕

57 13 第７面・面上 かわらけ 13.0 (8.4) 3.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 赤色粒 砂質 良土
c.黄橙色　e.良好

57 14 第７面・面上 手づくねかわらけ (9.4) (8.2) 1.8 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 泥岩粒 やや粉質気味 良土　c.黄橙色　e.やや
甘い

57 15 第７面・面上 手づくねかわらけ (9.0) (7.6) ２ a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 やや粉質気味 良土　c.黄橙色
e.良好

57 16 第７面・面上 手づくねかわらけ 9.0 7.8 ２ a. 手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b. 微砂 雲母 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質気味 良土　
c.黄橙色　e.良好　f.口唇部1か所油煤痕

57 17 第７面・面上 手づくねかわらけ 9.0 7.6 ２ a.手づくね 外底指頭痕 内底回転ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質気味 良土
c.黄橙色　e.良好

57 18 第７面・面上 手づくねかわらけ 8.8 6.6 1.5 a.手づくね 外底指頭痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨芯 砂質 良土　c.赤橙色　e.良好

57 19 第７面・面上 手づくねかわらけ 9.2 7.3 1.6 a.手づくね 外底指頭痕弱い 内底横ナデ　b.微砂 雲母 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄灰色　
e.やや甘い

57 20 第７面・面上 手づくねかわらけ 13.2 11.7 3.4 a.手づくね 外底指頭痕弱い 内底ナデ　b.微砂 赤色粒 海綿骨芯 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好　f.内面黒色に変色

57 21 第７面・面上 手づくねかわらけ 13.0 11.5 3.4 a.手づくね 外底指頭痕弱い 内底横ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨芯 泥岩粒 砂質 やや粗土　
c.黄橙色　e.良好

57 22 第７面・面上 手づくねかわらけ 13.4 10.8 3.2 a.手づくね 外底指頭痕弱い 内底ナデ　b.微砂 海綿骨芯 泥岩粒 砂質 やや粗土　c.黄橙色
e.良好　f.内面一部に油煤痕

57 23 第７面・面上 手づくねかわらけ 口縁部片 a.手づくね 外底指頭痕　b.微砂 雲母 海綿骨芯 赤色粒 やや粉質気味 良土　e.良好　f.内
外面に墨書　判読不能

57 24 第７面・面上 青磁
碗 口縁部片 a.ロクロ　b.暗灰色 黒色粒 精良　c.深草色 うすく濁る　e.良好　f.碗Ⅰ類　無文

57 25 第７面・面上 木製品
下駄 21.7 10.0 1.5 f.連歯　台部中央がやや張り出し、４隅の丸い小判系　表面に鉄釘２箇所残る 貫通した

孔３箇所あり

57 26 第７面・面上 木製品
用途不明 (11.3) 0.8 0.5 

57 27 第７面・面上 木製品
串状 (23.0) 0.9 ～ 2.6 0.3 ～ 0.8 f.全体が焼けている　片端削り出し

57 28 第７面・面上 木製品
用途不明 (28.5) 2.0 1.1 f.片端削り出し

58 1 表土採集 かわらけ (8.1) (5.0) 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 雲母 海綿骨針 泥岩粒 やや粗土　
c.黄橙色　e.やや甘い　f.内外面に油煤痕

58 ２ 表土採集 かわらけ 7.4 4.9 2.2 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 やや粗土
c.黄橙色　e.良好　f.外側面黒色に変色

58 ３ 表土採集 かわらけ 6.4 5.1 1.9 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底ナデ　b.微砂 海綿骨針 赤色粒 泥岩粒 小石粒 粗
土　c.黄橙色　e.良好

58 ４ 表土採集 かわらけ (11.8) (6.5) 3.5 a.ロクロ 外底回転糸切痕 板状圧痕 内底横ナデ　高台畳み付き露胎　b.微砂 雲母 海綿骨
針 赤色粒 泥岩粒 粗土　c.黄橙色　e.良好

58 ５ 表土採集 青磁
鉢 ― (11.6) ― a.ロクロ　b.灰白色 精良堅緻　d.青緑色不透明釉を厚く施釉 高台露胎　e.堅緻　f.二次

焼成を受けている

58 ６ 表土採集 褐釉
壺 胴部片 a. ロクロ　b. 褐灰白色 白色粒やや多く黒色粒含む 堅緻　d. 外面に茶褐色の薄い施釉　

e.堅緻

58 ７ 表土採集 褐釉
壺 胴部片 b.褐灰色 白色粒 堅緻　d.暗赤褐色 不透明な釉が外部に薄く施釉、内部は斑点状に釉付

着

58 ８ 表土採集 瀬戸
入子 口縁部片 a.ロクロ　b.黄灰色 砂粒 良土　e.良好

58 ９ 表土採集 瀬戸
卸皿 口縁部片 a. ロクロ　b. 黄灰白色 混入物少ない良土　d. 淡黄灰緑色の灰釉を薄く刷毛塗り 口縁部

のみやや厚く施釉　e.良好 堅緻　f.二次焼成を受け釉がはぜている

58 10 表土採集 瀬戸
折縁皿 口縁部片 b.灰色 小石粒 黒色微砂 やや粗土　d.淡黄灰緑色の灰釉を薄く刷毛塗り　e.良好 やや軟

質か？　f.古瀬戸Ⅲ期？

58 11 表土採集 瀬戸
瓶子 (6.6) ― ― a. ロクロ　b. 褐灰白色 白色粒・黒色粒を含む 緻密　d. 鉄釉を薄く施釉 外面一部剥離　

e.良好

58 12 表土採集 常滑
片口鉢Ⅰ類 底部片 a.輪積み技法　b.灰色 微砂 長石 石英　c.灰色　e.良好

58 13 表土採集 男瓦 ― ― 1.8 ～ 2.0 b.灰色 小石粒を含むやや粗土　c.暗灰色　e.硬質　f.凸面：糸切り痕 縦位ナデ調整　凹
面：布目痕 糸切り痕 離れ砂  側縁：広い削り 側面：削り

58 14 表土採集 滑石鍋 鍔径
(25.5) 1.6 ～ 1.8 f.底部部分加工痕か

58 15 表土採集 鉄製品
釘 (3.6) 0.3 0.2 f.鍛造 断面四角形

58 16 表土採集 木製品
杭 38.0 1.8 0.8 f.鍛造 断面四角形

単位（cm）
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遺物出土数量比率表
1面 2面 3面 4面 5面 6面 7面 合計（数量） 比率（％）

かわらけ
糸切り 3709 4589 2712 1231 595 64 120 13020 75.84
手づくね 3 14 10 31 27 171 432 688 4.01
白かわらけ 18 11 12 6 4 0 3 54 0.31

舶載陶磁器

青磁 30 15 6 20 15 9 5 100 0.58
白磁 26 8 6 10 8 4 1 63 0.37
青白磁 17 9 5 12 12 7 0 62 0.36
緑釉 0 1 0 1 0 0 0 2 0.01
黄釉 1 0 4 0 0 1 0 6 0.03
褐釉 11 3 16 11 4 1 0 46 0.27

国産陶器

瀬戸 194 40 14 7 6 7 3 271 1.58
常滑 1066 307 125 123 63 12 10 1706 9.94
片口Ⅰ類 37 21 5 14 7 1 1 86 0.5
片口Ⅱ類 42 32 8 2 1 0 0 85 0.5
渥美 8 6 1 0 0 0 2 17 0.1
備前 4 0 0 0 0 0 0 4 0.02
魚住 2 1 0 0 0 0 0 3 0.02
亀山 6 2 0 0 0 0 0 8 0.05
山茶碗（北部） 2 0 0 0 0 0 0 2 0.01
山茶碗（南部） 3 2 0 0 0 0 0 5 0.03

瓦 瓦 30 8 3 1 2 0 2 46 0.27

土製品
瓦器 3 1 1 0 0 1 0 6 0.03
土器 110 29 13 9 3 0 0 164 0.96
その他 16 11 10 3 0 1 1 42 0.24

石製品

硯 3 10 2 1 1 0 0 17 0.1
砥石 8 15 7 0 3 0 0 33 0.19
滑石 5 5 8 3 3 1 0 25 0.15
その他 10 5 4 2 3 0 0 24 0.14

金属製品

釘 12 44 8 0 2 0 0 66 0.38
銭 9 13 7 4 1 0 0 34 0.2
鉄滓 3 0 0 0 0 0 0 3 0.02
その他 5 4 1 0 0 0 0 10 0.06

骨角加工品 骨角製品 2 3 2 0 0 0 0 7 0.04
漆器 漆器 0 0 1 10 0 0 0 11 0.06

木製品
箸 0 0 0 18 5 0 1 24 0.14
加工木製品 8 1 3 150 14 4 14 194 1.13

自然遺物

骨 11 6 5 4 7 11 35 79 0.46
貝 2 1 33 61 6 16 119 0.69
種 4 1 0 6 6 1 13 31 0.18
その他 1 1 0 0 0 0 3 5 0.03

計 5421 5218 3000 1712 853 302 662 17168 100%
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遺構計測表
遺構№ 面 長軸 短軸 深さ 遺構№ 面 長軸 短軸 深さ
溝１ １面 (900) 175 ～ 197 56 ～ 70 ピット10 １面 36 (26) 8 
溝２ ３面 980 51 ～ 90 ８～ 24 ピット11 １面 43 37 15 
溝３ ４面 (600) 27 ～ 65 8 ピット12 １面 29 28 20 
溝４ 7面 (100) (84) 9 ピット14 １面 33 29 18 

溝状土坑１ １面 330 25 ～ 28 5 ～ 10 ピット15 １面 45 43 22 
溝状土坑２ １面 412 57 ～ 65 25 ～ 32 ピット16 １面 34 26 10 
溝状土坑３ １面 (100) (48) 19 ピット17 １面 28 27 8 
溝状土坑４ ２面 (52) 28 18 ピット18 １面 26 25 9 
溝状土坑５ ４面 180 32 5 ピット19 １面 31 32 16 
池状遺構 １面 (775) 250 ～ 310 (85) ピット20 １面 45 35 6 
井戸１ ５面 197 (115) 未堀 ピット21 １面 47 42 20 
土坑１ １面 100 (38) 18 ピット22 １面 45 (30) 18 
土坑２ １面 82 (48) 26 ピット23 １面 52 23 16 
土坑３ １面 (85) (45) 18 ピット24 １面 47 38 18 
土坑４ １面 144 (67) 42 ピット25 １面 34 (29) 16 
土坑６ １面 73 64 19 ピット26 １面 42 (38) 13 
土坑７ １面 113 95 11 ピット27 １面 22 22 38 
土坑８ １面 126 115 24 ピット29 １面 48 45 16 
土坑10 １面 (85) (38) 9 ピット30 １面 37 34 22 
土坑11 １面 (70) 72 13 ピット31 １面 47 36 14 
土坑12 １面 67 55 24 ピット32 １面 (45) (32) 14 
土坑13 １面 79 (40) 14 ピット33 １面 35 (24) 15 
土坑14 １面 53 (38) 19 ピット34 １面 44 (28) 12 
土坑15 １面 54 (47) 10 ピット35 １面 27 24 8 
土坑16 １面 80 58 36 ピット36 １面 42 (28) 13 
土坑17 ２面 247 138 10 ～ 15 ピット38 １面 32 29 27 
土坑18 ２面 (76) 72 27 ピット39 １面 43 33 11 
土坑19 ２面 (102) (84) 24 ピット40 １面 28 25 14 
土坑20 ２面 94 (66) 4 ピット41 １面 48 (24) −
土坑21 ２面 83 57 16 ピット42 １面 50 44 14 
土坑22 ２面 78 58 24 ピット43 １面 (32) (18) 7 
土坑23 ２面 55 (44) 12 ピット44 １面 34 30 25 
土坑24 ２面 64 61 17 ピット45 １面 38 35 35 
土坑25 ２面 57 (40) 28 ピット46 １面 33 23 16 
土坑26 ３面 89 65 11 ピット47 １面 43 (42) 5 
土坑27 ３面 (70) (60) 9 ピット48 １面 25 (17) 21 
土坑28 ３面 86 74 19 ピット49 １面 48 (30) 25 
土坑29 ３面 77 71 23 ピット50 １面 38 37 27 
土坑30 ３面 120 (70) 20 ピット51 １面 38 35 26 
土坑31 ３面 (70) (60) 10 ピット52 １面 65 65 12 
土坑32 ３面 86 78 10 ピット53 １面 35 35 19 
土坑33 ３面 140 (122) 10 ピット54 １面 42 32 30 
土坑34 ４面 103 (53) 8 ピット55 １面 34 (38) 14 
土坑35 ４面 102 (46) 7 ピット56 １面 39 (35) 18 
土坑36 ４面 (75) 75 7 ピット57 １面 17 17 10 
土坑37 ４面 68 (49) 14 ピット58 １面 22 20 12 
土坑38 ４面 61 54 25 ピット59 １面 46 40 11 
土坑39 ４面 (100) (65) 11 ピット60 １面 44 39 10 
土坑40 １面 155 (70) 55 ピット61 １面 36 30 9 

ピット１ １面 (35) 26 − ピット62 １面 32 (28) 10 
ピット２ １面 58 35 9 ピット63 １面 28 (15) 13 
ピット３ １面 34 33 15 ピット64 １面 48 (37) 18 
ピット４ １面 38 34 24 ピット65 １面 44 (32) 13 
ピット５ １面 38 28 16 ピット66 １面 38 (32) 15 
ピット６ １面 19 18 10 ピット67 １面 33 31 15 
ピット７ １面 25 23 12 ピット68 １面 48 (44) 14 
ピット８ １面 43 40 17 ピット69 １面 24 24 20 
ピット９ １面 35 33 17 ピット70 １面 39 37 38 

単位（cm）
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遺構№ 面 長軸 短軸 深さ 遺構№ 面 長軸 短軸 深さ
ピット72 １面 53 41 11 ピット141 ２面 50 37 7 
ピット73 １面 42 (37) ピット142 ２面 53 50 8 
ピット74 １面 51 44 8 ピット143 ２面 (43) (20) 4 
ピット75 １面 52 (34) 5 ピット144 ２面 38 (15) 11 
ピット76 １面 30 23 9 ピット145 ２面 (68) (32) 8 
ピット77 ２面 49 (27) 14 ピット146 ２面 47 (30) 7 
ピット78 ２面 42 33 18 ピット147 ２面 33 28 11 
ピット130 ２面 46 38 16 ピット148 ２面 29 (16) 20 
ピット131 ２面 47 (33) 7 ピット149 ２面 (24) (22) 13 
ピット132 ２面 30 27 13 ピット150 ２面 (30) 24 9 
ピット133 ２面 37 37 17 ピット151 ２面 30 （１５９ 49 
ピット134 ２面 48 43 7 ピット152 ２面 (27) 24 10 
ピット135 ２面 37 (32) 11 ピット153 ３面 33 30 8 
ピット136 ２面 32 (15) 10 ピット154 ２面 (34) (22) 4 
ピット137 ２面 48 (37) 13 ピット155 ２面 64 (30) 19 
ピット138 ２面 33 33 12 ピット156 ２面 40 (29) 22 
ピット139 ２面 33 32 16 ピット157 ２面 30 (17) 20 
ピット89 ２面 43 (38) − ピット158 ２面 − − −
ピット91 ２面 38 28 16 ピット159 ２面 (43) 33 17 
ピット92 ２面 35 35 24 ピット160 ３面 40 35 11 
ピット93 ２面 35 32 22 ピット161 ３面 43 (28) 15 
ピット94 ２面 35 30 9 ピット162 ３面 54 (45) 24 
ピット95 ２面 30 (15) 16 ピット163 ３面 39 (28) 18 
ピット96 ２面 45 38 10 ピット164 ３面 34 34 14 
ピット97 ２面 32 25 13 ピット165 ３面 45 45 7 
ピット98 ２面 35 28 16 ピット166 ３面 26 23 20 
ピット99 ２面 54 46 20 ピット168 ３面 62 58 18 
ピット100 ２面 36 32 13 ピット169 ３面 21 (15) −
ピット101 ２面 23 20 12 ピット170 ３面 45 44 8 
ピット102 ２面 46 (27) 10 ピット171 ３面 58 (32) 10 
ピット103 ２面 36 34 19 ピット172 ３面 40 38 17 
ピット104 ２面 45 36 5 ピット173 ３面 38 34 15 
ピット105 ２面 40 (27) 13 ピット174 ３面 41 40 16 
ピット106 ２面 (37) 30 19 ピット175 ３面 45 44 36 
ピット107 ２面 45 (28) 10 ピット176 ３面 (38) (20) 38 
ピット108 ２面 58 45 7 ピット177 ３面 (45) 35 25 
ピット109 ２面 31 (17) 7 ピット178 ３面 39 32 20 
ピット110 ２面 50 43 6 ピット179 ３面 41 38 27 
ピット111 ２面 46 (23) − ピット180 ３面 41 37 20 
ピット112 ２面 38 (32) 14 ピット181 ３面 30 (17) −
ピット113 ２面 48 35 12 ピット182 ３面 75 50 18 
ピット114 ２面 42 (23) 5 ピット183 ３面 41 36 15 
ピット115 ２面 45 42 13 ピット184 ３面 47 (17) 11 
ピット116 ２面 37 26 8 ピット185 ３面 58 48 24 
ピット117 ２面 47 32 7 ピット186 ３面 (32) 40 −
ピット118 ２面 (48) 34 12 ピット188 ３面 54 (33) 17 
ピット119 ２面 46 (22) 9 ピット189 ３面 (40) (35) 11 
ピット120 ２面 42 32 12 ピット190 ３面 40 25 24 
ピット121 ２面 (38) (19) 6 ピット191 ３面 46 (18) −
ピット122 ２面 44 40 26 ピット192 ３面 32 30 13 
ピット123 ２面 33 28 11 ピット193 ３面 34 30 12 
ピット124 ２面 47 41 11 ピット194 ３面 33 33 21 
ピット125 ２面 35 34 9 ピット195 ３面 33 30 15 
ピット126 ２面 32 23 6 ピット196 ３面 42 40 9 
ピット127 ２面 49 40 14 ピット197 ３面 54 (23) 5 
ピット128 ２面 (52) (14) 19 ピット198 ３面 62 47 32 
ピット129 ２面 39 29 14 ピット199 ３面 38 32 14 
ピット140 ２面 (39) 34 16 ピット200 ３面 (22) 30 7 

遺構計測表

単位（cm）
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遺構計測表
遺構№ 面 長軸 短軸 深さ 遺構№ 面 長軸 短軸 深さ

ピット201 ４面 65 54 11 ピット261 ５面 32 31 20 
ピット202 ４面 65 52 18 ピット262 ５面 32 30 27 
ピット203 ４面 37 31 15 ピット263 ５面 (57) (26) 27 
ピット204 ４面 32 28 12 ピット264 ５面 54 40 23 
ピット205 ４面 29 (24) 12 ピット265 ５面 38 (22) 21 
ピット206 ４面 55 39 12 ピット266 ５面 33 32 21 
ピット207 ４面 40 39 20 ピット267 ５面 64 (60) 18 
ピット208 ４面 37 (18) 19 ピット269 ５面 22 21 12 
ピット209 ４面 35 28 10 ピット270 ４面 (35) 28 7 
ピット210 ４面 37 27 15 ピット271 ５面 (23) (20) 11 
ピット211 ４面 27 (21) 22 ピット272 ５面 30 28 23 
ピット212 ４面 40 29 14 ピット273 ５面 38 (28) 22 
ピット213 ４面 54 54 14 ピット274 ５面 30 23 18 
ピット214 ４面 45 45 19 ピット275 ４面 28 21 5 
ピット215 ４面 42 29 12 ピット276 ５面 28 26 11 
ピット216 ４面 68 59 9 ピット277 ５面 45 37 30 
ピット217 ４面 48 45 14 ピット278 ５面 45 31 26 
ピット218 ４面 55 (46) 8 ピット279 ５面 38 (25) 19 
ピット219 ４面 42 39 9 ピット280 ５面 28 21 27 
ピット220 ４面 32 (13) 17 ピット281 ５面 38 33 33 
ピット221 ４面 30 (27) 15 ピット282 ５面 28 19 22 
ピット223 ４面 39 38 16 ピット283 ５面 43 35 24 
ピット224 ４面 42 38 12 ピット284 ５面 35 30 22 
ピット225 ４面 62 (52) 7 ピット285 ５面 33 (24) 30 
ピット226 ４面 29 20 17 ピット286 ５面 28 25 23 
ピット227 ４面 39 (24) 10 ピット287 ５面 33 33 29 
ピット228 ４面 63 55 18 ピット288 ５面 22 21 13 
ピット229 ４面 45 42 16 ピット289 ５面 30 28 40 
ピット230 ４面 37 (33) 15 ピット290 ５面 32 28 16 
ピット231 ４面 38 37 11 ピット291 ５面 32 32 26 
ピット232 ４面 49 44 13 ピット292 ５面 51 44 30 
ピット233 ４面 58 50 14 ピット294 ５面 34 30 18 
ピット234 ４面 43 38 10 ピット296 ５面 29 (13) 22 
ピット235 ４面 50 41 30 ピット297 ５面 32 29 16 
ピット236 ４面 32 31 8 ピット298 ５面 32 28 14 
ピット237 ４面 35 27 20 ピット299 ５面 (30) 28 9 
ピット238 ５面 51 47 32 ピット300 ５面 39 33 7 
ピット239 ４面 36 34 4 ピット301 ５面 45 45 10 
ピット241 ５面 45 44 33 ピット302 ６面 63 47 33 
ピット242 ５面 31 30 40 ピット303 ７面 41 (33) 23 
ピット243 ５面 44 38 33 ピット304 ７面 (34) 32 24 
ピット244 ５面 35 30 8 ピット305 ７面 22 18 21 
ピット245 ４面 35 34 3 
ピット246 ５面 36 (33) 25 
ピット247 ４面 60 (30) −
ピット248 ４面 36 (28) −
ピット249 ５面 40 (21) 40 
ピット250 ５面 35 28 26 
ピット251 ５面 37 29 15 
ピット252 ５面 40 32 11 
ピット253 ５面 27 26 30 
ピット254 ５面 35 (27) 30 
ピット255 ５面 30 30 16 
ピット256 ５面 32 28 18 
ピット257 ５面 32 30 32 
ピット258 ５面 38 31 35 
ピット259 ５面 56 41 48 
ピット260 ５面 49 (34) 37 

単位（cm）
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1 面土坑 8（南から）1面土坑 6　（南から）

1面全景　（南から）　1面全景（北から）

2面全景（南から） 2面全景　（北から）

2面ピット 71（北から） 2面かわらけ質小壺出土状況

図版１
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　2面土坑 17（南東から）　2面土坑 17（南西から）

3面全景（南から） 3面全景　（北から）

3面溝２と南方向遠景（北から）

本調査地点から隣接現場を望む（北から）

調査地点からの南方向遠景（北から）

図版２
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4 面全景　（南から）　4面全景（北から）

4面切石列（北から） 4面切石列　（南から）

5面全景　（南から）　5面全景（北から）

図版３
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6 面ピット 302 頂部が焼けた柱（南東から）

5面溝 3部材　（西から）

7面溝 4（北東から） 7面溝 4（南西から）

5面漆器出土状況

5面溝 3部材裏面（手前に三条の痕あり）

5面溝 3部材裏面の三条の痕

図版４
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6 面全景（南から）6面全景　（北から）

7面全景（北から） 7面全景（南から）

図版５
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図版６

6-446-44

△ 第 1面池状遺構△ 第 1面池状遺構

6-36-3 6-86-8 6-146-14

6-246-246-166-16 6-206-20 6-216-21

6-276-27

6-306-306-296-29

6-336-33 6-346-34

6-586-58
6-536-536-596-59

6-96-9

6-606-60

6-616-61 6-646-646-636-63

6-516-516-466-46

6-286-28
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図版７

7-697-69

7-717-71

7-787-78

7-927-92

7-947-94

7-977-97

7-967-96

7-917-91

7-90 7-90 

7-1057-105

7-997-99

7-1067-106

7-857-85

7-687-68

7-1077-107

7-887-88

7-897-89

8-1108-110△ 第 1面池状遺構△ 第 1面池状遺構
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図版８

8-1268-126

9-1319-1319-1309-130 9-1329-132 9-1339-133 9-1399-139 10-16510-165

8-1278-127 8-1298-129

8-1228-122

8-1258-125

8-1208-120

8-1248-124

10-16610-166 10-17610-176 10-17710-177

8-1118-111

8-1128-112

9-1369-136

10-17010-170
△ 第 1面池状遺構△ 第 1面池状遺構
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図版９

△ 溝１△ 溝１

11-1211-12

11-1511-15 11-1611-16

11-1311-13

11-2111-21

11-2611-26 11-2811-28

11-2911-29 11-3011-30

11-3111-31 11-3311-33

12-3712-37 12-4012-40

12-6012-60 12-6112-61 12-6812-68
12-5812-58

12-5712-57

12-5112-51

11-1111-11

11-611-611-111-1 11-911-9

11-1411-14

11-1911-19

11-2511-25

11-2311-23
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図版10

13-813-8

△ 土坑 40△ 土坑 40

△ 溝状土坑 2△ 溝状土坑 2

△ 土坑 15△ 土坑 15

16-116-1

16-216-2

16-416-4

16-616-6

16-716-7

△ 土坑 12△ 土坑 12

13-313-3

△ 土坑 6△ 土坑 6

13-113-1

14-214-2
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図版11

△ 第 1面面上△ 第 1面面上

△ Pit 49△ Pit 49
16-1116-11

17-217-2 17-317-3 17-417-4

17-717-7 17-817-8

17-1017-10

17-1917-19

17-1617-1617-1317-13

16-1316-13

17-2217-22

17-2317-23

17-2417-24

△ Pit 47△ Pit 47

16-816-8 16-916-9

16-1016-10

△ Pit 56△ Pit 56

△ Pit 8△ Pit 8
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図版12

17-2817-2817-2617-26

17-2917-29 17-3017-30 17-3117-31

18-218-2 18-318-3

18-418-4 18-518-5 18-618-6

18-718-7 18-918-9 18-1018-10

18-1118-11 18-1218-12 18-1418-14

18-1618-1618-1518-15

18-2018-2018-1818-18

18-1718-17

18-1918-19

18-2118-21 18-2418-24

18-2918-29 18-3018-30

18-3318-33

18-3918-39 18-4018-40

18-118-1

△ 第 1面構成土△ 第 1面構成土

△ 第 1面面上△ 第 1面面上
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図版13

18-4518-45

18-5118-51

18-5318-53

18-5518-55

18-55 正面から18-55 正面から

18-4718-47

18-43 外底面拡大18-43 外底面拡大

18-4318-43

△ 第 1面構成土△ 第 1面構成土

18-4918-49

18-4818-48
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図版14

19-5619-56

19-5719-57

19-5819-58

19-5919-59

19-6419-64

19-6819-68

19-6319-63

19-7019-70

19-7219-72

19-6919-69
19-7419-74

19-7319-73

△ 第 1面構成土△ 第 1面構成土
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図版15

△ 第 2面土坑 17△ 第 2面土坑 17

19-7919-79 19-8019-80 19-8119-81

19-7619-7619-7519-75

19-8319-83

21-621-6 21-821-8

21-921-9 21-1021-10 21-1121-11
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